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は じ め に 

 

 

大阪市では、平成 21（ 2009）年 2月に策定した「大阪市人権行政推進計画～人

権ナビゲーション～」に基づき、「人権が尊重されるまち」になったと市民の皆

さまが実感できる、住んでよかったと誇りを持って語れる「国際人権都市大阪」

をめざし、市民の皆さまとの協働のもと、さまざまな人権課題の解決に向けて施

策を推進しています。 

 

 

こうした中、施策をより効果的に進めるためにも、市民の皆さまの人権に関す

る意識の変化や動向を把握することが必要であるため、この間、5年おきに「人

権問題に関する市民意識調査」を実施しています。 

今回は令和 7 年 12 月から令和 8 年 1 月にかけて、市内に住民登録している満

18 歳以上の市民の方 2,000 人を対象として、さまざまな人権問題に対する考え

方や意識、本市の取組みに関する認知度などについて調査をさせていただきまし

た。 

このたび、その集計結果を本報告書としてとりまとめたところであり、調査結

果につきましては、施策推進のための基礎資料として活用してまいります。 

 

 

市民の皆さまには、今後とも、本市の人権尊重の社会づくりに向けた施策の推

進にご理解・ご協力を賜りますよう、お願い申しあげます。 

最後に、調査にご協力いただきました市民の皆さまをはじめ、調査の実施にあ

たりさまざまなご助言・ご協力をいただいた方々に対しまして心よりお礼を申し

あげます。 

 

 

令和 8 2026）年 3 月  

大 阪 市 市 民 局  
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１ 調査の概要 

１－１ 調査の目的 

さまざまな人権問題の解決に向け、過去に実施した「人権問題に関する市民意識調査」以降の

市民の人権意識の状況や変化、動向を把握することにより、人権尊重の社会づくりに向けた、本

市の今後の人権教育・啓発等、人権施策の効果的な取組みの方向性を検討するための基礎資料を

得るため 

１－２ 調査の方法 

（１）対象者 

大阪市内に住民登録している満 18歳以上の市民 外国籍を含む） 

（２）対象数 

2,000 人 

（３）調査期間 

令和 7 2025）年 12 月 1 日 月）を発送日とし、令和 8 2026）年 1 月 14 日 水）を回答の

期限とした。 

※回答期限は 1月 14 日（ 水）までであるが、1月 21 日（ 水）までに返送された調査票を集計

対象とした。 

（４）調査方法 

調査対象者に調査票を郵送し、次のいずれかの方法で回答を受け付けた。 

①（回答を記入した調査票を返信用封筒を用いて返信する方法 

②（専用のウェブページに回答を入力する方法 

１－３ 調査の内容 

調査票は「人権問題に関する考え方」「人権についての意識」「人権に関する大阪市の取組み」

といった項目からなる。 

なお、調査票の設問作成に関しては、次の有識者から助言を得た。 

 

・神原 文子 

 社会学者 博士）・専門社会調査士） 

・坂元 茂樹 

 公益財団法人 人権教育啓発推進センター 理事長） 

・西田 芳正 

 公立大学法人 大阪公立大学大学院 現代システム科学研究科 教授） 

 

 五十音順・敬称略） 
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２ 調査対象者の抽出方法 

（１）抽出方法 

住民基本台帳から層化無作為抽出 

（２）層化基準 

年齢が 18歳～19 歳、20歳代、30歳代、40 歳代、50 歳代、60 歳代、70歳以上を、それぞれ１

つの層とした。 

（３）標本数の決定、抽出 

各層において、大阪市に住民登録をしている市民 外国籍を含む）を母集団とし、住民基本台

帳データから、表 1のとおり標本数を決定し、無作為に抽出した。 

表１ 標本割当表 

年齢区分 推定母集団数 人） 構成比 ％） 標本数 人） 

1 8～ 1 9 歳 45,842 1.87 37 

2 0 歳 代 399,226 16.26 325 

3 0 歳 代 379,272 15.45 309 

4 0 歳 代 376,353 15.33 307 

5 0 歳 代 418,147 17.03 341 

6 0 歳 代 298,216 12.15 243 

7 0 歳 以 上 537,914 21.91 438 

計 2,454,970 100.00 2,000 

 ※）推定母集団数は、令和 7 2025）年 9 月末現在の住民基本台帳人口 

 

３ 回収状況 

今回の調査は、2,000 人を対象に調査票を送付した。調査対象のうち回収できた 680 票から無

効調査票 白票等）4 票を除いた有効調査票は 676 票であり、割当標本に対する有効回収率は

33.8%であった。 

 

表２ 回収状況 

調査実施年度 
割当 

標本数 

到達 

標本数 

不到達 

標本数 

有効 

調査票数 

無効 

調査票数 

割当標本数に 

対する回収率 

令和 7 2025）年度 2,000 1,978 22 676 4 33.8％ 

令和 2 2020）年度 2,000 1,992 8 726 126 36.3％ 

平成 27 2015）年度 2,000 1,954 46 743 112 37.2％ 

平成 22 2010）年度 2,000 1,977 23 716 12 35.8％ 

平成 17 2005）年度 3,000 2,917 83 1,531 97 51.0％ 

調査標本は、平成 17 2005）年は選挙人名簿、平成 22 2010）年以降は住民基本台帳から抽出  
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４ 信頼区間 

本調査は、標本調査 層化無作為抽出）であり、調査結果の誤差の計算は次の計算式によって

計算できる。 

※信頼度（95%の場合 

標本誤差＝± 2√
𝑁 − 𝑛

𝑁 − 1
×
𝑝(100 − 𝑝)

𝑛
 

N＝母集団数 2,454,970）、n＝有効回答者数 676）、p＝回答の比率 

よって、
𝑁 − 1

𝑁 − 1
≒ 1 

標本誤差＝± 2√
𝑝(100 − 𝑝)

𝑛
 ・・・① 

 

①によって計算された総数および主な属性別の標本誤差は表３のとおりである。 

 

表３ 信頼度 95％における主要な％の信頼区間 

 p(%) 

n 
5 
95 

10 
90 

15 
85 

20 
80 

25 
75 

30 
70 

35 
65 

40 
60 

45 
55 

50 
50 

総数 676 1.7 2.3 2.7 3.1 3.3 3.5 3.7 3.8 3.8 3.8 

性
別 

男性 239 2.8 3.9 4.6 5.2 5.6 5.9 6.2 6.3 6.4 6.5 

女性 392 2.2 3.3 3.6 4.0 4.4 4.6 4.8 4.9 5.0 5.1 

男性、女性に 

あてはまらない 
0 － － － － － － － － － － 

回答したくない 26 8.5 11.8 14.0 15.7 17.0 18.0 18.7 19.2 19.5 19.6 

年
齢
別 

18～19 歳 11 13.1 18.1 21.5 24.1 26.1 27.6 28.8 29.5 30.0 30.2 

20～29 歳 57 5.7 7.9 9.5 10.6 11.5 12.1 12.6 13.0 13.2 13.2 

30～39 歳 86 4.7 6.5 7.7 8.6 9.3 9.9 10.3 10.6 10.7 10.8 

40～49 歳 100 4.4 6.0 7.1 8.0 8.7 9.2 9.5 9.8 9.9 10.0 

50～59 歳 123 3.9 5.4 6.4 7.2 7.8 8.3 8.6 8.8 9.0 9.0 

60～69 歳 98 4.4 6.1 7.2 8.1 8.7 9.3 9.6 9.9 10.1 10.1 

70～80 歳 107 4.2 5.8 6.9 7.7 8.4 8.9 9.2 9.5 9.6 9.7 

80 歳以上 76 5.0 6.9 8.2 9.2 9.9 10.5 10.9 11.2 11.4 11.5 

 

表３の利用方法を例示すると、【問１（「あなたは「人権」について関心がありますか。」】に（「関

心がある」と回答した人は総数の 29.0%である。表３の p%欄で 29.0%に最も近い「30 または）

70」の列と「総数」の行が交錯する欄を見ると「3.5」である。このことから、（「関心がある」と

回答した人の母集団値は 29.0%±3.5 ポイント、すなわち、25.5%から 32.5%の間であることが信

頼度 95% 100 回行えば 95 回はこの範囲に収まるという精度）と推定できる。  
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５ 回答者の構成 

５－１．回答者の性別 

回答者の性別は、「男性」が 35.4%、「女性」が 58.0%となっている。 

回答の選択肢に「1 男性）、2 女性）にあてはまらない」を設けたが、回答に選択した人は

いなかった。 

 

 

 

 ※）2010 年調査以前は、「その他、回答したくない」の選択肢はなかった。 

 

 

  

35.4% 58.0%
3.8%

2.8%
全体

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 女性 回答したくない 無回答

SA 男性 女性

その他、
回答した
くない
 ※）

不明、
無回答

回答人数

人 239 392 26 19 676

％ 35.4% 58.0% 3.8% 2.8% -

人 292 396 14 24 726

％ 40.2% 54.5% 1.9% 3.3% -

人 299 419 4 21 743

％ 40.2% 56.4% 0.5% 2.8% -

人 301 385 30 716

％ 42.0% 53.8% 4.2% -

人 646 885 1531

％ 42.2% 57.8% -
--

-

今回調査

2020年
調　査

2015年
調　査

2010年
調　査

2005年
調　査
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５－２．回答者の年齢 

回答者の年齢は、「５０歳代」が 18.2%と最も高く、次いで「７０歳代」が 15.8%、「４０歳代」

が 14.8%となっている。 

 

 

 

 ※）年齢不明者 無回答等）を表から除いているため、合計が一致しない場合がある。 

  

1.6% 8.4% 12.7% 14.8% 18.2% 14.5% 15.8% 11.2% 2.7%全体

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８歳、１９歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代

６０歳代 ７０歳代 ８０歳以上 無回答

SA
１８歳、
１９歳

２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳代
８０歳以
上

無回答 回答人数

人 11 57 86 100 123 98 107 76 18 676

％ 1.6% 8.4% 12.7% 14.8% 18.2% 14.5% 15.8% 11.2% 2.7% -

人 6 58 111 118 122 116 726

％ 0.8% 8.0% 15.3% 16.3% 16.8% 16.0% -

人 13 59 100 119 124 137 743

％ 1.7% 7.9% 13.5% 16.0% 16.7% 18.4% -

人 71 137 104 102 134 716

％ 9.9% 19.1% 14.5% 14.2% 18.7% -

人 195 270 236 292 291 1531

％ 12.7% 17.6% 15.4% 19.1% 19.0% -

175

-

-

-

-

-

-

16.1%

247

19.3%

138

22.7%

169

24.1%

2005年
調　査

今回調査

2020年
調　査

2015年
調　査

2010年
調　査
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５－３．回答者の最終学歴 

回答者の最終学歴 在学者は在学している学校）は、（「大学、大学院」 以下では「大学卒」と

略記する）が 33.3%と最も高く、次いで（「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種学

校、旧制中等学校」 以下では「高校卒」と略記する）が 31.4%、「短期大学・高等専門学校、高

等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学校、専門学校」 以下では「短大卒」と

略記する）が 21.7%、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」 以下では「中学卒」と略記する）

が 9.6%となっている。 

 

 

 
     ※）2015 年調査からは 18 歳以上を、2005 年、2010 年の調査では 20歳以上を対象とした。 

  

9.6% 31.4% 21.7% 33.3%
1.0%

3.0%

全体

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学

校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

SA 中学校 高校 短大 大学 その他
不明、無
回答

回答人数

人 65 212 147 225 7 20 676

％ 9.6% 31.4% 21.7% 33.3% 1.0% 3.0% -

人 71 260 172 191 11 21 726

％ 9.8% 35.8% 23.7% 26.3% 1.5% 2.9% -

人 100 264 154 200 9 16 743

％ 13.5% 35.5% 20.7% 26.9% 1.2% 2.2% -

人 108 276 149 145 3 35 716

％ 15.1% 38.5% 20.8% 20.3% 0.4% 4.9% -

人 289 633 293 266 50 1531

％ 18.9% 41.3% 19.1% 17.4% 3.3% -
-

2005年
調　査

今回調査

2020年
調　査

2015年
調　査

2010年
調　査
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５－４．回答者の職業 

回答者の職業は「民間企業・団体の従業員・職員 正規雇用）」が 23.5%で最も高い。就業者の

合計は、全体の 61.0%である。 

 

  

8.0%

2.8% 2.2%

23.5%

1.5% 0.9%

21.7%

0.4%

11.1%

2.5%

22.0%

3.3%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

自
営
業
の
事
業
主
ま
た
は
家
族
従
事

者

自
由
業
（
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
技
術
職

を
含
む
）

民
間
企
業
・
団
体
の
経
営
者
・
役
員

民
間
企
業
・
団
体
の
従
業
員
・
職
員

（
正
規
雇
用
）

公
務
員
（
教
員
を
除
く
）

教
員

派
遣
社
員
、
契
約
社
員
、
非
常
勤
職

員
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
勤
め

そ
の
他
、
有
業
者

家
事
専
業

学
生

無
職

無
回
答

就業者 

61.0% 
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 ※）2015 年調査からは 18 歳以上を、2005 年、2010 年の調査では 20歳以上を対象とした。 

  

SA

自営業の
事業主ま
たは家族
従事者

自由業
 さまざ
まな専門
技術職を
含む）

民間企
業・団体
の経営
者・役員

民間企
業・団体
の従業
員・職員
 正規雇
用）

公務員
 教員を
除く）

教員

人 54 19 15 159 10 6

％ 8.0% 2.8% 2.2% 23.5% 1.5% 0.9%

人 26 76 23 164 14 6

％ 3.6% 10.5% 3.2% 22.6% 1.9% 0.8%

人 24 57 9 184 15 9

％ 3.2% 7.7% 1.2% 24.8% 2.0% 1.2%

人 12 186

％ 1.7% 26.0%

人 31 385

％ 2.0% 25.1%14.8%

226

12.6%

90

3.4%

52

2.1%

15

2005年
調　査

今回調査

2020年
調　査

2015年
調　査

2010年
調　査

SA

派遣社員、契約
社員、非常勤職
員、アルバイ
ト、パート勤め

その他、
有業者

家事専業 学生 無職 無回答 回答人数

人 147 3 75 17 149 22 676
％ 21.7% 0.4% 11.1% 2.5% 22.0% 3.3% -
人 143 5 88 18 142 21 726
％ 19.7% 0.7% 12.1% 2.5% 19.6% 2.9% -
人 119 8 122 21 162 13 743
％ 16.0% 1.1% 16.4% 2.8% 21.8% 1.7% -
人 91 8 124 11 144 35 716
％ 12.7% 1.1% 17.3% 1.5% 20.1% 4.9% -
人 227 22 253 24 267 44 1531
％ 14.8% 1.4% 16.5% 1.6% 17.4% 2.9% -

今回調査

2020年
調　査
2015年
調　査
2010年
調　査
2005年
調　査
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５－５．現在の暮らし向き 

現在の暮らし向きについて尋ねたところ、「よい」、「どちらかといえばよい」と答えた人の合

計の割合が 68.3%、「どちらかといえばよくない」、「よくない」と答えた人の合計の割合が 28.4%

であった。 

 

 

 

 

 

  

20.9% 47.5% 21.3% 7.1% 3.3%全体

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よい どちらかといえばよい どちらかといえばよくない よくない 無回答

SA よい
どちらか
といえば
よい

どちらか
といえば
よくない

よくない 無回答 回答人数

人 141 321 144 48 22 676

％ 20.9% 47.5% 21.3% 7.1% 3.3% -

人 161 360 136 49 20 726

％ 22.2% 49.6% 18.7% 6.7% 2.8% -

人 127 358 168 73 17 743

％ 17.1% 48.2% 22.6% 9.8% 2.3% -

今回調査

2020年
調　査

2015年
調　査
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６ この報告書の見方について 

 １）各質問における記載内容は次の順序としている。 

・ 全体の集計表・分布グラフ・説明 

・ 性別によるクロス集計表・説明 

・ 年齢別によるクロス集計表・説明 

・ 学歴別によるクロス集計表・説明 

・ 職業別によるクロス集計表・説明 

 ２）比率はすべて、各項目の無回答・不明を含む集計対象総数 集計対象を限定する場合はその

該当対象数）に対する百分比 %）で表している。複数の回答を求める設問では、百分比 %）

の合計は 100%を超える。 

 ３）質問文および選択肢などの文章は、簡略化して表示している場合がある。 

また、グラフでは煩雑さを避けるため、回答がなかった場合の「0.0%」の表記を省略する。 

 ４）百分比 %）は、原則として小数第２位を四捨五入し小数第１位までを表示した。 

四捨五入の結果、個々の比率の合計と全体を示す数値とが一致しないことがある。 

 ５）性別に関する質問である問 22 において、選択肢３「１、２にあてはまらない」の回答はな

かった。 

クロス集計を行う際には、図表を見やすくするため当該選択肢を省略する。 

 ６）クロス集計表の「SA（Single Answer）」は回答を 1 つだけ選ぶ質問、「MA（Multiple 

Answer）」は複数回答が可能な質問であることを表している。  

   なお、「回答人数」のパーセント欄は、SAではすべて 100.0%となり、MAでは合計が 100%

を超えることから、いずれも統一して「－」で表示している。 

 ７）職業別は、次の５グループに分類して集計を行った。 

グループ 選択肢 1～11 は調査票の選択肢番号） 

自営業 
1（（（自営業の事業主または家族従事者 

2（（（自由業 さまざまな専門技術職を含む） 

民間正規雇用 
3 （民間企業・団体の経営者・役員 

4（（（民間企業・団体の従業員・職員 正規雇用） 

公務員、教員 
5（（（公務員 教員を除く） 

6（（（教員 

非正規雇用 
7 （派遣社員、契約社員、非常勤職員、アルバイト、パート勤め 

8（ その他、有業者  

家事専業、学生、

無職 

9 （家事専業 

10 学生 

11 無職 

 ８）集計サンプル数が少ない項目は、１サンプルあたりの重みが大きく、比率が変動しやすいた

め、結果の利用には注意を要する。 
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Ⅱ 調査結果の概要 
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第１章 基本的な人権問題に関する意識の状況 

１－１ 人権に対する関心の度合 

問１ あなたは「人権」について関心がありますか。（✔は１つ） 

【表１－１－１ 人権に対する関心の度合】 

選択肢 件数 割合 

関心がある 196 29.0（% 

少し関心がある 307 45.4（% 

あまり関心がない 109 16.1（% 

関心がない 24 3.6（% 

無回答 40 5.9（% 

合計 676 100.0（% 

 

【図１－１ 人権に対する関心の度合】 

 

全体でみると、肯定的な回答 「関心がある」「少し関心がある」）と答えた人の割合が（74.4%（

となっている。 

一方で、否定的な回答 「あまり関心がない」「関心がない」）は（19.7%（となっている。 

 

【表１－１－２ 性別 人権に対する関心の度合】 

 

性別でみると、肯定的な回答 「関心がある」「少し関心がある」）と答えた人の割合は、男性（

74.5%、女性（75.5%となっている。 

一方で、否定的な回答 「あまり関心がない」「関心がない」）と答えた人の割合は、男性 20.9%、

女性（18.6%となっている。 

29.0% 45.4% 16.1% 3.6% 5.9%全体

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

関心がある 少し関心がある あまり関心がない 関心がない 無回答

SA
関心が
ある

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

無回答 回答人数

人 196 307 109 24 40 676

％ 29.0% 45.4% 16.1% 3.6% 5.9% -

人 69 109 41 9 11 239

％ 28.9% 45.6% 17.2% 3.8% 4.6% -

人 120 176 62 11 23 392

％ 30.6% 44.9% 15.8% 2.8% 5.9% -

人 5 11 5 2 3 26

％ 19.2% 42.3% 19.2% 7.7% 11.5% -

人 2 11 1 2 3 19

％ 10.5% 57.9% 5.3% 10.5% 15.8% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答
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【表１－１－３ 年齢別 人権に対する関心の度合】 

 

年齢別でみると、肯定的な回答 「関心がある」「少し関心がある」）と回答した人のうち、「６

０歳代」の割合が最も高く、82.7%となっている。続いて、「４０歳代」が（80.0%、「５０歳代」が（

79.7%（となっている。 

一方で、否定的な回答 「あまり関心がない」「関心がない」）と回答した人のうち、「１８歳、

１９歳」の割合が最も高く、36.4%となっている。続いて、「２０歳代」が（26.3%、「３０歳代」が（

25.6%（となっている。 

 

【表１－１－４ 学歴別 人権に対する関心の度合】 

 

SA
関心が
ある

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

無回答 回答人数

人 196 307 109 24 40 676

％ 29.0% 45.4% 16.1% 3.6% 5.9% -

人 2 5 2 2 0 11

％ 18.2% 45.5% 18.2% 18.2% 0.0% -

人 18 22 13 2 2 57

％ 31.6% 38.6% 22.8% 3.5% 3.5% -

人 28 30 18 4 6 86

％ 32.6% 34.9% 20.9% 4.7% 7.0% -

人 32 48 14 3 3 100

％ 32.0% 48.0% 14.0% 3.0% 3.0% -

人 29 69 17 2 6 123

％ 23.6% 56.1% 13.8% 1.6% 4.9% -

人 25 56 11 2 4 98

％ 25.5% 57.1% 11.2% 2.0% 4.1% -

人 37 39 17 5 9 107

％ 34.6% 36.4% 15.9% 4.7% 8.4% -

人 23 28 16 3 6 76

％ 30.3% 36.8% 21.1% 3.9% 7.9% -

人 2 10 1 1 4 18

％ 11.1% 55.6% 5.6% 5.6% 22.2% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

SA
関心が
ある

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

無回答 回答人数

人 196 307 109 24 40 676

％ 29.0% 45.4% 16.1% 3.6% 5.9% -

人 12 24 14 4 11 65

％ 18.5% 36.9% 21.5% 6.2% 16.9% -

人 51 105 35 14 7 212

％ 24.1% 49.5% 16.5% 6.6% 3.3% -

人 44 70 22 3 8 147

％ 29.9% 47.6% 15.0% 2.0% 5.4% -

人 82 97 37 1 8 225

％ 36.4% 43.1% 16.4% 0.4% 3.6% -

人 4 2 1 0 0 7

％ 57.1% 28.6% 14.3% 0.0% 0.0% -

人 3 9 0 2 6 20

％ 15.0% 45.0% 0.0% 10.0% 30.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答
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学歴別でみると、肯定的な回答 「関心がある」「少し関心がある」）と回答した人のうち、「そ

の他」の割合が最も高く、85.7%となっている。続いて、「大学、大学院」が（79.6%、「短期大学、

高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」が（77.6%（

となっている。 

一方で、否定的な回答 「あまり関心がない」「関心がない」）と回答した人のうち、「中学校、

旧制小学校、旧制高等小学校」が 27.7%と最も高い。続いて、「高等学校、中学校卒業が入学資格

の専修学校・各種学校、旧制中等学校」が 23.1%となっている。また、「短期大学、高等専門学校、

高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」と「大学、大学院」

がそれぞれ 17.0%、16.9%となっている。 

 

【表１－１－５ 職業別 人権に対する関心の度合】 

 

職業別でみると、肯定的な回答 「関心がある」「少し関心がある」）と回答した人のうち、「公

務員、教員」の割合が最も高く、93.8%となっている。続いて、「民間正規雇用」が（75.9%、（「自営

業」が 75.3%（となっている。 

一方で、否定的な回答 「あまり関心がない」「関心がない」）と回答した人のうち、「家事専業、

学生、無職」の割合が最も高く、21.2%となっている。続いて、「非正規雇用」が（20.7%、「民間正

規雇用」が（20.1%（となっている。 

  

S
A
関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

無回答
回答人
数

人 196 307 109 24 40 676
％ 29.0% 45.4% 16.1% 3.6% 5.9% -
人 25 30 13 1 4 73

％ 34.2% 41.1% 17.8% 1.4% 5.5% -

人 51 81 28 7 7 174

％ 29.3% 46.6% 16.1% 4.0% 4.0% -

人 7 8 1 0 0 16

％ 43.8% 50.0% 6.3% 0.0% 0.0% -

人 40 73 26 5 6 150

％ 26.7% 48.7% 17.3% 3.3% 4.0% -

人 69 102 41 10 19 241

％ 28.6% 42.3% 17.0% 4.1% 7.9% -

人 4 13 0 1 4 22

％ 18.2% 59.1% 0.0% 4.5% 18.2% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無
職

無回答
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１－２ 個別の人権問題に関する基本的な意識の状況 

問２ あなたは、次の（１）～（20）の人権問題について関心がありますか。 

（１）～（20）のすべての項目についてお答えください。（それぞれ✔は１つ） 

【表１－２－１ 個別の人権問題に関する基本的な意識の状況】 

 

  

SA 関心がある
少し関心が
ある

あまり関心
がない

関心がない わからない 無回答 回答人数

人 290 257 79 23 18 9 676

％ 42.9% 38.0% 11.7% 3.4% 2.7% 1.3% -

人 385 216 39 15 14 7 676

％ 57.0% 32.0% 5.8% 2.2% 2.1% 1.0% -

人 296 249 86 28 7 10 676

％ 43.8% 36.8% 12.7% 4.1% 1.0% 1.5% -

人 303 250 79 21 13 10 676

％ 44.8% 37.0% 11.7% 3.1% 1.9% 1.5% -

人 134 246 168 67 53 8 676

％ 19.8% 36.4% 24.9% 9.9% 7.8% 1.2% -

人 110 170 197 90 99 10 676

％ 16.3% 25.1% 29.1% 13.3% 14.6% 1.5% -

人 140 251 178 48 50 9 676

％ 20.7% 37.1% 26.3% 7.1% 7.4% 1.3% -

人 158 223 175 52 58 10 676

％ 23.4% 33.0% 25.9% 7.7% 8.6% 1.5% -

人 179 251 163 39 32 12 676

％ 26.5% 37.1% 24.1% 5.8% 4.7% 1.8% -

人 141 199 192 59 75 10 676

％ 20.9% 29.4% 28.4% 8.7% 11.1% 1.5% -

人 132 247 175 60 53 9 676

％ 19.5% 36.5% 25.9% 8.9% 7.8% 1.3% -

人 199 258 132 37 40 10 676

％ 29.4% 38.2% 19.5% 5.5% 5.9% 1.5% -

人 306 221 78 20 39 12 676

％ 45.3% 32.7% 11.5% 3.0% 5.8% 1.8% -

人 302 251 69 19 25 10 676

％ 44.7% 37.1% 10.2% 2.8% 3.7% 1.5% -

人 255 228 101 41 41 10 676

％ 37.7% 33.7% 14.9% 6.1% 6.1% 1.5% -

人 129 226 200 61 49 11 676

％ 19.1% 33.4% 29.6% 9.0% 7.2% 1.6% -

人 145 212 180 67 58 14 676

％ 21.4% 31.4% 26.6% 9.9% 8.6% 2.1% -

人 192 235 145 36 59 9 676

％ 28.4% 34.8% 21.4% 5.3% 8.7% 1.3% -

人 247 268 97 18 34 12 676

％ 36.5% 39.6% 14.3% 2.7% 5.0% 1.8% -

人 116 198 167 67 116 12 676

％ 17.2% 29.3% 24.7% 9.9% 17.2% 1.8% -

ＬＧＢＴなどの性的マイノリティに関する
人権 偏見や差別など）

性的サービスや労働の強要などの人身取引

震災等の災害に起因する人権問題 避難生活
上のトラブル、偏見や差別を助長するような情

報発信など）

ゲノム情報 遺伝情報）を理由とする人権問
題 偏見や差別など）

刑を終えて出所した人やその家族の人権 就
職差別、賃貸住宅への入居拒否など）

犯罪被害者とその家族または遺族 以下「犯
罪被害者等」）の人権 興味本位のうわさや心
ない中傷、私生活の平穏が害されるなど）

インターネット（上の人権侵害 個人情報の
流出や漏えい、個人に対する誹謗中傷、偏見や

差別を助長するような情報発信など）

パワーハラスメント、カスタマーハラスメ
ントなどのハラスメント

北朝鮮当局による拉致問題

ホームレスの人権 嫌がらせや暴行など）

同和問題 部落差別）に関する人権 結婚や
就職などにおける差別、差別発言や落書きな

ど）

アイヌの人々の人権 結婚や就職などにおけ
る差別など）

外国人の人権 就職差別、賃貸住宅への入居拒
否など）

ヘイトスピーチ 特定の人種や民族、国籍の
人々を排斥する差別的な言動など）

感染症に関する人権問題 ＨＩＶ感染者や新
型インフルエンザ等の感染症に関する偏見や差

別など）

ハンセン病回復者などの人権 日常生活や職
場などさまざまな場面での差別やプライバシー

侵害など）

女性の人権 セクシャル・ハラスメント、家庭
や職場における男女差別、配偶者・パートナー

からの暴力など）

こどもの人権 いじめや体罰、児童虐待、児童
買春、貧困問題など）

高齢者の人権 就職差別、介護の際の身体的・
心理的虐待など）

障がいのある人の人権 職場における差別待
遇、店舗でのサービスの拒否など）
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【図１－２ 個別の人権問題に関する基本的な意識の状況】 

 

全体でみると、肯定的な回答 「関心がある」「少し関心がある」）と答えた人の割合は、『こど

もの人権』が（88.9%（と最も高く、次いで『障がいのある人の人権』と『パワーハラスメント、

カスタマーハラスメントなどのハラスメント』が同率で 81.8%となっている。 

一方で、否定的な回答 「あまり関心がない」「関心がない」）と答えた人の割合は、『アイヌの

人々の人権』が（42.5%（と最も高く、次いで『ホームレスの人権』が 38.6%、『ハンセン病回復者

などの人権』が 37.1%となっている。 

  

42.9%

57.0%

43.8%

44.8%

19.8%

16.3%

20.7%

23.4%

26.5%

20.9%

19.5%

29.4%

45.3%

44.7%

37.7%

19.1%

21.4%

28.4%

36.5%

17.2%

38.0%

32.0%

36.8%

37.0%

36.4%

25.1%

37.1%

33.0%

37.1%

29.4%

36.5%

38.2%

32.7%

37.1%

33.7%

33.4%

31.4%

34.8%

39.6%

29.3%

11.7%

5.8%

12.7%

11.7%

24.9%

29.1%

26.3%

25.9%

24.1%

28.4%

25.9%

19.5%

11.5%

10.2%

14.9%

29.6%

26.6%

21.4%

14.3%

24.7%

3.4%

2.2%

4.1%

3.1%

9.9%

13.3%

7.1%

7.7%

5.8%

8.7%

8.9%

5.5%

3.0%

2.8%

6.1%

9.0%

9.9%

5.3%

2.7%

9.9%

2.7%

2.1%

1.0%

1.9%

7.8%

14.6%

7.4%

8.6%

4.7%

11.1%

7.8%

5.9%

5.8%

3.7%

6.1%

7.2%

8.6%

8.7%

5.0%

17.2%

1.3%

1.0%

1.5%

1.5%

1.2%

1.5%

1.3%

1.5%

1.8%

1.5%

1.3%

1.5%

1.8%

1.5%

1.5%

1.6%

2.1%

1.3%

1.8%

1.8%

女性の人権

こどもの人権

高齢者の人権

障がいのある人の人権

同和問題 部落差別）に関する人

権

アイヌの人々の人権

外国人の人権

ヘイトスピーチ

感染症に関する人権問題

ハンセン病回復者などの人権

刑を終えて出所した人やその家族

の人権

犯罪被害者等の人権

インターネット 上の人権侵害

パワーハラスメント、カスタマー

ハラスメントなどのハラスメント

北朝鮮当局による拉致問題

ホームレスの人権

ＬＧＢＴなどの性的マイノリティ

に関する人権

性的サービスや労働の強要などの

人身取引

震災等の災害に起因する人権問題

ゲノム情報 遺伝情報）を理由と

する人権問題

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

関心がある 少し関心がある あまり関心がない 関心がない わからない 無回答
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【表１－２－２ 性別 個別の人権問題に関する基本的な意識の状況】 

 

 

 

 

 

 

女性の人権 こどもの人権

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 290 257 79 23 18 9 676 385 216 39 15 14 7 676
％ 42.9% 38.0% 11.7% 3.4% 2.7% 1.3% - 57.0% 32.0% 5.8% 2.2% 2.1% 1.0% -

人 73 110 36 13 5 2 239 128 82 15 10 3 1 239

％ 30.5% 46.0% 15.1% 5.4% 2.1% 0.8% - 53.6% 34.3% 6.3% 4.2% 1.3% 0.4% -
人 203 134 37 6 7 5 392 238 120 20 3 7 4 392
％ 51.8% 34.2% 9.4% 1.5% 1.8% 1.3% - 60.7% 30.6% 5.1% 0.8% 1.8% 1.0% -

人 8 8 4 3 3 0 26 12 6 4 2 2 0 26

％ 30.8% 30.8% 15.4% 11.5% 11.5% 0.0% - 46.2% 23.1% 15.4% 7.7% 7.7% 0.0% -
人 6 5 2 1 3 2 19 7 8 0 0 2 2 19
％ 31.6% 26.3% 10.5% 5.3% 15.8% 10.5% - 36.8% 42.1% 0.0% 0.0% 10.5% 10.5% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

高齢者の人権 障がいのある人の人権

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 296 249 86 28 7 10 676 303 250 79 21 13 10 676
％ 43.8% 36.8% 12.7% 4.1% 1.0% 1.5% - 44.8% 37.0% 11.7% 3.1% 1.9% 1.5% -
人 90 90 41 14 3 1 239 112 83 31 8 2 3 239
％ 37.7% 37.7% 17.2% 5.9% 1.3% 0.4% - 46.9% 34.7% 13.0% 3.3% 0.8% 1.3% -
人 188 144 42 9 3 6 392 175 152 45 8 7 5 392
％ 48.0% 36.7% 10.7% 2.3% 0.8% 1.5% - 44.6% 38.8% 11.5% 2.0% 1.8% 1.3% -
人 12 6 2 5 1 0 26 11 6 2 5 2 0 26
％ 46.2% 23.1% 7.7% 19.2% 3.8% 0.0% - 42.3% 23.1% 7.7% 19.2% 7.7% 0.0% -
人 6 9 1 0 0 3 19 5 9 1 0 2 2 19
％ 31.6% 47.4% 5.3% 0.0% 0.0% 15.8% - 26.3% 47.4% 5.3% 0.0% 10.5% 10.5% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

同和問題 部落差別）に関する人権 アイヌの人々の人権

S
A
関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

人 134 246 168 67 53 8 676 110 170 197 90 99 10 676
％ 19.8% 36.4% 24.9% 9.9% 7.8% 1.2% - 16.3% 25.1% 29.1% 13.3% 14.6% 1.5% -
人 49 83 59 33 14 1 239 39 57 70 45 27 1 239
％ 20.5% 34.7% 24.7% 13.8% 5.9% 0.4% - 16.3% 23.8% 29.3% 18.8% 11.3% 0.4% -
人 80 147 101 28 32 4 392 66 105 115 38 62 6 392
％ 20.4% 37.5% 25.8% 7.1% 8.2% 1.0% - 16.8% 26.8% 29.3% 9.7% 15.8% 1.5% -
人 4 6 7 4 4 1 26 4 3 7 5 7 0 26
％ 15.4% 23.1% 26.9% 15.4% 15.4% 3.8% - 15.4% 11.5% 26.9% 19.2% 26.9% 0.0% -
人 1 10 1 2 3 2 19 1 5 5 2 3 3 19
％ 5.3% 52.6% 5.3% 10.5% 15.8% 10.5% - 5.3% 26.3% 26.3% 10.5% 15.8% 15.8% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

外国人の人権 ヘイトスピーチ

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 140 251 178 48 50 9 676 158 223 175 52 58 10 676
％ 20.7% 37.1% 26.3% 7.1% 7.4% 1.3% - 23.4% 33.0% 25.9% 7.7% 8.6% 1.5% -
人 53 84 66 24 11 1 239 56 80 69 23 9 2 239
％ 22.2% 35.1% 27.6% 10.0% 4.6% 0.4% - 23.4% 33.5% 28.9% 9.6% 3.8% 0.8% -
人 78 157 103 19 29 6 392 95 129 100 22 40 6 392
％ 19.9% 40.1% 26.3% 4.8% 7.4% 1.5% - 24.2% 32.9% 25.5% 5.6% 10.2% 1.5% -
人 4 5 6 3 8 0 26 4 6 5 4 7 0 26
％ 15.4% 19.2% 23.1% 11.5% 30.8% 0.0% - 15.4% 23.1% 19.2% 15.4% 26.9% 0.0% -
人 5 5 3 2 2 2 19 3 8 1 3 2 2 19
％ 26.3% 26.3% 15.8% 10.5% 10.5% 10.5% - 15.8% 42.1% 5.3% 15.8% 10.5% 10.5% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

感染症に関する人権問題 ハンセン病回復者などの人権

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 179 251 163 39 32 12 676 141 199 192 59 75 10 676
％ 26.5% 37.1% 24.1% 5.8% 4.7% 1.8% - 20.9% 29.4% 28.4% 8.7% 11.1% 1.5% -
人 61 87 61 19 9 2 239 47 70 75 25 20 2 239
％ 25.5% 36.4% 25.5% 7.9% 3.8% 0.8% - 19.7% 29.3% 31.4% 10.5% 8.4% 0.8% -
人 108 148 95 17 16 8 392 85 120 107 29 45 6 392
％ 27.6% 37.8% 24.2% 4.3% 4.1% 2.0% - 21.7% 30.6% 27.3% 7.4% 11.5% 1.5% -
人 7 7 4 3 5 0 26 6 5 5 4 6 0 26
％ 26.9% 26.9% 15.4% 11.5% 19.2% 0.0% - 23.1% 19.2% 19.2% 15.4% 23.1% 0.0% -
人 3 9 3 0 2 2 19 3 4 5 1 4 2 19
％ 15.8% 47.4% 15.8% 0.0% 10.5% 10.5% - 15.8% 21.1% 26.3% 5.3% 21.1% 10.5% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 132 247 175 60 53 9 676 199 258 132 37 40 10 676

％ 19.5% 36.5% 25.9% 8.9% 7.8% 1.3% - 29.4% 38.2% 19.5% 5.5% 5.9% 1.5% -

人 47 73 84 23 11 1 239 66 88 57 15 11 2 239

％ 19.7% 30.5% 35.1% 9.6% 4.6% 0.4% - 27.6% 36.8% 23.8% 6.3% 4.6% 0.8% -

人 77 162 84 30 33 6 392 122 159 68 16 21 6 392

％ 19.6% 41.3% 21.4% 7.7% 8.4% 1.5% - 31.1% 40.6% 17.3% 4.1% 5.4% 1.5% -

人 5 6 5 4 6 0 26 6 7 5 3 5 0 26

％ 19.2% 23.1% 19.2% 15.4% 23.1% 0.0% - 23.1% 26.9% 19.2% 11.5% 19.2% 0.0% -

人 3 6 2 3 3 2 19 5 4 2 3 3 2 19

％ 15.8% 31.6% 10.5% 15.8% 15.8% 10.5% - 26.3% 21.1% 10.5% 15.8% 15.8% 10.5% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

犯罪被害者等の人権刑を終えて出所した人やその家族の人権
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性別でみると、肯定的な回答 「関心がある」「少し関心がある」）と答えた人の割合は、男性で

は『こどもの人権』が（87.9%（と最も高く、次いで『障がいのある人の人権』が 81.6%、『パワー

ハラスメント、カスタマーハラスメントなどのハラスメント』が 78.7%となっている。 

女性では、『こどもの人権』が（91.3%（と最も高く、次いで『女性の人権』が 86.0%、『パワーハ

ラスメント、カスタマーハラスメントなどのハラスメント』が 85.7%となっている。 

一方で、否定的な回答 「あまり関心がない」「関心がない」）と答えた人の割合は、男性では

『ＬＧＢＴなどの性的マイノリティに関する人権』が（49.4%（と最も高く、次いで『アイヌの人々

の人権』が 48.1%、『ゲノム情報 遺伝情報）を理由とする人権問題』が 46.0%となっている。 

女性では、『アイヌの人々の人権』が（39.0%（と最も高く、次いで『ホームレスの人権』が 35.2%、

『ハンセン病回復者などの人権』が 34.7%となっている。 

  

インターネット上の人権侵害 パワーハラスメント、カスタマーハラスメントなどのハラスメント

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 306 221 78 20 39 12 676 302 251 69 19 25 10 676
％ 45.3% 32.7% 11.5% 3.0% 5.8% 1.8% - 44.7% 37.1% 10.2% 2.8% 3.7% 1.5% -
人 102 80 34 11 9 3 239 105 83 36 8 5 2 239
％ 42.7% 33.5% 14.2% 4.6% 3.8% 1.3% - 43.9% 34.7% 15.1% 3.3% 2.1% 0.8% -
人 191 128 35 7 24 7 392 184 152 28 8 15 5 392
％ 48.7% 32.7% 8.9% 1.8% 6.1% 1.8% - 46.9% 38.8% 7.1% 2.0% 3.8% 1.3% -
人 8 8 5 2 3 0 26 8 9 4 3 2 0 26
％ 30.8% 30.8% 19.2% 7.7% 11.5% 0.0% - 30.8% 34.6% 15.4% 11.5% 7.7% 0.0% -
人 5 5 4 0 3 2 19 5 7 1 0 3 3 19
％ 26.3% 26.3% 21.1% 0.0% 15.8% 10.5% - 26.3% 36.8% 5.3% 0.0% 15.8% 15.8% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

北朝鮮当局による拉致問題 ホームレスの人権

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 255 228 101 41 41 10 676 129 226 200 61 49 11 676
％ 37.7% 33.7% 14.9% 6.1% 6.1% 1.5% - 19.1% 33.4% 29.6% 9.0% 7.2% 1.6% -
人 99 76 39 15 6 4 239 42 74 82 27 10 4 239
％ 41.4% 31.8% 16.3% 6.3% 2.5% 1.7% - 17.6% 31.0% 34.3% 11.3% 4.2% 1.7% -
人 147 138 55 22 26 4 392 81 138 111 27 30 5 392
％ 37.5% 35.2% 14.0% 5.6% 6.6% 1.0% - 20.7% 35.2% 28.3% 6.9% 7.7% 1.3% -
人 5 7 5 4 5 0 26 4 8 5 4 5 0 26
％ 19.2% 26.9% 19.2% 15.4% 19.2% 0.0% - 15.4% 30.8% 19.2% 15.4% 19.2% 0.0% -
人 4 7 2 0 4 2 19 2 6 2 3 4 2 19
％ 21.1% 36.8% 10.5% 0.0% 21.1% 10.5% - 10.5% 31.6% 10.5% 15.8% 21.1% 10.5% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

ＬＧＢＴなどの性的マイノリティに関する人権 性的サービスや労働の強要などの人身取引

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 145 212 180 67 58 14 676 192 235 145 36 59 9 676
％ 21.4% 31.4% 26.6% 9.9% 8.6% 2.1% - 28.4% 34.8% 21.4% 5.3% 8.7% 1.3% -
人 38 58 87 31 20 5 239 59 80 67 18 12 3 239
％ 15.9% 24.3% 36.4% 13.0% 8.4% 2.1% - 24.7% 33.5% 28.0% 7.5% 5.0% 1.3% -
人 99 143 83 29 31 7 392 122 145 70 14 37 4 392
％ 25.3% 36.5% 21.2% 7.4% 7.9% 1.8% - 31.1% 37.0% 17.9% 3.6% 9.4% 1.0% -
人 6 4 7 5 4 0 26 6 5 5 3 7 0 26
％ 23.1% 15.4% 26.9% 19.2% 15.4% 0.0% - 23.1% 19.2% 19.2% 11.5% 26.9% 0.0% -
人 2 7 3 2 3 2 19 5 5 3 1 3 2 19
％ 10.5% 36.8% 15.8% 10.5% 15.8% 10.5% - 26.3% 26.3% 15.8% 5.3% 15.8% 10.5% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

S
A
関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

人 247 268 97 18 34 12 676 116 198 167 67 116 12 676
％ 36.5% 39.6% 14.3% 2.7% 5.0% 1.8% - 17.2% 29.3% 24.7% 9.9% 17.2% 1.8% -
人 87 87 43 9 9 4 239 43 50 77 33 30 6 239
％ 36.4% 36.4% 18.0% 3.8% 3.8% 1.7% - 18.0% 20.9% 32.2% 13.8% 12.6% 2.5% -
人 149 164 48 6 19 6 392 65 140 82 28 73 4 392
％ 38.0% 41.8% 12.2% 1.5% 4.8% 1.5% - 16.6% 35.7% 20.9% 7.1% 18.6% 1.0% -
人 7 7 5 3 4 0 26 4 4 5 5 8 0 26
％ 26.9% 26.9% 19.2% 11.5% 15.4% 0.0% - 15.4% 15.4% 19.2% 19.2% 30.8% 0.0% -
人 4 10 1 0 2 2 19 4 4 3 1 5 2 19
％ 21.1% 52.6% 5.3% 0.0% 10.5% 10.5% - 21.1% 21.1% 15.8% 5.3% 26.3% 10.5% -

震災等の災害に起因する人権問題 ゲノム情報 遺伝情報）を理由とする人権問題

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答
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【表１－２－３ 年齢別 個別の人権問題に関する基本的な意識の状況】 

 

 

 

女性の人権 こどもの人権

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 290 257 79 23 18 9 676 385 216 39 15 14 7 676
％ 42.9% 38.0% 11.7% 3.4% 2.7% 1.3% - 57.0% 32.0% 5.8% 2.2% 2.1% 1.0% -

人 3 6 0 2 0 0 11 4 5 0 2 0 0 11

％ 27.3% 54.5% 0.0% 18.2% 0.0% 0.0% - 36.4% 45.5% 0.0% 18.2% 0.0% 0.0% -
人 23 19 11 2 2 0 57 29 20 6 1 1 0 57
％ 40.4% 33.3% 19.3% 3.5% 3.5% 0.0% - 50.9% 35.1% 10.5% 1.8% 1.8% 0.0% -

人 39 34 7 6 0 0 86 55 21 6 4 0 0 86

％ 45.3% 39.5% 8.1% 7.0% 0.0% 0.0% - 64.0% 24.4% 7.0% 4.7% 0.0% 0.0% -

人 44 39 12 4 1 0 100 57 35 4 3 1 0 100

％ 44.0% 39.0% 12.0% 4.0% 1.0% 0.0% - 57.0% 35.0% 4.0% 3.0% 1.0% 0.0% -
人 45 61 14 1 1 1 123 62 50 8 0 2 1 123
％ 36.6% 49.6% 11.4% 0.8% 0.8% 0.8% - 50.4% 40.7% 6.5% 0.0% 1.6% 0.8% -
人 47 35 13 0 2 1 98 56 30 8 1 2 1 98
％ 48.0% 35.7% 13.3% 0.0% 2.0% 1.0% - 57.1% 30.6% 8.2% 1.0% 2.0% 1.0% -
人 50 38 10 3 4 2 107 71 27 3 3 1 2 107
％ 46.7% 35.5% 9.3% 2.8% 3.7% 1.9% - 66.4% 25.2% 2.8% 2.8% 0.9% 1.9% -
人 34 19 10 5 5 3 76 44 21 4 1 5 1 76
％ 44.7% 25.0% 13.2% 6.6% 6.6% 3.9% - 57.9% 27.6% 5.3% 1.3% 6.6% 1.3% -
人 5 6 2 0 3 2 18 7 7 0 0 2 2 18
％ 27.8% 33.3% 11.1% 0.0% 16.7% 11.1% - 38.9% 38.9% 0.0% 0.0% 11.1% 11.1% -

８０歳以上

無回答

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

高齢者の人権 障がいのある人の人権

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 296 249 86 28 7 10 676 303 250 79 21 13 10 676
％ 43.8% 36.8% 12.7% 4.1% 1.0% 1.5% - 44.8% 37.0% 11.7% 3.1% 1.9% 1.5% -
人 2 6 1 2 0 0 11 2 6 0 2 0 1 11
％ 18.2% 54.5% 9.1% 18.2% 0.0% 0.0% - 18.2% 54.5% 0.0% 18.2% 0.0% 9.1% -
人 11 30 11 4 1 0 57 18 25 10 2 2 0 57
％ 19.3% 52.6% 19.3% 7.0% 1.8% 0.0% - 31.6% 43.9% 17.5% 3.5% 3.5% 0.0% -
人 25 33 17 11 0 0 86 34 26 19 7 0 0 86
％ 29.1% 38.4% 19.8% 12.8% 0.0% 0.0% - 39.5% 30.2% 22.1% 8.1% 0.0% 0.0% -
人 31 46 18 3 1 1 100 40 47 8 3 2 0 100
％ 31.0% 46.0% 18.0% 3.0% 1.0% 1.0% - 40.0% 47.0% 8.0% 3.0% 2.0% 0.0% -
人 51 44 21 5 1 1 123 43 54 20 3 2 1 123
％ 41.5% 35.8% 17.1% 4.1% 0.8% 0.8% - 35.0% 43.9% 16.3% 2.4% 1.6% 0.8% -
人 55 32 8 0 2 1 98 51 36 9 0 0 2 98
％ 56.1% 32.7% 8.2% 0.0% 2.0% 1.0% - 52.0% 36.7% 9.2% 0.0% 0.0% 2.0% -
人 72 25 6 1 1 2 107 67 26 7 1 3 3 107
％ 67.3% 23.4% 5.6% 0.9% 0.9% 1.9% - 62.6% 24.3% 6.5% 0.9% 2.8% 2.8% -
人 43 24 3 2 1 3 76 43 21 5 3 3 1 76
％ 56.6% 31.6% 3.9% 2.6% 1.3% 3.9% - 56.6% 27.6% 6.6% 3.9% 3.9% 1.3% -
人 6 9 1 0 0 2 18 5 9 1 0 1 2 18
％ 33.3% 50.0% 5.6% 0.0% 0.0% 11.1% - 27.8% 50.0% 5.6% 0.0% 5.6% 11.1% -

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

同和問題 部落差別）に関する人権 アイヌの人々の人権

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 134 246 168 67 53 8 676 110 170 197 90 99 10 676

％ 19.8% 36.4% 24.9% 9.9% 7.8% 1.2% - 16.3% 25.1% 29.1% 13.3% 14.6% 1.5% -

人 2 4 2 2 1 0 11 2 4 2 2 1 0 11

％ 18.2% 36.4% 18.2% 18.2% 9.1% 0.0% - 18.2% 36.4% 18.2% 18.2% 9.1% 0.0% -

人 11 25 12 4 5 0 57 7 13 17 10 10 0 57

％ 19.3% 43.9% 21.1% 7.0% 8.8% 0.0% - 12.3% 22.8% 29.8% 17.5% 17.5% 0.0% -

人 21 25 16 17 7 0 86 16 19 22 19 10 0 86

％ 24.4% 29.1% 18.6% 19.8% 8.1% 0.0% - 18.6% 22.1% 25.6% 22.1% 11.6% 0.0% -

人 13 38 29 12 7 1 100 12 22 38 19 9 0 100

％ 13.0% 38.0% 29.0% 12.0% 7.0% 1.0% - 12.0% 22.0% 38.0% 19.0% 9.0% 0.0% -

人 20 44 39 11 8 1 123 17 24 51 17 13 1 123

％ 16.3% 35.8% 31.7% 8.9% 6.5% 0.8% - 13.8% 19.5% 41.5% 13.8% 10.6% 0.8% -

人 25 41 23 3 5 1 98 21 34 25 6 10 2 98

％ 25.5% 41.8% 23.5% 3.1% 5.1% 1.0% - 21.4% 34.7% 25.5% 6.1% 10.2% 2.0% -

人 24 38 28 7 8 2 107 23 33 20 11 18 2 107

％ 22.4% 35.5% 26.2% 6.5% 7.5% 1.9% - 21.5% 30.8% 18.7% 10.3% 16.8% 1.9% -

人 17 23 18 9 8 1 76 11 17 18 4 24 2 76

％ 22.4% 30.3% 23.7% 11.8% 10.5% 1.3% - 14.5% 22.4% 23.7% 5.3% 31.6% 2.6% -

人 1 8 1 2 4 2 18 1 4 4 2 4 3 18

％ 5.6% 44.4% 5.6% 11.1% 22.2% 11.1% - 5.6% 22.2% 22.2% 11.1% 22.2% 16.7% -

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

全体
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外国人の人権 ヘイトスピーチ

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 140 251 178 48 50 9 676 158 223 175 52 58 10 676
％ 20.7% 37.1% 26.3% 7.1% 7.4% 1.3% - 23.4% 33.0% 25.9% 7.7% 8.6% 1.5% -
人 2 5 1 3 0 0 11 2 5 2 2 0 0 11
％ 18.2% 45.5% 9.1% 27.3% 0.0% 0.0% - 18.2% 45.5% 18.2% 18.2% 0.0% 0.0% -
人 15 22 17 1 2 0 57 11 19 18 3 5 1 57
％ 26.3% 38.6% 29.8% 1.8% 3.5% 0.0% - 19.3% 33.3% 31.6% 5.3% 8.8% 1.8% -
人 22 27 22 12 3 0 86 19 23 24 17 3 0 86
％ 25.6% 31.4% 25.6% 14.0% 3.5% 0.0% - 22.1% 26.7% 27.9% 19.8% 3.5% 0.0% -
人 19 34 35 9 3 0 100 18 36 25 15 6 0 100
％ 19.0% 34.0% 35.0% 9.0% 3.0% 0.0% - 18.0% 36.0% 25.0% 15.0% 6.0% 0.0% -
人 19 49 36 13 5 1 123 22 42 49 4 5 1 123
％ 15.4% 39.8% 29.3% 10.6% 4.1% 0.8% - 17.9% 34.1% 39.8% 3.3% 4.1% 0.8% -
人 24 40 23 2 6 3 98 30 31 25 2 8 2 98
％ 24.5% 40.8% 23.5% 2.0% 6.1% 3.1% - 30.6% 31.6% 25.5% 2.0% 8.2% 2.0% -
人 22 42 23 5 13 2 107 35 35 19 3 13 2 107
％ 20.6% 39.3% 21.5% 4.7% 12.1% 1.9% - 32.7% 32.7% 17.8% 2.8% 12.1% 1.9% -
人 12 28 18 2 15 1 76 18 25 12 4 15 2 76
％ 15.8% 36.8% 23.7% 2.6% 19.7% 1.3% - 23.7% 32.9% 15.8% 5.3% 19.7% 2.6% -
人 5 4 3 1 3 2 18 3 7 1 2 3 2 18
％ 27.8% 22.2% 16.7% 5.6% 16.7% 11.1% - 16.7% 38.9% 5.6% 11.1% 16.7% 11.1% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

感染症に関する人権問題 ハンセン病回復者などの人権

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 179 251 163 39 32 12 676 141 199 192 59 75 10 676
％ 26.5% 37.1% 24.1% 5.8% 4.7% 1.8% - 20.9% 29.4% 28.4% 8.7% 11.1% 1.5% -
人 3 3 3 2 0 0 11 3 2 4 2 0 0 11
％ 27.3% 27.3% 27.3% 18.2% 0.0% 0.0% - 27.3% 18.2% 36.4% 18.2% 0.0% 0.0% -
人 7 18 25 2 5 0 57 6 15 22 6 8 0 57
％ 12.3% 31.6% 43.9% 3.5% 8.8% 0.0% - 10.5% 26.3% 38.6% 10.5% 14.0% 0.0% -
人 19 34 21 9 3 0 86 17 23 24 14 8 0 86
％ 22.1% 39.5% 24.4% 10.5% 3.5% 0.0% - 19.8% 26.7% 27.9% 16.3% 9.3% 0.0% -
人 22 38 24 13 3 0 100 15 27 36 12 10 0 100
％ 22.0% 38.0% 24.0% 13.0% 3.0% 0.0% - 15.0% 27.0% 36.0% 12.0% 10.0% 0.0% -
人 24 47 40 6 3 3 123 19 35 46 10 12 1 123
％ 19.5% 38.2% 32.5% 4.9% 2.4% 2.4% - 15.4% 28.5% 37.4% 8.1% 9.8% 0.8% -
人 39 34 18 2 4 1 98 28 31 25 2 10 2 98
％ 39.8% 34.7% 18.4% 2.0% 4.1% 1.0% - 28.6% 31.6% 25.5% 2.0% 10.2% 2.0% -
人 38 45 15 2 5 2 107 33 40 15 8 8 3 107
％ 35.5% 42.1% 14.0% 1.9% 4.7% 1.9% - 30.8% 37.4% 14.0% 7.5% 7.5% 2.8% -
人 24 23 16 3 6 4 76 17 22 17 4 14 2 76
％ 31.6% 30.3% 21.1% 3.9% 7.9% 5.3% - 22.4% 28.9% 22.4% 5.3% 18.4% 2.6% -
人 3 9 1 0 3 2 18 3 4 3 1 5 2 18
％ 16.7% 50.0% 5.6% 0.0% 16.7% 11.1% - 16.7% 22.2% 16.7% 5.6% 27.8% 11.1% -

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

S
A
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 132 247 175 60 53 9 676 199 258 132 37 40 10 676
％ 19.5% 36.5% 25.9% 8.9% 7.8% 1.3% - 29.4% 38.2% 19.5% 5.5% 5.9% 1.5% -
人 2 4 3 2 0 0 11 2 3 4 2 0 0 11
％ 18.2% 36.4% 27.3% 18.2% 0.0% 0.0% - 18.2% 27.3% 36.4% 18.2% 0.0% 0.0% -
人 10 17 23 2 5 0 57 14 22 15 3 2 1 57
％ 17.5% 29.8% 40.4% 3.5% 8.8% 0.0% - 24.6% 38.6% 26.3% 5.3% 3.5% 1.8% -
人 20 30 21 10 4 1 86 25 30 20 8 3 0 86
％ 23.3% 34.9% 24.4% 11.6% 4.7% 1.2% - 29.1% 34.9% 23.3% 9.3% 3.5% 0.0% -
人 22 31 24 17 6 0 100 34 37 17 8 4 0 100
％ 22.0% 31.0% 24.0% 17.0% 6.0% 0.0% - 34.0% 37.0% 17.0% 8.0% 4.0% 0.0% -
人 14 44 43 12 9 1 123 29 54 26 5 8 1 123
％ 11.4% 35.8% 35.0% 9.8% 7.3% 0.8% - 23.6% 43.9% 21.1% 4.1% 6.5% 0.8% -
人 18 43 26 3 6 2 98 33 38 18 1 6 2 98
％ 18.4% 43.9% 26.5% 3.1% 6.1% 2.0% - 33.7% 38.8% 18.4% 1.0% 6.1% 2.0% -
人 25 45 22 6 7 2 107 39 42 18 2 4 2 107
％ 23.4% 42.1% 20.6% 5.6% 6.5% 1.9% - 36.4% 39.3% 16.8% 1.9% 3.7% 1.9% -
人 18 28 11 6 12 1 76 18 28 13 5 10 2 76
％ 23.7% 36.8% 14.5% 7.9% 15.8% 1.3% - 23.7% 36.8% 17.1% 6.6% 13.2% 2.6% -
人 3 5 2 2 4 2 18 5 4 1 3 3 2 18
％ 16.7% 27.8% 11.1% 11.1% 22.2% 11.1% - 27.8% 22.2% 5.6% 16.7% 16.7% 11.1% -

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

全体

刑を終えて出所した人やその家族の人権 犯罪被害者等の人権

インターネット上の人権侵害 パワーハラスメント、カスタマーハラスメントなどのハラスメント

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 306 221 78 20 39 12 676 302 251 69 19 25 10 676
％ 45.3% 32.7% 11.5% 3.0% 5.8% 1.8% - 44.7% 37.1% 10.2% 2.8% 3.7% 1.5% -
人 3 6 0 2 0 0 11 6 2 1 2 0 0 11
％ 27.3% 54.5% 0.0% 18.2% 0.0% 0.0% - 54.5% 18.2% 9.1% 18.2% 0.0% 0.0% -
人 22 28 5 0 1 1 57 23 25 7 0 1 1 57
％ 38.6% 49.1% 8.8% 0.0% 1.8% 1.8% - 40.4% 43.9% 12.3% 0.0% 1.8% 1.8% -
人 42 25 14 3 2 0 86 42 31 9 3 1 0 86
％ 48.8% 29.1% 16.3% 3.5% 2.3% 0.0% - 48.8% 36.0% 10.5% 3.5% 1.2% 0.0% -
人 46 39 9 3 3 0 100 49 38 9 3 1 0 100
％ 46.0% 39.0% 9.0% 3.0% 3.0% 0.0% - 49.0% 38.0% 9.0% 3.0% 1.0% 0.0% -
人 56 43 21 2 0 1 123 51 57 13 1 0 1 123
％ 45.5% 35.0% 17.1% 1.6% 0.0% 0.8% - 41.5% 46.3% 10.6% 0.8% 0.0% 0.8% -
人 49 34 8 3 3 1 98 53 33 9 0 2 1 98
％ 50.0% 34.7% 8.2% 3.1% 3.1% 1.0% - 54.1% 33.7% 9.2% 0.0% 2.0% 1.0% -
人 57 25 4 2 16 3 107 48 39 9 2 7 2 107
％ 53.3% 23.4% 3.7% 1.9% 15.0% 2.8% - 44.9% 36.4% 8.4% 1.9% 6.5% 1.9% -
人 26 16 13 5 12 4 76 25 19 11 8 11 2 76
％ 34.2% 21.1% 17.1% 6.6% 15.8% 5.3% - 32.9% 25.0% 14.5% 10.5% 14.5% 2.6% -
人 5 5 4 0 2 2 18 5 7 1 0 2 3 18
％ 27.8% 27.8% 22.2% 0.0% 11.1% 11.1% - 27.8% 38.9% 5.6% 0.0% 11.1% 16.7% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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年齢別でみると、肯定的な回答 「関心がある」「少し関心がある」）と答えた人の割合は、「１

８歳、１９歳」では、『女性の人権』、『こどもの人権』、『インターネット上の人権侵害』と『震災

等の災害に起因する人権問題』が最も高く、いずれも 81.8%となっている。 

また、「２０歳代」では、『インターネット上の人権侵害』が最も高く、87.7%となっている。

「３０歳代」「４０歳代」「５０歳代」「７０歳代」では、『こどもの人権』が最も高く、数値はそ

れぞれ 88.4%、92.0%、91.1%、91.6%となっている。（「６０歳代」では、『高齢者の人権』と『障が

いのある人の人権』が最も高く、いずれも 88.8%となっている。（「８０歳以上」では、『高齢者の

人権』が最も高く、88.2%となっている。 

一方で、否定的な回答 「あまり関心がない」「関心がない」）と答えた人の割合は、「１８歳、

北朝鮮当局による拉致問題 ホームレスの人権

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 255 228 101 41 41 10 676 129 226 200 61 49 11 676
％ 37.7% 33.7% 14.9% 6.1% 6.1% 1.5% - 19.1% 33.4% 29.6% 9.0% 7.2% 1.6% -
人 2 4 2 2 1 0 11 2 5 2 2 0 0 11
％ 18.2% 36.4% 18.2% 18.2% 9.1% 0.0% - 18.2% 45.5% 18.2% 18.2% 0.0% 0.0% -
人 9 24 13 7 4 0 57 7 14 23 9 4 0 57
％ 15.8% 42.1% 22.8% 12.3% 7.0% 0.0% - 12.3% 24.6% 40.4% 15.8% 7.0% 0.0% -
人 16 27 22 14 7 0 86 11 32 25 13 5 0 86
％ 18.6% 31.4% 25.6% 16.3% 8.1% 0.0% - 12.8% 37.2% 29.1% 15.1% 5.8% 0.0% -
人 27 37 20 9 6 1 100 12 28 39 15 6 0 100
％ 27.0% 37.0% 20.0% 9.0% 6.0% 1.0% - 12.0% 28.0% 39.0% 15.0% 6.0% 0.0% -
人 43 46 26 2 5 1 123 17 39 46 12 8 1 123
％ 35.0% 37.4% 21.1% 1.6% 4.1% 0.8% - 13.8% 31.7% 37.4% 9.8% 6.5% 0.8% -
人 48 37 5 2 5 1 98 31 37 23 2 4 1 98
％ 49.0% 37.8% 5.1% 2.0% 5.1% 1.0% - 31.6% 37.8% 23.5% 2.0% 4.1% 1.0% -
人 63 27 8 1 5 3 107 24 47 23 2 7 4 107
％ 58.9% 25.2% 7.5% 0.9% 4.7% 2.8% - 22.4% 43.9% 21.5% 1.9% 6.5% 3.7% -
人 43 19 4 4 4 2 76 23 20 17 3 10 3 76
％ 56.6% 25.0% 5.3% 5.3% 5.3% 2.6% - 30.3% 26.3% 22.4% 3.9% 13.2% 3.9% -
人 4 7 1 0 4 2 18 2 4 2 3 5 2 18
％ 22.2% 38.9% 5.6% 0.0% 22.2% 11.1% - 11.1% 22.2% 11.1% 16.7% 27.8% 11.1% -

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

ＬＧＢＴなどの性的マイノリティに関する人権 性的サービスや労働の強要などの人身取引

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 145 212 180 67 58 14 676 192 235 145 36 59 9 676
％ 21.4% 31.4% 26.6% 9.9% 8.6% 2.1% - 28.4% 34.8% 21.4% 5.3% 8.7% 1.3% -
人 2 6 1 2 0 0 11 1 6 1 2 1 0 11
％ 18.2% 54.5% 9.1% 18.2% 0.0% 0.0% - 9.1% 54.5% 9.1% 18.2% 9.1% 0.0% -
人 17 24 11 4 1 0 57 14 22 16 3 2 0 57
％ 29.8% 42.1% 19.3% 7.0% 1.8% 0.0% - 24.6% 38.6% 28.1% 5.3% 3.5% 0.0% -
人 22 26 23 12 3 0 86 24 28 22 8 4 0 86
％ 25.6% 30.2% 26.7% 14.0% 3.5% 0.0% - 27.9% 32.6% 25.6% 9.3% 4.7% 0.0% -
人 19 34 30 13 4 0 100 20 40 24 7 9 0 100
％ 19.0% 34.0% 30.0% 13.0% 4.0% 0.0% - 20.0% 40.0% 24.0% 7.0% 9.0% 0.0% -
人 21 41 39 12 8 2 123 24 47 38 6 7 1 123
％ 17.1% 33.3% 31.7% 9.8% 6.5% 1.6% - 19.5% 38.2% 30.9% 4.9% 5.7% 0.8% -
人 24 31 29 5 7 2 98 34 37 20 1 5 1 98
％ 24.5% 31.6% 29.6% 5.1% 7.1% 2.0% - 34.7% 37.8% 20.4% 1.0% 5.1% 1.0% -
人 26 29 26 8 14 4 107 46 30 12 4 12 3 107
％ 24.3% 27.1% 24.3% 7.5% 13.1% 3.7% - 43.0% 28.0% 11.2% 3.7% 11.2% 2.8% -
人 12 15 18 10 17 4 76 25 21 9 4 15 2 76
％ 15.8% 19.7% 23.7% 13.2% 22.4% 5.3% - 32.9% 27.6% 11.8% 5.3% 19.7% 2.6% -
人 2 6 3 1 4 2 18 4 4 3 1 4 2 18
％ 11.1% 33.3% 16.7% 5.6% 22.2% 11.1% - 22.2% 22.2% 16.7% 5.6% 22.2% 11.1% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

S
A
関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

人 247 268 97 18 34 12 676 116 198 167 67 116 12 676
％ 36.5% 39.6% 14.3% 2.7% 5.0% 1.8% - 17.2% 29.3% 24.7% 9.9% 17.2% 1.8% -
人 3 6 0 2 0 0 11 2 5 1 2 1 0 11
％ 27.3% 54.5% 0.0% 18.2% 0.0% 0.0% - 18.2% 45.5% 9.1% 18.2% 9.1% 0.0% -
人 17 21 16 1 2 0 57 9 12 21 6 9 0 57
％ 29.8% 36.8% 28.1% 1.8% 3.5% 0.0% - 15.8% 21.1% 36.8% 10.5% 15.8% 0.0% -
人 31 31 13 7 4 0 86 19 24 19 13 11 0 86
％ 36.0% 36.0% 15.1% 8.1% 4.7% 0.0% - 22.1% 27.9% 22.1% 15.1% 12.8% 0.0% -
人 32 44 18 2 4 0 100 13 24 31 17 14 1 100
％ 32.0% 44.0% 18.0% 2.0% 4.0% 0.0% - 13.0% 24.0% 31.0% 17.0% 14.0% 1.0% -
人 37 53 25 2 3 3 123 17 32 38 16 19 1 123
％ 30.1% 43.1% 20.3% 1.6% 2.4% 2.4% - 13.8% 26.0% 30.9% 13.0% 15.4% 0.8% -
人 37 44 12 1 3 1 98 19 40 27 2 9 1 98
％ 37.8% 44.9% 12.2% 1.0% 3.1% 1.0% - 19.4% 40.8% 27.6% 2.0% 9.2% 1.0% -
人 54 40 3 2 5 3 107 18 40 20 5 21 3 107
％ 50.5% 37.4% 2.8% 1.9% 4.7% 2.8% - 16.8% 37.4% 18.7% 4.7% 19.6% 2.8% -
人 33 19 9 1 11 3 76 16 18 7 5 26 4 76
％ 43.4% 25.0% 11.8% 1.3% 14.5% 3.9% - 21.1% 23.7% 9.2% 6.6% 34.2% 5.3% -
人 3 10 1 0 2 2 18 3 3 3 1 6 2 18
％ 16.7% 55.6% 5.6% 0.0% 11.1% 11.1% - 16.7% 16.7% 16.7% 5.6% 33.3% 11.1% -

８０歳以上

無回答

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

震災等の災害に起因する人権問題 ゲノム情報 遺伝情報）を理由とする人権問題
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１９歳」では、『ハンセン病回復者などの人権』と『犯罪被害者等の人権』が最も高く、いずれも

54.5%となっている。 

また、「２０歳代」では、『ホームレスの人権』が最も高く、56.1%となっている。「３０歳代」

では、『アイヌの人々の人権』と『ヘイトスピーチ』が最も高く、いずれも 47.7%となっている。

「４０歳代」「５０歳代」では、『アイヌの人々の人権』が最も高く、数値はそれぞれ 57.0%、55.3%

となっている。「６０歳代」「８０歳以上」では、『ＬＧＢＴなどの性的マイノリティに関する人

権』が最も高く、数値はそれぞれ 34.7%、36.8%となっている。「７０歳代」では、『同和問題（ 部

落差別）に関する人権』が最も高く、32.7%となっている。 

 

【表１－２－４ 学歴別 個別の人権問題に関する基本的な意識の状況】 

 

 

 

 

女性の人権 こどもの人権

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 290 257 79 23 18 9 676 385 216 39 15 14 7 676
％ 42.9% 38.0% 11.7% 3.4% 2.7% 1.3% - 57.0% 32.0% 5.8% 2.2% 2.1% 1.0% -
人 26 19 13 3 4 0 65 36 21 4 1 3 0 65
％ 40.0% 29.2% 20.0% 4.6% 6.2% 0.0% - 55.4% 32.3% 6.2% 1.5% 4.6% 0.0% -

人 83 85 26 8 6 4 212 121 66 11 7 5 2 212

％ 39.2% 40.1% 12.3% 3.8% 2.8% 1.9% - 57.1% 31.1% 5.2% 3.3% 2.4% 0.9% -

人 74 55 12 3 2 1 147 89 49 6 2 0 1 147

％ 50.3% 37.4% 8.2% 2.0% 1.4% 0.7% - 60.5% 33.3% 4.1% 1.4% 0.0% 0.7% -

人 99 91 24 7 3 1 225 129 72 16 4 3 1 225
％ 44.0% 40.4% 10.7% 3.1% 1.3% 0.4% - 57.3% 32.0% 7.1% 1.8% 1.3% 0.4% -
人 4 1 2 0 0 0 7 4 2 1 0 0 0 7
％ 57.1% 14.3% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% - 57.1% 28.6% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% -
人 4 6 2 2 3 3 20 6 6 1 1 3 3 20
％ 20.0% 30.0% 10.0% 10.0% 15.0% 15.0% - 30.0% 30.0% 5.0% 5.0% 15.0% 15.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

高齢者の人権 障がいのある人の人権

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 296 249 86 28 7 10 676 303 250 79 21 13 10 676
％ 43.8% 36.8% 12.7% 4.1% 1.0% 1.5% - 44.8% 37.0% 11.7% 3.1% 1.9% 1.5% -
人 35 20 6 2 1 1 65 32 19 8 3 1 2 65
％ 53.8% 30.8% 9.2% 3.1% 1.5% 1.5% - 49.2% 29.2% 12.3% 4.6% 1.5% 3.1% -

人 101 74 24 8 3 2 212 97 79 22 5 6 3 212

％ 47.6% 34.9% 11.3% 3.8% 1.4% 0.9% - 45.8% 37.3% 10.4% 2.4% 2.8% 1.4% -

人 68 54 18 6 0 1 147 65 56 18 5 2 1 147

％ 46.3% 36.7% 12.2% 4.1% 0.0% 0.7% - 44.2% 38.1% 12.2% 3.4% 1.4% 0.7% -

人 82 91 37 10 3 2 225 101 84 31 6 2 1 225
％ 36.4% 40.4% 16.4% 4.4% 1.3% 0.9% - 44.9% 37.3% 13.8% 2.7% 0.9% 0.4% -
人 5 2 0 0 0 0 7 4 3 0 0 0 0 7
％ 71.4% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 57.1% 42.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -
人 5 8 1 2 0 4 20 4 9 0 2 2 3 20
％ 25.0% 40.0% 5.0% 10.0% 0.0% 20.0% - 20.0% 45.0% 0.0% 10.0% 10.0% 15.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

同和問題 部落差別）に関する人権 アイヌの人々の人権

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 134 246 168 67 53 8 676 110 170 197 90 99 10 676

％ 19.8% 36.4% 24.9% 9.9% 7.8% 1.2% - 16.3% 25.1% 29.1% 13.3% 14.6% 1.5% -

人 13 18 16 7 11 0 65 11 10 13 6 22 3 65

％ 20.0% 27.7% 24.6% 10.8% 16.9% 0.0% - 16.9% 15.4% 20.0% 9.2% 33.8% 4.6% -

人 33 79 61 18 19 2 212 30 59 60 24 37 2 212

％ 15.6% 37.3% 28.8% 8.5% 9.0% 0.9% - 14.2% 27.8% 28.3% 11.3% 17.5% 0.9% -

人 34 57 33 13 8 2 147 27 37 45 19 18 1 147

％ 23.1% 38.8% 22.4% 8.8% 5.4% 1.4% - 18.4% 25.2% 30.6% 12.9% 12.2% 0.7% -

人 51 80 57 26 10 1 225 41 57 73 38 15 1 225

％ 22.7% 35.6% 25.3% 11.6% 4.4% 0.4% - 18.2% 25.3% 32.4% 16.9% 6.7% 0.4% -

人 2 3 1 0 1 0 7 0 3 1 1 2 0 7

％ 28.6% 42.9% 14.3% 0.0% 14.3% 0.0% - 0.0% 42.9% 14.3% 14.3% 28.6% 0.0% -

人 1 9 0 3 4 3 20 1 4 5 2 5 3 20

％ 5.0% 45.0% 0.0% 15.0% 20.0% 15.0% - 5.0% 20.0% 25.0% 10.0% 25.0% 15.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各
種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資
格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学

校

大学、大学院

その他

無回答

外国人の人権 ヘイトスピーチ

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 140 251 178 48 50 9 676 158 223 175 52 58 10 676
％ 20.7% 37.1% 26.3% 7.1% 7.4% 1.3% - 23.4% 33.0% 25.9% 7.7% 8.6% 1.5% -
人 13 12 21 4 14 1 65 14 15 19 4 12 1 65
％ 20.0% 18.5% 32.3% 6.2% 21.5% 1.5% - 21.5% 23.1% 29.2% 6.2% 18.5% 1.5% -

人 31 97 46 18 17 3 212 44 73 54 14 25 2 212

％ 14.6% 45.8% 21.7% 8.5% 8.0% 1.4% - 20.8% 34.4% 25.5% 6.6% 11.8% 0.9% -

人 32 51 43 10 10 1 147 31 60 33 13 7 3 147

％ 21.8% 34.7% 29.3% 6.8% 6.8% 0.7% - 21.1% 40.8% 22.4% 8.8% 4.8% 2.0% -

人 58 83 64 15 4 1 225 65 66 64 19 10 1 225
％ 25.8% 36.9% 28.4% 6.7% 1.8% 0.4% - 28.9% 29.3% 28.4% 8.4% 4.4% 0.4% -
人 2 3 1 0 1 0 7 2 2 3 0 0 0 7
％ 28.6% 42.9% 14.3% 0.0% 14.3% 0.0% - 28.6% 28.6% 42.9% 0.0% 0.0% 0.0% -
人 4 5 3 1 4 3 20 2 7 2 2 4 3 20
％ 20.0% 25.0% 15.0% 5.0% 20.0% 15.0% - 10.0% 35.0% 10.0% 10.0% 20.0% 15.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答
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感染症に関する人権問題 ハンセン病回復者などの人権

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 179 251 163 39 32 12 676 141 199 192 59 75 10 676
％ 26.5% 37.1% 24.1% 5.8% 4.7% 1.8% - 20.9% 29.4% 28.4% 8.7% 11.1% 1.5% -
人 24 20 14 3 3 1 65 16 20 13 3 11 2 65
％ 36.9% 30.8% 21.5% 4.6% 4.6% 1.5% - 24.6% 30.8% 20.0% 4.6% 16.9% 3.1% -

人 51 82 53 11 11 4 212 39 67 55 19 29 3 212

％ 24.1% 38.7% 25.0% 5.2% 5.2% 1.9% - 18.4% 31.6% 25.9% 9.0% 13.7% 1.4% -

人 36 69 28 9 4 1 147 31 44 41 17 13 1 147

％ 24.5% 46.9% 19.0% 6.1% 2.7% 0.7% - 21.1% 29.9% 27.9% 11.6% 8.8% 0.7% -

人 63 69 65 15 10 3 225 51 61 77 18 17 1 225
％ 28.0% 30.7% 28.9% 6.7% 4.4% 1.3% - 22.7% 27.1% 34.2% 8.0% 7.6% 0.4% -
人 3 3 1 0 0 0 7 2 2 3 0 0 0 7
％ 42.9% 42.9% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% - 28.6% 28.6% 42.9% 0.0% 0.0% 0.0% -
人 2 8 2 1 4 3 20 2 5 3 2 5 3 20
％ 10.0% 40.0% 10.0% 5.0% 20.0% 15.0% - 10.0% 25.0% 15.0% 10.0% 25.0% 15.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

S
A
関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

人 132 247 175 60 53 9 676 199 258 132 37 40 10 676
％ 19.5% 36.5% 25.9% 8.9% 7.8% 1.3% - 29.4% 38.2% 19.5% 5.5% 5.9% 1.5% -
人 17 19 12 6 10 1 65 20 21 13 3 7 1 65
％ 26.2% 29.2% 18.5% 9.2% 15.4% 1.5% - 30.8% 32.3% 20.0% 4.6% 10.8% 1.5% -

人 32 88 54 16 20 2 212 58 90 34 10 18 2 212

％ 15.1% 41.5% 25.5% 7.5% 9.4% 0.9% - 27.4% 42.5% 16.0% 4.7% 8.5% 0.9% -

人 29 61 31 16 8 2 147 43 62 28 7 5 2 147

％ 19.7% 41.5% 21.1% 10.9% 5.4% 1.4% - 29.3% 42.2% 19.0% 4.8% 3.4% 1.4% -

人 50 71 75 17 11 1 225 71 79 54 12 7 2 225
％ 22.2% 31.6% 33.3% 7.6% 4.9% 0.4% - 31.6% 35.1% 24.0% 5.3% 3.1% 0.9% -
人 2 2 1 2 0 0 7 3 1 2 1 0 0 7
％ 28.6% 28.6% 14.3% 28.6% 0.0% 0.0% - 42.9% 14.3% 28.6% 14.3% 0.0% 0.0% -
人 2 6 2 3 4 3 20 4 5 1 4 3 3 20
％ 10.0% 30.0% 10.0% 15.0% 20.0% 15.0% - 20.0% 25.0% 5.0% 20.0% 15.0% 15.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学
校・各種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が
入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等

学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

犯罪被害者等の人権刑を終えて出所した人やその家族の人権

インターネット上の人権侵害 パワーハラスメント、カスタマーハラスメントなどのハラスメント

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 306 221 78 20 39 12 676 302 251 69 19 25 10 676
％ 45.3% 32.7% 11.5% 3.0% 5.8% 1.8% - 44.7% 37.1% 10.2% 2.8% 3.7% 1.5% -
人 21 14 12 3 14 1 65 24 15 10 8 8 0 65
％ 32.3% 21.5% 18.5% 4.6% 21.5% 1.5% - 36.9% 23.1% 15.4% 12.3% 12.3% 0.0% -

人 97 67 23 8 14 3 212 91 77 25 5 12 2 212

％ 45.8% 31.6% 10.8% 3.8% 6.6% 1.4% - 42.9% 36.3% 11.8% 2.4% 5.7% 0.9% -

人 68 53 14 4 6 2 147 66 68 7 3 2 1 147

％ 46.3% 36.1% 9.5% 2.7% 4.1% 1.4% - 44.9% 46.3% 4.8% 2.0% 1.4% 0.7% -

人 114 79 23 4 2 3 225 114 81 23 3 1 3 225
％ 50.7% 35.1% 10.2% 1.8% 0.9% 1.3% - 50.7% 36.0% 10.2% 1.3% 0.4% 1.3% -
人 2 3 1 0 1 0 7 3 2 2 0 0 0 7
％ 28.6% 42.9% 14.3% 0.0% 14.3% 0.0% - 42.9% 28.6% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% -
人 4 5 5 1 2 3 20 4 8 2 0 2 4 20
％ 20.0% 25.0% 25.0% 5.0% 10.0% 15.0% - 20.0% 40.0% 10.0% 0.0% 10.0% 20.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

北朝鮮当局による拉致問題 ホームレスの人権

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 255 228 101 41 41 10 676 129 226 200 61 49 11 676
％ 37.7% 33.7% 14.9% 6.1% 6.1% 1.5% - 19.1% 33.4% 29.6% 9.0% 7.2% 1.6% -
人 32 22 3 2 6 0 65 20 19 16 2 8 0 65
％ 49.2% 33.8% 4.6% 3.1% 9.2% 0.0% - 30.8% 29.2% 24.6% 3.1% 12.3% 0.0% -

人 86 72 28 11 12 3 212 38 72 64 19 14 5 212

％ 40.6% 34.0% 13.2% 5.2% 5.7% 1.4% - 17.9% 34.0% 30.2% 9.0% 6.6% 2.4% -

人 51 52 25 10 8 1 147 25 58 38 12 13 1 147

％ 34.7% 35.4% 17.0% 6.8% 5.4% 0.7% - 17.0% 39.5% 25.9% 8.2% 8.8% 0.7% -

人 82 73 40 17 10 3 225 44 68 79 23 9 2 225
％ 36.4% 32.4% 17.8% 7.6% 4.4% 1.3% - 19.6% 30.2% 35.1% 10.2% 4.0% 0.9% -
人 1 2 3 0 1 0 7 1 4 1 1 0 0 7
％ 14.3% 28.6% 42.9% 0.0% 14.3% 0.0% - 14.3% 57.1% 14.3% 14.3% 0.0% 0.0% -
人 3 7 2 1 4 3 20 1 5 2 4 5 3 20
％ 15.0% 35.0% 10.0% 5.0% 20.0% 15.0% - 5.0% 25.0% 10.0% 20.0% 25.0% 15.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

ＬＧＢＴなどの性的マイノリティに関する人権 性的サービスや労働の強要などの人身取引

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 145 212 180 67 58 14 676 192 235 145 36 59 9 676
％ 21.4% 31.4% 26.6% 9.9% 8.6% 2.1% - 28.4% 34.8% 21.4% 5.3% 8.7% 1.3% -
人 13 7 18 10 15 2 65 23 19 10 5 8 0 65
％ 20.0% 10.8% 27.7% 15.4% 23.1% 3.1% - 35.4% 29.2% 15.4% 7.7% 12.3% 0.0% -

人 27 79 60 20 22 4 212 54 82 44 8 21 3 212

％ 12.7% 37.3% 28.3% 9.4% 10.4% 1.9% - 25.5% 38.7% 20.8% 3.8% 9.9% 1.4% -

人 38 55 31 14 7 2 147 39 55 28 9 15 1 147

％ 25.9% 37.4% 21.1% 9.5% 4.8% 1.4% - 26.5% 37.4% 19.0% 6.1% 10.2% 0.7% -

人 64 63 66 20 9 3 225 70 74 57 12 10 2 225
％ 28.4% 28.0% 29.3% 8.9% 4.0% 1.3% - 31.1% 32.9% 25.3% 5.3% 4.4% 0.9% -
人 2 2 2 1 0 0 7 3 1 3 0 0 0 7
％ 28.6% 28.6% 28.6% 14.3% 0.0% 0.0% - 42.9% 14.3% 42.9% 0.0% 0.0% 0.0% -
人 1 6 3 2 5 3 20 3 4 3 2 5 3 20
％ 5.0% 30.0% 15.0% 10.0% 25.0% 15.0% - 15.0% 20.0% 15.0% 10.0% 25.0% 15.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答
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学歴別でみると、肯定的な回答 「関心がある」「少し関心がある」）と答えた人の割合は、すべ

ての学歴区分でも『こどもの人権』が最も高い。数値は、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学

校」87.7%、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制中等学校」88.2%、

「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専

門学校」93.9%、「大学、大学院」89.3%となっている。 

一方で、否定的な回答 「あまり関心がない」「関心がない」）と答えた人の割合は、「中学校、

旧制小学校、旧制高等小学校」では、『ＬＧＢＴなどの性的マイノリティに関する人権』が最も

高く、43.1%となっている。 

また、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制中等学校」「短期大学、

高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」「大

学、大学院」では、『アイヌの人々の人権』が最も高く、数値はそれぞれ 39.6%、43.5%、49.3%と

なっている。「その他」では、『ヘイトスピーチ』、『ハンセン病回復者などの人権』、『刑を終えて

出所した人やその家族の人権』、『犯罪被害者等の人権』、『北朝鮮当局による拉致問題』、『ＬＧＢ

Ｔなどの性的マイノリティに関する人権』、『性的サービスや労働の強要などの人身取引』と『ゲ

ノム情報 遺伝情報）を理由とする人権問題』が最も高く、いずれも 42.9%となっている。 

 

  

S
A
関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

人 247 268 97 18 34 12 676 116 198 167 67 116 12 676
％ 36.5% 39.6% 14.3% 2.7% 5.0% 1.8% - 17.2% 29.3% 24.7% 9.9% 17.2% 1.8% -
人 32 21 5 1 5 1 65 14 12 9 4 24 2 65
％ 49.2% 32.3% 7.7% 1.5% 7.7% 1.5% - 21.5% 18.5% 13.8% 6.2% 36.9% 3.1% -

人 77 86 24 5 17 3 212 25 64 61 14 44 4 212

％ 36.3% 40.6% 11.3% 2.4% 8.0% 1.4% - 11.8% 30.2% 28.8% 6.6% 20.8% 1.9% -

人 51 66 19 3 6 2 147 25 55 28 16 22 1 147

％ 34.7% 44.9% 12.9% 2.0% 4.1% 1.4% - 17.0% 37.4% 19.0% 10.9% 15.0% 0.7% -

人 82 82 47 8 3 3 225 48 62 63 30 20 2 225
％ 36.4% 36.4% 20.9% 3.6% 1.3% 1.3% - 21.3% 27.6% 28.0% 13.3% 8.9% 0.9% -
人 3 3 1 0 0 0 7 2 2 2 1 0 0 7
％ 42.9% 42.9% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% - 28.6% 28.6% 28.6% 14.3% 0.0% 0.0% -
人 2 10 1 1 3 3 20 2 3 4 2 6 3 20
％ 10.0% 50.0% 5.0% 5.0% 15.0% 15.0% - 10.0% 15.0% 20.0% 10.0% 30.0% 15.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学
校・各種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が
入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等

学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

震災等の災害に起因する人権問題 ゲノム情報 遺伝情報）を理由とする人権問題
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【表１－２－５ 職業別 個別の人権問題に関する基本的な意識の状況】 

 

 

 

 

S
A
関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

人 290 257 79 23 18 9 676 385 216 39 15 14 7 676
％ 42.9% 38.0% 11.7% 3.4% 2.7% 1.3% - 57.0% 32.0% 5.8% 2.2% 2.1% 1.0% -
人 30 28 11 3 1 0 73 42 25 4 1 1 0 73
％ 41.1% 38.4% 15.1% 4.1% 1.4% 0.0% - 57.5% 34.2% 5.5% 1.4% 1.4% 0.0% -
人 70 74 22 6 2 0 174 101 51 14 6 2 0 174
％ 40.2% 42.5% 12.6% 3.4% 1.1% 0.0% - 58.0% 29.3% 8.0% 3.4% 1.1% 0.0% -
人 7 9 0 0 0 0 16 9 7 0 0 0 0 16
％ 43.8% 56.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 56.3% 43.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -
人 72 58 14 2 2 2 150 86 51 7 1 3 2 150
％ 48.0% 38.7% 9.3% 1.3% 1.3% 1.3% - 57.3% 34.0% 4.7% 0.7% 2.0% 1.3% -
人 104 80 31 11 10 5 241 138 74 14 7 5 3 241
％ 43.2% 33.2% 12.9% 4.6% 4.1% 2.1% - 57.3% 30.7% 5.8% 2.9% 2.1% 1.2% -
人 7 8 1 1 3 2 22 9 8 0 0 3 2 22
％ 31.8% 36.4% 4.5% 4.5% 13.6% 9.1% - 40.9% 36.4% 0.0% 0.0% 13.6% 9.1% -

無回答

女性の人権 こどもの人権

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

S
A
関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

人 296 249 86 28 7 10 676 303 250 79 21 13 10 676
％ 43.8% 36.8% 12.7% 4.1% 1.0% 1.5% - 44.8% 37.0% 11.7% 3.1% 1.9% 1.5% -
人 33 27 10 2 1 0 73 33 27 10 1 2 0 73
％ 45.2% 37.0% 13.7% 2.7% 1.4% 0.0% - 45.2% 37.0% 13.7% 1.4% 2.7% 0.0% -
人 50 73 35 13 2 1 174 65 70 30 7 2 0 174
％ 28.7% 42.0% 20.1% 7.5% 1.1% 0.6% - 37.4% 40.2% 17.2% 4.0% 1.1% 0.0% -
人 5 8 3 0 0 0 16 8 6 2 0 0 0 16
％ 31.3% 50.0% 18.8% 0.0% 0.0% 0.0% - 50.0% 37.5% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% -
人 76 50 13 7 2 2 150 70 56 11 6 4 3 150
％ 50.7% 33.3% 8.7% 4.7% 1.3% 1.3% - 46.7% 37.3% 7.3% 4.0% 2.7% 2.0% -
人 124 80 25 6 2 4 241 120 80 26 7 3 5 241
％ 51.5% 33.2% 10.4% 2.5% 0.8% 1.7% - 49.8% 33.2% 10.8% 2.9% 1.2% 2.1% -
人 8 11 0 0 0 3 22 7 11 0 0 2 2 22
％ 36.4% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 13.6% - 31.8% 50.0% 0.0% 0.0% 9.1% 9.1% -

家事専業、学生、
無職

無回答

高齢者の人権 障がいのある人の人権

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

S
A
関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

人 134 246 168 67 53 8 676 110 170 197 90 99 10 676
％ 19.8% 36.4% 24.9% 9.9% 7.8% 1.2% - 16.3% 25.1% 29.1% 13.3% 14.6% 1.5% -
人 12 31 15 12 3 0 73 11 21 19 12 10 0 73
％ 16.4% 42.5% 20.5% 16.4% 4.1% 0.0% - 15.1% 28.8% 26.0% 16.4% 13.7% 0.0% -
人 36 58 45 20 15 0 174 27 40 51 34 22 0 174
％ 20.7% 33.3% 25.9% 11.5% 8.6% 0.0% - 15.5% 23.0% 29.3% 19.5% 12.6% 0.0% -
人 4 6 4 1 1 0 16 2 3 7 4 0 0 16
％ 25.0% 37.5% 25.0% 6.3% 6.3% 0.0% - 12.5% 18.8% 43.8% 25.0% 0.0% 0.0% -
人 29 60 34 13 12 2 150 21 47 42 19 19 2 150
％ 19.3% 40.0% 22.7% 8.7% 8.0% 1.3% - 14.0% 31.3% 28.0% 12.7% 12.7% 1.3% -
人 50 79 70 20 18 4 241 46 52 75 19 43 6 241
％ 20.7% 32.8% 29.0% 8.3% 7.5% 1.7% - 19.1% 21.6% 31.1% 7.9% 17.8% 2.5% -
人 3 12 0 1 4 2 22 3 7 3 2 5 2 22
％ 13.6% 54.5% 0.0% 4.5% 18.2% 9.1% - 13.6% 31.8% 13.6% 9.1% 22.7% 9.1% -

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

無回答

同和問題 部落差別）に関する人権 アイヌの人々の人権

全体

S
A
関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

人 140 251 178 48 50 9 676 158 223 175 52 58 10 676
％ 20.7% 37.1% 26.3% 7.1% 7.4% 1.3% - 23.4% 33.0% 25.9% 7.7% 8.6% 1.5% -
人 20 26 14 8 5 0 73 21 25 17 4 6 0 73
％ 27.4% 35.6% 19.2% 11.0% 6.8% 0.0% - 28.8% 34.2% 23.3% 5.5% 8.2% 0.0% -
人 36 63 51 15 9 0 174 38 50 52 23 11 0 174
％ 20.7% 36.2% 29.3% 8.6% 5.2% 0.0% - 21.8% 28.7% 29.9% 13.2% 6.3% 0.0% -
人 3 6 7 0 0 0 16 3 5 5 3 0 0 16
％ 18.8% 37.5% 43.8% 0.0% 0.0% 0.0% - 18.8% 31.3% 31.3% 18.8% 0.0% 0.0% -
人 25 65 38 13 7 2 150 29 55 42 10 10 4 150
％ 16.7% 43.3% 25.3% 8.7% 4.7% 1.3% - 19.3% 36.7% 28.0% 6.7% 6.7% 2.7% -
人 51 83 66 11 25 5 241 64 78 58 10 27 4 241
％ 21.2% 34.4% 27.4% 4.6% 10.4% 2.1% - 26.6% 32.4% 24.1% 4.1% 11.2% 1.7% -
人 5 8 2 1 4 2 22 3 10 1 2 4 2 22
％ 22.7% 36.4% 9.1% 4.5% 18.2% 9.1% - 13.6% 45.5% 4.5% 9.1% 18.2% 9.1% -

無回答

外国人の人権 ヘイトスピーチ

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職
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S
A
関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

人 179 251 163 39 32 12 676 141 199 192 59 75 10 676
％ 26.5% 37.1% 24.1% 5.8% 4.7% 1.8% - 20.9% 29.4% 28.4% 8.7% 11.1% 1.5% -
人 19 22 23 5 3 1 73 15 19 23 8 8 0 73
％ 26.0% 30.1% 31.5% 6.8% 4.1% 1.4% - 20.5% 26.0% 31.5% 11.0% 11.0% 0.0% -
人 41 60 44 17 11 1 174 33 44 55 20 22 0 174
％ 23.6% 34.5% 25.3% 9.8% 6.3% 0.6% - 19.0% 25.3% 31.6% 11.5% 12.6% 0.0% -
人 3 4 5 4 0 0 16 2 4 7 3 0 0 16
％ 18.8% 25.0% 31.3% 25.0% 0.0% 0.0% - 12.5% 25.0% 43.8% 18.8% 0.0% 0.0% -
人 36 70 32 7 3 2 150 27 53 41 12 15 2 150
％ 24.0% 46.7% 21.3% 4.7% 2.0% 1.3% - 18.0% 35.3% 27.3% 8.0% 10.0% 1.3% -
人 76 86 57 6 11 5 241 62 72 62 15 24 6 241
％ 31.5% 35.7% 23.7% 2.5% 4.6% 2.1% - 25.7% 29.9% 25.7% 6.2% 10.0% 2.5% -
人 4 9 2 0 4 3 22 2 7 4 1 6 2 22
％ 18.2% 40.9% 9.1% 0.0% 18.2% 13.6% - 9.1% 31.8% 18.2% 4.5% 27.3% 9.1% -

家事専業、学生、
無職

無回答

感染症に関する人権問題 ハンセン病回復者などの人権

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

SA
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数
関心があ
る

少し関心
がある

あまり関
心がない

関心がな
い

わからな
い

無回答 回答人数

人 132 247 175 60 53 9 676 199 258 132 37 40 10 676
％ 19.5% 36.5% 25.9% 8.9% 7.8% 1.3% - 29.4% 38.2% 19.5% 5.5% 5.9% 1.5% -
人 16 27 19 7 4 0 73 22 27 16 5 3 0 73
％ 21.9% 37.0% 26.0% 9.6% 5.5% 0.0% - 30.1% 37.0% 21.9% 6.8% 4.1% 0.0% -
人 35 59 53 12 15 0 174 58 62 35 10 8 1 174
％ 20.1% 33.9% 30.5% 6.9% 8.6% 0.0% - 33.3% 35.6% 20.1% 5.7% 4.6% 0.6% -
人 2 3 8 3 0 0 16 4 6 4 2 0 0 16
％ 12.5% 18.8% 50.0% 18.8% 0.0% 0.0% - 25.0% 37.5% 25.0% 12.5% 0.0% 0.0% -
人 26 60 35 16 10 3 150 42 61 27 8 10 2 150
％ 17.3% 40.0% 23.3% 10.7% 6.7% 2.0% - 28.0% 40.7% 18.0% 5.3% 6.7% 1.3% -
人 49 91 59 19 19 4 241 68 96 49 9 15 4 241
％ 20.3% 37.8% 24.5% 7.9% 7.9% 1.7% - 28.2% 39.8% 20.3% 3.7% 6.2% 1.7% -
人 4 7 1 3 5 2 22 5 6 1 3 4 3 22
％ 18.2% 31.8% 4.5% 13.6% 22.7% 9.1% - 22.7% 27.3% 4.5% 13.6% 18.2% 13.6% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答

刑を終えて出所した人やその家族の人権） 犯罪被害者等の人権

S
A
関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

人 306 221 78 20 39 12 676 302 251 69 19 25 10 676
％ 45.3% 32.7% 11.5% 3.0% 5.8% 1.8% - 44.7% 37.1% 10.2% 2.8% 3.7% 1.5% -
人 36 20 10 3 4 0 73 21 38 9 4 1 0 73
％ 49.3% 27.4% 13.7% 4.1% 5.5% 0.0% - 28.8% 52.1% 12.3% 5.5% 1.4% 0.0% -
人 85 58 20 7 3 1 174 92 60 16 3 2 1 174
％ 48.9% 33.3% 11.5% 4.0% 1.7% 0.6% - 52.9% 34.5% 9.2% 1.7% 1.1% 0.6% -
人 6 8 2 0 0 0 16 8 6 2 0 0 0 16
％ 37.5% 50.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% - 50.0% 37.5% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% -
人 68 61 16 1 2 2 150 72 62 11 2 1 2 150
％ 45.3% 40.7% 10.7% 0.7% 1.3% 1.3% - 48.0% 41.3% 7.3% 1.3% 0.7% 1.3% -
人 104 68 27 9 27 6 241 103 76 31 10 18 3 241
％ 43.2% 28.2% 11.2% 3.7% 11.2% 2.5% - 42.7% 31.5% 12.9% 4.1% 7.5% 1.2% -
人 7 6 3 0 3 3 22 6 9 0 0 3 4 22
％ 31.8% 27.3% 13.6% 0.0% 13.6% 13.6% - 27.3% 40.9% 0.0% 0.0% 13.6% 18.2% -

無回答

インターネット（上の人権侵害
パワーハラスメント、カスタマーハラスメントなどのハラ
スメント

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

北朝鮮当局による拉致問題 ホームレスの人権

S
A
関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

人 255 228 101 41 41 10 676 129 226 200 61 49 11 676
％ 37.7% 33.7% 14.9% 6.1% 6.1% 1.5% - 19.1% 33.4% 29.6% 9.0% 7.2% 1.6% -
人 30 26 9 5 3 0 73 14 24 27 6 2 0 73
％ 41.1% 35.6% 12.3% 6.8% 4.1% 0.0% - 19.2% 32.9% 37.0% 8.2% 2.7% 0.0% -
人 53 59 37 16 8 1 174 25 56 60 23 10 0 174
％ 30.5% 33.9% 21.3% 9.2% 4.6% 0.6% - 14.4% 32.2% 34.5% 13.2% 5.7% 0.0% -
人 6 3 4 3 0 0 16 3 3 6 4 0 0 16
％ 37.5% 18.8% 25.0% 18.8% 0.0% 0.0% - 18.8% 18.8% 37.5% 25.0% 0.0% 0.0% -
人 49 56 23 9 11 2 150 27 55 44 13 9 2 150
％ 32.7% 37.3% 15.3% 6.0% 7.3% 1.3% - 18.0% 36.7% 29.3% 8.7% 6.0% 1.3% -
人 113 75 27 8 14 4 241 58 81 62 12 22 6 241
％ 46.9% 31.1% 11.2% 3.3% 5.8% 1.7% - 24.1% 33.6% 25.7% 5.0% 9.1% 2.5% -
人 4 9 1 0 5 3 22 2 7 1 3 6 3 22
％ 18.2% 40.9% 4.5% 0.0% 22.7% 13.6% - 9.1% 31.8% 4.5% 13.6% 27.3% 13.6% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

無回答
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職業別でみると、肯定的な回答 「関心がある」「少し関心がある」）と答えた人の割合は、「自

営業」「非正規雇用」「家事専業、学生、無職」では、『こどもの人権』が最も高く、数値はそれぞ

れ 91.8%、91.3%、88.0%となっている。 

また、「民間正規雇用」では、『パワーハラスメント、カスタマーハラスメントなどのハラスメ

ント』が最も高く、87.4%となっている。「公務員、教員」では、『女性の人権』と『こどもの人

権』が最も高く、いずれも 100.0%となっている。 

一方で、否定的な回答 「あまり関心がない」「関心がない」）と答えた人の割合は、「自営業」

では、『ＬＧＢＴなどの性的マイノリティに関する人権』が最も高く、46.6%となっている。 

また、「民間正規雇用」「非正規雇用」「家事専業、学生、無職」では、『アイヌの人々の人権』

が最も高く、数値はそれぞれ 48.9%、40.7%、39.0%となっている。「公務員、教員」では、『アイ

ヌの人々の人権』と『刑を終えて出所した人やその家族の人権』が最も高く、いずれも 68.8%と

なっている。 

  

ＬＧＢＴなどの性的マイノリティに関する人権 性的サービスや労働の強要などの人身取引

S
A
関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

人 145 212 180 67 58 14 676 192 235 145 36 59 9 676
％ 21.4% 31.4% 26.6% 9.9% 8.6% 2.1% - 28.4% 34.8% 21.4% 5.3% 8.7% 1.3% -
人 18 15 23 11 5 1 73 18 27 19 3 6 0 73
％ 24.7% 20.5% 31.5% 15.1% 6.8% 1.4% - 24.7% 37.0% 26.0% 4.1% 8.2% 0.0% -
人 35 58 51 21 8 1 174 45 67 43 12 7 0 174
％ 20.1% 33.3% 29.3% 12.1% 4.6% 0.6% - 25.9% 38.5% 24.7% 6.9% 4.0% 0.0% -
人 6 4 4 2 0 0 16 3 3 7 3 0 0 16
％ 37.5% 25.0% 25.0% 12.5% 0.0% 0.0% - 18.8% 18.8% 43.8% 18.8% 0.0% 0.0% -
人 33 58 37 12 8 2 150 38 61 31 6 12 2 150
％ 22.0% 38.7% 24.7% 8.0% 5.3% 1.3% - 25.3% 40.7% 20.7% 4.0% 8.0% 1.3% -
人 52 68 64 19 31 7 241 85 69 44 11 28 4 241
％ 21.6% 28.2% 26.6% 7.9% 12.9% 2.9% - 35.3% 28.6% 18.3% 4.6% 11.6% 1.7% -
人 1 9 1 2 6 3 22 3 8 1 1 6 3 22
％ 4.5% 40.9% 4.5% 9.1% 27.3% 13.6% - 13.6% 36.4% 4.5% 4.5% 27.3% 13.6% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

無回答

S
A
関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

関心が
ある

少し関
心があ
る

あまり
関心が
ない

関心が
ない

わから
ない

無回答
回答人
数

人 247 268 97 18 34 12 676 116 198 167 67 116 12 676
％ 36.5% 39.6% 14.3% 2.7% 5.0% 1.8% - 17.2% 29.3% 24.7% 9.9% 17.2% 1.8% -
人 29 27 14 2 1 0 73 15 19 21 9 9 0 73
％ 39.7% 37.0% 19.2% 2.7% 1.4% 0.0% - 20.5% 26.0% 28.8% 12.3% 12.3% 0.0% -
人 65 64 27 8 9 1 174 31 42 48 26 26 1 174
％ 37.4% 36.8% 15.5% 4.6% 5.2% 0.6% - 17.8% 24.1% 27.6% 14.9% 14.9% 0.6% -
人 4 6 5 1 0 0 16 4 4 4 4 0 0 16
％ 25.0% 37.5% 31.3% 6.3% 0.0% 0.0% - 25.0% 25.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% -
人 47 76 19 2 4 2 150 22 49 38 14 25 2 150
％ 31.3% 50.7% 12.7% 1.3% 2.7% 1.3% - 14.7% 32.7% 25.3% 9.3% 16.7% 1.3% -
人 97 85 32 5 17 5 241 40 79 54 13 49 6 241
％ 40.2% 35.3% 13.3% 2.1% 7.1% 2.1% - 16.6% 32.8% 22.4% 5.4% 20.3% 2.5% -
人 5 10 0 0 3 4 22 4 5 2 1 7 3 22
％ 22.7% 45.5% 0.0% 0.0% 13.6% 18.2% - 18.2% 22.7% 9.1% 4.5% 31.8% 13.6% -

無回答

ゲノム情報 遺伝情報）を理由とする人権問題
震災等の災害に起因する人権問題

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職
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１－３ とくに深刻な問題と思う人権問題 

問２－１ 問２に掲げた（１）～（20）の人権問題の中で、あなたが、とくに深刻な問題

と思うものはどれですか。（✔は３つまで） 

【表１－３－１ とくに深刻な問題と思う人権問題】 

選択肢 件数 割合 

女性の人権 206 30.5（% 

こどもの人権 293 43.3（% 

高齢者の人権 135 20.0（% 

障がいのある人の人権 142 21.0（% 

同和問題 部落差別）に関する人権 20 3.0（% 

アイヌの人々の人権 7 1.0（% 

外国人の人権 67 9.9（% 

ヘイトスピーチ 34 5.0（% 

感染症に関する人権問題 29 4.3（% 

ハンセン病回復者などの人権 9 1.3（% 

刑を終えて出所した人やその家族の人権 31 4.6（% 

犯罪被害者等の人権 79 11.7（% 

インターネット上の人権侵害 255 37.7（% 

パワーハラスメント、カスタマーハラスメントなどのハラス

メント 
152 22.5（% 

北朝鮮当局による拉致問題 127 18.8（% 

ホームレスの人権 6 0.9（% 

ＬＧＢＴなどの性的マイノリティに関する人権 49 7.2（% 

性的サービスや労働の強要などの人身取引 51 7.5（% 

震災等の災害に起因する人権問題 53 7.8（% 

ゲノム情報 遺伝情報）を理由とする人権問題 8 1.2（% 

無回答 37 5.5（% 

合計 676 - 
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【図１－３ とくに深刻な問題と思う人権問題】 

 

全体でみると、「こどもの人権」と答えた人が最も高く、43.3%となっている。続いて「インタ

ーネット上の人権侵害」が 37.7%、「女性の人権」が 30.5%となっている。 

【表１－３－２ 性別 とくに深刻な問題と思う人権問題】 

 

性別でみると、男性では「インターネット上の人権侵害」が 40.6%と最も高く、次いで「こど

もの人権」が 38.5%、「パワーハラスメント、カスタマーハラスメントなどのハラスメント」が

26.4%となっている。 

一方で、女性では「こどもの人権」が 47.2%と最も高く、次いで「女性の人権」が 39.0%、「イ

ンターネット上の人権侵害」が 37.8%となっている。 

30.5%

43.3%
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0.9%
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権

こ
ど
も
の
人
権

高
齢
者
の
人
権

障
が
い
の
あ
る
人
の
人
権

同
和
問
題
（
部
落
差
別
）

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
人
権

外
国
人
の
人
権

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

感
染
症
に
関
す
る
人
権
問
題

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
な
ど
の
人
権

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
や
そ
の
家
族

の
人
権

犯
罪
被
害
者
等
の
人
権

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
拉
致
問
題

ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
権

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

に
関
す
る
人
権

性
的
サ
ー
ビ
ス
や
労
働
の
強
要
な
ど
の

人
身
取
引

震
災
等
の
災
害
に
起
因
す
る
人
権
問
題

ゲ
ノ
ム
情
報
（
遺
伝
情
報
）
を
理
由
と

す
る
人
権
問
題

無
回
答

MA
女性の
人権

こどもの
人権

高齢者の
人権

障がいの
ある人の
人権

同和問題
 部落差
別）

アイヌの
人々の人
権

外国人の
人権

ヘイトス
ピーチ

感染症に
関する人
権問題

ハンセン
病回復者
などの人
権

刑を終え
て出所し
た人やそ
の家族の
人権

犯罪被害
者等の人
権

インター
ネット上
の人権侵
害

パワーハ
ラスメン
ト、カス
タマーハ
ラスメン
トなどの
ハラスメ
ント

北朝鮮当
局による
拉致問題

ホームレ
スの人権

人 206 293 135 142 20 7 67 34 29 9 31 79 255 152 127 6

％ 30.5% 43.3% 20.0% 21.0% 3.0% 1.0% 9.9% 5.0% 4.3% 1.3% 4.6% 11.7% 37.7% 22.5% 18.8% 0.9%

人 43 92 46 61 8 2 24 18 12 4 14 32 97 63 55 2

％ 18.0% 38.5% 19.2% 25.5% 3.3% 0.8% 10.0% 7.5% 5.0% 1.7% 5.9% 13.4% 40.6% 26.4% 23.0% 0.8%

人 153 185 82 73 11 5 39 15 15 5 15 39 148 84 67 4

％ 39.0% 47.2% 20.9% 18.6% 2.8% 1.3% 9.9% 3.8% 3.8% 1.3% 3.8% 9.9% 37.8% 21.4% 17.1% 1.0%

人 5 8 6 6 1 0 2 0 2 0 1 5 7 4 2 0

％ 19.2% 30.8% 23.1% 23.1% 3.8% 0.0% 7.7% 0.0% 7.7% 0.0% 3.8% 19.2% 26.9% 15.4% 7.7% 0.0%

人 5 8 1 2 0 0 2 1 0 0 1 3 3 1 3 0

％ 26.3% 42.1% 5.3% 10.5% 0.0% 0.0% 10.5% 5.3% 0.0% 0.0% 5.3% 15.8% 15.8% 5.3% 15.8% 0.0%

MA

ＬＧＢ
Ｔなど
の性的
マイノ
リティ
に関す
る人権

性的サー
ビスや労
働の強要
などの人
身取引

震災等の
災害に起
因する人
権問題

ゲノム情
報 遺伝
情報）を
理由とす
る人権問
題

無回答 回答人数

人 49 51 53 8 37 676
％ 7.2% 7.5% 7.8% 1.2% 5.5% -
人 12 13 23 5 5 239
％ 5.0% 5.4% 9.6% 2.1% 2.1% -
人 34 36 26 3 19 392
％ 8.7% 9.2% 6.6% 0.8% 4.8% -
人 2 0 3 0 6 26
％ 7.7% 0.0% 11.5% 0.0% 23.1% -
人 1 2 1 0 7 19
％ 5.3% 10.5% 5.3% 0.0% 36.8% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答
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【表１－２－３ 年齢別 とくに深刻な問題と思う人権問題】

 

年齢別でみると、「１８歳、１９歳」「３０歳代」「７０歳代」では「こどもの人権」が最も高

く、数値はそれぞれ 36.4%、58.1%、44.9%となっている。「２０歳代」「５０歳代」では「こども

の人権」と「インターネット上の人権侵害」が最も高く、数値はそれぞれ 40.4%、44.7%となって

いる。 

また、「４０歳代」「６０歳代」では「インターネット上の人権侵害」が最も高く、数値はそれ

ぞれ 42.0%、49.0%となっている。「８０歳以上」では「こどもの人権」と「高齢者の人権」が最

も高く、いずれも 30.3%となっている。 

 

  

MA
女性の
人権

こどもの
人権

高齢者の
人権

障がいの
ある人の
人権

同和問題
 部落差
別）

アイヌの
人々の人
権

外国人の
人権

ヘイトス
ピーチ

感染症に
関する人
権問題

ハンセン
病回復者
などの人
権

刑を終え
て出所し
た人やそ
の家族の
人権

犯罪被害
者等の人
権

インター
ネット上
の人権侵
害

パワーハ
ラスメン
ト、カス
タマーハ
ラスメン
トなどの
ハラスメ
ント

北朝鮮当
局による
拉致問題

ホームレ
スの人権

人 206 293 135 142 20 7 67 34 29 9 31 79 255 152 127 6

％ 30.5% 43.3% 20.0% 21.0% 3.0% 1.0% 9.9% 5.0% 4.3% 1.3% 4.6% 11.7% 37.7% 22.5% 18.8% 0.9%

人 2 4 2 3 1 0 2 0 2 1 0 0 3 2 3 0

％ 18.2% 36.4% 18.2% 27.3% 9.1% 0.0% 18.2% 0.0% 18.2% 9.1% 0.0% 0.0% 27.3% 18.2% 27.3% 0.0%

人 22 23 2 12 3 1 13 1 3 1 1 6 23 11 1 1

％ 38.6% 40.4% 3.5% 21.1% 5.3% 1.8% 22.8% 1.8% 5.3% 1.8% 1.8% 10.5% 40.4% 19.3% 1.8% 1.8%

人 29 50 3 15 4 1 12 6 1 1 5 10 37 14 7 1

％ 33.7% 58.1% 3.5% 17.4% 4.7% 1.2% 14.0% 7.0% 1.2% 1.2% 5.8% 11.6% 43.0% 16.3% 8.1% 1.2%

人 30 41 11 19 1 0 13 5 2 1 7 14 42 38 12 1

％ 30.0% 41.0% 11.0% 19.0% 1.0% 0.0% 13.0% 5.0% 2.0% 1.0% 7.0% 14.0% 42.0% 38.0% 12.0% 1.0%

人 42 55 23 28 3 1 9 8 2 1 2 12 55 34 25 0

％ 34.1% 44.7% 18.7% 22.8% 2.4% 0.8% 7.3% 6.5% 1.6% 0.8% 1.6% 9.8% 44.7% 27.6% 20.3% 0.0%

人 31 43 29 21 2 0 9 3 5 0 5 10 48 28 22 1

％ 31.6% 43.9% 29.6% 21.4% 2.0% 0.0% 9.2% 3.1% 5.1% 0.0% 5.1% 10.2% 49.0% 28.6% 22.4% 1.0%

人 28 48 41 28 2 2 4 7 7 4 5 12 28 16 33 1

％ 26.2% 44.9% 38.3% 26.2% 1.9% 1.9% 3.7% 6.5% 6.5% 3.7% 4.7% 11.2% 26.2% 15.0% 30.8% 0.9%

人 17 23 23 13 4 2 3 3 7 0 5 12 16 7 21 1

％ 22.4% 30.3% 30.3% 17.1% 5.3% 2.6% 3.9% 3.9% 9.2% 0.0% 6.6% 15.8% 21.1% 9.2% 27.6% 1.3%

人 5 6 1 3 0 0 2 1 0 0 1 3 3 2 3 0

％ 27.8% 33.3% 5.6% 16.7% 0.0% 0.0% 11.1% 5.6% 0.0% 0.0% 5.6% 16.7% 16.7% 11.1% 16.7% 0.0%

MA

ＬＧＢ
Ｔなど
の性的
マイノ
リティ
に関す
る人権

性的サー
ビスや労
働の強要
などの人
身取引

震災等の
災害に起
因する人
権問題

ゲノム情
報 遺伝
情報）を
理由とす
る人権問
題

無回答 回答人数

人 49 51 53 8 37 676
％ 7.2% 7.5% 7.8% 1.2% 5.5% -
人 2 1 2 0 0 11
％ 18.2% 9.1% 18.2% 0.0% 0.0% -
人 11 5 3 0 0 57
％ 19.3% 8.8% 5.3% 0.0% 0.0% -
人 8 2 4 2 2 86
％ 9.3% 2.3% 4.7% 2.3% 2.3% -
人 12 5 7 1 1 100
％ 12.0% 5.0% 7.0% 1.0% 1.0% -
人 7 6 7 1 5 123
％ 5.7% 4.9% 5.7% 0.8% 4.1% -
人 5 5 5 1 4 98
％ 5.1% 5.1% 5.1% 1.0% 4.1% -
人 1 13 14 3 6 107
％ 0.9% 12.1% 13.1% 2.8% 5.6% -
人 2 13 11 0 12 76
％ 2.6% 17.1% 14.5% 0.0% 15.8% -
人 1 1 0 0 7 18
％ 5.6% 5.6% 0.0% 0.0% 38.9% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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【表１－２－４ 学歴別 とくに深刻な問題と思う人権問題】 

 

学歴別でみると、いずれの学歴区分でも「こどもの人権」が最も高く、「中学校、旧制小学校、

旧制高等小学校」36.9%、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制中等学

校」43.4%、「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高

等学校・専門学校」44.2%、「大学、大学院」44.4%、「その他」71.4%となっている。 

 

  

MA
女性の
人権

こどもの
人権

高齢者の
人権

障がいの
ある人の
人権

同和問題
 部落差
別）

アイヌの
人々の人
権

外国人の
人権

ヘイトス
ピーチ

感染症に
関する人
権問題

ハンセン
病回復者
などの人
権

刑を終え
て出所し
た人やそ
の家族の
人権

犯罪被害
者等の人
権

インター
ネット上
の人権侵
害

パワーハ
ラスメン
ト、カス
タマーハ
ラスメン
トなどの
ハラスメ
ント

北朝鮮当
局による
拉致問題

ホームレ
スの人権

人 206 293 135 142 20 7 67 34 29 9 31 79 255 152 127 6

％ 30.5% 43.3% 20.0% 21.0% 3.0% 1.0% 9.9% 5.0% 4.3% 1.3% 4.6% 11.7% 37.7% 22.5% 18.8% 0.9%

人 8 24 23 15 4 1 4 2 4 1 4 11 16 6 16 3

％ 12.3% 36.9% 35.4% 23.1% 6.2% 1.5% 6.2% 3.1% 6.2% 1.5% 6.2% 16.9% 24.6% 9.2% 24.6% 4.6%

人 62 92 51 52 5 1 11 9 12 3 10 27 81 49 49 2

％ 29.2% 43.4% 24.1% 24.5% 2.4% 0.5% 5.2% 4.2% 5.7% 1.4% 4.7% 12.7% 38.2% 23.1% 23.1% 0.9%

人 56 65 29 24 3 2 15 2 6 1 3 12 61 46 28 1

％ 38.1% 44.2% 19.7% 16.3% 2.0% 1.4% 10.2% 1.4% 4.1% 0.7% 2.0% 8.2% 41.5% 31.3% 19.0% 0.7%

人 72 100 31 46 7 3 32 20 7 3 13 25 92 49 30 0

％ 32.0% 44.4% 13.8% 20.4% 3.1% 1.3% 14.2% 8.9% 3.1% 1.3% 5.8% 11.1% 40.9% 21.8% 13.3% 0.0%

人 3 5 0 1 1 0 3 0 0 1 0 1 2 0 0 0

％ 42.9% 71.4% 0.0% 14.3% 14.3% 0.0% 42.9% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 14.3% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0%

人 5 7 1 4 0 0 2 1 0 0 1 3 3 2 4 0

％ 25.0% 35.0% 5.0% 20.0% 0.0% 0.0% 10.0% 5.0% 0.0% 0.0% 5.0% 15.0% 15.0% 10.0% 20.0% 0.0%

MA

ＬＧＢ
Ｔなど
の性的
マイノ
リティ
に関す
る人権

性的サー
ビスや労
働の強要
などの人
身取引

震災等の
災害に起
因する人
権問題

ゲノム情
報 遺伝
情報）を
理由とす
る人権問
題

無回答 回答人数

人 49 51 53 8 37 676
％ 7.2% 7.5% 7.8% 1.2% 5.5% -
人 3 11 10 0 7 65
％ 4.6% 16.9% 15.4% 0.0% 10.8% -

人 7 19 19 0 12 212

％ 3.3% 9.0% 9.0% 0.0% 5.7% -

人 13 9 11 2 4 147

％ 8.8% 6.1% 7.5% 1.4% 2.7% -

人 25 11 11 6 6 225
％ 11.1% 4.9% 4.9% 2.7% 2.7% -
人 0 0 2 0 0 7
％ 0.0% 0.0% 28.6% 0.0% 0.0% -
人 1 1 0 0 8 20
％ 5.0% 5.0% 0.0% 0.0% 40.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答
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【表１－２－５ 職業別 とくに深刻な問題と思う人権問題】 

 

職業別でみると、答えた人の割合が最も高いのは、「自営業」、「民間正規雇用」、「非正規雇用」

では「インターネット上の人権侵害」であり、数値は各々42.5%、45.4%、47.3%となっている。 

また、「公務員、教員」、「家事専業、学生、無職」では「こどもの人権」であり、数値は各々

37.5%、42.7%となっている。  

M
A
女性の
人権

こども
の人権

高齢者
の人権

障がい
のある
人の人
権

同和問
題 部
落差
別）

アイヌ
の人々
の人権

外国人
の人権

ヘイト
スピー
チ

感染症
に関す
る人権
問題

ハンセ
ン病回
復者な
どの人
権

刑を終
えて出
所した
人やそ
の家族
の人権

犯罪被
害者等
の人権

イン
ター
ネット
上の人
権侵害

パワー
ハラス
メン
ト、カ
スタ
マーハ
ラスメ
ントな
どのハ
ラスメ
ント

北朝鮮
当局に
よる拉
致問題

ホーム
レスの
人権

人 206 293 135 142 20 7 67 34 29 9 31 79 255 152 127 6

％ 30.5% 43.3% 20.0% 21.0% 3.0% 1.0% 9.9% 5.0% 4.3% 1.3% 4.6% 11.7% 37.7% 22.5% 18.8% 0.9%

人 19 30 14 13 1 1 11 4 3 1 6 5 31 10 18 0

％ 26.0% 41.1% 19.2% 17.8% 1.4% 1.4% 15.1% 5.5% 4.1% 1.4% 8.2% 6.8% 42.5% 13.7% 24.7% 0.0%

人 64 73 14 32 5 0 18 8 2 1 7 25 79 60 25 1

％ 36.8% 42.0% 8.0% 18.4% 2.9% 0.0% 10.3% 4.6% 1.1% 0.6% 4.0% 14.4% 45.4% 34.5% 14.4% 0.6%

人 4 6 3 4 1 1 1 0 0 0 0 1 4 4 2 0

％ 25.0% 37.5% 18.8% 25.0% 6.3% 6.3% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.3% 25.0% 25.0% 12.5% 0.0%

人 41 70 35 33 4 0 13 9 5 0 7 17 71 36 23 3

％ 27.3% 46.7% 23.3% 22.0% 2.7% 0.0% 8.7% 6.0% 3.3% 0.0% 4.7% 11.3% 47.3% 24.0% 15.3% 2.0%

人 71 103 66 55 9 5 22 12 19 7 8 28 66 39 56 2

％ 29.5% 42.7% 27.4% 22.8% 3.7% 2.1% 9.1% 5.0% 7.9% 2.9% 3.3% 11.6% 27.4% 16.2% 23.2% 0.8%

人 7 11 3 5 0 0 2 1 0 0 3 3 4 3 3 0

％ 31.8% 50.0% 13.6% 22.7% 0.0% 0.0% 9.1% 4.5% 0.0% 0.0% 13.6% 13.6% 18.2% 13.6% 13.6% 0.0%

M
A

ＬＧＢ
Ｔなど
の性的
マイノ
リティ
に関す
る人権

性的
サービ
スや労
働の強
要など
の人身
取引

震災等
の災害
に起因
する人
権問題

ゲノム
情報
 遺伝
情報）
を理由
とする
人権問
題

無回答
回答人
数

人 49 51 53 8 37 676
％ 7.2% 7.5% 7.8% 1.2% 5.5% -
人 9 2 5 4 4 73
％ 12.3% 2.7% 6.8% 5.5% 5.5% -
人 17 8 11 0 2 174
％ 9.8% 4.6% 6.3% 0.0% 1.1% -
人 2 1 1 1 0 16
％ 12.5% 6.3% 6.3% 6.3% 0.0% -
人 10 15 7 1 6 150
％ 6.7% 10.0% 4.7% 0.7% 4.0% -
人 10 24 27 2 20 241
％ 4.1% 10.0% 11.2% 0.8% 8.3% -
人 1 1 2 0 5 22
％ 4.5% 4.5% 9.1% 0.0% 22.7% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無
職

無回答

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無
職

無回答
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１－４ 交流・イベント等への参加経験 

問２－２ あなたは、 問２に掲げた人権問題への理解やその解決をめざす交流・イベント 

など（こどもや高齢者などの食事会をお世話するボランティアなども含みます。）に参

加したことがありますか。（✔は１つ） 

【表１－４－１ 交流・イベント等への参加経験】 

選択肢 件数 割合 

参加したことがある 76 11.2（% 

参加したことがない 587 86.8（% 

無回答 13 1.9（% 

合計 676 100.0（% 

 

【図１－４ 交流・イベント等への参加経験】 

 

全体でみると、「参加したことがある」と答えた人が 11.2%となっている。 

一方で、「参加したことがない」が 86.8%となっている。 

 

【表１－４－２ 性別 交流・イベント等への参加経験】 

 

性別でみると、「参加したことがある」と答えた人の割合は、男性 10.9%、女性 12.0%となって

いる。 

一方で、「参加したことがない」と答えた人の割合は、男性（87.4%、女性（86.2%となっている。 

  

11.2% 86.8% 1.9%全体

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

参加したことがある 参加したことがない 無回答

SA
参加し
たこと
がある

参加した
ことがな
い

無回答 回答人数

人 76 587 13 676

％ 11.2% 86.8% 1.9% -

人 26 209 4 239

％ 10.9% 87.4% 1.7% -

人 47 338 7 392

％ 12.0% 86.2% 1.8% -

人 1 25 0 26

％ 3.8% 96.2% 0.0% -

人 2 15 2 19

％ 10.5% 78.9% 10.5% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答
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【表１－４－３ 年齢別 交流・イベント等への参加経験】 

 

年齢別でみると、「参加したことがある」と回答した人のうち、「１８歳、１９歳」の割合が最

も高く、36.4%となっている。続いて、「７０歳代」が（16.8%、「２０歳代」が（14.0%となってい

る。 

一方で、「参加したことがない」と回答した人のうち、「３０歳代」の割合が最も高く、93.0%と

なっている。続いて、「４０歳代」が（92.0%、「８０歳以上」が（86.8%となっている。 

 

【表１－４－４ 学歴別 交流・イベント等への参加経験】 

 

 

SA
参加し
たこと
がある

参加した
ことがな
い

無回答 回答人数

人 76 587 13 676

％ 11.2% 86.8% 1.9% -

人 4 7 0 11

％ 36.4% 63.6% 0.0% -

人 8 49 0 57

％ 14.0% 86.0% 0.0% -

人 6 80 0 86

％ 7.0% 93.0% 0.0% -

人 7 92 1 100

％ 7.0% 92.0% 1.0% -

人 14 105 4 123

％ 11.4% 85.4% 3.3% -

人 10 85 3 98

％ 10.2% 86.7% 3.1% -

人 18 88 1 107

％ 16.8% 82.2% 0.9% -

人 8 66 2 76

％ 10.5% 86.8% 2.6% -

人 1 15 2 18

％ 5.6% 83.3% 11.1% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

SA
参加し
たこと
がある

参加した
ことがな
い

無回答 回答人数

人 76 587 13 676

％ 11.2% 86.8% 1.9% -

人 7 55 3 65

％ 10.8% 84.6% 4.6% -

人 17 194 1 212

％ 8.0% 91.5% 0.5% -

人 17 129 1 147

％ 11.6% 87.8% 0.7% -

人 32 188 5 225

％ 14.2% 83.6% 2.2% -

人 2 5 0 7

％ 28.6% 71.4% 0.0% -

人 1 16 3 20

％ 5.0% 80.0% 15.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答
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学歴別でみると、「参加したことがある」と回答した人のうち、「その他」の割合が最も高く、

28.6%となっている。続いて、「大学、大学院」が（14.2%、「短期大学、高等専門学校、高等学校卒

業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」が（11.6%となっている。 

一方で、「参加したことがない」と回答した人のうち、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専

修学校・各種学校、旧制中等学校」の割合が最も高く、91.5%となっている。続いて、「短期大学、

高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」が（87.8%、

「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」が（84.6%となっている。 

 

【表１－４－５ 職業別 交流・イベント等への参加経験】 

 

職業別でみると、「参加したことがある」と回答した人のうち、「家事専業、学生、無職」の割

合が最も高く、13.3%となっている。続いて、「公務員、教員」が（12.5%、「民間正規雇用」が（10.3%

となっている。 

一方で、「参加したことがない」と回答した人のうち、「自営業」の割合が最も高く、90.4%とな

っている。続いて、「非正規雇用」が（89.3%、「民間正規雇用」が（89.1%となっている。 

 

 

  

SA
参加し
たこと
がある

参加した
ことがな
い

無回答 回答人数

人 76 587 13 676

％ 11.2% 86.8% 1.9% -

人 6 66 1 73

％ 8.2% 90.4% 1.4% -

人 18 155 1 174

％ 10.3% 89.1% 0.6% -

人 2 14 0 16

％ 12.5% 87.5% 0.0% -

人 14 134 2 150

％ 9.3% 89.3% 1.3% -

人 32 203 6 241

％ 13.3% 84.2% 2.5% -

人 4 15 3 22

％ 18.2% 68.2% 13.6% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答
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第２章 差別に関する認識と具体的な事象における人権意識の状況 

２－１ 差別に関する基本的な認識 

問３ 一般的に「差別」というものについて、あなたはどのような考えをおもちですか。

（それぞれ✔は１つ） 

【表２－１－１ 差別に関する基本的な認識】 

 
 

  

S
A
そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 206 308 61 51 38 12 676

％ 30.5% 45.6% 9.0% 7.5% 5.6% 1.8% -

人 366 239 18 15 26 12 676

％ 54.1% 35.4% 2.7% 2.2% 3.8% 1.8% -

人 336 225 44 19 39 13 676

％ 49.7% 33.3% 6.5% 2.8% 5.8% 1.9% -

人 85 182 162 153 81 13 676

％ 12.6% 26.9% 24.0% 22.6% 12.0% 1.9% -

人 211 274 87 33 57 14 676

％ 31.2% 40.5% 12.9% 4.9% 8.4% 2.1% -

人 136 289 101 45 89 16 676

％ 20.1% 42.8% 14.9% 6.7% 13.2% 2.4% -

人 160 224 101 76 104 11 676

％ 23.7% 33.1% 14.9% 11.2% 15.4% 1.6% -

人 54 140 198 155 115 14 676

％ 8.0% 20.7% 29.3% 22.9% 17.0% 2.1% -

人 265 290 39 23 47 12 676

％ 39.2% 42.9% 5.8% 3.4% 7.0% 1.8% -

人 138 251 110 49 111 17 676

％ 20.4% 37.1% 16.3% 7.2% 16.4% 2.5% -

人 226 310 54 23 46 17 676

％ 33.4% 45.9% 8.0% 3.4% 6.8% 2.5% -

人 43 93 161 278 83 18 676

％ 6.4% 13.8% 23.8% 41.1% 12.3% 2.7% -

差別意識をもつことは、許されな
いものである

差別があることを口に出さない
で、そっとしておけばよい

差別されている人々の話をきちん
と聴く必要がある

差別意識をなくし、人権意識を高
めるための教育や啓発を行う必要

がある

差別は法律で禁止する必要がある

差別を受けてきた人々に対して
は、格差をなくすために行政の支

援が必要である

差別行為を行うことは、許されな
いものである

差別されている人々は、まず、自
分たちが差別されないよう努力す

る必要がある

差別されている人々が、差別の現
実や不当性を強く社会に訴える必

要がある

差別の原因には、差別されている
人々の側に問題があることも多い

差別問題についてきちんと理解す
るためには、差別されている人々
との交流を深める必要がある

差別をなくすために、行政 国や
自治体など）が努力する必要があ

る
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【図２－１ 差別に関する基本的な認識】 

 

全体でみると、肯定的な回答 「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）と答えた人の割合

は、『差別行為を行うことは、許されないものである』が（89.5%（と最も高く、次いで『差別をな

くすために、行政 国や自治体など）が努力する必要がある』が 83.0%、『差別意識をなくし、人

権意識を高めるための教育や啓発を行う必要がある』が 82.1%となっている。 

一方で、否定的な回答 「どちらかといえばそうは思わない」「そうは思わない」）と答えた人

の割合は、『差別があることを口に出さないで、そっとしておけばよい』が（64.9%（と最も高く、

次いで『差別の原因には、差別されている人々の側に問題があることも多い』が 52.2%、『差別さ

れている人々は、まず、自分たちが差別されないよう努力する必要がある』が 46.6%となってい

る。 

30.5%

54.1%

49.7%

12.6%

31.2%

20.1%

23.7%

8.0%

39.2%

20.4%

33.4%

6.4%

45.6%

35.4%

33.3%

26.9%

40.5%

42.8%

33.1%

20.7%

42.9%

37.1%

45.9%

13.8%

9.0%

2.7%

6.5%

24.0%

12.9%

14.9%

14.9%

29.3%

5.8%

16.3%

8.0%

23.8%

7.5%

2.2%

2.8%

22.6%

4.9%

6.7%

11.2%

22.9%

3.4%

7.2%

3.4%

41.1%

5.6%

3.8%

5.8%

12.0%

8.4%

13.2%

15.4%

17.0%

7.0%

16.4%

6.8%

12.3%

1.8%

1.8%

1.9%

1.9%

2.1%

2.4%

1.6%

2.1%

1.8%

2.5%

2.5%

2.7%

差別意識をもつことは、許されない

ものである

差別行為を行うことは、許されない

ものである

差別をなくすために、行政 国や自

治体など）が努力する必要がある

差別されている人々は、まず、自分

たちが差別されないよう努力する必

要がある

差別を受けてきた人々に対しては、

格差をなくすために行政の支援が必

要である

差別されている人々が、差別の現実

や不当性を強く社会に訴える必要が

ある

差別は法律で禁止する必要がある

差別の原因には、差別されている

人々の側に問題があることも多い

差別意識をなくし、人権意識を高め

るための教育や啓発を行う必要があ

る

差別問題についてきちんと理解する

ためには、差別されている人々との

交流を深める必要がある

差別されている人々の話をきちんと

聴く必要がある

差別があることを口に出さないで、

そっとしておけばよい

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそうは思わない

そうは思わない わからない 無回答
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【表２－１－２ 性別 差別に関する基本的な認識】 

 

 

 

 

 

差別意識をもつことは、許されないものである 差別行為を行うことは、許されないものである

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 206 308 61 51 38 12 676 366 239 18 15 26 12 676
％ 30.5% 45.6% 9.0% 7.5% 5.6% 1.8% - 54.1% 35.4% 2.7% 2.2% 3.8% 1.8% -

人 76 96 27 28 10 2 239 129 83 9 9 7 2 239

％ 31.8% 40.2% 11.3% 11.7% 4.2% 0.8% - 54.0% 34.7% 3.8% 3.8% 2.9% 0.8% -
人 121 193 33 19 18 8 392 219 140 7 5 13 8 392
％ 30.9% 49.2% 8.4% 4.8% 4.6% 2.0% - 55.9% 35.7% 1.8% 1.3% 3.3% 2.0% -
人 5 11 1 2 7 0 26 12 8 1 1 4 0 26
％ 19.2% 42.3% 3.8% 7.7% 26.9% 0.0% - 46.2% 30.8% 3.8% 3.8% 15.4% 0.0% -
人 4 8 0 2 3 2 19 6 8 1 0 2 2 19
％ 21.1% 42.1% 0.0% 10.5% 15.8% 10.5% - 31.6% 42.1% 5.3% 0.0% 10.5% 10.5% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

差別をなくすために、行政 国や自治体など）が努力する必要がある

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 336 225 44 19 39 13 676 85 182 162 153 81 13 676
％ 49.7% 33.3% 6.5% 2.8% 5.8% 1.9% - 12.6% 26.9% 24.0% 22.6% 12.0% 1.9% -
人 123 72 22 10 10 2 239 44 70 51 55 17 2 239
％ 51.5% 30.1% 9.2% 4.2% 4.2% 0.8% - 18.4% 29.3% 21.3% 23.0% 7.1% 0.8% -
人 195 137 22 8 22 8 392 35 102 102 91 53 9 392
％ 49.7% 34.9% 5.6% 2.0% 5.6% 2.0% - 8.9% 26.0% 26.0% 23.2% 13.5% 2.3% -
人 9 11 0 1 5 0 26 2 7 5 5 7 0 26
％ 34.6% 42.3% 0.0% 3.8% 19.2% 0.0% - 7.7% 26.9% 19.2% 19.2% 26.9% 0.0% -
人 9 5 0 0 2 3 19 4 3 4 2 4 2 19
％ 47.4% 26.3% 0.0% 0.0% 10.5% 15.8% - 21.1% 15.8% 21.1% 10.5% 21.1% 10.5% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

差別されている人々は、まず、自分たちが差別されないよう努力する
必要がある

差別を受けてきた人々に対しては、格差をなくすために行政の支援が必要である

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 211 274 87 33 57 14 676 136 289 101 45 89 16 676
％ 31.2% 40.5% 12.9% 4.9% 8.4% 2.1% - 20.1% 42.8% 14.9% 6.7% 13.2% 2.4% -
人 79 90 39 16 11 4 239 53 107 32 18 26 3 239
％ 33.1% 37.7% 16.3% 6.7% 4.6% 1.7% - 22.2% 44.8% 13.4% 7.5% 10.9% 1.3% -
人 122 168 47 16 31 8 392 75 165 65 26 50 11 392
％ 31.1% 42.9% 12.0% 4.1% 7.9% 2.0% - 19.1% 42.1% 16.6% 6.6% 12.8% 2.8% -
人 5 9 1 1 10 0 26 4 10 3 1 8 0 26
％ 19.2% 34.6% 3.8% 3.8% 38.5% 0.0% - 15.4% 38.5% 11.5% 3.8% 30.8% 0.0% -
人 5 7 0 0 5 2 19 4 7 1 0 5 2 19
％ 26.3% 36.8% 0.0% 0.0% 26.3% 10.5% - 21.1% 36.8% 5.3% 0.0% 26.3% 10.5% -

差別されている人々が、差別の現実や不当性を強く社会に訴える必要が
ある

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

差別は法律で禁止する必要がある 差別の原因には、差別されている人々の側に問題があることも多い

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 160 224 101 76 104 11 676 54 140 198 155 115 14 676
％ 23.7% 33.1% 14.9% 11.2% 15.4% 1.6% - 8.0% 20.7% 29.3% 22.9% 17.0% 2.1% -
人 63 73 42 34 26 1 239 28 63 63 52 31 2 239
％ 26.4% 30.5% 17.6% 14.2% 10.9% 0.4% - 11.7% 26.4% 26.4% 21.8% 13.0% 0.8% -
人 91 139 57 36 61 8 392 25 68 127 97 65 10 392
％ 23.2% 35.5% 14.5% 9.2% 15.6% 2.0% - 6.4% 17.3% 32.4% 24.7% 16.6% 2.6% -
人 4 7 1 5 9 0 26 1 5 5 5 10 0 26
％ 15.4% 26.9% 3.8% 19.2% 34.6% 0.0% - 3.8% 19.2% 19.2% 19.2% 38.5% 0.0% -
人 2 5 1 1 8 2 19 0 4 3 1 9 2 19
％ 10.5% 26.3% 5.3% 5.3% 42.1% 10.5% - 0.0% 21.1% 15.8% 5.3% 47.4% 10.5% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

差別意識をなくし、人権意識を高めるための教育や啓発を行う必要がある

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 265 290 39 23 47 12 676 138 251 110 49 111 17 676
％ 39.2% 42.9% 5.8% 3.4% 7.0% 1.8% - 20.4% 37.1% 16.3% 7.2% 16.4% 2.5% -
人 94 101 17 15 11 1 239 56 80 47 30 25 1 239
％ 39.3% 42.3% 7.1% 6.3% 4.6% 0.4% - 23.4% 33.5% 19.7% 12.6% 10.5% 0.4% -
人 162 171 17 7 26 9 392 77 158 58 17 68 14 392
％ 41.3% 43.6% 4.3% 1.8% 6.6% 2.3% - 19.6% 40.3% 14.8% 4.3% 17.3% 3.6% -
人 6 9 5 1 5 0 26 3 7 4 1 11 0 26
％ 23.1% 34.6% 19.2% 3.8% 19.2% 0.0% - 11.5% 26.9% 15.4% 3.8% 42.3% 0.0% -
人 3 9 0 0 5 2 19 2 6 1 1 7 2 19
％ 15.8% 47.4% 0.0% 0.0% 26.3% 10.5% - 10.5% 31.6% 5.3% 5.3% 36.8% 10.5% -

差別問題についてきちんと理解するためには、差別されている人々との
交流を深める必要がある

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答
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性別でみると、肯定的な回答 「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）と答えた人の割合

は、男性では『差別行為を行うことは、許されないものである』が（88.7%（と最も高く、次いで

『差別をなくすために、行政 国や自治体など）が努力する必要がある』と『差別意識をなくし、

人権意識を高めるための教育や啓発を行う必要がある』がいずれも 81.6%となっている。 

女性では、『差別行為を行うことは、許されないものである』が（91.6%（と最も高く、次いで『差

別意識をなくし、人権意識を高めるための教育や啓発を行う必要がある』が 84.9%、『差別をなく

すために、行政 国や自治体など）が努力する必要がある』が 84.7%となっている。 

一方で、否定的な回答 「どちらかといえばそうは思わない」「そうは思わない」）と答えた人

の割合は、男性では『差別があることを口に出さないで、そっとしておけばよい』が（64.4%（と

最も高く、次いで『差別の原因には、差別されている人々の側に問題があることも多い』が48.1%、

『差別されている人々は、まず、自分たちが差別されないよう努力する必要がある』が 44.4%と

なっている。 

女性では、『差別があることを口に出さないで、そっとしておけばよい』が（68.1%（と最も高く、

次いで『差別の原因には、差別されている人々の側に問題があることも多い』が 57.1%、『差別さ

れている人々は、まず、自分たちが差別されないよう努力する必要がある』が 49.2%となってい

る。 

 

【表２－１－３ 年齢別 差別に関する基本的な認識】 

 

差別されている人々の話をきちんと聴く必要がある 差別があることを口に出さないで、そっとしておけばよい

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 226 310 54 23 46 17 676 43 93 161 278 83 18 676
％ 33.4% 45.9% 8.0% 3.4% 6.8% 2.5% - 6.4% 13.8% 23.8% 41.1% 12.3% 2.7% -
人 79 105 25 13 14 3 239 26 36 61 93 20 3 239
％ 33.1% 43.9% 10.5% 5.4% 5.9% 1.3% - 10.9% 15.1% 25.5% 38.9% 8.4% 1.3% -
人 137 191 24 8 20 12 392 16 51 89 178 45 13 392
％ 34.9% 48.7% 6.1% 2.0% 5.1% 3.1% - 4.1% 13.0% 22.7% 45.4% 11.5% 3.3% -
人 7 7 4 1 7 0 26 1 4 6 5 10 0 26
％ 26.9% 26.9% 15.4% 3.8% 26.9% 0.0% - 3.8% 15.4% 23.1% 19.2% 38.5% 0.0% -
人 3 7 1 1 5 2 19 0 2 5 2 8 2 19
％ 15.8% 36.8% 5.3% 5.3% 26.3% 10.5% - 0.0% 10.5% 26.3% 10.5% 42.1% 10.5% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

差別意識をもつことは、許されないものである 差別行為を行うことは、許されないものである

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 206 308 61 51 38 12 676 366 239 18 15 26 12 676
％ 30.5% 45.6% 9.0% 7.5% 5.6% 1.8% - 54.1% 35.4% 2.7% 2.2% 3.8% 1.8% -

人 3 4 2 2 0 0 11 7 3 0 1 0 0 11

％ 27.3% 36.4% 18.2% 18.2% 0.0% 0.0% - 63.6% 27.3% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% -
人 18 25 9 4 1 0 57 38 13 3 1 1 1 57
％ 31.6% 43.9% 15.8% 7.0% 1.8% 0.0% - 66.7% 22.8% 5.3% 1.8% 1.8% 1.8% -
人 20 36 11 16 2 1 86 44 38 1 0 2 1 86
％ 23.3% 41.9% 12.8% 18.6% 2.3% 1.2% - 51.2% 44.2% 1.2% 0.0% 2.3% 1.2% -
人 26 46 15 10 3 0 100 54 33 4 4 3 2 100
％ 26.0% 46.0% 15.0% 10.0% 3.0% 0.0% - 54.0% 33.0% 4.0% 4.0% 3.0% 2.0% -
人 32 60 14 10 5 2 123 64 48 4 2 4 1 123
％ 26.0% 48.8% 11.4% 8.1% 4.1% 1.6% - 52.0% 39.0% 3.3% 1.6% 3.3% 0.8% -
人 36 47 4 3 7 1 98 57 34 1 1 4 1 98
％ 36.7% 48.0% 4.1% 3.1% 7.1% 1.0% - 58.2% 34.7% 1.0% 1.0% 4.1% 1.0% -
人 36 57 4 1 7 2 107 54 41 2 2 6 2 107
％ 33.6% 53.3% 3.7% 0.9% 6.5% 1.9% - 50.5% 38.3% 1.9% 1.9% 5.6% 1.9% -
人 31 26 2 4 9 4 76 43 20 2 4 5 2 76
％ 40.8% 34.2% 2.6% 5.3% 11.8% 5.3% - 56.6% 26.3% 2.6% 5.3% 6.6% 2.6% -
人 4 7 0 1 4 2 18 5 9 1 0 1 2 18
％ 22.2% 38.9% 0.0% 5.6% 22.2% 11.1% - 27.8% 50.0% 5.6% 0.0% 5.6% 11.1% -

８０歳以上

無回答

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代
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差別をなくすために、行政 国や自治体など）が努力する必要がある

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 336 225 44 19 39 13 676 85 182 162 153 81 13 676
％ 49.7% 33.3% 6.5% 2.8% 5.8% 1.9% - 12.6% 26.9% 24.0% 22.6% 12.0% 1.9% -
人 6 5 0 0 0 0 11 4 3 1 1 1 1 11
％ 54.5% 45.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 36.4% 27.3% 9.1% 9.1% 9.1% 9.1% -
人 33 19 1 2 2 0 57 5 13 15 19 5 0 57
％ 57.9% 33.3% 1.8% 3.5% 3.5% 0.0% - 8.8% 22.8% 26.3% 33.3% 8.8% 0.0% -
人 32 33 9 5 6 1 86 13 26 20 17 9 1 86
％ 37.2% 38.4% 10.5% 5.8% 7.0% 1.2% - 15.1% 30.2% 23.3% 19.8% 10.5% 1.2% -
人 44 34 10 5 6 1 100 11 21 29 27 11 1 100
％ 44.0% 34.0% 10.0% 5.0% 6.0% 1.0% - 11.0% 21.0% 29.0% 27.0% 11.0% 1.0% -
人 55 45 11 4 6 2 123 7 34 37 28 16 1 123
％ 44.7% 36.6% 8.9% 3.3% 4.9% 1.6% - 5.7% 27.6% 30.1% 22.8% 13.0% 0.8% -
人 54 33 6 0 4 1 98 11 23 25 25 13 1 98
％ 55.1% 33.7% 6.1% 0.0% 4.1% 1.0% - 11.2% 23.5% 25.5% 25.5% 13.3% 1.0% -
人 61 33 4 1 5 3 107 11 32 25 23 14 2 107
％ 57.0% 30.8% 3.7% 0.9% 4.7% 2.8% - 10.3% 29.9% 23.4% 21.5% 13.1% 1.9% -
人 43 18 3 2 8 2 76 19 27 6 11 9 4 76
％ 56.6% 23.7% 3.9% 2.6% 10.5% 2.6% - 25.0% 35.5% 7.9% 14.5% 11.8% 5.3% -
人 8 5 0 0 2 3 18 4 3 4 2 3 2 18
％ 44.4% 27.8% 0.0% 0.0% 11.1% 16.7% - 22.2% 16.7% 22.2% 11.1% 16.7% 11.1% -

全体

年
齢

１８歳、１９
歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

差別されている人々は、まず、自分たちが差別されないよう努力する
必要がある

差別を受けてきた人々に対しては、格差をなくすために行政の支援が必要である

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 211 274 87 33 57 14 676 136 289 101 45 89 16 676
％ 31.2% 40.5% 12.9% 4.9% 8.4% 2.1% - 20.1% 42.8% 14.9% 6.7% 13.2% 2.4% -
人 5 6 0 0 0 0 11 2 8 0 0 1 0 11
％ 45.5% 54.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 18.2% 72.7% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% -
人 25 22 4 2 4 0 57 16 23 9 3 6 0 57
％ 43.9% 38.6% 7.0% 3.5% 7.0% 0.0% - 28.1% 40.4% 15.8% 5.3% 10.5% 0.0% -
人 23 33 17 6 5 2 86 17 39 17 6 6 1 86
％ 26.7% 38.4% 19.8% 7.0% 5.8% 2.3% - 19.8% 45.3% 19.8% 7.0% 7.0% 1.2% -
人 23 46 14 7 8 2 100 13 44 18 10 14 1 100
％ 23.0% 46.0% 14.0% 7.0% 8.0% 2.0% - 13.0% 44.0% 18.0% 10.0% 14.0% 1.0% -
人 32 54 19 8 9 1 123 21 54 18 14 15 1 123
％ 26.0% 43.9% 15.4% 6.5% 7.3% 0.8% - 17.1% 43.9% 14.6% 11.4% 12.2% 0.8% -
人 36 38 10 2 10 2 98 21 46 11 2 16 2 98
％ 36.7% 38.8% 10.2% 2.0% 10.2% 2.0% - 21.4% 46.9% 11.2% 2.0% 16.3% 2.0% -
人 34 45 16 2 7 3 107 24 46 17 4 13 3 107
％ 31.8% 42.1% 15.0% 1.9% 6.5% 2.8% - 22.4% 43.0% 15.9% 3.7% 12.1% 2.8% -
人 29 24 7 6 8 2 76 18 24 10 6 12 6 76
％ 38.2% 31.6% 9.2% 7.9% 10.5% 2.6% - 23.7% 31.6% 13.2% 7.9% 15.8% 7.9% -
人 4 6 0 0 6 2 18 4 5 1 0 6 2 18
％ 22.2% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 11.1% - 22.2% 27.8% 5.6% 0.0% 33.3% 11.1% -

差別されている人々が、差別の現実や不当性を強く社会に訴える必要が
ある

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

全体

差別は法律で禁止する必要がある 差別の原因には、差別されている人々の側に問題があることも多い

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 160 224 101 76 104 11 676 54 140 198 155 115 14 676
％ 23.7% 33.1% 14.9% 11.2% 15.4% 1.6% - 8.0% 20.7% 29.3% 22.9% 17.0% 2.1% -
人 3 4 2 1 1 0 11 1 8 2 0 0 0 11
％ 27.3% 36.4% 18.2% 9.1% 9.1% 0.0% - 9.1% 72.7% 18.2% 0.0% 0.0% 0.0% -
人 11 21 11 3 11 0 57 7 9 18 15 8 0 57
％ 19.3% 36.8% 19.3% 5.3% 19.3% 0.0% - 12.3% 15.8% 31.6% 26.3% 14.0% 0.0% -
人 20 24 16 17 7 2 86 4 23 32 16 9 2 86
％ 23.3% 27.9% 18.6% 19.8% 8.1% 2.3% - 4.7% 26.7% 37.2% 18.6% 10.5% 2.3% -
人 18 32 16 17 16 1 100 8 15 31 31 14 1 100
％ 18.0% 32.0% 16.0% 17.0% 16.0% 1.0% - 8.0% 15.0% 31.0% 31.0% 14.0% 1.0% -
人 19 44 22 19 18 1 123 9 18 42 32 21 1 123
％ 15.4% 35.8% 17.9% 15.4% 14.6% 0.8% - 7.3% 14.6% 34.1% 26.0% 17.1% 0.8% -
人 28 39 13 4 14 0 98 7 16 28 27 19 1 98
％ 28.6% 39.8% 13.3% 4.1% 14.3% 0.0% - 7.1% 16.3% 28.6% 27.6% 19.4% 1.0% -
人 34 35 13 4 18 3 107 7 26 31 23 18 2 107
％ 31.8% 32.7% 12.1% 3.7% 16.8% 2.8% - 6.5% 24.3% 29.0% 21.5% 16.8% 1.9% -
人 25 20 7 11 11 2 76 11 21 12 10 17 5 76
％ 32.9% 26.3% 9.2% 14.5% 14.5% 2.6% - 14.5% 27.6% 15.8% 13.2% 22.4% 6.6% -
人 2 5 1 0 8 2 18 0 4 2 1 9 2 18
％ 11.1% 27.8% 5.6% 0.0% 44.4% 11.1% - 0.0% 22.2% 11.1% 5.6% 50.0% 11.1% -

８０歳以上

無回答

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代
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年齢別でみると、肯定的な回答 「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）と答えた人の割

合は、「１８歳、１９歳」では、『差別をなくすために、行政 国や自治体など）が努力する必要

がある』と『差別を受けてきた人々に対しては、格差をなくすために行政の支援が必要である』

が最も高く、いずれも 100.0%となっている。 

また、「２０歳代」では、『差別をなくすために、行政 国や自治体など）が努力する必要があ

る』と『差別意識をなくし、人権意識を高めるための教育や啓発を行う必要がある』が最も高く、

いずれも 91.2%となっている。「３０歳代」「４０歳代」「５０歳代」「６０歳代」「７０歳代」「８

０歳以上」では、『差別行為を行うことは、許されないものである』が最も高く、数値はそれぞれ

95.3%、87.0%、91.1%、92.9%、88.8%、82.9%となっている。 

一方で、否定的な回答 「どちらかといえばそうは思わない」「そうは思わない」）と答えた人

の割合は、「１８歳、１９歳」では、『差別意識をもつことは、許されないものである』と『差別

があることを口に出さないで、そっとしておけばよい』が最も高く、いずれも 36.4%となってい

る。 

また、「２０歳代」「３０歳代」「４０歳代」「５０歳代」「６０歳代」「７０歳代」「８０歳以上」

では、『差別があることを口に出さないで、そっとしておけばよい』が最も高く、数値はそれぞ

れ 64.9%、61.6%、72.0%、71.5%、77.6%、62.6%、47.4%となっている。 

  

差別意識をなくし、人権意識を高めるための教育や啓発を行う必要がある

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 265 290 39 23 47 12 676 138 251 110 49 111 17 676
％ 39.2% 42.9% 5.8% 3.4% 7.0% 1.8% - 20.4% 37.1% 16.3% 7.2% 16.4% 2.5% -
人 5 5 0 1 0 0 11 6 4 0 0 1 0 11
％ 45.5% 45.5% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% - 54.5% 36.4% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% -
人 28 24 3 1 1 0 57 19 22 8 1 7 0 57
％ 49.1% 42.1% 5.3% 1.8% 1.8% 0.0% - 33.3% 38.6% 14.0% 1.8% 12.3% 0.0% -
人 33 35 8 5 2 3 86 23 28 16 7 8 4 86
％ 38.4% 40.7% 9.3% 5.8% 2.3% 3.5% - 26.7% 32.6% 18.6% 8.1% 9.3% 4.7% -
人 36 43 6 5 9 1 100 15 42 18 8 16 1 100
％ 36.0% 43.0% 6.0% 5.0% 9.0% 1.0% - 15.0% 42.0% 18.0% 8.0% 16.0% 1.0% -
人 43 60 8 4 8 0 123 22 46 26 10 18 1 123
％ 35.0% 48.8% 6.5% 3.3% 6.5% 0.0% - 17.9% 37.4% 21.1% 8.1% 14.6% 0.8% -
人 50 38 3 1 6 0 98 19 36 18 5 18 2 98
％ 51.0% 38.8% 3.1% 1.0% 6.1% 0.0% - 19.4% 36.7% 18.4% 5.1% 18.4% 2.0% -
人 41 47 7 1 9 2 107 18 43 15 6 21 4 107
％ 38.3% 43.9% 6.5% 0.9% 8.4% 1.9% - 16.8% 40.2% 14.0% 5.6% 19.6% 3.7% -
人 27 29 4 5 7 4 76 14 26 8 11 14 3 76
％ 35.5% 38.2% 5.3% 6.6% 9.2% 5.3% - 18.4% 34.2% 10.5% 14.5% 18.4% 3.9% -
人 2 9 0 0 5 2 18 2 4 1 1 8 2 18
％ 11.1% 50.0% 0.0% 0.0% 27.8% 11.1% - 11.1% 22.2% 5.6% 5.6% 44.4% 11.1% -

差別問題についてきちんと理解するためには、差別されている人々との
交流を深める必要がある

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

差別されている人々の話をきちんと聴く必要がある 差別があることを口に出さないで、そっとしておけばよい

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 226 310 54 23 46 17 676 43 93 161 278 83 18 676
％ 33.4% 45.9% 8.0% 3.4% 6.8% 2.5% - 6.4% 13.8% 23.8% 41.1% 12.3% 2.7% -
人 5 5 0 0 1 0 11 3 3 1 3 1 0 11
％ 45.5% 45.5% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% - 27.3% 27.3% 9.1% 27.3% 9.1% 0.0% -
人 27 22 2 3 3 0 57 5 12 17 20 3 0 57
％ 47.4% 38.6% 3.5% 5.3% 5.3% 0.0% - 8.8% 21.1% 29.8% 35.1% 5.3% 0.0% -
人 37 31 10 1 4 3 86 6 12 17 36 12 3 86
％ 43.0% 36.0% 11.6% 1.2% 4.7% 3.5% - 7.0% 14.0% 19.8% 41.9% 14.0% 3.5% -
人 32 49 9 4 5 1 100 3 13 28 44 10 2 100
％ 32.0% 49.0% 9.0% 4.0% 5.0% 1.0% - 3.0% 13.0% 28.0% 44.0% 10.0% 2.0% -
人 33 63 11 3 11 2 123 5 13 38 50 16 1 123
％ 26.8% 51.2% 8.9% 2.4% 8.9% 1.6% - 4.1% 10.6% 30.9% 40.7% 13.0% 0.8% -
人 37 49 6 1 4 1 98 3 7 26 50 11 1 98
％ 37.8% 50.0% 6.1% 1.0% 4.1% 1.0% - 3.1% 7.1% 26.5% 51.0% 11.2% 1.0% -
人 32 50 9 4 9 3 107 11 13 20 47 13 3 107
％ 29.9% 46.7% 8.4% 3.7% 8.4% 2.8% - 10.3% 12.1% 18.7% 43.9% 12.1% 2.8% -
人 21 35 6 6 3 5 76 7 18 9 27 9 6 76
％ 27.6% 46.1% 7.9% 7.9% 3.9% 6.6% - 9.2% 23.7% 11.8% 35.5% 11.8% 7.9% -
人 2 6 1 1 6 2 18 0 2 5 1 8 2 18
％ 11.1% 33.3% 5.6% 5.6% 33.3% 11.1% - 0.0% 11.1% 27.8% 5.6% 44.4% 11.1% -

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

全体
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【表２－１－４ 学歴別 差別に関する基本的な認識】 

 

 

 

 

 

差別意識をもつことは、許されないものである 差別行為を行うことは、許されないものである

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 206 308 61 51 38 12 676 366 239 18 15 26 12 676
％ 30.5% 45.6% 9.0% 7.5% 5.6% 1.8% - 54.1% 35.4% 2.7% 2.2% 3.8% 1.8% -

人 26 27 2 4 5 1 65 38 19 3 1 4 0 65

％ 40.0% 41.5% 3.1% 6.2% 7.7% 1.5% - 58.5% 29.2% 4.6% 1.5% 6.2% 0.0% -

人 65 98 17 13 15 4 212 108 78 5 6 11 4 212

％ 30.7% 46.2% 8.0% 6.1% 7.1% 1.9% - 50.9% 36.8% 2.4% 2.8% 5.2% 1.9% -

人 47 72 13 8 6 1 147 88 48 3 3 5 0 147

％ 32.0% 49.0% 8.8% 5.4% 4.1% 0.7% - 59.9% 32.7% 2.0% 2.0% 3.4% 0.0% -

人 62 103 27 23 7 3 225 124 82 5 4 5 5 225
％ 27.6% 45.8% 12.0% 10.2% 3.1% 1.3% - 55.1% 36.4% 2.2% 1.8% 2.2% 2.2% -
人 3 1 2 0 1 0 7 4 2 1 0 0 0 7
％ 42.9% 14.3% 28.6% 0.0% 14.3% 0.0% - 57.1% 28.6% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% -
人 3 7 0 3 4 3 20 4 10 1 1 1 3 20
％ 15.0% 35.0% 0.0% 15.0% 20.0% 15.0% - 20.0% 50.0% 5.0% 5.0% 5.0% 15.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

差別をなくすために、行政 国や自治体など）が努力する必要がある

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 336 225 44 19 39 13 676 85 182 162 153 81 13 676
％ 49.7% 33.3% 6.5% 2.8% 5.8% 1.9% - 12.6% 26.9% 24.0% 22.6% 12.0% 1.9% -
人 43 15 3 0 4 0 65 13 26 10 11 5 0 65
％ 66.2% 23.1% 4.6% 0.0% 6.2% 0.0% - 20.0% 40.0% 15.4% 16.9% 7.7% 0.0% -

人 102 70 13 4 17 6 212 29 66 38 38 34 7 212

％ 48.1% 33.0% 6.1% 1.9% 8.0% 2.8% - 13.7% 31.1% 17.9% 17.9% 16.0% 3.3% -

人 72 54 10 6 5 0 147 12 32 43 37 22 1 147

％ 49.0% 36.7% 6.8% 4.1% 3.4% 0.0% - 8.2% 21.8% 29.3% 25.2% 15.0% 0.7% -

人 110 77 17 7 11 3 225 27 53 63 63 17 2 225
％ 48.9% 34.2% 7.6% 3.1% 4.9% 1.3% - 12.0% 23.6% 28.0% 28.0% 7.6% 0.9% -
人 3 3 1 0 0 0 7 0 3 3 1 0 0 7
％ 42.9% 42.9% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 42.9% 42.9% 14.3% 0.0% 0.0% -
人 6 6 0 2 2 4 20 4 2 5 3 3 3 20
％ 30.0% 30.0% 0.0% 10.0% 10.0% 20.0% - 20.0% 10.0% 25.0% 15.0% 15.0% 15.0% -

差別されている人々は、まず、自分たちが差別されないよう努力する必
要がある

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

差別を受けてきた人々に対しては、格差をなくすために行政の支援が必要である

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 211 274 87 33 57 14 676 136 289 101 45 89 16 676
％ 31.2% 40.5% 12.9% 4.9% 8.4% 2.1% - 20.1% 42.8% 14.9% 6.7% 13.2% 2.4% -
人 28 19 7 5 6 0 65 15 22 7 6 12 3 65
％ 43.1% 29.2% 10.8% 7.7% 9.2% 0.0% - 23.1% 33.8% 10.8% 9.2% 18.5% 4.6% -

人 72 86 22 7 20 5 212 46 93 28 11 28 6 212

％ 34.0% 40.6% 10.4% 3.3% 9.4% 2.4% - 21.7% 43.9% 13.2% 5.2% 13.2% 2.8% -

人 39 67 23 7 11 0 147 26 57 28 13 22 1 147

％ 26.5% 45.6% 15.6% 4.8% 7.5% 0.0% - 17.7% 38.8% 19.0% 8.8% 15.0% 0.7% -

人 66 95 32 13 13 6 225 44 111 33 14 20 3 225
％ 29.3% 42.2% 14.2% 5.8% 5.8% 2.7% - 19.6% 49.3% 14.7% 6.2% 8.9% 1.3% -
人 3 1 2 0 1 0 7 2 1 2 0 2 0 7
％ 42.9% 14.3% 28.6% 0.0% 14.3% 0.0% - 28.6% 14.3% 28.6% 0.0% 28.6% 0.0% -
人 3 6 1 1 6 3 20 3 5 3 1 5 3 20
％ 15.0% 30.0% 5.0% 5.0% 30.0% 15.0% - 15.0% 25.0% 15.0% 5.0% 25.0% 15.0% -

差別されている人々が、差別の現実や不当性を強く社会に訴える必要が
ある

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

差別は法律で禁止する必要がある 差別の原因には、差別されている人々の側に問題があることも多い

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 160 224 101 76 104 11 676 54 140 198 155 115 14 676
％ 23.7% 33.1% 14.9% 11.2% 15.4% 1.6% - 8.0% 20.7% 29.3% 22.9% 17.0% 2.1% -
人 17 17 9 11 10 1 65 8 18 12 10 16 1 65
％ 26.2% 26.2% 13.8% 16.9% 15.4% 1.5% - 12.3% 27.7% 18.5% 15.4% 24.6% 1.5% -

人 50 75 27 17 39 4 212 17 48 61 41 40 5 212

％ 23.6% 35.4% 12.7% 8.0% 18.4% 1.9% - 8.0% 22.6% 28.8% 19.3% 18.9% 2.4% -

人 34 44 25 15 28 1 147 9 23 54 32 27 2 147

％ 23.1% 29.9% 17.0% 10.2% 19.0% 0.7% - 6.1% 15.6% 36.7% 21.8% 18.4% 1.4% -

人 53 79 39 31 20 3 225 18 47 66 68 23 3 225
％ 23.6% 35.1% 17.3% 13.8% 8.9% 1.3% - 8.0% 20.9% 29.3% 30.2% 10.2% 1.3% -
人 3 4 0 0 0 0 7 2 0 2 2 1 0 7
％ 42.9% 57.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 28.6% 0.0% 28.6% 28.6% 14.3% 0.0% -
人 3 5 1 2 7 2 20 0 4 3 2 8 3 20
％ 15.0% 25.0% 5.0% 10.0% 35.0% 10.0% - 0.0% 20.0% 15.0% 10.0% 40.0% 15.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

差別意識をなくし、人権意識を高めるための教育や啓発を行う必要がある

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 265 290 39 23 47 12 676 138 251 110 49 111 17 676
％ 39.2% 42.9% 5.8% 3.4% 7.0% 1.8% - 20.4% 37.1% 16.3% 7.2% 16.4% 2.5% -
人 27 24 2 4 8 0 65 16 21 8 6 12 2 65
％ 41.5% 36.9% 3.1% 6.2% 12.3% 0.0% - 24.6% 32.3% 12.3% 9.2% 18.5% 3.1% -

人 74 91 15 7 17 8 212 35 80 38 12 40 7 212

％ 34.9% 42.9% 7.1% 3.3% 8.0% 3.8% - 16.5% 37.7% 17.9% 5.7% 18.9% 3.3% -

人 56 73 7 4 6 1 147 30 59 25 5 26 2 147

％ 38.1% 49.7% 4.8% 2.7% 4.1% 0.7% - 20.4% 40.1% 17.0% 3.4% 17.7% 1.4% -

人 101 91 15 6 11 1 225 52 88 36 22 24 3 225
％ 44.9% 40.4% 6.7% 2.7% 4.9% 0.4% - 23.1% 39.1% 16.0% 9.8% 10.7% 1.3% -
人 4 2 0 0 1 0 7 4 0 1 1 1 0 7
％ 57.1% 28.6% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% - 57.1% 0.0% 14.3% 14.3% 14.3% 0.0% -
人 3 9 0 2 4 2 20 1 3 2 3 8 3 20
％ 15.0% 45.0% 0.0% 10.0% 20.0% 10.0% - 5.0% 15.0% 10.0% 15.0% 40.0% 15.0% -

差別問題についてきちんと理解するためには、差別されている人々との
交流を深める必要がある

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答
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学歴別でみると、肯定的な回答 「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）と答えた人の割

合は、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」では、『差別をなくすために、行政 国や自治体

など）が努力する必要がある』が最も高く、89.2%となっている。 

また、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制中等学校」「短期大学、

高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」「大

学、大学院」では、『差別行為を行うことは、許されないものである』が最も高く、数値はそれぞ

れ 87.7%、92.5%、91.6%となっている。「その他」では、『差別は法律で禁止する必要がある』が

最も高く、100.0%となっている。 

一方で、否定的な回答 「そうは思わない」「どちらかといえばそうは思わない」）と答えた人

の割合は、すべての学歴区分でも『差別があることを口に出さないで、そっとしておけばよい』

が最も高い。数値は、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」61.5%、「高等学校、中学校卒業が

入学資格の専修学校・・各種学校、旧制中等学校」62.3%、「短期大学、高等専門学校、高等学校卒

業が入学資格の専修学校・・各種学校、旧制高等学校・・専門学校」67.3%、「大学、大学院」69.8%と

なっている。 

また、「その他」では、『差別されている人々は、まず、自分たちが差別されないよう努力する

必要がある』、『差別の原因には、差別されている人々の側に問題があることも多い』と『差別が

あることを口に出さないで、そっとしておけばよい』が最も高く、いずれも 57.1%となっている。 

 

【表２－１－５ 職業別 差別に関する基本的な認識】 

 

差別されている人々の話をきちんと聴く必要がある 差別があることを口に出さないで、そっとしておけばよい

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 226 310 54 23 46 17 676 43 93 161 278 83 18 676
％ 33.4% 45.9% 8.0% 3.4% 6.8% 2.5% - 6.4% 13.8% 23.8% 41.1% 12.3% 2.7% -
人 22 31 4 1 5 2 65 3 10 12 28 9 3 65
％ 33.8% 47.7% 6.2% 1.5% 7.7% 3.1% - 4.6% 15.4% 18.5% 43.1% 13.8% 4.6% -

人 59 104 21 6 15 7 212 18 30 46 86 25 7 212

％ 27.8% 49.1% 9.9% 2.8% 7.1% 3.3% - 8.5% 14.2% 21.7% 40.6% 11.8% 3.3% -

人 54 69 8 5 9 2 147 7 15 40 59 23 3 147

％ 36.7% 46.9% 5.4% 3.4% 6.1% 1.4% - 4.8% 10.2% 27.2% 40.1% 15.6% 2.0% -

人 86 100 18 9 9 3 225 13 35 57 100 18 2 225
％ 38.2% 44.4% 8.0% 4.0% 4.0% 1.3% - 5.8% 15.6% 25.3% 44.4% 8.0% 0.9% -
人 4 1 1 0 1 0 7 1 1 1 3 1 0 7
％ 57.1% 14.3% 14.3% 0.0% 14.3% 0.0% - 14.3% 14.3% 14.3% 42.9% 14.3% 0.0% -
人 1 5 2 2 7 3 20 1 2 5 2 7 3 20
％ 5.0% 25.0% 10.0% 10.0% 35.0% 15.0% - 5.0% 10.0% 25.0% 10.0% 35.0% 15.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

差別意識をもつことは、許されないものである 差別行為を行うことは、許されないものである

S
A
そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 206 308 61 51 38 12 676 366 239 18 15 26 12 676
％ 30.5% 45.6% 9.0% 7.5% 5.6% 1.8% - 54.1% 35.4% 2.7% 2.2% 3.8% 1.8% -
人 18 33 5 12 5 0 73 40 21 2 7 3 0 73
％ 24.7% 45.2% 6.8% 16.4% 6.8% 0.0% - 54.8% 28.8% 2.7% 9.6% 4.1% 0.0% -
人 45 80 21 18 7 3 174 96 61 4 2 8 3 174
％ 25.9% 46.0% 12.1% 10.3% 4.0% 1.7% - 55.2% 35.1% 2.3% 1.1% 4.6% 1.7% -
人 10 3 2 1 0 0 16 11 4 1 0 0 0 16
％ 62.5% 18.8% 12.5% 6.3% 0.0% 0.0% - 68.8% 25.0% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0% -
人 49 72 14 9 5 1 150 85 54 4 1 4 2 150
％ 32.7% 48.0% 9.3% 6.0% 3.3% 0.7% - 56.7% 36.0% 2.7% 0.7% 2.7% 1.3% -
人 79 112 18 9 18 5 241 127 89 6 5 10 4 241
％ 32.8% 46.5% 7.5% 3.7% 7.5% 2.1% - 52.7% 36.9% 2.5% 2.1% 4.1% 1.7% -
人 5 8 1 2 3 3 22 7 10 1 0 1 3 22
％ 22.7% 36.4% 4.5% 9.1% 13.6% 13.6% - 31.8% 45.5% 4.5% 0.0% 4.5% 13.6% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

無回答
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差別をなくすために、行政 国や自治体など）が努力する必要がある

S
A
そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 336 225 44 19 39 13 676 85 182 162 153 81 13 676
％ 49.7% 33.3% 6.5% 2.8% 5.8% 1.9% - 12.6% 26.9% 24.0% 22.6% 12.0% 1.9% -
人 37 23 5 2 6 0 73 18 20 13 12 10 0 73
％ 50.7% 31.5% 6.8% 2.7% 8.2% 0.0% - 24.7% 27.4% 17.8% 16.4% 13.7% 0.0% -
人 76 59 18 12 7 2 174 18 47 51 41 16 1 174
％ 43.7% 33.9% 10.3% 6.9% 4.0% 1.1% - 10.3% 27.0% 29.3% 23.6% 9.2% 0.6% -
人 9 6 1 0 0 0 16 2 2 6 5 1 0 16
％ 56.3% 37.5% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0% - 12.5% 12.5% 37.5% 31.3% 6.3% 0.0% -
人 73 57 7 3 8 2 150 9 39 40 43 16 3 150
％ 48.7% 38.0% 4.7% 2.0% 5.3% 1.3% - 6.0% 26.0% 26.7% 28.7% 10.7% 2.0% -
人 132 73 13 2 16 5 241 32 71 48 49 35 6 241
％ 54.8% 30.3% 5.4% 0.8% 6.6% 2.1% - 13.3% 29.5% 19.9% 20.3% 14.5% 2.5% -
人 9 7 0 0 2 4 22 6 3 4 3 3 3 22
％ 40.9% 31.8% 0.0% 0.0% 9.1% 18.2% - 27.3% 13.6% 18.2% 13.6% 13.6% 13.6% -

差別されている人々は、まず、自分たちが差別されないよう努
力する必要がある

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

無回答

差別を受けてきた人々に対しては、格差をなくすために行政の支援が必要である

S
A
そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 211 274 87 33 57 14 676 136 289 101 45 89 16 676
％ 31.2% 40.5% 12.9% 4.9% 8.4% 2.1% - 20.1% 42.8% 14.9% 6.7% 13.2% 2.4% -
人 24 23 12 4 7 3 73 16 31 12 5 9 0 73
％ 32.9% 31.5% 16.4% 5.5% 9.6% 4.1% - 21.9% 42.5% 16.4% 6.8% 12.3% 0.0% -
人 49 73 31 12 7 2 174 33 83 23 18 15 2 174
％ 28.2% 42.0% 17.8% 6.9% 4.0% 1.1% - 19.0% 47.7% 13.2% 10.3% 8.6% 1.1% -
人 5 8 2 1 0 0 16 4 6 4 2 0 0 16
％ 31.3% 50.0% 12.5% 6.3% 0.0% 0.0% - 25.0% 37.5% 25.0% 12.5% 0.0% 0.0% -
人 47 70 14 4 12 3 150 25 67 26 9 20 3 150
％ 31.3% 46.7% 9.3% 2.7% 8.0% 2.0% - 16.7% 44.7% 17.3% 6.0% 13.3% 2.0% -
人 80 93 28 12 25 3 241 53 95 35 11 39 8 241
％ 33.2% 38.6% 11.6% 5.0% 10.4% 1.2% - 22.0% 39.4% 14.5% 4.6% 16.2% 3.3% -
人 6 7 0 0 6 3 22 5 7 1 0 6 3 22
％ 27.3% 31.8% 0.0% 0.0% 27.3% 13.6% - 22.7% 31.8% 4.5% 0.0% 27.3% 13.6% -

差別されている人々が、差別の現実や不当性を強く社会に訴え
る必要がある

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

無回答

差別は法律で禁止する必要がある

S
A
そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 160 224 101 76 104 11 676 54 140 198 155 115 14 676
％ 23.7% 33.1% 14.9% 11.2% 15.4% 1.6% - 8.0% 20.7% 29.3% 22.9% 17.0% 2.1% -
人 16 19 13 15 10 0 73 10 16 17 18 12 0 73
％ 21.9% 26.0% 17.8% 20.5% 13.7% 0.0% - 13.7% 21.9% 23.3% 24.7% 16.4% 0.0% -
人 29 59 33 25 26 2 174 9 43 56 45 19 2 174
％ 16.7% 33.9% 19.0% 14.4% 14.9% 1.1% - 5.2% 24.7% 32.2% 25.9% 10.9% 1.1% -
人 5 7 2 2 0 0 16 1 1 6 7 1 0 16
％ 31.3% 43.8% 12.5% 12.5% 0.0% 0.0% - 6.3% 6.3% 37.5% 43.8% 6.3% 0.0% -
人 36 55 23 9 25 2 150 9 20 55 35 29 2 150
％ 24.0% 36.7% 15.3% 6.0% 16.7% 1.3% - 6.0% 13.3% 36.7% 23.3% 19.3% 1.3% -
人 72 77 29 24 36 3 241 25 56 60 49 45 6 241
％ 29.9% 32.0% 12.0% 10.0% 14.9% 1.2% - 10.4% 23.2% 24.9% 20.3% 18.7% 2.5% -
人 2 7 1 1 7 4 22 0 4 4 1 9 4 22
％ 9.1% 31.8% 4.5% 4.5% 31.8% 18.2% - 0.0% 18.2% 18.2% 4.5% 40.9% 18.2% -

差別の原因には、差別されている人々の側に問題があることも
多い

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

無回答

S
A
そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 265 290 39 23 47 12 676 138 251 110 49 111 17 676
％ 39.2% 42.9% 5.8% 3.4% 7.0% 1.8% - 20.4% 37.1% 16.3% 7.2% 16.4% 2.5% -
人 32 25 7 4 5 0 73 14 27 14 6 12 0 73
％ 43.8% 34.2% 9.6% 5.5% 6.8% 0.0% - 19.2% 37.0% 19.2% 8.2% 16.4% 0.0% -
人 67 74 12 10 8 3 174 33 63 36 18 19 5 174
％ 38.5% 42.5% 6.9% 5.7% 4.6% 1.7% - 19.0% 36.2% 20.7% 10.3% 10.9% 2.9% -
人 10 6 0 0 0 0 16 6 4 4 2 0 0 16
％ 62.5% 37.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 37.5% 25.0% 25.0% 12.5% 0.0% 0.0% -
人 57 73 7 4 7 2 150 31 67 22 5 21 4 150
％ 38.0% 48.7% 4.7% 2.7% 4.7% 1.3% - 20.7% 44.7% 14.7% 3.3% 14.0% 2.7% -
人 94 102 13 5 23 4 241 50 85 32 17 51 6 241
％ 39.0% 42.3% 5.4% 2.1% 9.5% 1.7% - 20.7% 35.3% 13.3% 7.1% 21.2% 2.5% -
人 5 10 0 0 4 3 22 4 5 2 1 8 2 22
％ 22.7% 45.5% 0.0% 0.0% 18.2% 13.6% - 18.2% 22.7% 9.1% 4.5% 36.4% 9.1% -

差別意識をなくし、人権意識を高めるための教育や啓発を行う必要がある
差別問題についてきちんと理解するためには、差別されている
人々との交流を深める必要がある

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

無回答
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職業別でみると、肯定的な回答 「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）と答えた人の割

合は、「自営業」「民間正規雇用」「非正規雇用」「家事専業、学生、無職」では、『差別行為を行う

ことは、許されないものである』が最も高く、数値はそれぞれ 83.6%、90.2%、92.7%、89.6%とな

っている。 

また、「公務員、教員」では、『差別意識をなくし、人権意識を高めるための教育や啓発を行う

必要がある』が最も高く、100.0%となっている。 

一方で、否定的な回答 「どちらかといえばそうは思わない」「そうは思わない」）と答えた人

の割合は、「自営業」「民間正規雇用」「非正規雇用」「家事専業、学生、無職」では、『差別がある

ことを口に出さないで、そっとしておけばよい』が最も高く、数値はそれぞれ 63.0%、69.0%、

74.7%、57.3%となっている。 

また、「公務員、教員」では、（『差別の原因には、差別されている人々の側に問題があることも

多い』と『差別があることを口に出さないで、そっとしておけばよい』が最も高く、いずれも 81.3%

となっている。 

  

差別されている人々の話をきちんと聴く必要がある 差別があることを口に出さないで、そっとしておけばよい

S
A
そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 226 310 54 23 46 17 676 43 93 161 278 83 18 676
％ 33.4% 45.9% 8.0% 3.4% 6.8% 2.5% - 6.4% 13.8% 23.8% 41.1% 12.3% 2.7% -
人 23 36 6 3 5 0 73 4 11 16 30 12 0 73
％ 31.5% 49.3% 8.2% 4.1% 6.8% 0.0% - 5.5% 15.1% 21.9% 41.1% 16.4% 0.0% -
人 62 76 16 7 8 5 174 12 26 43 77 12 4 174
％ 35.6% 43.7% 9.2% 4.0% 4.6% 2.9% - 6.9% 14.9% 24.7% 44.3% 6.9% 2.3% -
人 6 8 1 1 0 0 16 1 2 4 9 0 0 16
％ 37.5% 50.0% 6.3% 6.3% 0.0% 0.0% - 6.3% 12.5% 25.0% 56.3% 0.0% 0.0% -
人 54 70 10 4 10 2 150 4 15 40 72 16 3 150
％ 36.0% 46.7% 6.7% 2.7% 6.7% 1.3% - 2.7% 10.0% 26.7% 48.0% 10.7% 2.0% -
人 77 112 20 7 18 7 241 21 37 51 87 37 8 241
％ 32.0% 46.5% 8.3% 2.9% 7.5% 2.9% - 8.7% 15.4% 21.2% 36.1% 15.4% 3.3% -
人 4 8 1 1 5 3 22 1 2 7 3 6 3 22
％ 18.2% 36.4% 4.5% 4.5% 22.7% 13.6% - 4.5% 9.1% 31.8% 13.6% 27.3% 13.6% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

無回答
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２－２ 差別に関する考え方に影響を受けた程度 

問４ あなたが、「差別」というものの考え方について影響を受けたものや、その程度をお

聞きします。（それぞれ✔は１つ） 

【表２－２－１ 差別に関する考え方に影響を受けた程度】 

 

 

S
A

強く影
響を受
けた

ある程
度影響
を受け
た

影響を
受けな
かった

無回答
回答人
数

人 103 200 352 21 676

％ 15.2% 29.6% 52.1% 3.1% -

人 78 248 327 23 676

％ 11.5% 36.7% 48.4% 3.4% -

人 40 164 449 23 676

％ 5.9% 24.3% 66.4% 3.4% -

人 97 261 294 24 676

％ 14.3% 38.6% 43.5% 3.6% -

人 64 156 425 31 676

％ 9.5% 23.1% 62.9% 4.6% -

人 21 135 488 32 676

％ 3.1% 20.0% 72.2% 4.7% -

人 29 113 494 40 676

％
4.3% 16.7% 73.1% 5.9% -

人 28 191 427 30 676

％ 4.1% 28.3% 63.2% 4.4% -

人 119 316 218 23 676

％ 17.6% 46.7% 32.2% 3.4% -

人 78 255 308 35 676

％ 11.5% 37.7% 45.6% 5.2% -

人 101 206 336 33 676

％ 14.9% 30.5% 49.7% 4.9% -

家族や親せきとのかかわり

自分の身近で起きた差別事象

テレビ、映画、新聞、雑誌、書
籍など

人権侵害を現に受け、または受
ける可能性のある当事者 団
体）や支援団体との交流会・イ

ベント

職場の研修

隣近所の人とのかかわり、自治
会やこども会などの地域活動

友人や知人とのかかわり

学校の授業・講義

行政や企業、民間団体 ＰＴＡ
を含む）が主催する講座・講演

会・研修会

行政による広報紙、ＳＮＳ、
ホームページなどの記事

インターネット上の情報など
 行政によるものを除く）
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【図２－２ 差別に関する考え方に影響を受けた程度】 

 

全体でみると、肯定的な回答 「強く影響を受けた」「ある程度影響を受けた」）と答えた人の

割合は、『テレビ、映画、新聞、雑誌、書籍など』が（64.3%（と最も高く、次いで『学校の授業・

講義』が 53.0%、『インターネット上の情報など 行政によるものを除く）』が 49.3%となってい

る。 

一方で、否定的な回答 「影響を受けなかった」）と答えた人の割合は、『人権侵害を現に受け、

または受ける可能性のある当事者 団体）や支援団体との交流会・イベント』が（73.1%（と最も

高く、次いで『行政や企業、民間団体 ＰＴＡを含む）が主催する講座（・講演会・研修会』が 72.2%、

『隣近所の人とのかかわり、自治会やこども会などの地域活動』が 66.4%となっている。 

15.2%

11.5%

5.9%

14.3%

9.5%

3.1%

4.3%

4.1%

17.6%

11.5%

14.9%

29.6%

36.7%

24.3%

38.6%

23.1%

20.0%

16.7%

28.3%

46.7%

37.7%

30.5%

52.1%

48.4%

66.4%

43.5%

62.9%

72.2%

73.1%

63.2%

32.2%

45.6%

49.7%

3.1%

3.4%

3.4%

3.6%

4.6%

4.7%

5.9%

4.4%

3.4%

5.2%

4.9%

家族や親せきとのかかわり

友人や知人とのかかわり

隣近所の人とのかかわり、

自治会やこども会などの地域活動

学校の授業・講義

職場の研修

行政や企業、民間団体 ＰＴＡを含む）が

主催する講座・講演会・研修会

人権侵害を現に受け、または受ける可能性のある

当事者 団体）や支援団体との交流会・イベント

行政による広報紙、ＳＮＳ、ホームページなどの記事

テレビ、映画、新聞、雑誌、書籍など

インターネット上の情報など

 行政によるものを除く）

自分の身近で起きた差別事象

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

強く影響を受けた ある程度影響を受けた 影響を受けなかった 無回答
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【表２－２－２ 性別 差別に関する考え方に影響を受けた程度】 

 

 

 

 

家族や親せきとのかかわり 友人や知人とのかかわり

SA
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数

人 103 200 352 21 676 78 248 327 23 676
％ 15.2% 29.6% 52.1% 3.1% - 11.5% 36.7% 48.4% 3.4% -

人 30 64 142 3 239 27 84 126 2 239

％ 12.6% 26.8% 59.4% 1.3% - 11.3% 35.1% 52.7% 0.8% -
人 72 122 185 13 392 50 149 177 16 392
％ 18.4% 31.1% 47.2% 3.3% - 12.8% 38.0% 45.2% 4.1% -
人 1 9 14 2 26 0 10 15 1 26
％ 3.8% 34.6% 53.8% 7.7% - 0.0% 38.5% 57.7% 3.8% -
人 0 5 11 3 19 1 5 9 4 19
％ 0.0% 26.3% 57.9% 15.8% - 5.3% 26.3% 47.4% 21.1% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

隣近所の人とのかかわり、自治会やこども会などの地域活動 学校の授業・講義

SA
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数

人 40 164 449 23 676 97 261 294 24 676
％ 5.9% 24.3% 66.4% 3.4% - 14.3% 38.6% 43.5% 3.6% -
人 15 55 167 2 239 27 89 121 2 239
％ 6.3% 23.0% 69.9% 0.8% - 11.3% 37.2% 50.6% 0.8% -
人 24 98 254 16 392 65 158 152 17 392
％ 6.1% 25.0% 64.8% 4.1% - 16.6% 40.3% 38.8% 4.3% -
人 0 7 18 1 26 4 8 13 1 26
％ 0.0% 26.9% 69.2% 3.8% - 15.4% 30.8% 50.0% 3.8% -
人 1 4 10 4 19 1 6 8 4 19
％ 5.3% 21.1% 52.6% 21.1% - 5.3% 31.6% 42.1% 21.1% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

SA
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数

人 64 156 425 31 676 21 135 488 32 676

％ 9.5% 23.1% 62.9% 4.6% - 3.1% 20.0% 72.2% 4.7% -

人 17 53 164 5 239 9 43 185 2 239

％ 7.1% 22.2% 68.6% 2.1% - 3.8% 18.0% 77.4% 0.8% -

人 43 93 237 19 392 10 86 274 22 392

％ 11.0% 23.7% 60.5% 4.8% - 2.6% 21.9% 69.9% 5.6% -

人 3 7 14 2 26 2 4 18 2 26

％ 11.5% 26.9% 53.8% 7.7% - 7.7% 15.4% 69.2% 7.7% -

人 1 3 10 5 19 0 2 11 6 19

％ 5.3% 15.8% 52.6% 26.3% - 0.0% 10.5% 57.9% 31.6% -

行政や企業、民間団体 ＰＴＡを含む）が主催す
る講座・講演会・研修会

職場の研修

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

SA
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数

人 29 113 494 40 676 28 191 427 30 676

％ 4.3% 16.7% 73.1% 5.9% - 4.1% 28.3% 63.2% 4.4% -

人 11 44 181 3 239 11 66 159 3 239

％ 4.6% 18.4% 75.7% 1.3% - 4.6% 27.6% 66.5% 1.3% -

人 18 63 283 28 392 17 114 242 19 392

％ 4.6% 16.1% 72.2% 7.1% - 4.3% 29.1% 61.7% 4.8% -

人 0 4 20 2 26 0 7 18 1 26

％ 0.0% 15.4% 76.9% 7.7% - 0.0% 26.9% 69.2% 3.8% -

人 0 2 10 7 19 0 4 8 7 19

％ 0.0% 10.5% 52.6% 36.8% - 0.0% 21.1% 42.1% 36.8% -

行政による広報紙、ＳＮＳ、ホームページなどの
記事

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

人権侵害を現に受け、または受ける可能性のある当事者 団体）や支援団体と
の交流会・イベント
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性別でみると、肯定的な回答 「強く影響を受けた」「ある程度影響を受けた」）と答えた人の

割合は、男性では『テレビ、映画、新聞、雑誌、書籍など』が（59.0%（と最も高く、次いで『学校

の授業・講義』が 48.5%、『インターネット上の情報など 行政によるものを除く）』が 47.3%と

なっている。 

女性では、『テレビ、映画、新聞、雑誌、書籍など』が（70.4%（と最も高く、次いで『学校の授

業・講義』が 56.9%、『インターネット上の情報など 行政によるものを除く）』が 52.0%となっ

ている。 

一方で、否定的な回答 「影響を受けなかった」）と答えた人の割合は、男性では『行政や企業、

民間団体 ＰＴＡを含む）が主催する講座・・講演会・・研修会』が（77.4%（と最も高く、次いで『人

権侵害を現に受け、または受ける可能性のある当事者 団体）や支援団体との交流会・・イベント』

が 75.7%、『隣近所の人とのかかわり、自治会やこども会などの地域活動』が 69.9%となっている。 

女性では、『人権侵害を現に受け、または受ける可能性のある当事者 団体）や支援団体との

交流会・イベント』が（72.2%（と最も高く、次いで『行政や企業、民間団体 ＰＴＡを含む）が

主催する講座・・講演会・・研修会』が 69.9%、『隣近所の人とのかかわり、自治会やこども会などの

地域活動』が 64.8%となっている。 

 

  

SA
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数

人 119 316 218 23 676 78 255 308 35 676
％ 17.6% 46.7% 32.2% 3.4% - 11.5% 37.7% 45.6% 5.2% -
人 37 104 96 2 239 26 87 120 6 239
％ 15.5% 43.5% 40.2% 0.8% - 10.9% 36.4% 50.2% 2.5% -
人 81 195 103 13 392 51 153 167 21 392
％ 20.7% 49.7% 26.3% 3.3% - 13.0% 39.0% 42.6% 5.4% -
人 0 14 11 1 26 0 11 14 1 26
％ 0.0% 53.8% 42.3% 3.8% - 0.0% 42.3% 53.8% 3.8% -
人 1 3 8 7 19 1 4 7 7 19
％ 5.3% 15.8% 42.1% 36.8% - 5.3% 21.1% 36.8% 36.8% -

インターネット上の情報など
 行政によるものを除く）

テレビ、映画、新聞、雑誌、書籍など

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

自分の身近で起きた差別事象

SA
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数

人 101 206 336 33 676
％ 14.9% 30.5% 49.7% 4.9% -
人 36 73 127 3 239
％ 15.1% 30.5% 53.1% 1.3% -
人 62 121 187 22 392
％ 15.8% 30.9% 47.7% 5.6% -
人 2 9 14 1 26
％ 7.7% 34.6% 53.8% 3.8% -
人 1 3 8 7 19
％ 5.3% 15.8% 42.1% 36.8% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答
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【表２－２－３ 年齢別 差別に関する考え方に影響を受けた程度】 

 

 

（

家族や親せきとのかかわり 友人や知人とのかかわり

SA
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数

人 103 200 352 21 676 78 248 327 23 676
％ 15.2% 29.6% 52.1% 3.1% - 11.5% 36.7% 48.4% 3.4% -
人 4 2 5 0 11 3 4 4 0 11
％ 36.4% 18.2% 45.5% 0.0% - 27.3% 36.4% 36.4% 0.0% -
人 9 26 22 0 57 8 30 18 1 57
％ 15.8% 45.6% 38.6% 0.0% - 14.0% 52.6% 31.6% 1.8% -
人 25 22 38 1 86 14 39 31 2 86
％ 29.1% 25.6% 44.2% 1.2% - 16.3% 45.3% 36.0% 2.3% -
人 23 33 43 1 100 16 38 45 1 100
％ 23.0% 33.0% 43.0% 1.0% - 16.0% 38.0% 45.0% 1.0% -
人 14 41 65 3 123 15 44 62 2 123
％ 11.4% 33.3% 52.8% 2.4% - 12.2% 35.8% 50.4% 1.6% -
人 10 32 54 2 98 10 36 50 2 98
％ 10.2% 32.7% 55.1% 2.0% - 10.2% 36.7% 51.0% 2.0% -
人 8 27 69 3 107 6 33 65 3 107
％ 7.5% 25.2% 64.5% 2.8% - 5.6% 30.8% 60.7% 2.8% -
人 10 13 46 7 76 5 21 43 7 76
％ 13.2% 17.1% 60.5% 9.2% - 6.6% 27.6% 56.6% 9.2% -
人 0 4 10 4 18 1 3 9 5 18
％ 0.0% 22.2% 55.6% 22.2% - 5.6% 16.7% 50.0% 27.8% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

隣近所の人とのかかわり、自治会やこども会などの地域活動 学校の授業・講義

SA
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数

人 40 164 449 23 676 97 261 294 24 676
％ 5.9% 24.3% 66.4% 3.4% - 14.3% 38.6% 43.5% 3.6% -
人 2 2 7 0 11 3 4 4 0 11
％ 18.2% 18.2% 63.6% 0.0% - 27.3% 36.4% 36.4% 0.0% -
人 4 18 35 0 57 19 28 9 1 57
％ 7.0% 31.6% 61.4% 0.0% - 33.3% 49.1% 15.8% 1.8% -
人 7 32 46 1 86 14 48 23 1 86
％ 8.1% 37.2% 53.5% 1.2% - 16.3% 55.8% 26.7% 1.2% -
人 7 22 70 1 100 20 47 32 1 100
％ 7.0% 22.0% 70.0% 1.0% - 20.0% 47.0% 32.0% 1.0% -
人 10 30 80 3 123 18 48 56 1 123
％ 8.1% 24.4% 65.0% 2.4% - 14.6% 39.0% 45.5% 0.8% -
人 4 20 72 2 98 13 34 49 2 98
％ 4.1% 20.4% 73.5% 2.0% - 13.3% 34.7% 50.0% 2.0% -
人 4 21 79 3 107 5 29 68 5 107
％ 3.7% 19.6% 73.8% 2.8% - 4.7% 27.1% 63.6% 4.7% -
人 1 16 51 8 76 4 18 46 8 76
％ 1.3% 21.1% 67.1% 10.5% - 5.3% 23.7% 60.5% 10.5% -
人 1 3 9 5 18 1 5 7 5 18
％ 5.6% 16.7% 50.0% 27.8% - 5.6% 27.8% 38.9% 27.8% -

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

全体

職場の研修

SA
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数

人 64 156 425 31 676 21 135 488 32 676
％ 9.5% 23.1% 62.9% 4.6% - 3.1% 20.0% 72.2% 4.7% -
人 1 3 7 0 11 1 5 5 0 11
％ 9.1% 27.3% 63.6% 0.0% - 9.1% 45.5% 45.5% 0.0% -
人 12 15 29 1 57 5 11 41 0 57
％ 21.1% 26.3% 50.9% 1.8% - 8.8% 19.3% 71.9% 0.0% -
人 11 27 47 1 86 2 22 61 1 86
％ 12.8% 31.4% 54.7% 1.2% - 2.3% 25.6% 70.9% 1.2% -
人 10 26 62 2 100 3 12 84 1 100
％ 10.0% 26.0% 62.0% 2.0% - 3.0% 12.0% 84.0% 1.0% -
人 12 35 74 2 123 6 27 87 3 123
％ 9.8% 28.5% 60.2% 1.6% - 4.9% 22.0% 70.7% 2.4% -
人 10 21 65 2 98 2 20 72 4 98
％ 10.2% 21.4% 66.3% 2.0% - 2.0% 20.4% 73.5% 4.1% -
人 6 15 82 4 107 1 23 77 6 107
％ 5.6% 14.0% 76.6% 3.7% - 0.9% 21.5% 72.0% 5.6% -
人 1 12 50 13 76 1 14 51 10 76
％ 1.3% 15.8% 65.8% 17.1% - 1.3% 18.4% 67.1% 13.2% -
人 1 2 9 6 18 0 1 10 7 18
％ 5.6% 11.1% 50.0% 33.3% - 0.0% 5.6% 55.6% 38.9% -

行政や企業、民間団体 ＰＴＡを含む）が主催す
る講座・講演会・研修会

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

全体
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年齢別でみると、肯定的な回答 「強く影響を受けた」「ある程度影響を受けた」）と答えた人

の割合は、「１８歳、１９歳」では、『友人や知人とのかかわり』と『学校の授業・講義』が最も

SA
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数

人 29 113 494 40 676 28 191 427 30 676
％ 4.3% 16.7% 73.1% 5.9% - 4.1% 28.3% 63.2% 4.4% -
人 1 5 5 0 11 1 3 7 0 11
％ 9.1% 45.5% 45.5% 0.0% - 9.1% 27.3% 63.6% 0.0% -
人 5 14 36 2 57 7 18 32 0 57
％ 8.8% 24.6% 63.2% 3.5% - 12.3% 31.6% 56.1% 0.0% -
人 8 19 57 2 86 8 22 55 1 86
％ 9.3% 22.1% 66.3% 2.3% - 9.3% 25.6% 64.0% 1.2% -
人 1 16 80 3 100 3 27 68 2 100
％ 1.0% 16.0% 80.0% 3.0% - 3.0% 27.0% 68.0% 2.0% -
人 5 19 95 4 123 5 41 74 3 123
％ 4.1% 15.4% 77.2% 3.3% - 4.1% 33.3% 60.2% 2.4% -
人 3 12 80 3 98 2 33 62 1 98
％ 3.1% 12.2% 81.6% 3.1% - 2.0% 33.7% 63.3% 1.0% -
人 2 17 82 6 107 1 33 68 5 107
％ 1.9% 15.9% 76.6% 5.6% - 0.9% 30.8% 63.6% 4.7% -
人 4 10 50 12 76 1 11 54 10 76
％ 5.3% 13.2% 65.8% 15.8% - 1.3% 14.5% 71.1% 13.2% -
人 0 1 9 8 18 0 3 7 8 18
％ 0.0% 5.6% 50.0% 44.4% - 0.0% 16.7% 38.9% 44.4% -

行政による広報紙、ＳＮＳ、ホームページなどの
記事

８０歳以上

無回答

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

人権侵害を現に受け、または受ける可能性のある当事者 団体）や支援団体
との交流会・イベント

テレビ、映画、新聞、雑誌、書籍など インターネット上の情報など
 行政によるものを除く）

SA
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数

人 119 316 218 23 676 78 255 308 35 676
％ 17.6% 46.7% 32.2% 3.4% - 11.5% 37.7% 45.6% 5.2% -
人 2 4 5 0 11 2 4 5 0 11
％ 18.2% 36.4% 45.5% 0.0% - 18.2% 36.4% 45.5% 0.0% -
人 16 29 12 0 57 19 28 10 0 57
％ 28.1% 50.9% 21.1% 0.0% - 33.3% 49.1% 17.5% 0.0% -
人 22 42 21 1 86 15 42 27 2 86
％ 25.6% 48.8% 24.4% 1.2% - 17.4% 48.8% 31.4% 2.3% -
人 21 46 32 1 100 13 46 40 1 100
％ 21.0% 46.0% 32.0% 1.0% - 13.0% 46.0% 40.0% 1.0% -
人 21 72 28 2 123 17 59 44 3 123
％ 17.1% 58.5% 22.8% 1.6% - 13.8% 48.0% 35.8% 2.4% -
人 19 44 32 3 98 8 28 60 2 98
％ 19.4% 44.9% 32.7% 3.1% - 8.2% 28.6% 61.2% 2.0% -
人 12 54 39 2 107 3 32 66 6 107
％ 11.2% 50.5% 36.4% 1.9% - 2.8% 29.9% 61.7% 5.6% -
人 6 22 42 6 76 0 13 50 13 76
％ 7.9% 28.9% 55.3% 7.9% - 0.0% 17.1% 65.8% 17.1% -
人 0 3 7 8 18 1 3 6 8 18
％ 0.0% 16.7% 38.9% 44.4% - 5.6% 16.7% 33.3% 44.4% -

無回答

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

自分の身近で起きた差別事象

SA
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数

人 101 206 336 33 676
％ 14.9% 30.5% 49.7% 4.9% -
人 0 5 6 0 11
％ 0.0% 45.5% 54.5% 0.0% -
人 11 22 24 0 57
％ 19.3% 38.6% 42.1% 0.0% -
人 20 29 35 2 86
％ 23.3% 33.7% 40.7% 2.3% -
人 15 43 41 1 100
％ 15.0% 43.0% 41.0% 1.0% -
人 30 37 54 2 123
％ 24.4% 30.1% 43.9% 1.6% -
人 12 34 50 2 98
％ 12.2% 34.7% 51.0% 2.0% -
人 7 23 71 6 107
％ 6.5% 21.5% 66.4% 5.6% -
人 4 12 48 12 76
％ 5.3% 15.8% 63.2% 15.8% -
人 2 1 7 8 18
％ 11.1% 5.6% 38.9% 44.4% -

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

全体



55 

高く、いずれも 63.6%となっている。 

また、「２０歳代」では、『学校の授業・講義』と『インターネット上の情報など 行政による

ものを除く）』が最も高く、いずれも 82.5%となっている。「３０歳代」「５０歳代」「６０歳代」

「７０歳代」「８０歳以上」では、『テレビ、映画、新聞、雑誌、書籍など』が最も高く、数値は

それぞれ 74.4%、75.6%、64.3%、61.7%、36.8%となっている。「４０歳代」では、『学校の授業・

講義』と『テレビ、映画、新聞、雑誌、書籍など』が最も高く、いずれも 67.0%となっている。 

一方で、否定的な回答 「影響を受けなかった」）と答えた人の割合は、「１８歳、１９歳」で

は、『隣近所の人とのかかわり、自治会やこども会などの地域活動』、『職場の研修』と『行政によ

る広報紙、ＳＮＳ、ホームページなどの記事』が最も高く、いずれも 63.6%となっている。 

また、「２０歳代」「３０歳代」「４０歳代」では、『行政や企業、民間団体 ＰＴＡを含む）が

主催する講座・講演会・研修会』が最も高く、数値はそれぞれ 71.9%、70.9%、84.0%となってい

る。「５０歳代」「６０歳代」では、『人権侵害を現に受け、または受ける可能性のある当事者 団

体）や支援団体との交流会・イベント』が最も高く、数値はそれぞれ 77.2%、81.6%となっている。

「７０歳代」では、『職場の研修』と『人権侵害を現に受け、または受ける可能性のある当事者

 団体）や支援団体との交流会・イベント』が最も高く、いずれも 76.6%となっている。「８０歳

以上」では、『行政による広報紙、ＳＮＳ、ホームページなどの記事』が最も高く、71.1%となっ

ている。 

 

【表２－２－４ 学歴別 差別に関する考え方に影響を受けた程度】 

 

 

家族や親せきとのかかわり 友人や知人とのかかわり

SA
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数

人 103 200 352 21 676 78 248 327 23 676
％ 15.2% 29.6% 52.1% 3.1% - 11.5% 36.7% 48.4% 3.4% -

人 11 14 39 1 65 7 22 33 3 65

％ 16.9% 21.5% 60.0% 1.5% - 10.8% 33.8% 50.8% 4.6% -

人 26 45 132 9 212 17 64 122 9 212

％ 12.3% 21.2% 62.3% 4.2% - 8.0% 30.2% 57.5% 4.2% -

人 18 54 72 3 147 19 66 60 2 147

％ 12.2% 36.7% 49.0% 2.0% - 12.9% 44.9% 40.8% 1.4% -

人 45 81 97 2 225 33 90 99 3 225
％ 20.0% 36.0% 43.1% 0.9% - 14.7% 40.0% 44.0% 1.3% -
人 2 3 2 0 7 1 4 2 0 7
％ 28.6% 42.9% 28.6% 0.0% - 14.3% 57.1% 28.6% 0.0% -
人 1 3 10 6 20 1 2 11 6 20
％ 5.0% 15.0% 50.0% 30.0% - 5.0% 10.0% 55.0% 30.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

隣近所の人とのかかわり、自治会やこども会などの地域活動 学校の授業・講義

SA
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数

人 40 164 449 23 676 97 261 294 24 676
％ 5.9% 24.3% 66.4% 3.4% - 14.3% 38.6% 43.5% 3.6% -
人 0 16 45 4 65 4 14 43 4 65
％ 0.0% 24.6% 69.2% 6.2% - 6.2% 21.5% 66.2% 6.2% -

人 8 42 152 10 212 16 71 116 9 212

％ 3.8% 19.8% 71.7% 4.7% - 7.5% 33.5% 54.7% 4.2% -

人 10 37 98 2 147 32 61 52 2 147

％ 6.8% 25.2% 66.7% 1.4% - 21.8% 41.5% 35.4% 1.4% -

人 19 64 141 1 225 41 109 72 3 225
％ 8.4% 28.4% 62.7% 0.4% - 18.2% 48.4% 32.0% 1.3% -
人 2 3 2 0 7 3 3 1 0 7
％ 28.6% 42.9% 28.6% 0.0% - 42.9% 42.9% 14.3% 0.0% -
人 1 2 11 6 20 1 3 10 6 20
％ 5.0% 10.0% 55.0% 30.0% - 5.0% 15.0% 50.0% 30.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答
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職場の研修

SA
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数

人 64 156 425 31 676 21 135 488 32 676
％ 9.5% 23.1% 62.9% 4.6% - 3.1% 20.0% 72.2% 4.7% -
人 5 9 45 6 65 1 9 48 7 65
％ 7.7% 13.8% 69.2% 9.2% - 1.5% 13.8% 73.8% 10.8% -

人 4 44 151 13 212 4 38 156 14 212

％ 1.9% 20.8% 71.2% 6.1% - 1.9% 17.9% 73.6% 6.6% -

人 22 38 84 3 147 4 34 107 2 147

％ 15.0% 25.9% 57.1% 2.0% - 2.7% 23.1% 72.8% 1.4% -

人 30 62 130 3 225 11 51 161 2 225
％ 13.3% 27.6% 57.8% 1.3% - 4.9% 22.7% 71.6% 0.9% -
人 2 2 3 0 7 1 3 3 0 7
％ 28.6% 28.6% 42.9% 0.0% - 14.3% 42.9% 42.9% 0.0% -
人 1 1 12 6 20 0 0 13 7 20
％ 5.0% 5.0% 60.0% 30.0% - 0.0% 0.0% 65.0% 35.0% -

行政や企業、民間団体 ＰＴＡを含む）が主催す
る講座・講演会・研修会

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各
種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資
格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学

校

大学、大学院

その他

無回答

人権侵害を現に受け、または受ける可能性のある当事者 団体）や支援団体との交流会・イベント

SA
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数

人 29 113 494 40 676 28 191 427 30 676
％ 4.3% 16.7% 73.1% 5.9% - 4.1% 28.3% 63.2% 4.4% -
人 1 9 48 7 65 1 9 49 6 65
％ 1.5% 13.8% 73.8% 10.8% - 1.5% 13.8% 75.4% 9.2% -

人 7 27 164 14 212 5 56 139 12 212

％ 3.3% 12.7% 77.4% 6.6% - 2.4% 26.4% 65.6% 5.7% -

人 4 30 108 5 147 6 47 90 4 147

％ 2.7% 20.4% 73.5% 3.4% - 4.1% 32.0% 61.2% 2.7% -

人 15 46 158 6 225 14 75 135 1 225
％ 6.7% 20.4% 70.2% 2.7% - 6.2% 33.3% 60.0% 0.4% -
人 2 1 4 0 7 1 2 4 0 7
％ 28.6% 14.3% 57.1% 0.0% - 14.3% 28.6% 57.1% 0.0% -
人 0 0 12 8 20 1 2 10 7 20
％ 0.0% 0.0% 60.0% 40.0% - 5.0% 10.0% 50.0% 35.0% -

行政による広報紙、ＳＮＳ、ホームページなどの
記事

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各
種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資
格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学

校

大学、大学院

その他

無回答

テレビ、映画、新聞、雑誌、書籍など インターネット上の情報など
 行政によるものを除く）

SA
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数

人 119 316 218 23 676 78 255 308 35 676
％ 17.6% 46.7% 32.2% 3.4% - 11.5% 37.7% 45.6% 5.2% -
人 9 15 37 4 65 3 13 41 8 65
％ 13.8% 23.1% 56.9% 6.2% - 4.6% 20.0% 63.1% 12.3% -

人 25 96 83 8 212 13 71 114 14 212

％ 11.8% 45.3% 39.2% 3.8% - 6.1% 33.5% 53.8% 6.6% -

人 33 82 30 2 147 22 62 60 3 147

％ 22.4% 55.8% 20.4% 1.4% - 15.0% 42.2% 40.8% 2.0% -

人 52 118 54 1 225 39 105 79 2 225
％ 23.1% 52.4% 24.0% 0.4% - 17.3% 46.7% 35.1% 0.9% -
人 0 3 4 0 7 0 2 5 0 7
％ 0.0% 42.9% 57.1% 0.0% - 0.0% 28.6% 71.4% 0.0% -
人 0 2 10 8 20 1 2 9 8 20
％ 0.0% 10.0% 50.0% 40.0% - 5.0% 10.0% 45.0% 40.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各
種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資
格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学

校

大学、大学院

その他

無回答

自分の身近で起きた差別事象

SA
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数

人 101 206 336 33 676
％ 14.9% 30.5% 49.7% 4.9% -
人 5 14 38 8 65
％ 7.7% 21.5% 58.5% 12.3% -

人 21 54 124 13 212

％ 9.9% 25.5% 58.5% 6.1% -

人 26 51 67 3 147

％ 17.7% 34.7% 45.6% 2.0% -

人 45 85 93 2 225
％ 20.0% 37.8% 41.3% 0.9% -
人 1 2 4 0 7
％ 14.3% 28.6% 57.1% 0.0% -
人 3 0 10 7 20
％ 15.0% 0.0% 50.0% 35.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答
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学歴別でみると、肯定的な回答 「強く影響を受けた」「ある程度影響を受けた」）と答えた人

の割合は、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」では、『友人や知人とのかかわり』が最も高

く、44.6%となっている。 

また、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制中等学校」「短期大学、

高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」「大

学、大学院」では、『テレビ、映画、新聞、雑誌、書籍など』が最も高く、数値はそれぞれ 57.1%、

78.2%、75.6%となっている。「その他」では、『学校の授業・講義』が最も高く、85.7%となってい

る。 

一方で、否定的な回答 「影響を受けなかった」）と答えた人の割合は、「中学校、旧制小学校、

旧制高等小学校」では、『行政による広報紙、ＳＮＳ、ホームページなどの記事』が最も高く、

75.4%となっている。 

また、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制中等学校」「短期大学、

高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」では、

『人権侵害を現に受け、または受ける可能性のある当事者 団体）や支援団体との交流会・イベ

ント』が最も高く、数値はそれぞれ 77.4%、73.5%となっている。「大学、大学院」では、『行政や

企業、民間団体 ＰＴＡを含む）が主催する講座・講演会・研修会』が最も高く、71.6%となって

いる。「その他」では、『インターネット上の情報など 行政によるものを除く）』が最も高く、

71.4%となっている。 

 

【表２－２－５ 職業別 差別に関する考え方に影響を受けた程度】 

 

家族や親せきとのかかわり 友人や知人とのかかわり

S
A

強く影
響を受
けた

ある程
度影響
を受け
た

影響を
受けな
かった

無回答
回答人
数

強く影
響を受
けた

ある程
度影響
を受け
た

影響を
受けな
かった

無回答
回答人
数

人 103 200 352 21 676 78 248 327 23 676
％ 15.2% 29.6% 52.1% 3.1% - 11.5% 36.7% 48.4% 3.4% -
人 12 20 39 2 73 12 28 31 2 73
％ 16.4% 27.4% 53.4% 2.7% - 16.4% 38.4% 42.5% 2.7% -
人 32 45 95 2 174 25 64 83 2 174
％ 18.4% 25.9% 54.6% 1.1% - 14.4% 36.8% 47.7% 1.1% -
人 3 5 8 0 16 3 5 8 0 16
％ 18.8% 31.3% 50.0% 0.0% - 18.8% 31.3% 50.0% 0.0% -
人 24 56 66 4 150 15 58 72 5 150
％ 16.0% 37.3% 44.0% 2.7% - 10.0% 38.7% 48.0% 3.3% -
人 32 68 133 8 241 22 88 122 9 241
％ 13.3% 28.2% 55.2% 3.3% - 9.1% 36.5% 50.6% 3.7% -
人 0 6 11 5 22 1 5 11 5 22
％ 0.0% 27.3% 50.0% 22.7% - 4.5% 22.7% 50.0% 22.7% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答
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隣近所の人とのかかわり、自治会やこども会などの地域活動 学校の授業・講義

S
A

強く影
響を受
けた

ある程
度影響
を受け
た

影響を
受けな
かった

無回答
回答人
数

強く影
響を受
けた

ある程
度影響
を受け
た

影響を
受けな
かった

無回答
回答人
数

人 40 164 449 23 676 97 261 294 24 676
％ 5.9% 24.3% 66.4% 3.4% - 14.3% 38.6% 43.5% 3.6% -
人 5 21 45 2 73 9 31 32 1 73
％ 6.8% 28.8% 61.6% 2.7% - 12.3% 42.5% 43.8% 1.4% -
人 13 39 121 1 174 31 80 62 1 174
％ 7.5% 22.4% 69.5% 0.6% - 17.8% 46.0% 35.6% 0.6% -
人 1 5 10 0 16 4 8 4 0 16
％ 6.3% 31.3% 62.5% 0.0% - 25.0% 50.0% 25.0% 0.0% -
人 8 37 101 4 150 22 62 62 4 150
％ 5.3% 24.7% 67.3% 2.7% - 14.7% 41.3% 41.3% 2.7% -
人 12 59 160 10 241 29 75 124 13 241
％ 5.0% 24.5% 66.4% 4.1% - 12.0% 31.1% 51.5% 5.4% -
人 1 3 12 6 22 2 5 10 5 22
％ 4.5% 13.6% 54.5% 27.3% - 9.1% 22.7% 45.5% 22.7% -

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

職場の研修

SA
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数

人 64 156 425 31 676 21 135 488 32 676
％ 9.5% 23.1% 62.9% 4.6% - 3.1% 20.0% 72.2% 4.7% -
人 6 15 49 3 73 4 9 57 3 73
％ 8.2% 20.5% 67.1% 4.1% - 5.5% 12.3% 78.1% 4.1% -
人 24 42 105 3 174 7 28 138 1 174
％ 13.8% 24.1% 60.3% 1.7% - 4.0% 16.1% 79.3% 0.6% -
人 5 7 4 0 16 2 3 11 0 16
％ 31.3% 43.8% 25.0% 0.0% - 12.5% 18.8% 68.8% 0.0% -
人 14 43 89 4 150 4 42 100 4 150
％ 9.3% 28.7% 59.3% 2.7% - 2.7% 28.0% 66.7% 2.7% -
人 14 47 165 15 241 4 50 169 18 241
％ 5.8% 19.5% 68.5% 6.2% - 1.7% 20.7% 70.1% 7.5% -
人 1 2 13 6 22 0 3 13 6 22
％ 4.5% 9.1% 59.1% 27.3% - 0.0% 13.6% 59.1% 27.3% -

行政や企業、民間団体 ＰＴＡを含む）が主催す
る講座・講演会・研修会

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答

SA
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数

人 29 113 494 40 676 28 191 427 30 676
％ 4.3% 16.7% 73.1% 5.9% - 4.1% 28.3% 63.2% 4.4% -
人 5 8 56 4 73 3 23 44 3 73
％ 6.8% 11.0% 76.7% 5.5% - 4.1% 31.5% 60.3% 4.1% -
人 11 30 131 2 174 8 56 108 2 174
％ 6.3% 17.2% 75.3% 1.1% - 4.6% 32.2% 62.1% 1.1% -
人 2 3 11 0 16 1 2 13 0 16
％ 12.5% 18.8% 68.8% 0.0% - 6.3% 12.5% 81.3% 0.0% -
人 2 27 114 7 150 6 48 90 6 150
％ 1.3% 18.0% 76.0% 4.7% - 4.0% 32.0% 60.0% 4.0% -
人 8 43 170 20 241 9 58 162 12 241
％ 3.3% 17.8% 70.5% 8.3% - 3.7% 24.1% 67.2% 5.0% -
人 1 2 12 7 22 1 4 10 7 22
％ 4.5% 9.1% 54.5% 31.8% - 4.5% 18.2% 45.5% 31.8% -

行政による広報紙、ＳＮＳ、ホームページなどの
記事

人権侵害を現に受け、または受ける可能性のある当事者 団体）や支援団体との
交流会・イベント

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答
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職業別でみると、肯定的な回答 「強く影響を受けた」「ある程度影響を受けた」）と答えた人

の割合は、「自営業」「民間正規雇用」「非正規雇用」「家事専業、学生、無職」では、『テレビ、映

画、新聞、雑誌、書籍など』が最も高く、数値はそれぞれ 63.0%、70.7%、72.7%、58.5%となって

いる。 

また、「公務員、教員」では、『学校の授業・講義』と『職場の研修』が最も高く、いずれも 75.0%

となっている。 

一方で、否定的な回答 「影響を受けなかった」）と答えた人の割合は、「自営業」「民間正規雇

用」では、『行政や企業、民間団体 ＰＴＡを含む）が主催する講座・講演会・研修会』が最も高

く、数値はそれぞれ 78.1%、79.3%となっている。 

また、「公務員、教員」では、『行政による広報紙、ＳＮＳ、ホームページなどの記事』が最も

高く、81.3%となっている。「非正規雇用」「家事専業、学生、無職」では、『人権侵害を現に受け、

または受ける可能性のある当事者 団体）や支援団体との交流会・イベント』が最も高く、数値

はそれぞれ 76.0%、70.5%となっている。 

 

  

テレビ、映画、新聞、雑誌、書籍など インターネット上の情報など
 行政によるものを除く）

SA
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数
強く影響
を受けた

ある程度
影響を受
けた

影響を受
けなかっ
た

無回答 回答人数

人 119 316 218 23 676 78 255 308 35 676
％ 17.6% 46.7% 32.2% 3.4% - 11.5% 37.7% 45.6% 5.2% -
人 12 34 25 2 73 7 26 35 5 73
％ 16.4% 46.6% 34.2% 2.7% - 9.6% 35.6% 47.9% 6.8% -
人 39 84 50 1 174 34 80 58 2 174
％ 22.4% 48.3% 28.7% 0.6% - 19.5% 46.0% 33.3% 1.1% -
人 4 7 5 0 16 2 7 7 0 16
％ 25.0% 43.8% 31.3% 0.0% - 12.5% 43.8% 43.8% 0.0% -
人 28 81 37 4 150 20 62 64 4 150
％ 18.7% 54.0% 24.7% 2.7% - 13.3% 41.3% 42.7% 2.7% -
人 36 105 91 9 241 14 75 135 17 241
％ 14.9% 43.6% 37.8% 3.7% - 5.8% 31.1% 56.0% 7.1% -
人 0 5 10 7 22 1 5 9 7 22
％ 0.0% 22.7% 45.5% 31.8% - 4.5% 22.7% 40.9% 31.8% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答

自分の身近で起きた差別事象

S
A

強く影
響を受
けた

ある程
度影響
を受け
た

影響を
受けな
かった

無回答
回答人
数

人 101 206 336 33 676
％ 14.9% 30.5% 49.7% 4.9% -
人 11 28 31 3 73
％ 15.1% 38.4% 42.5% 4.1% -
人 31 54 87 2 174
％ 17.8% 31.0% 50.0% 1.1% -
人 2 9 5 0 16
％ 12.5% 56.3% 31.3% 0.0% -
人 26 48 72 4 150
％ 17.3% 32.0% 48.0% 2.7% -
人 28 65 131 17 241
％ 11.6% 27.0% 54.4% 7.1% -
人 3 2 10 7 22
％ 13.6% 9.1% 45.5% 31.8% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答



60 

２－３ 結婚相手を考える際に気になること（なったこと） 

問５ 結婚相手やパートナーを考える際、 性格や人柄のほかに気になる（なった）ことは、

どのようなことですか。あなたやあなたのご家族の場合を思い起こし、気になる （なっ

た）ことをお答えください。（✔はいくつでも） 

【表２－３－１ 結婚相手を考える際に気になること（なったこと）】 

選択肢 件数 割合 

経済力、学歴、職業 332 49.1（% 

家柄 155 22.9（% 

離婚歴 175 25.9（% 

国籍や民族 204 30.2（% 

相手やその家族の人に障がいがあるかどうか 130 19.2（% 

相手やその家族の宗教 294 43.5（% 

ひとり親家庭かどうか 38 5.6（% 

同和地区出身者かどうか 113 16.7（% 

相手やその家族に刑を終えて出所した人がいるかどうか 152 22.5（% 

その他 17 2.5（% 

とくに気になる なった）ことはない 174 25.7（% 

無回答 16 2.4（% 

合計 676 - 

【図２－３ 結婚相手を考える際に気になること（なったこと）】 

 

全体でみると、「経済力、学歴、職業」と答えた人が最も高く、49.1%となっている。続いて「相

手やその家族の宗教」が 43.5%、「国籍や民族」が 30.2%となっている。 
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【表２－３－２ 性別 結婚相手を考える際に気になること（なったこと）】 

 

性別でみると、男性では「相手やその家族の宗教」が 37.2%と最も高く、次いで「とくに気に

なることはない」が 35.1%、「経済力、学歴、職業」が 31.4%となっている。 

一方で、女性では「経済力、学歴、職業」が 62.0%と最も高く、次いで「相手やその家族の宗

教」が 49.2%、「国籍や民族」が 32.9%となっている。 

 

【表２－３－３ 年齢別 結婚相手を考える際に気になること（なったこと）】 

 

年齢別でみると、「１８歳、１９歳」、「２０歳代」、「４０歳代」、「６０歳代」、「７０歳代」、「８

０歳以上」では「経済力、学歴、職業」が最も高く、数値は各々45.5%、64.9%、61.0%、49.0%、

46.7%、46.1%となっている。 

また、「３０歳代」では「経済力、学歴、職業」、「相手やその家族の宗教」がいずれも 48.8%と

なっている。「５０歳代」では「相手やその家族の宗教」が最も高く、41.5%となっている。 

 

  

M
A

経済
力、学
歴、職
業

家柄 離婚歴
国籍や
民族

相手や
その家
族の人
に障が
いがあ
るかど
うか

相手や
その家
族の宗
教

ひとり
親家庭
かどう
か

同和地
区出身
者かど
うか

相手や
その家
族に刑
を終え
て出所
した人
がいる
かどう
か

その他

とくに
気にな
る
 なっ
た）こ
とはな
い

無回答
回答人
数

人 332 155 175 204 130 294 38 113 152 17 174 16 676

％ 49.1% 22.9% 25.9% 30.2% 19.2% 43.5% 5.6% 16.7% 22.5% 2.5% 25.7% 2.4% -

人 75 40 51 64 36 89 11 34 43 5 84 6 239

％ 31.4% 16.7% 21.3% 26.8% 15.1% 37.2% 4.6% 14.2% 18.0% 2.1% 35.1% 2.5% -

人 243 109 115 129 90 193 25 76 103 9 76 4 392

％ 62.0% 27.8% 29.3% 32.9% 23.0% 49.2% 6.4% 19.4% 26.3% 2.3% 19.4% 1.0% -

人 9 2 7 7 2 9 0 0 3 2 9 1 26

％ 34.6% 7.7% 26.9% 26.9% 7.7% 34.6% 0.0% 0.0% 11.5% 7.7% 34.6% 3.8% -

人 5 4 2 4 2 3 2 3 3 1 5 5 19

％ 26.3% 21.1% 10.5% 21.1% 10.5% 15.8% 10.5% 15.8% 15.8% 5.3% 26.3% 26.3% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

MA

経済
力、学
歴、職
業

家柄 離婚歴
国籍や民
族

相手やそ
の家族の
人に障が
いがある
かどうか

相手やそ
の家族の
宗教

ひとり親
家庭かど
うか

同和地区
出身者か
どうか

相手やそ
の家族に
刑を終え
て出所し
た人がい
るかどう
か

その他

とくに気
になる
 なっ
た）こと
はない

無回答 回答人数

人 332 155 175 204 130 294 38 113 152 17 174 16 676

％ 49.1% 22.9% 25.9% 30.2% 19.2% 43.5% 5.6% 16.7% 22.5% 2.5% 25.7% 2.4% -

人 5 1 3 2 2 4 0 0 1 0 4 0 11

％ 45.5% 9.1% 27.3% 18.2% 18.2% 36.4% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% 36.4% 0.0% -

人 37 13 15 17 12 31 3 6 10 3 9 0 57

％ 64.9% 22.8% 26.3% 29.8% 21.1% 54.4% 5.3% 10.5% 17.5% 5.3% 15.8% 0.0% -

人 42 24 30 25 25 42 7 9 20 2 16 5 86

％ 48.8% 27.9% 34.9% 29.1% 29.1% 48.8% 8.1% 10.5% 23.3% 2.3% 18.6% 5.8% -

人 61 32 34 32 23 55 9 13 25 3 18 0 100

％ 61.0% 32.0% 34.0% 32.0% 23.0% 55.0% 9.0% 13.0% 25.0% 3.0% 18.0% 0.0% -

人 50 27 30 36 22 51 4 19 30 1 43 0 123

％ 40.7% 22.0% 24.4% 29.3% 17.9% 41.5% 3.3% 15.4% 24.4% 0.8% 35.0% 0.0% -

人 48 14 16 27 11 34 2 15 19 2 33 1 98

％ 49.0% 14.3% 16.3% 27.6% 11.2% 34.7% 2.0% 15.3% 19.4% 2.0% 33.7% 1.0% -

人 50 27 25 35 18 46 5 26 21 1 26 1 107

％ 46.7% 25.2% 23.4% 32.7% 16.8% 43.0% 4.7% 24.3% 19.6% 0.9% 24.3% 0.9% -

人 35 14 19 25 15 27 6 22 23 4 20 5 76

％ 46.1% 18.4% 25.0% 32.9% 19.7% 35.5% 7.9% 28.9% 30.3% 5.3% 26.3% 6.6% -

人 4 3 3 5 2 4 2 3 3 1 5 4 18

％ 22.2% 16.7% 16.7% 27.8% 11.1% 22.2% 11.1% 16.7% 16.7% 5.6% 27.8% 22.2% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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【表２－３－４ 学歴別 結婚相手を考える際に気になること（なったこと）】 

 

学歴別でみると、いずれの学歴区分でも「経済力、学歴、職業」が最も高く、「中学校、旧制小

学校、旧制高等小学校」44.6%、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制

中等学校」43.4%、「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、

旧制高等学校・専門学校」57.1%、「大学、大学院」52.9%、「その他」57.1%となっている。 

 

【表２－３－５ 職業別 結婚相手を考える際に気になること（なったこと）】 

 

職業別でみると、答えた人の割合が最も高いのは、「民間正規雇用」、「公務員、教員」、「非正規

雇用」、「家事専業、学生、無職」では「経済力、学歴、職業」であり、数値は各々48.9%、56.3%、

54.0%、49.0%となっている。 

また、「自営業」では「経済力、学歴、職業」と（「相手やその家族の宗教」がいずれも 45.2%と

なっている。 

 

  

M
A

経済
力、学
歴、職
業

家柄 離婚歴
国籍や
民族

相手や
その家
族の人
に障が
いがあ
るかど
うか

相手や
その家
族の宗
教

ひとり
親家庭
かどう
か

同和地
区出身
者かど
うか

相手や
その家
族に刑
を終え
て出所
した人
がいる
かどう
か

その他

とくに
気にな
る
 なっ
た）こ
とはな
い

無回答
回答人
数

人 332 155 175 204 130 294 38 113 152 17 174 16 676

％ 49.1% 22.9% 25.9% 30.2% 19.2% 43.5% 5.6% 16.7% 22.5% 2.5% 25.7% 2.4% -

人 29 13 15 16 14 23 9 13 14 4 24 1 65

％ 44.6% 20.0% 23.1% 24.6% 21.5% 35.4% 13.8% 20.0% 21.5% 6.2% 36.9% 1.5% -

人 92 40 46 66 36 86 9 38 42 3 62 4 212

％ 43.4% 18.9% 21.7% 31.1% 17.0% 40.6% 4.2% 17.9% 19.8% 1.4% 29.2% 1.9% -

人 84 42 40 47 33 64 6 26 36 4 30 1 147

％ 57.1% 28.6% 27.2% 32.0% 22.4% 43.5% 4.1% 17.7% 24.5% 2.7% 20.4% 0.7% -

人 119 55 71 67 44 115 12 32 56 5 49 5 225

％ 52.9% 24.4% 31.6% 29.8% 19.6% 51.1% 5.3% 14.2% 24.9% 2.2% 21.8% 2.2% -

人 4 2 0 2 1 1 0 0 1 0 3 0 7

％ 57.1% 28.6% 0.0% 28.6% 14.3% 14.3% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 42.9% 0.0% -

人 4 3 3 6 2 5 2 4 3 1 6 5 20

％ 20.0% 15.0% 15.0% 30.0% 10.0% 25.0% 10.0% 20.0% 15.0% 5.0% 30.0% 25.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学
校・各種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入
学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学

校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

M
A

経済
力、学
歴、職
業

家柄 離婚歴
国籍や
民族

相手や
その家
族の人
に障が
いがあ
るかど
うか

相手や
その家
族の宗
教

ひとり
親家庭
かどう
か

同和地
区出身
者かど
うか

相手や
その家
族に刑
を終え
て出所
した人
がいる
かどう
か

その他

とくに
気にな
る
 なっ
た）こ
とはな
い

無回答
回答人
数

人 332 155 175 204 130 294 38 113 152 17 174 16 676

％ 49.1% 22.9% 25.9% 30.2% 19.2% 43.5% 5.6% 16.7% 22.5% 2.5% 25.7% 2.4% -

人 33 16 17 25 9 33 2 10 13 3 22 3 73

％ 45.2% 21.9% 23.3% 34.2% 12.3% 45.2% 2.7% 13.7% 17.8% 4.1% 30.1% 4.1% -

人 85 42 50 48 43 84 15 30 43 4 41 2 174

％ 48.9% 24.1% 28.7% 27.6% 24.7% 48.3% 8.6% 17.2% 24.7% 2.3% 23.6% 1.1% -

人 9 2 4 2 2 6 0 1 2 0 4 0 16

％ 56.3% 12.5% 25.0% 12.5% 12.5% 37.5% 0.0% 6.3% 12.5% 0.0% 25.0% 0.0% -

人 81 40 39 47 28 65 8 22 33 4 35 0 150

％ 54.0% 26.7% 26.0% 31.3% 18.7% 43.3% 5.3% 14.7% 22.0% 2.7% 23.3% 0.0% -

人 118 51 61 77 46 101 11 46 58 5 68 5 241

％ 49.0% 21.2% 25.3% 32.0% 19.1% 41.9% 4.6% 19.1% 24.1% 2.1% 28.2% 2.1% -

人 6 4 4 5 2 5 2 4 3 1 4 6 22

％ 27.3% 18.2% 18.2% 22.7% 9.1% 22.7% 9.1% 18.2% 13.6% 4.5% 18.2% 27.3% -

家事専業、学生、無
職

無回答

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用
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２－４ 不動産取引時の特定地域忌避行動に対する意識 

（１）住宅を選ぶ際の特定地域への忌避意識 

問６ あなたは、住宅を購入したりマンションを借りたりするなど、住宅を選ぶ際に、価格

や他の条件が希望にあっていても、 次の（１）～（５）のような条件の住宅の場合、避

けることがあると思いますか。（それぞれ✔は１つ） 

【表２－４（１）－１ 住宅を選ぶ際の特定地域への忌避意識】 

 

 

【図２－４（１） 住宅を選ぶ際の特定地域への忌避意識】 

 

全体でみると、肯定的な回答 「避けると思う」「どちらかといえば避けると思う」）と答えた

人の割合は、『同和地区の地域内である』が（50.6%（と最も高く、次いで『近隣に外国人が多く住

んでいる』が 49.1%、『近隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住んでいる』が 45.4%となっ

SA
避けると
思う

どちらか
といえば
避けると
思う

どちらか
といえば
避けない
と思う

避けない
と思う

わからな
い

無回答 回答人数

人 165 177 79 84 153 18 676
％ 24.4% 26.2% 11.7% 12.4% 22.6% 2.7% -
人 129 168 105 112 141 21 676
％ 19.1% 24.9% 15.5% 16.6% 20.9% 3.1% -
人 102 205 127 110 114 18 676
％ 15.1% 30.3% 18.8% 16.3% 16.9% 2.7% -
人 151 181 130 102 94 18 676
％ 22.3% 26.8% 19.2% 15.1% 13.9% 2.7% -
人 86 153 155 143 118 21 676
％ 12.7% 22.6% 22.9% 21.2% 17.5% 3.1% -

小学校区が同和地区と同じ区域
になる

近隣に外国人が多く住んでいる

近くに精神科病院や障がいのあ
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近隣に低所得者など、生活が困
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ど、生活が困難な人

が多く住んでいる
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近くに精神科病院や

障がいのある人の施

設がある
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避けると思う どちらかといえば避けると思う

どちらかといえば避けないと思う 避けないと思う

わからない 無回答
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ている。 

一方で、否定的な回答 「どちらかといえば避けないと思う」「避けないと思う」）と答えた人

の割合は、『近くに精神科病院や障がいのある人の施設がある』が（44.1%（と最も高く、次いで『近

隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住んでいる』が 35.1%、『近隣に外国人が多く住んでい

る』が 34.3%となっている。 

 

【表２－４（１）－２ 性別 住宅を選ぶ際の特定地域への忌避意識】 

 

性別でみると、肯定的な回答 「避けると思う」「どちらかといえば避けると思う」）と答えた

人の割合は、男性では『近隣に外国人が多く住んでいる』が（50.2%（と最も高く、次いで『同和

地区の地域内である』が 47.7%、『近隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住んでいる』が

45.2%となっている。 

女性では、『同和地区の地域内である』が（55.4%（と最も高く、次いで『近隣に外国人が多く住

んでいる』が 49.7%、『近隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住んでいる』が 48.5%となっ

ている。 

一方で、否定的な回答 「どちらかといえば避けないと思う」「避けないと思う」）と答えた人

の割合は、男性では『近くに精神科病院や障がいのある人の施設がある』が（50.2%（と最も高く、

次いで『近隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住んでいる』が 40.2%、『小学校区が同和地

同和地区の地域内である 小学校区が同和地区と同じ区域になる

S
A
避ける
と思う

どちら
かとい
えば避
けると
思う

どちら
かとい
えば避
けない
と思う

避けな
いと思
う

わから
ない

無回答
回答人
数

避ける
と思う

どちら
かとい
えば避
けると
思う

どちら
かとい
えば避
けない
と思う

避けな
いと思
う

わから
ない

無回答
回答人
数

人 165 177 79 84 153 18 676 129 168 105 112 141 21 676
％ 24.4% 26.2% 11.7% 12.4% 22.6% 2.7% - 19.1% 24.9% 15.5% 16.6% 20.9% 3.1% -
人 58 56 39 39 42 5 239 45 58 48 47 37 4 239
％ 24.3% 23.4% 16.3% 16.3% 17.6% 2.1% - 18.8% 24.3% 20.1% 19.7% 15.5% 1.7% -
人 104 113 37 43 89 6 392 82 106 54 61 80 9 392
％ 26.5% 28.8% 9.4% 11.0% 22.7% 1.5% - 20.9% 27.0% 13.8% 15.6% 20.4% 2.3% -
人 2 5 2 1 15 1 26 1 3 2 1 18 1 26
％ 7.7% 19.2% 7.7% 3.8% 57.7% 3.8% - 3.8% 11.5% 7.7% 3.8% 69.2% 3.8% -
人 1 3 1 1 7 6 19 1 1 1 3 6 7 19
％ 5.3% 15.8% 5.3% 5.3% 36.8% 31.6% - 5.3% 5.3% 5.3% 15.8% 31.6% 36.8% -

近隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住んでいる 近隣に外国人が多く住んでいる

S
A
避ける
と思う

どちら
かとい
えば避
けると
思う

どちら
かとい
えば避
けない
と思う

避けな
いと思
う

わから
ない

無回答
回答人
数

避ける
と思う

どちら
かとい
えば避
けると
思う

どちら
かとい
えば避
けない
と思う

避けな
いと思
う

わから
ない

無回答
回答人
数

人 102 205 127 110 114 18 676 151 181 130 102 94 18 676
％ 15.1% 30.3% 18.8% 16.3% 16.9% 2.7% - 22.3% 26.8% 19.2% 15.1% 13.9% 2.7% -
人 39 69 52 44 32 3 239 53 67 50 40 26 3 239
％ 16.3% 28.9% 21.8% 18.4% 13.4% 1.3% - 22.2% 28.0% 20.9% 16.7% 10.9% 1.3% -
人 63 127 70 64 61 7 392 92 103 75 61 54 7 392
％ 16.1% 32.4% 17.9% 16.3% 15.6% 1.8% - 23.5% 26.3% 19.1% 15.6% 13.8% 1.8% -
人 0 5 3 2 15 1 26 3 8 4 0 10 1 26
％ 0.0% 19.2% 11.5% 7.7% 57.7% 3.8% - 11.5% 30.8% 15.4% 0.0% 38.5% 3.8% -
人 0 4 2 0 6 7 19 3 3 1 1 4 7 19
％ 0.0% 21.1% 10.5% 0.0% 31.6% 36.8% - 15.8% 15.8% 5.3% 5.3% 21.1% 36.8% -

近くに精神科病院や障がいのある人の施設がある

S
A
避ける
と思う

どちら
かとい
えば避
けると
思う

どちら
かとい
えば避
けない
と思う

避けな
いと思
う

わから
ない

無回答
回答人
数

人 86 153 155 143 118 21 676
％ 12.7% 22.6% 22.9% 21.2% 17.5% 3.1% -
人 34 46 67 53 35 4 239
％ 14.2% 19.2% 28.0% 22.2% 14.6% 1.7% -
人 48 98 84 85 68 9 392
％ 12.2% 25.0% 21.4% 21.7% 17.3% 2.3% -
人 3 5 1 5 11 1 26
％ 11.5% 19.2% 3.8% 19.2% 42.3% 3.8% -
人 1 4 3 0 4 7 19
％ 5.3% 21.1% 15.8% 0.0% 21.1% 36.8% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答
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区と同じ区域になる』が 39.7%となっている。 

女性では、『近くに精神科病院や障がいのある人の施設がある』が（43.1%（と最も高く、次いで

『近隣に外国人が多く住んでいる』が 34.7%、『近隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住ん

でいる』が 34.2%となっている。 

 

【表２－４（１）－３ 年齢別 住宅を選ぶ際の特定地域への忌避意識】 

 

 

年齢別でみると、肯定的な回答 「避けると思う」「どちらかといえば避けると思う」）と答え

た人の割合は、「１８歳、１９歳」では、『近くに精神科病院や障がいのある人の施設がある』が

同和地区の地域内である 小学校区が同和地区と同じ区域になる

SA
避けると
思う

どちらか
といえば
避けると
思う

どちらか
といえば
避けない
と思う

避けない
と思う

わからな
い

無回答 回答人数
避けると
思う

どちらか
といえば
避けると
思う

どちらか
といえば
避けない
と思う

避けない
と思う

わからな
い

無回答 回答人数

人 165 177 79 84 153 18 676 129 168 105 112 141 21 676
％ 24.4% 26.2% 11.7% 12.4% 22.6% 2.7% - 19.1% 24.9% 15.5% 16.6% 20.9% 3.1% -

人 2 1 3 5 0 0 11 1 2 3 5 0 0 11

％ 18.2% 9.1% 27.3% 45.5% 0.0% 0.0% - 9.1% 18.2% 27.3% 45.5% 0.0% 0.0% -
人 9 15 9 12 11 1 57 6 17 10 11 13 0 57
％ 15.8% 26.3% 15.8% 21.1% 19.3% 1.8% - 10.5% 29.8% 17.5% 19.3% 22.8% 0.0% -
人 23 17 10 10 25 1 86 17 17 15 15 21 1 86
％ 26.7% 19.8% 11.6% 11.6% 29.1% 1.2% - 19.8% 19.8% 17.4% 17.4% 24.4% 1.2% -
人 27 25 11 14 23 0 100 21 24 17 20 18 0 100
％ 27.0% 25.0% 11.0% 14.0% 23.0% 0.0% - 21.0% 24.0% 17.0% 20.0% 18.0% 0.0% -
人 34 41 15 11 21 1 123 29 37 18 13 25 1 123
％ 27.6% 33.3% 12.2% 8.9% 17.1% 0.8% - 23.6% 30.1% 14.6% 10.6% 20.3% 0.8% -
人 22 24 9 18 21 4 98 20 21 14 20 20 3 98
％ 22.4% 24.5% 9.2% 18.4% 21.4% 4.1% - 20.4% 21.4% 14.3% 20.4% 20.4% 3.1% -
人 29 32 15 9 21 1 107 21 31 18 13 22 2 107
％ 27.1% 29.9% 14.0% 8.4% 19.6% 0.9% - 19.6% 29.0% 16.8% 12.1% 20.6% 1.9% -
人 18 19 6 5 24 4 76 13 18 9 14 15 7 76
％ 23.7% 25.0% 7.9% 6.6% 31.6% 5.3% - 17.1% 23.7% 11.8% 18.4% 19.7% 9.2% -
人 1 3 1 0 7 6 18 1 1 1 1 7 7 18
％ 5.6% 16.7% 5.6% 0.0% 38.9% 33.3% - 5.6% 5.6% 5.6% 5.6% 38.9% 38.9% -

近隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住んでいる 近隣に外国人が多く住んでいる

SA
避けると
思う

どちらか
といえば
避けると
思う

どちらか
といえば
避けない
と思う

避けない
と思う

わからな
い

無回答 回答人数
避けると
思う

どちらか
といえば
避けると
思う

どちらか
といえば
避けない
と思う

避けない
と思う

わからな
い

無回答 回答人数

人 102 205 127 110 114 18 676 151 181 130 102 94 18 676
％ 15.1% 30.3% 18.8% 16.3% 16.9% 2.7% - 22.3% 26.8% 19.2% 15.1% 13.9% 2.7% -
人 0 5 2 3 1 0 11 1 4 2 4 0 0 11
％ 0.0% 45.5% 18.2% 27.3% 9.1% 0.0% - 9.1% 36.4% 18.2% 36.4% 0.0% 0.0% -
人 14 17 6 10 10 0 57 14 16 11 5 11 0 57
％ 24.6% 29.8% 10.5% 17.5% 17.5% 0.0% - 24.6% 28.1% 19.3% 8.8% 19.3% 0.0% -
人 19 28 19 10 9 1 86 24 24 14 17 5 2 86
％ 22.1% 32.6% 22.1% 11.6% 10.5% 1.2% - 27.9% 27.9% 16.3% 19.8% 5.8% 2.3% -
人 24 40 13 12 11 0 100 35 27 17 11 10 0 100
％ 24.0% 40.0% 13.0% 12.0% 11.0% 0.0% - 35.0% 27.0% 17.0% 11.0% 10.0% 0.0% -
人 21 34 29 18 20 1 123 30 40 28 9 15 1 123
％ 17.1% 27.6% 23.6% 14.6% 16.3% 0.8% - 24.4% 32.5% 22.8% 7.3% 12.2% 0.8% -
人 10 33 15 24 14 2 98 16 27 23 17 14 1 98
％ 10.2% 33.7% 15.3% 24.5% 14.3% 2.0% - 16.3% 27.6% 23.5% 17.3% 14.3% 1.0% -
人 10 31 28 14 22 2 107 17 23 24 22 19 2 107
％ 9.3% 29.0% 26.2% 13.1% 20.6% 1.9% - 15.9% 21.5% 22.4% 20.6% 17.8% 1.9% -
人 4 14 12 19 22 5 76 13 16 10 16 16 5 76
％ 5.3% 18.4% 15.8% 25.0% 28.9% 6.6% - 17.1% 21.1% 13.2% 21.1% 21.1% 6.6% -
人 0 3 3 0 5 7 18 1 4 1 1 4 7 18
％ 0.0% 16.7% 16.7% 0.0% 27.8% 38.9% - 5.6% 22.2% 5.6% 5.6% 22.2% 38.9% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

近くに精神科病院や障がいのある人の施設がある

SA
避けると
思う

どちらか
といえば
避けると
思う

どちらか
といえば
避けない
と思う

避けない
と思う

わからな
い

無回答 回答人数

人 86 153 155 143 118 21 676
％ 12.7% 22.6% 22.9% 21.2% 17.5% 3.1% -
人 2 4 2 3 0 0 11
％ 18.2% 36.4% 18.2% 27.3% 0.0% 0.0% -
人 6 16 11 16 8 0 57
％ 10.5% 28.1% 19.3% 28.1% 14.0% 0.0% -
人 13 24 23 18 7 1 86
％ 15.1% 27.9% 26.7% 20.9% 8.1% 1.2% -
人 25 25 19 19 12 0 100
％ 25.0% 25.0% 19.0% 19.0% 12.0% 0.0% -
人 11 24 33 31 23 1 123
％ 8.9% 19.5% 26.8% 25.2% 18.7% 0.8% -
人 9 19 22 23 21 4 98
％ 9.2% 19.4% 22.4% 23.5% 21.4% 4.1% -
人 9 28 27 21 21 1 107
％ 8.4% 26.2% 25.2% 19.6% 19.6% 0.9% -
人 10 11 15 11 22 7 76
％ 13.2% 14.5% 19.7% 14.5% 28.9% 9.2% -
人 1 2 3 1 4 7 18
％ 5.6% 11.1% 16.7% 5.6% 22.2% 38.9% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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最も高く、54.5%となっている。 

また、「２０歳代」「４０歳代」では、『近隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住んでい

る』が最も高く、数値はそれぞれ 54.4%、64.0%となっている。「３０歳代」では、『近隣に外国人

が多く住んでいる』が最も高く、55.8%となっている。「５０歳代」「６０歳代」「７０歳代」「８０

歳以上」では、『同和地区の地域内である』が最も高く、数値はそれぞれ 61.0%、46.9%、57.0%、

48.7%となっている。 

一方で、否定的な回答 「どちらかといえば避けないと思う」「避けないと思う」）と答えた人

の割合は、「１８歳、１９歳」では、『同和地区の地域内である』と『小学校区が同和地区と同じ

区域になる』が最も高く、いずれも 72.7%となっている。 

また、「２０歳代」「３０歳代」「４０歳代」「５０歳代」「６０歳代」「７０歳代」では、『近くに

精神科病院や障がいのある人の施設がある』が最も高く、数値はそれぞれ 47.4%、47.7%、38.0%、

52.0%、45.9%、44.9%となっている。「８０歳以上」では、『近隣に低所得者など、生活が困難な人

が多く住んでいる』が最も高く、40.8%となっている。 

 

【表２－４（１）－４ 学歴別 住宅を選ぶ際の特定地域への忌避意識】 

 

 

学歴別でみると、肯定的な回答 「避けると思う」「どちらかといえば避けると思う」）と答え

た人の割合は、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」「高等学校、中学校卒業が入学資格の専

同和地区の地域内である 小学校区が同和地区と同じ区域になる

SA
避けると
思う

どちらか
といえば
避けると
思う

どちらか
といえば
避けない
と思う

避けない
と思う

わからな
い

無回答 回答人数
避けると
思う

どちらか
といえば
避けると
思う

どちらか
といえば
避けない
と思う

避けない
と思う

わからな
い

無回答 回答人数

人 165 177 79 84 153 18 676 129 168 105 112 141 21 676
％ 24.4% 26.2% 11.7% 12.4% 22.6% 2.7% - 19.1% 24.9% 15.5% 16.6% 20.9% 3.1% -

人 22 13 7 4 18 1 65 14 12 11 9 17 2 65

％ 33.8% 20.0% 10.8% 6.2% 27.7% 1.5% - 21.5% 18.5% 16.9% 13.8% 26.2% 3.1% -

人 45 63 26 22 53 3 212 38 60 31 32 46 5 212

％ 21.2% 29.7% 12.3% 10.4% 25.0% 1.4% - 17.9% 28.3% 14.6% 15.1% 21.7% 2.4% -

人 36 39 16 20 34 2 147 29 38 20 24 33 3 147

％ 24.5% 26.5% 10.9% 13.6% 23.1% 1.4% - 19.7% 25.9% 13.6% 16.3% 22.4% 2.0% -

人 59 58 28 35 41 4 225 46 56 40 44 36 3 225
％ 26.2% 25.8% 12.4% 15.6% 18.2% 1.8% - 20.4% 24.9% 17.8% 19.6% 16.0% 1.3% -
人 1 1 1 3 1 0 7 0 0 2 2 3 0 7
％ 14.3% 14.3% 14.3% 42.9% 14.3% 0.0% - 0.0% 0.0% 28.6% 28.6% 42.9% 0.0% -
人 2 3 1 0 6 8 20 2 2 1 1 6 8 20
％ 10.0% 15.0% 5.0% 0.0% 30.0% 40.0% - 10.0% 10.0% 5.0% 5.0% 30.0% 40.0% -

近隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住んでいる 近隣に外国人が多く住んでいる

SA
避けると
思う

どちらか
といえば
避けると
思う

どちらか
といえば
避けない
と思う

避けない
と思う

わからな
い

無回答 回答人数
避けると
思う

どちらか
といえば
避けると
思う

どちらか
といえば
避けない
と思う

避けない
と思う

わからな
い

無回答 回答人数

人 102 205 127 110 114 18 676 151 181 130 102 94 18 676
％ 15.1% 30.3% 18.8% 16.3% 16.9% 2.7% - 22.3% 26.8% 19.2% 15.1% 13.9% 2.7% -
人 5 10 15 13 20 2 65 13 11 13 13 13 2 65
％ 7.7% 15.4% 23.1% 20.0% 30.8% 3.1% - 20.0% 16.9% 20.0% 20.0% 20.0% 3.1% -

人 23 57 43 41 44 4 212 41 59 41 32 36 3 212

％ 10.8% 26.9% 20.3% 19.3% 20.8% 1.9% - 19.3% 27.8% 19.3% 15.1% 17.0% 1.4% -

人 22 51 24 26 21 3 147 35 41 30 21 17 3 147

％ 15.0% 34.7% 16.3% 17.7% 14.3% 2.0% - 23.8% 27.9% 20.4% 14.3% 11.6% 2.0% -

人 52 81 41 26 23 2 225 60 63 44 32 23 3 225
％ 23.1% 36.0% 18.2% 11.6% 10.2% 0.9% - 26.7% 28.0% 19.6% 14.2% 10.2% 1.3% -
人 0 1 1 3 2 0 7 0 2 1 2 2 0 7
％ 0.0% 14.3% 14.3% 42.9% 28.6% 0.0% - 0.0% 28.6% 14.3% 28.6% 28.6% 0.0% -
人 0 5 3 1 4 7 20 2 5 1 2 3 7 20
％ 0.0% 25.0% 15.0% 5.0% 20.0% 35.0% - 10.0% 25.0% 5.0% 10.0% 15.0% 35.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各
種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資
格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学

校

大学、大学院

その他

無回答

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各
種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資
格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学

校

大学、大学院

その他

無回答

近くに精神科病院や障がいのある人の施設がある

SA
避けると
思う

どちらか
といえば
避けると
思う

どちらか
といえば
避けない
と思う

避けない
と思う

わからな
い

無回答 回答人数

人 86 153 155 143 118 21 676
％ 12.7% 22.6% 22.9% 21.2% 17.5% 3.1% -
人 10 10 14 11 17 3 65
％ 15.4% 15.4% 21.5% 16.9% 26.2% 4.6% -

人 21 50 53 35 49 4 212

％ 9.9% 23.6% 25.0% 16.5% 23.1% 1.9% -

人 27 31 31 33 22 3 147

％ 18.4% 21.1% 21.1% 22.4% 15.0% 2.0% -

人 26 57 53 61 25 3 225
％ 11.6% 25.3% 23.6% 27.1% 11.1% 1.3% -
人 0 2 1 2 2 0 7
％ 0.0% 28.6% 14.3% 28.6% 28.6% 0.0% -
人 2 3 3 1 3 8 20
％ 10.0% 15.0% 15.0% 5.0% 15.0% 40.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各
種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資
格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学

校

大学、大学院

その他

無回答
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修学校・各種学校、旧制中等学校」では、『同和地区の地域内である』が最も高く、数値はそれぞ

れ 53.8%、50.9%となっている。 

また、「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学

校・専門学校」では、『近隣に外国人が多く住んでいる』が最も高く、51.7%となっている。「大

学、大学院」では、『近隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住んでいる』が最も高く、59.1%

となっている。「その他」では、『同和地区の地域内である』、『近隣に外国人が多く住んでいる』

と『近くに精神科病院や障がいのある人の施設がある』が最も高く、いずれも 28.6%となってい

る。 

一方で、否定的な回答 「どちらかといえば避けないと思う」「避けないと思う」）と答えた人

の割合は、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」では、『近隣に低所得者など、生活が困難な

人が多く住んでいる』が最も高く、43.1%となっている。 

また、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制中等学校」「短期大学、

高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」「大

学、大学院」では、『近くに精神科病院や障がいのある人の施設がある』が最も高く、数値はそれ

ぞれ 41.5%、43.5%、50.7%となっている。「その他」では、『同和地区の地域内である』、『小学校

区が同和地区と同じ区域になる』と『近隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住んでいる』

が最も高く、いずれも 57.1%となっている。 
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【表２－４（１）－５ 職業別 住宅を選ぶ際の特定地域への忌避意識】 

 

職業別でみると、肯定的な回答 「避けると思う」「どちらかといえば避けると思う」）と答え

た人の割合は、「自営業」「非正規雇用」では、『近隣に外国人が多く住んでいる』が最も高く、数

値はそれぞれ 50.7%、51.3%となっている。 

また、「民間正規雇用」では、『同和地区の地域内である』と『近隣に低所得者など、生活が困

難な人が多く住んでいる』が最も高く、いずれも 59.2%となっている。 

「公務員、教員」では、『近隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住んでいる』と『近隣に

外国人が多く住んでいる』が最も高く、いずれも 56.3%となっている。（「家事専業、学生、無職」

では、『同和地区の地域内である』が最も高く、49.4%となっている。 

一方で、否定的な回答 「どちらかといえば避けないと思う」「避けないと思う」）と答えた人

の割合は、すべての職業区分でも『近くに精神科病院や障がいのある人の施設がある』が最も高

い。数値は、「自営業」52.1%、「民間正規雇用」47.7%、「公務員、教員」56.3%、「非正規雇用」

41.3%、「家事専業、学生、無職」41.9%となっている。 

同和地区の地域内である 小学校区が同和地区と同じ区域になる

S
A
避ける
と思う

どちら
かとい
えば避
けると
思う

どちら
かとい
えば避
けない
と思う

避けな
いと思
う

わから
ない

無回答
回答人
数

避ける
と思う

どちら
かとい
えば避
けると
思う

どちら
かとい
えば避
けない
と思う

避けな
いと思
う

わから
ない

無回答
回答人
数

人 165 177 79 84 153 18 676 129 168 105 112 141 21 676
％ 24.4% 26.2% 11.7% 12.4% 22.6% 2.7% - 19.1% 24.9% 15.5% 16.6% 20.9% 3.1% -
人 16 14 13 10 19 1 73 15 13 10 14 19 2 73
％ 21.9% 19.2% 17.8% 13.7% 26.0% 1.4% - 20.5% 17.8% 13.7% 19.2% 26.0% 2.7% -
人 54 49 17 22 30 2 174 42 48 26 29 27 2 174
％ 31.0% 28.2% 9.8% 12.6% 17.2% 1.1% - 24.1% 27.6% 14.9% 16.7% 15.5% 1.1% -
人 4 4 0 5 3 0 16 4 3 1 6 2 0 16
％ 25.0% 25.0% 0.0% 31.3% 18.8% 0.0% - 25.0% 18.8% 6.3% 37.5% 12.5% 0.0% -
人 31 45 23 15 35 1 150 24 41 30 21 33 1 150
％ 20.7% 30.0% 15.3% 10.0% 23.3% 0.7% - 16.0% 27.3% 20.0% 14.0% 22.0% 0.7% -
人 56 63 25 31 59 7 241 41 61 37 39 55 8 241
％ 23.2% 26.1% 10.4% 12.9% 24.5% 2.9% - 17.0% 25.3% 15.4% 16.2% 22.8% 3.3% -
人 4 2 1 1 7 7 22 3 2 1 3 5 8 22
％ 18.2% 9.1% 4.5% 4.5% 31.8% 31.8% - 13.6% 9.1% 4.5% 13.6% 22.7% 36.4% -

近隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住んでいる 近隣に外国人が多く住んでいる

S
A
避ける
と思う

どちら
かとい
えば避
けると
思う

どちら
かとい
えば避
けない
と思う

避けな
いと思
う

わから
ない

無回答
回答人
数

避ける
と思う

どちら
かとい
えば避
けると
思う

どちら
かとい
えば避
けない
と思う

避けな
いと思
う

わから
ない

無回答
回答人
数

人 102 205 127 110 114 18 676 151 181 130 102 94 18 676
％ 15.1% 30.3% 18.8% 16.3% 16.9% 2.7% - 22.3% 26.8% 19.2% 15.1% 13.9% 2.7% -
人 11 23 16 9 12 2 73 17 20 19 7 9 1 73
％ 15.1% 31.5% 21.9% 12.3% 16.4% 2.7% - 23.3% 27.4% 26.0% 9.6% 12.3% 1.4% -
人 41 62 34 18 17 2 174 47 54 32 23 15 3 174
％ 23.6% 35.6% 19.5% 10.3% 9.8% 1.1% - 27.0% 31.0% 18.4% 13.2% 8.6% 1.7% -
人 6 3 2 4 1 0 16 4 5 2 2 3 0 16
％ 37.5% 18.8% 12.5% 25.0% 6.3% 0.0% - 25.0% 31.3% 12.5% 12.5% 18.8% 0.0% -
人 18 52 29 25 25 1 150 35 42 31 25 16 1 150
％ 12.0% 34.7% 19.3% 16.7% 16.7% 0.7% - 23.3% 28.0% 20.7% 16.7% 10.7% 0.7% -
人 25 59 43 53 54 7 241 45 54 45 42 48 7 241
％ 10.4% 24.5% 17.8% 22.0% 22.4% 2.9% - 18.7% 22.4% 18.7% 17.4% 19.9% 2.9% -
人 1 6 3 1 5 6 22 3 6 1 3 3 6 22
％ 4.5% 27.3% 13.6% 4.5% 22.7% 27.3% - 13.6% 27.3% 4.5% 13.6% 13.6% 27.3% -

近くに精神科病院や障がいのある人の施設がある

S
A
避ける
と思う

どちら
かとい
えば避
けると
思う

どちら
かとい
えば避
けない
と思う

避けな
いと思
う

わから
ない

無回答
回答人
数

人 86 153 155 143 118 21 676
％ 12.7% 22.6% 22.9% 21.2% 17.5% 3.1% -
人 6 17 19 19 9 3 73
％ 8.2% 23.3% 26.0% 26.0% 12.3% 4.1% -
人 34 39 45 38 16 2 174
％ 19.5% 22.4% 25.9% 21.8% 9.2% 1.1% -
人 2 4 3 6 1 0 16
％ 12.5% 25.0% 18.8% 37.5% 6.3% 0.0% -
人 16 39 28 34 32 1 150
％ 10.7% 26.0% 18.7% 22.7% 21.3% 0.7% -
人 27 51 57 44 54 8 241
％ 11.2% 21.2% 23.7% 18.3% 22.4% 3.3% -
人 1 3 3 2 6 7 22
％ 4.5% 13.6% 13.6% 9.1% 27.3% 31.8% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答
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（２）住宅を選ぶ際の特定地域忌避に対する理由 

問６－１  【問６の（１）～（５）のいずれかの項目で「１ 避けると思う」または「２ ど

ち ら か と い え ば 避 け る と 思 う 」 と 回 答 さ れ た 方 に お 聞 き し ま す 】          

住宅を選ぶ際に避けるのはなぜですか。（✔はいくつでも） 

【表２－４（２）－１ 住宅を選ぶ際の特定地域忌避に対する理由】 

選択肢 件数 割合 

次の転居の際、売却が難しかったり、安く売却せざるを得な

かったりすると思うから 
133 27.5（% 

生活環境や文化の違い、言葉の問題などでトラブルが多いと

思うから 
277 57.3（% 

治安の問題などで不安があるから 341 70.6（% 

学力のことなど、こどもの教育上、問題があると思うから 110 22.8（% 

自分もその地域の住人と同じだと思われると嫌だから 74 15.3（% 

とくに理由はないが、なんとなく 28 5.8（% 

その他 20 4.1（% 

無回答 9 1.9（% 

合計 483 - 

 

【図２－４（２） 住宅を選ぶ際の特定地域忌避に対する理由】 

 

全体でみると、「治安の問題などで不安があるから」と答えた人が最も高く、70.6%となってい

る。続いて「生活環境や文化の違い、言葉の問題などでトラブルが多いと思うから」が 57.3%、

「次の転居の際、売却が難しかったり、安く売却せざるを得なかったりすると思うから」が 27.5%

となっている。 
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あ
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ど
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嫌
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が
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な
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そ
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答
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【表２－４（２）－２ 性別 住宅を選ぶ際の特定地域忌避に対する理由】 

 

性別でみると、男性では「治安の問題などで不安があるから」が 68.9%と最も高く、次いで「生

活環境や文化の違い、言葉の問題などでトラブルが多いと思うから」が 62.2%、「次の転居の際、

売却が難しかったり、安く売却せざるを得なかったりすると思うから」が 30.5%となっている。 

一方で、女性では「治安の問題などで不安があるから」が 71.5%と最も高く、次いで「生活環

境や文化の違い、言葉の問題などでトラブルが多いと思うから」が 55.3%、「次の転居の際、売却

が難しかったり、安く売却せざるを得なかったりすると思うから」が 26.4%となっている。 

 

  

MA

次の転
居の
際、売
却が難
しかっ
たり、
安く売
却せざ
るを得
なかっ
たりす
ると思
うから

生活環境
や文化の
違い、言
葉の問題
などでト
ラブルが
多いと思
うから

治安の問
題などで
不安があ
るから

学力のこ
となど、
こどもの
教育上、
問題があ
ると思う
から

自分もそ
の地域の
住人と同
じだと思
われると
嫌だから

とくに理
由はない
が、なん
となく

その他 無回答 回答人数

人 133 277 341 110 74 28 20 9 483

％ 27.5% 57.3% 70.6% 22.8% 15.3% 5.8% 4.1% 1.9% -

人 50 102 113 30 28 12 7 3 164

％ 30.5% 62.2% 68.9% 18.3% 17.1% 7.3% 4.3% 1.8% -

人 78 163 211 76 44 15 11 4 295

％ 26.4% 55.3% 71.5% 25.8% 14.9% 5.1% 3.7% 1.4% -

人 1 6 11 2 0 0 2 2 15

％ 6.7% 40.0% 73.3% 13.3% 0.0% 0.0% 13.3% 13.3% -

人 4 6 6 2 2 1 0 0 9

％ 44.4% 66.7% 66.7% 22.2% 22.2% 11.1% 0.0% 0.0% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答



71 

【表２－４（２）－３ 年齢別 住宅を選ぶ際の特定地域忌避に対する理由】 

 

年齢別でみると、「１８歳、１９歳」では「生活環境や文化の違い、言葉の問題などでトラブル

が多いと思うから」と「治安の問題などで不安があるから」がいずれも 71.4%で最も高い。 

また、「２０歳代」以降の各年代では、いずれも「治安の問題などで不安があるから」が最も高

く、20 歳代 81.4%、30 歳代 81.2%、40 歳代 82.6%、50 歳代 69.1%、60 歳代 63.9%、70 歳代 52.8%、

80 歳以上 60.5%となっている。 

 

  

MA

次の転
居の
際、売
却が難
しかっ
たり、
安く売
却せざ
るを得
なかっ
たりす
ると思
うから

生活環境
や文化の
違い、言
葉の問題
などでト
ラブルが
多いと思
うから

治安の問
題などで
不安があ
るから

学力のこ
となど、
こどもの
教育上、
問題があ
ると思う
から

自分もそ
の地域の
住人と同
じだと思
われると
嫌だから

とくに理
由はない
が、なん
となく

その他 無回答 回答人数

人 133 277 341 110 74 28 20 9 483

％ 27.5% 57.3% 70.6% 22.8% 15.3% 5.8% 4.1% 1.9% -

人 1 5 5 1 0 1 0 0 7

％ 14.3% 71.4% 71.4% 14.3% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% -

人 5 26 35 15 4 1 2 0 43

％ 11.6% 60.5% 81.4% 34.9% 9.3% 2.3% 4.7% 0.0% -

人 14 41 56 13 3 1 6 0 69

％ 20.3% 59.4% 81.2% 18.8% 4.3% 1.4% 8.7% 0.0% -

人 22 50 71 26 4 0 4 1 86

％ 25.6% 58.1% 82.6% 30.2% 4.7% 0.0% 4.7% 1.2% -

人 25 54 65 21 18 6 3 2 94

％ 26.6% 57.4% 69.1% 22.3% 19.1% 6.4% 3.2% 2.1% -

人 23 37 39 11 12 4 2 0 61

％ 37.7% 60.7% 63.9% 18.0% 19.7% 6.6% 3.3% 0.0% -

人 27 35 38 14 22 9 0 3 72

％ 37.5% 48.6% 52.8% 19.4% 30.6% 12.5% 0.0% 4.2% -

人 12 25 26 7 9 5 3 3 43

％ 27.9% 58.1% 60.5% 16.3% 20.9% 11.6% 7.0% 7.0% -

人 4 4 6 2 2 1 0 0 8

％ 50.0% 50.0% 75.0% 25.0% 25.0% 12.5% 0.0% 0.0% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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【表２－４（２）－４ 学歴別 住宅を選ぶ際の特定地域忌避に対する理由】 

 

学歴別でみると、いずれの学歴区分でも「治安の問題などで不安があるから」が最も高く、「中

学校、旧制小学校、旧制高等小学校」56.4%、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各

種学校、旧制中等学校」70.0%、「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・

各種学校、旧制高等学校・専門学校」73.1%、「大学、大学院」71.7%、「その他」100.0%となって

いる。 

  

MA

次の転
居の
際、売
却が難
しかっ
たり、
安く売
却せざ
るを得
なかっ
たりす
ると思
うから

生活環境
や文化の
違い、言
葉の問題
などでト
ラブルが
多いと思
うから

治安の問
題などで
不安があ
るから

学力のこ
となど、
こどもの
教育上、
問題があ
ると思う
から

自分もそ
の地域の
住人と同
じだと思
われると
嫌だから

とくに理
由はない
が、なん
となく

その他 無回答 回答人数

人 133 277 341 110 74 28 20 9 483

％ 27.5% 57.3% 70.6% 22.8% 15.3% 5.8% 4.1% 1.9% -

人 12 21 22 7 9 4 6 2 39

％ 30.8% 53.8% 56.4% 17.9% 23.1% 10.3% 15.4% 5.1% -

人 35 94 105 29 26 11 5 4 150

％ 23.3% 62.7% 70.0% 19.3% 17.3% 7.3% 3.3% 2.7% -

人 38 54 79 29 19 5 2 3 108

％ 35.2% 50.0% 73.1% 26.9% 17.6% 4.6% 1.9% 2.8% -

人 44 100 124 42 18 7 7 0 173

％ 25.4% 57.8% 71.7% 24.3% 10.4% 4.0% 4.0% 0.0% -

人 0 3 4 1 0 0 0 0 4

％ 0.0% 75.0% 100.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

人 4 5 7 2 2 1 0 0 9

％ 44.4% 55.6% 77.8% 22.2% 22.2% 11.1% 0.0% 0.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答
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【表２－４（２）－５ 職業別 住宅を選ぶ際の特定地域忌避に対する理由】 

 

職業別でみると、「自営業」、「民間正規雇用」、「公務員、教員」、「非正規雇用」では「治安の問

題などで不安があるから」が最も高く、数値は各々69.8%、79.1%、72.7%、70.4%となっている。 

また、「家事専業、学生、無職」では「生活環境や文化の違い、言葉の問題などでトラブルが多

いと思うから」が最も高く、62.7%となっている。 

 

 

  

MA

次の転
居の
際、売
却が難
しかっ
たり、
安く売
却せざ
るを得
なかっ
たりす
ると思
うから

生活環境
や文化の
違い、言
葉の問題
などでト
ラブルが
多いと思
うから

治安の問
題などで
不安があ
るから

学力のこ
となど、
こどもの
教育上、
問題があ
ると思う
から

自分もそ
の地域の
住人と同
じだと思
われると
嫌だから

とくに理
由はない
が、なん
となく

その他 無回答 回答人数

人 133 277 341 110 74 28 20 9 483

％ 27.5% 57.3% 70.6% 22.8% 15.3% 5.8% 4.1% 1.9% -

人 13 31 37 17 10 2 2 2 53

％ 24.5% 58.5% 69.8% 32.1% 18.9% 3.8% 3.8% 3.8% -

人 38 77 110 32 16 7 5 1 139

％ 27.3% 55.4% 79.1% 23.0% 11.5% 5.0% 3.6% 0.7% -

人 3 7 8 3 1 0 0 0 11

％ 27.3% 63.6% 72.7% 27.3% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% -

人 27 59 81 26 12 6 8 1 115

％ 23.5% 51.3% 70.4% 22.6% 10.4% 5.2% 7.0% 0.9% -

人 47 96 95 29 33 13 5 4 153

％ 30.7% 62.7% 62.1% 19.0% 21.6% 8.5% 3.3% 2.6% -

人 5 7 10 3 2 0 0 1 12

％ 41.7% 58.3% 83.3% 25.0% 16.7% 0.0% 0.0% 8.3% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答
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第３章 同和問題 部落差別）に関する意識の現状と今後の展望 

３－１ 同和問題（部落差別）にはじめて接した場面 

問７ あなたが、同和問題（部落差別）について、部落差別をしたり、部落差別の意識を

助長したりするような言動などに、はじめて接したのはどういう場面でしたか。     

（✔は１つ） 

【表３－１－１ 同和問題（部落差別）にはじめて接した場面】 

選択肢 件数 割合 

家族や親せきの話 145 21.4（% 

地域の人の話 54 8.0（% 

学校の同級生などの話 59 8.7（% 

職場の人の話 25 3.7（% 

テレビ、映画、新聞、雑誌、書籍など 83 12.3（% 

インターネット上の情報など 23 3.4（% 

自分の身近で部落差別があった 12 1.8（% 

その他 31 4.6（% 

覚えていない 61 9.0（% 

部落差別をしたり、部落差別の意識を助長したりするような

言動などに接したことはない 
115 17.0（% 

同和問題 部落差別）について、知らない 39 5.8（% 

無回答 29 4.3（% 

合計 676 100.0（% 
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【図３－１ 同和問題（部落差別）にはじめて接した場面】 

 
全体でみると、「家族や親せきの話」と答えた人が最も高く、21.4%となっている。続いて「部

落差別をしたり、部落差別の意識を助長したりするような言動などに接したことはない」が17.0%、

「テレビ、映画、新聞、雑誌、書籍など」が 12.3%となっている。 
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【表３－１－２ 性別 同和問題（部落差別）にはじめて接した場面】 

 

性別でみると、男性では「家族や親せきの話」と「部落差別をしたり、部落差別の意識を助長

したりするような言動などに接したことはない」がいずれも 17.6%と最も高く、次いで「テレビ、

映画、新聞、雑誌、書籍など」が 14.2%となっている。 

一方で、女性では「家族や親せきの話」が 24.2%と最も高く、次いで「部落差別をしたり、部

落差別の意識を助長したりするような言動などに接したことはない」が 17.1%、「テレビ、映画、

新聞、雑誌、書籍など」が 11.2%となっている。 

【表３－１－３ 年齢別 同和問題（部落差別）にはじめて接した場面】 

 

年齢別でみると、「１８歳、１９歳」では「同和問題 部落差別）について、知らない」が最も

高く、27.3%となっている。「２０歳代」「３０歳代」では「部落差別をしたり、部落差別の意識を

助長したりするような言動などに接したことはない」が最も高く、数値は各々26.3%、26.7%とな

っている。 

また、「４０歳代」「５０歳代」「６０歳代」「７０歳代」「８０歳以上」では「家族や親せきの

話」が最も高く、数値は各々30.0%、26.8%、20.4%、23.4%、22.4%となっている。 

SA
家族や
親せき
の話

地域の人
の話

学校の同
級生など
の話

職場の人
の話

テレビ、
映画、新
聞、雑
誌、書籍
など

インター
ネット上
の情報な
ど

自分の身
近で部落
差別が
あった

その他
覚えてい
ない

部落差別
をした
り、部落
差別の意
識を助長
したりす
るような
言動など
に接した
ことはな
い

同和問題
 部落差
別）につ
いて、知
らない

無回答 回答人数

人 145 54 59 25 83 23 12 31 61 115 39 29 676

％ 21.4% 8.0% 8.7% 3.7% 12.3% 3.4% 1.8% 4.6% 9.0% 17.0% 5.8% 4.3% -

人 42 22 24 7 34 12 3 4 28 42 12 9 239

％ 17.6% 9.2% 10.0% 2.9% 14.2% 5.0% 1.3% 1.7% 11.7% 17.6% 5.0% 3.8% -

人 95 32 35 17 44 9 9 26 24 67 22 12 392

％ 24.2% 8.2% 8.9% 4.3% 11.2% 2.3% 2.3% 6.6% 6.1% 17.1% 5.6% 3.1% -

人 5 0 0 1 2 2 0 0 8 4 4 0 26

％ 19.2% 0.0% 0.0% 3.8% 7.7% 7.7% 0.0% 0.0% 30.8% 15.4% 15.4% 0.0% -

人 3 0 0 0 3 0 0 1 1 2 1 8 19

％ 15.8% 0.0% 0.0% 0.0% 15.8% 0.0% 0.0% 5.3% 5.3% 10.5% 5.3% 42.1% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

SA
家族や
親せき
の話

地域の人
の話

学校の同
級生など
の話

職場の人
の話

テレビ、
映画、新
聞、雑
誌、書籍
など

インター
ネット上
の情報な
ど

自分の身
近で部落
差別が
あった

その他
覚えてい
ない

部落差別
をした
り、部落
差別の意
識を助長
したりす
るような
言動など
に接した
ことはな
い

同和問題
 部落差
別）につ
いて、知
らない

無回答 回答人数

人 145 54 59 25 83 23 12 31 61 115 39 29 676

％ 21.4% 8.0% 8.7% 3.7% 12.3% 3.4% 1.8% 4.6% 9.0% 17.0% 5.8% 4.3% -

人 1 0 1 0 0 1 0 0 1 2 3 2 11

％ 9.1% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 9.1% 18.2% 27.3% 18.2% -

人 3 0 3 3 4 11 0 3 7 15 8 0 57

％ 5.3% 0.0% 5.3% 5.3% 7.0% 19.3% 0.0% 5.3% 12.3% 26.3% 14.0% 0.0% -

人 14 5 4 3 9 5 1 3 10 23 8 1 86

％ 16.3% 5.8% 4.7% 3.5% 10.5% 5.8% 1.2% 3.5% 11.6% 26.7% 9.3% 1.2% -

人 30 8 12 6 7 2 0 3 10 16 4 2 100

％ 30.0% 8.0% 12.0% 6.0% 7.0% 2.0% 0.0% 3.0% 10.0% 16.0% 4.0% 2.0% -

人 33 10 14 2 15 3 6 4 15 16 3 2 123

％ 26.8% 8.1% 11.4% 1.6% 12.2% 2.4% 4.9% 3.3% 12.2% 13.0% 2.4% 1.6% -

人 20 7 10 3 15 0 3 4 11 17 4 4 98

％ 20.4% 7.1% 10.2% 3.1% 15.3% 0.0% 3.1% 4.1% 11.2% 17.3% 4.1% 4.1% -

人 25 12 10 6 20 1 1 5 2 16 5 4 107

％ 23.4% 11.2% 9.3% 5.6% 18.7% 0.9% 0.9% 4.7% 1.9% 15.0% 4.7% 3.7% -

人 17 12 5 2 11 0 1 8 3 8 3 6 76

％ 22.4% 15.8% 6.6% 2.6% 14.5% 0.0% 1.3% 10.5% 3.9% 10.5% 3.9% 7.9% -

人 2 0 0 0 2 0 0 1 2 2 1 8 18

％ 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 5.6% 11.1% 11.1% 5.6% 44.4% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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【表３－１－４ 学歴別 同和問題（部落差別）にはじめて接した場面】 

 

学歴別でみると、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」では「部落差別をしたり、部落差別

の意識を助長したりするような言動などに接したことはない」が最も高く、20.0%となっている。 

また、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制中等学校」「短期大学、

高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」「大

学、大学院」では「家族や親せきの話」が最も高く、数値は各々20.8%、25.2%、22.7%となってい

る。「その他」では「学校の同級生などの話」と（「同和問題 部落差別）について、知らない」が

ともに 28.6%となっている。 

 

【表３－１－５ 職業別 同和問題（部落差別）にはじめて接した場面】 

 

職業別でみると、「自営業」「公務員、教員」「非正規雇用」「家事専業、学生、無職」では「家族や親

せきの話」が最も高く、数値は各々19.2%、25.0%、20.0%、24.5%となっている。 

また、「民間正規雇用」では「部落差別をしたり、部落差別の意識を助長したりするような言動などに

接したことはない」が最も高く、20.7%となっている。  

SA
家族や
親せき
の話

地域の人
の話

学校の同
級生など
の話

職場の人
の話

テレビ、
映画、新
聞、雑
誌、書籍
など

インター
ネット上
の情報な
ど

自分の身
近で部落
差別が
あった

その他
覚えてい
ない

部落差別
をした
り、部落
差別の意
識を助長
したりす
るような
言動など
に接した
ことはな
い

同和問題
 部落差
別）につ
いて、知
らない

無回答 回答人数

人 145 54 59 25 83 23 12 31 61 115 39 29 676

％ 21.4% 8.0% 8.7% 3.7% 12.3% 3.4% 1.8% 4.6% 9.0% 17.0% 5.8% 4.3% -

人 9 9 1 4 7 0 2 7 3 13 4 6 65

％ 13.8% 13.8% 1.5% 6.2% 10.8% 0.0% 3.1% 10.8% 4.6% 20.0% 6.2% 9.2% -

人 44 23 21 5 33 4 5 4 13 35 14 11 212

％ 20.8% 10.8% 9.9% 2.4% 15.6% 1.9% 2.4% 1.9% 6.1% 16.5% 6.6% 5.2% -

人 37 10 15 6 15 7 3 10 12 23 8 1 147

％ 25.2% 6.8% 10.2% 4.1% 10.2% 4.8% 2.0% 6.8% 8.2% 15.6% 5.4% 0.7% -

人 51 11 20 9 26 12 2 8 30 42 9 5 225

％ 22.7% 4.9% 8.9% 4.0% 11.6% 5.3% 0.9% 3.6% 13.3% 18.7% 4.0% 2.2% -

人 1 0 2 1 0 0 0 1 0 0 2 0 7

％ 14.3% 0.0% 28.6% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 28.6% 0.0% -

人 3 1 0 0 2 0 0 1 3 2 2 6 20

％ 15.0% 5.0% 0.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 5.0% 15.0% 10.0% 10.0% 30.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

S
A

家族や
親せき
の話

地域の
人の話

学校の
同級生
などの
話

職場の
人の話

テレ
ビ、映
画、新
聞、雑
誌、書
籍など

イン
ター
ネット
上の情
報など

自分の
身近で
部落差
別が
あった

その他
覚えて
いない

部落差
別をし
たり、
部落差
別の意
識を助
長した
りする
ような
言動な
どに接
したこ
とはな
い

同和問
題 部
落差
別）に
つい
て、知
らない

無回答
回答人
数

人 145 54 59 25 83 23 12 31 61 115 39 29 676
％ 21.4% 8.0% 8.7% 3.7% 12.3% 3.4% 1.8% 4.6% 9.0% 17.0% 5.8% 4.3% -
人 14 6 7 1 12 4 1 2 8 13 4 1 73

％ 19.2% 8.2% 9.6% 1.4% 16.4% 5.5% 1.4% 2.7% 11.0% 17.8% 5.5% 1.4% -

人 34 15 12 7 17 10 5 5 19 36 9 5 174

％ 19.5% 8.6% 6.9% 4.0% 9.8% 5.7% 2.9% 2.9% 10.9% 20.7% 5.2% 2.9% -

人 4 0 3 1 0 1 0 2 3 2 0 0 16

％ 25.0% 0.0% 18.8% 6.3% 0.0% 6.3% 0.0% 12.5% 18.8% 12.5% 0.0% 0.0% -

人 30 13 15 7 18 5 3 7 13 28 8 3 150

％ 20.0% 8.7% 10.0% 4.7% 12.0% 3.3% 2.0% 4.7% 8.7% 18.7% 5.3% 2.0% -

人 59 17 22 9 32 3 3 14 17 34 16 15 241

％ 24.5% 7.1% 9.1% 3.7% 13.3% 1.2% 1.2% 5.8% 7.1% 14.1% 6.6% 6.2% -

人 4 3 0 0 4 0 0 1 1 2 2 5 22

％ 18.2% 13.6% 0.0% 0.0% 18.2% 0.0% 0.0% 4.5% 4.5% 9.1% 9.1% 22.7% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無
職

無回答
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３－２ 同和問題（部落差別）にはじめて接したときの反応・態度 

問７－１ 【問７で「１～８」と回答された方にお聞きします】 

  そのような言動などにはじめて接したとき、どのように思いましたか。（✔は１つ） 

【表３－２－１ 同和問題（部落差別）にはじめて接したときの反応・態度】 

選択肢 件数 割合 

そのとおりと思った 19 4.4（% 

そういう見方もあるのかと思った 235 54.4（% 

反発・疑問を感じた 100 23.1（% 

とくに何も思わなかった 62 14.4（% 

無回答 16 3.7（% 

合計 432 100.0（% 

 

【図３－２ 同和問題（部落差別）にはじめて接したときの反応・態度】 

 

全体でみると、「そういう見方もあるのかと思った」と答えた人が最も高く、54.4%となってい

る。続いて「反発・疑問を感じた」が 23.1%、「とくに何も思わなかった」が 14.4%となっている。 

 

  

4.4% 54.4% 23.1% 14.4% 3.7%全体

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そのとおりと思った そういう見方もあるのかと思った

反発・疑問を感じた とくに何も思わなかった

無回答
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【表３－２－２ 性別 同和問題（部落差別）にはじめて接したときの反応・態度】 

 

性別でみると、男性では「そういう見方もあるのかと思った」が 53.4%と最も高く、次いで「反

発・疑問を感じた」が 20.9%、「とくに何も思わなかった」が 16.2%となっている。 

一方で、女性では「そういう見方もあるのかと思った」が 53.6%と最も高く、次いで「反発・

疑問を感じた」が 25.8%、「とくに何も思わなかった」が 12.7%となっている。 

 

【表３－２－３ 年齢別 同和問題（部落差別）にはじめて接したときの反応・態度】 

 

年齢別でみると、いずれの年齢区分でも「そういう見方もあるのかと思った」が最も高く、数

値は「１８歳、１９歳」66.7%、「２０歳代」77.8%、「３０歳代」61.4%、「４０歳代」54.4%、「５

０歳代」55.2%、「６０歳代」50.0%、「７０歳代」50.0%、「８０歳以上」46.4%となっている。  

SA
そのと
おりと
思った

そういう
見方もあ
るのかと
思った

反発・疑
問を感じ
た

とくに何
も思わな
かった

無回答 回答人数

人 19 235 100 62 16 432

％ 4.4% 54.4% 23.1% 14.4% 3.7% -

人 9 79 31 24 5 148

％ 6.1% 53.4% 20.9% 16.2% 3.4% -

人 10 143 69 34 11 267

％ 3.7% 53.6% 25.8% 12.7% 4.1% -

人 0 8 0 2 0 10

％ 0.0% 80.0% 0.0% 20.0% 0.0% -

人 0 5 0 2 0 7

％ 0.0% 71.4% 0.0% 28.6% 0.0% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

S
A

そのと
おりと
思った

そうい
う見方
もある
のかと
思った

反発・
疑問を
感じた

とくに
何も思
わな
かった

無回答
回答人
数

人 19 235 100 62 16 432
％ 4.4% 54.4% 23.1% 14.4% 3.7% -
人 0 2 1 0 0 3

％ 0.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% -

人 2 21 4 0 0 27

％ 7.4% 77.8% 14.8% 0.0% 0.0% -

人 3 27 10 4 0 44

％ 6.8% 61.4% 22.7% 9.1% 0.0% -

人 3 37 24 4 0 68

％ 4.4% 54.4% 35.3% 5.9% 0.0% -

人 2 48 23 14 0 87

％ 2.3% 55.2% 26.4% 16.1% 0.0% -

人 2 31 18 9 2 62

％ 3.2% 50.0% 29.0% 14.5% 3.2% -

人 5 40 14 19 2 80

％ 6.3% 50.0% 17.5% 23.8% 2.5% -

人 2 26 6 10 12 56

％ 3.6% 46.4% 10.7% 17.9% 21.4% -

人 0 3 0 2 0 5

％ 0.0% 60.0% 0.0% 40.0% 0.0% -

全体

年
齢

１８歳、１９
歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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【表３－２－４ 学歴別 同和問題（部落差別）にはじめて接したときの反応・態度】 

 

学歴別でみると、いずれの学歴区分でも「そういう見方もあるのかと思った」が最も高く、「中

学校、旧制小学校、旧制高等小学校」51.3%、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各

種学校、旧制中等学校」52.5%、「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・

各種学校、旧制高等学校・専門学校」57.3%、「大学、大学院」54.7%、「その他」60.0%となってい

る。 

 

【表３－２－５ 職業別 同和問題（部落差別）にはじめて接したときの反応・態度】 

 

職業別でみると、「自営業」、「民間正規雇用」、「非正規雇用」、「家事専業、学生、無職」では

「そういう見方もあるのかと思った」が最も高く、数値は各々51.1%、61.0%、58.2%、50.9%とな

っている。また、「公務員、教員」では「反発・疑問を感じた」が最も高く、数値は 45.5%となっ

ている。 

 

SA
そのと
おりと
思った

そういう
見方もあ
るのかと
思った

反発・疑
問を感じ
た

とくに何
も思わな
かった

無回答 回答人数

人 19 235 100 62 16 432

％ 4.4% 54.4% 23.1% 14.4% 3.7% -

人 1 20 2 9 7 39

％ 2.6% 51.3% 5.1% 23.1% 17.9% -

人 6 73 28 26 6 139

％ 4.3% 52.5% 20.1% 18.7% 4.3% -

人 5 59 29 10 0 103

％ 4.9% 57.3% 28.2% 9.7% 0.0% -

人 7 76 40 13 3 139

％ 5.0% 54.7% 28.8% 9.4% 2.2% -

人 0 3 1 1 0 5

％ 0.0% 60.0% 20.0% 20.0% 0.0% -

人 0 4 0 3 0 7

％ 0.0% 57.1% 0.0% 42.9% 0.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

SA
そのと
おりと
思った

そういう
見方もあ
るのかと
思った

反発・疑
問を感じ
た

とくに何
も思わな
かった

無回答 回答人数

人 19 235 100 62 16 432

％ 4.4% 54.4% 23.1% 14.4% 3.7% -

人 2 24 9 9 3 47

％ 4.3% 51.1% 19.1% 19.1% 6.4% -

人 3 64 26 12 0 105

％ 2.9% 61.0% 24.8% 11.4% 0.0% -

人 2 4 5 0 0 11

％ 18.2% 36.4% 45.5% 0.0% 0.0% -

人 3 57 24 13 1 98

％ 3.1% 58.2% 24.5% 13.3% 1.0% -

人 8 81 36 24 10 159

％ 5.0% 50.9% 22.6% 15.1% 6.3% -

人 1 5 0 4 2 12

％ 8.3% 41.7% 0.0% 33.3% 16.7% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答
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３－３ 同和問題（部落差別）に関する学習経験 

問８ 【問７で「１～10」と回答された方にお聞きします】 

あなたは、同和問題（部落差別）について、学習した（啓発を受けた）ことがあります

か。また、それらの機会を通じて、同和問題（部落差別）について、理解が深まりまし

たか。（それぞれ✔は１つ） 

【表３－３－１ 同和問題（部落差別）に関する学習経験】 

 

 

  

S
A

理解が
深まっ
た

理解が
深まら
なかっ
た

おぼえ
ていな
い

学習し
た 啓
発を受
けた）
ことは
ない

無回答
回答人
数

人 132 64 221 156 36 609

％ 21.7% 10.5% 36.3% 25.6% 5.9% -

人 109 56 215 188 41 609

％ 17.9% 9.2% 35.3% 30.9% 6.7% -

人 62 39 190 265 53 609

％ 10.2% 6.4% 31.2% 43.5% 8.7% -

人 35 24 119 366 65 609

％ 5.7% 3.9% 19.5% 60.1% 10.7% -

人 69 24 88 375 53 609

％ 11.3% 3.9% 14.4% 61.6% 8.7% -

人 36 19 95 408 51 609

％ 5.9% 3.1% 15.6% 67.0% 8.4% -

人 87 29 107 332 54 609

％ 14.3% 4.8% 17.6% 54.5% 8.9% -

人 62 40 118 334 55 609

％ 10.2% 6.6% 19.4% 54.8% 9.0% -

人 185 66 118 194 46 609

％ 30.4% 10.8% 19.4% 31.9% 7.6% -

人 34 23 89 412 51 609

％ 5.6% 3.8% 14.6% 67.7% 8.4% -

人 12 4 46 140 407 609

％ 2.0% 0.7% 7.6% 23.0% 66.8% -

小学校での授業

その他

テレビ番組や映画などを観た

書籍などを読んだ

職場の研修

高等学校での授業

中学校での授業

大学・専門学校などでの授業・
講義

行政や企業、民間団体 ＰＴＡ
を含む）が主催する講座・講演

会・研修会

行政が作成した資料、広報、Ｓ
ＮＳ、ホームページなどを見た

同和地区の人々との交流などを
通じて、同和問題 部落差別）

について学んだ
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【図３－３ 同和問題（部落差別）に関する学習経験】 

 

全体でみると、「理解が深まった」と答えた人の割合は、『テレビ番組や映画などを観た』が（

30.4%（と最も高く、次いで『小学校での授業』が 21.7%、『中学校での授業』が 17.9%となってい

る。 

一方で、「理解が深まらなかった」と答えた人の割合は、『テレビ番組や映画などを観た』が（

10.8%（と最も高く、次いで『小学校での授業』が 10.5%、『中学校での授業』が 9.2%となってい

る。 

 

  

21.7%
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11.3%
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2.0%

10.5%

9.2%
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3.9%

3.9%
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4.8%

6.6%

10.8%

3.8%

0.7%

36.3%

35.3%

31.2%

19.5%

14.4%

15.6%

17.6%

19.4%

19.4%

14.6%

7.6%

25.6%

30.9%

43.5%

60.1%

61.6%

67.0%

54.5%

54.8%

31.9%

67.7%

23.0%

5.9%

6.7%

8.7%

10.7%

8.7%

8.4%

8.9%

9.0%

7.6%

8.4%

66.8%

小学校での授業

中学校での授業

高等学校での授業

大学・専門学校などでの授

業・講義

職場の研修

行政や企業、民間団体 Ｐ

ＴＡを含む）が主催する講

座・講演会・研修会

書籍などを読んだ

行政が作成した資料、広

報、ＳＮＳ、ホームページ

などを見た

テレビ番組や映画などを観

た

同和地区の人々との交流な

どを通じて、同和問題 部

落差別）について学んだ

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

理解が深まった 理解が深まらなかった おぼえていない 学習した 啓発を受けた）ことはない 無回答
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【表３－３－２ 性別 同和問題（部落差別）に関する学習経験】 

 

 

 

 

 

小学校での授業 中学校での授業

SA
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数

人 132 64 221 156 36 609 109 56 215 188 41 609
％ 21.7% 10.5% 36.3% 25.6% 5.9% - 17.9% 9.2% 35.3% 30.9% 6.7% -

人 50 24 75 52 17 218 40 21 75 62 20 218

％ 22.9% 11.0% 34.4% 23.9% 7.8% - 18.3% 9.6% 34.4% 28.4% 9.2% -
人 77 39 131 97 15 359 65 35 125 116 18 359
％ 21.4% 10.9% 36.5% 27.0% 4.2% - 18.1% 9.7% 34.8% 32.3% 5.0% -

人 2 1 14 4 1 22 2 0 12 7 1 22

％ 9.1% 4.5% 63.6% 18.2% 4.5% - 9.1% 0.0% 54.5% 31.8% 4.5% -
人 3 0 1 3 3 10 2 0 3 3 2 10
％ 30.0% 0.0% 10.0% 30.0% 30.0% - 20.0% 0.0% 30.0% 30.0% 20.0% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

高等学校での授業 大学・専門学校などでの授業・講義

SA
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数

人 62 39 190 265 53 609 35 24 119 366 65 609
％ 10.2% 6.4% 31.2% 43.5% 8.7% - 5.7% 3.9% 19.5% 60.1% 10.7% -
人 20 13 65 95 25 218 14 10 43 119 32 218
％ 9.2% 6.0% 29.8% 43.6% 11.5% - 6.4% 4.6% 19.7% 54.6% 14.7% -
人 41 25 110 159 24 359 19 14 64 232 30 359
％ 11.4% 7.0% 30.6% 44.3% 6.7% - 5.3% 3.9% 17.8% 64.6% 8.4% -
人 1 1 12 7 1 22 2 0 9 10 1 22
％ 4.5% 4.5% 54.5% 31.8% 4.5% - 9.1% 0.0% 40.9% 45.5% 4.5% -
人 0 0 3 4 3 10 0 0 3 5 2 10
％ 0.0% 0.0% 30.0% 40.0% 30.0% - 0.0% 0.0% 30.0% 50.0% 20.0% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

職場の研修

SA
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数

人 69 24 88 375 53 609 36 19 95 408 51 609
％ 11.3% 3.9% 14.4% 61.6% 8.7% - 5.9% 3.1% 15.6% 67.0% 8.4% -
人 28 11 28 125 26 218 13 8 29 142 26 218
％ 12.8% 5.0% 12.8% 57.3% 11.9% - 6.0% 3.7% 13.3% 65.1% 11.9% -
人 38 13 48 236 24 359 22 11 57 247 22 359
％ 10.6% 3.6% 13.4% 65.7% 6.7% - 6.1% 3.1% 15.9% 68.8% 6.1% -
人 3 0 9 9 1 22 1 0 7 13 1 22
％ 13.6% 0.0% 40.9% 40.9% 4.5% - 4.5% 0.0% 31.8% 59.1% 4.5% -
人 0 0 3 5 2 10 0 0 2 6 2 10
％ 0.0% 0.0% 30.0% 50.0% 20.0% - 0.0% 0.0% 20.0% 60.0% 20.0% -

行政や企業、民間団体 ＰＴＡを含む）が主催する講座・講
演会・研修会

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

書籍などを読んだ 行政が作成した資料、広報、ＳＮＳ、ホームページなどを見た

SA
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数

人 87 29 107 332 54 609 62 40 118 334 55 609
％ 14.3% 4.8% 17.6% 54.5% 8.9% - 10.2% 6.6% 19.4% 54.8% 9.0% -
人 33 11 36 111 27 218 28 13 40 112 25 218
％ 15.1% 5.0% 16.5% 50.9% 12.4% - 12.8% 6.0% 18.3% 51.4% 11.5% -
人 51 18 61 205 24 359 33 26 67 207 26 359
％ 14.2% 5.0% 17.0% 57.1% 6.7% - 9.2% 7.2% 18.7% 57.7% 7.2% -
人 2 0 8 11 1 22 0 1 9 11 1 22
％ 9.1% 0.0% 36.4% 50.0% 4.5% - 0.0% 4.5% 40.9% 50.0% 4.5% -
人 1 0 2 5 2 10 1 0 2 4 3 10
％ 10.0% 0.0% 20.0% 50.0% 20.0% - 10.0% 0.0% 20.0% 40.0% 30.0% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

テレビ番組や映画などを観た

SA
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数

人 185 66 118 194 46 609 34 23 89 412 51 609
％ 30.4% 10.8% 19.4% 31.9% 7.6% - 5.6% 3.8% 14.6% 67.7% 8.4% -
人 56 28 38 73 23 218 13 12 31 139 23 218
％ 25.7% 12.8% 17.4% 33.5% 10.6% - 6.0% 5.5% 14.2% 63.8% 10.6% -
人 124 36 65 111 23 359 21 11 47 255 25 359
％ 34.5% 10.0% 18.1% 30.9% 6.4% - 5.8% 3.1% 13.1% 71.0% 7.0% -
人 2 2 11 7 0 22 0 0 8 13 1 22
％ 9.1% 9.1% 50.0% 31.8% 0.0% - 0.0% 0.0% 36.4% 59.1% 4.5% -
人 3 0 4 3 0 10 0 0 3 5 2 10
％ 30.0% 0.0% 40.0% 30.0% 0.0% - 0.0% 0.0% 30.0% 50.0% 20.0% -

同和地区の人々との交流などを通じて、同和問題 部落差
別）について学んだ

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答
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性別でみると、「理解が深まった」と答えた人の割合は、男性では『テレビ番組や映画などを

観た』が（25.7%（と最も高く、次いで『小学校での授業』が 22.9%、『中学校での授業』が 18.3%

となっている。 

女性では、『テレビ番組や映画などを観た』が（34.5%（と最も高く、次いで『小学校での授業』

が 21.4%、『中学校での授業』が 18.1%となっている。 

一方で、「理解が深まらなかった」と答えた人の割合は、男性では『テレビ番組や映画などを

観た』が（12.8%（と最も高く、次いで『小学校での授業』が 11.0%、『中学校での授業』が 9.6%と

なっている。 

女性では、『小学校での授業』が（10.9%（と最も高く、次いで『テレビ番組や映画などを観た』

が 10.0%、『中学校での授業』が 9.7%となっている。 

 

【表３－３－３ 年齢別 同和問題（部落差別）に関する学習経験】 

 

その他

SA
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数

人 12 4 46 140 407 609
％ 2.0% 0.7% 7.6% 23.0% 66.8% -
人 3 1 21 54 139 218
％ 1.4% 0.5% 9.6% 24.8% 63.8% -
人 9 3 19 80 248 359
％ 2.5% 0.8% 5.3% 22.3% 69.1% -
人 0 0 6 5 11 22
％ 0.0% 0.0% 27.3% 22.7% 50.0% -
人 0 0 0 1 9 10
％ 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 90.0% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

小学校での授業 中学校での授業

SA
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数

人 132 64 221 156 36 609 109 56 215 188 41 609
％ 21.7% 10.5% 36.3% 25.6% 5.9% - 17.9% 9.2% 35.3% 30.9% 6.7% -

人 2 1 1 2 0 6 2 2 0 2 0 6

％ 33.3% 16.7% 16.7% 33.3% 0.0% - 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% -
人 6 5 28 9 1 49 12 2 22 12 1 49
％ 12.2% 10.2% 57.1% 18.4% 2.0% - 24.5% 4.1% 44.9% 24.5% 2.0% -

人 24 10 28 15 0 77 17 8 30 22 0 77

％ 31.2% 13.0% 36.4% 19.5% 0.0% - 22.1% 10.4% 39.0% 28.6% 0.0% -

人 38 11 28 18 0 95 25 9 34 25 2 95

％ 40.0% 11.6% 29.5% 18.9% 0.0% - 26.3% 9.5% 35.8% 26.3% 2.1% -
人 28 24 46 18 2 118 27 19 44 25 3 118
％ 23.7% 20.3% 39.0% 15.3% 1.7% - 22.9% 16.1% 37.3% 21.2% 2.5% -
人 25 7 29 23 6 90 15 7 32 29 7 90
％ 27.8% 7.8% 32.2% 25.6% 6.7% - 16.7% 7.8% 35.6% 32.2% 7.8% -
人 5 2 37 45 9 98 10 5 28 46 9 98
％ 5.1% 2.0% 37.8% 45.9% 9.2% - 10.2% 5.1% 28.6% 46.9% 9.2% -
人 3 4 22 23 15 67 0 4 22 24 17 67
％ 4.5% 6.0% 32.8% 34.3% 22.4% - 0.0% 6.0% 32.8% 35.8% 25.4% -
人 1 0 2 3 3 9 1 0 3 3 2 9
％ 11.1% 0.0% 22.2% 33.3% 33.3% - 11.1% 0.0% 33.3% 33.3% 22.2% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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高等学校での授業 大学・専門学校などでの授業・講義

SA
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数

人 62 39 190 265 53 609 35 24 119 366 65 609
％ 10.2% 6.4% 31.2% 43.5% 8.7% - 5.7% 3.9% 19.5% 60.1% 10.7% -
人 1 2 0 2 1 6 0 1 0 5 0 6
％ 16.7% 33.3% 0.0% 33.3% 16.7% - 0.0% 16.7% 0.0% 83.3% 0.0% -
人 12 4 17 15 1 49 11 3 10 23 2 49
％ 24.5% 8.2% 34.7% 30.6% 2.0% - 22.4% 6.1% 20.4% 46.9% 4.1% -
人 8 9 28 32 0 77 4 4 17 51 1 77
％ 10.4% 11.7% 36.4% 41.6% 0.0% - 5.2% 5.2% 22.1% 66.2% 1.3% -
人 9 4 33 46 3 95 5 1 18 68 3 95
％ 9.5% 4.2% 34.7% 48.4% 3.2% - 5.3% 1.1% 18.9% 71.6% 3.2% -
人 16 10 38 52 2 118 9 5 21 79 4 118
％ 13.6% 8.5% 32.2% 44.1% 1.7% - 7.6% 4.2% 17.8% 66.9% 3.4% -
人 11 0 29 43 7 90 5 1 22 53 9 90
％ 12.2% 0.0% 32.2% 47.8% 7.8% - 5.6% 1.1% 24.4% 58.9% 10.0% -
人 4 6 24 49 15 98 1 7 17 57 16 98
％ 4.1% 6.1% 24.5% 50.0% 15.3% - 1.0% 7.1% 17.3% 58.2% 16.3% -
人 1 4 18 23 21 67 0 2 10 27 28 67
％ 1.5% 6.0% 26.9% 34.3% 31.3% - 0.0% 3.0% 14.9% 40.3% 41.8% -
人 0 0 3 3 3 9 0 0 4 3 2 9
％ 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% - 0.0% 0.0% 44.4% 33.3% 22.2% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

職場の研修

SA
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数

人 69 24 88 375 53 609 36 19 95 408 51 609
％ 11.3% 3.9% 14.4% 61.6% 8.7% - 5.9% 3.1% 15.6% 67.0% 8.4% -

人 0 1 0 5 0 6 0 1 0 5 0 6

％ 0.0% 16.7% 0.0% 83.3% 0.0% - 0.0% 16.7% 0.0% 83.3% 0.0% -
人 10 1 8 29 1 49 3 3 10 32 1 49
％ 20.4% 2.0% 16.3% 59.2% 2.0% - 6.1% 6.1% 20.4% 65.3% 2.0% -
人 5 4 9 57 2 77 1 3 7 65 1 77
％ 6.5% 5.2% 11.7% 74.0% 2.6% - 1.3% 3.9% 9.1% 84.4% 1.3% -
人 13 1 13 66 2 95 2 2 14 75 2 95
％ 13.7% 1.1% 13.7% 69.5% 2.1% - 2.1% 2.1% 14.7% 78.9% 2.1% -
人 16 4 11 82 5 118 7 5 14 89 3 118
％ 13.6% 3.4% 9.3% 69.5% 4.2% - 5.9% 4.2% 11.9% 75.4% 2.5% -
人 14 4 18 47 7 90 11 1 19 53 6 90
％ 15.6% 4.4% 20.0% 52.2% 7.8% - 12.2% 1.1% 21.1% 58.9% 6.7% -
人 9 7 14 58 10 98 9 1 21 54 13 98
％ 9.2% 7.1% 14.3% 59.2% 10.2% - 9.2% 1.0% 21.4% 55.1% 13.3% -
人 2 2 11 28 24 67 3 3 7 31 23 67
％ 3.0% 3.0% 16.4% 41.8% 35.8% - 4.5% 4.5% 10.4% 46.3% 34.3% -
人 0 0 4 3 2 9 0 0 3 4 2 9
％ 0.0% 0.0% 44.4% 33.3% 22.2% - 0.0% 0.0% 33.3% 44.4% 22.2% -

行政や企業、民間団体 ＰＴＡを含む）が主催する講座・講
演会・研修会

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

書籍などを読んだ 行政が作成した資料、広報、ＳＮＳ、ホームページなどを見た

SA
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数

人 87 29 107 332 54 609 62 40 118 334 55 609
％ 14.3% 4.8% 17.6% 54.5% 8.9% - 10.2% 6.6% 19.4% 54.8% 9.0% -
人 0 1 2 3 0 6 1 1 0 3 1 6
％ 0.0% 16.7% 33.3% 50.0% 0.0% - 16.7% 16.7% 0.0% 50.0% 16.7% -
人 2 3 11 32 1 49 9 1 9 29 1 49
％ 4.1% 6.1% 22.4% 65.3% 2.0% - 18.4% 2.0% 18.4% 59.2% 2.0% -
人 12 2 10 52 1 77 9 5 8 54 1 77
％ 15.6% 2.6% 13.0% 67.5% 1.3% - 11.7% 6.5% 10.4% 70.1% 1.3% -
人 15 6 15 57 2 95 6 3 17 67 2 95
％ 15.8% 6.3% 15.8% 60.0% 2.1% - 6.3% 3.2% 17.9% 70.5% 2.1% -
人 15 8 22 69 4 118 11 13 26 66 2 118
％ 12.7% 6.8% 18.6% 58.5% 3.4% - 9.3% 11.0% 22.0% 55.9% 1.7% -
人 15 2 21 45 7 90 14 6 28 33 9 90
％ 16.7% 2.2% 23.3% 50.0% 7.8% - 15.6% 6.7% 31.1% 36.7% 10.0% -
人 21 4 12 49 12 98 10 7 21 49 11 98
％ 21.4% 4.1% 12.2% 50.0% 12.2% - 10.2% 7.1% 21.4% 50.0% 11.2% -
人 7 3 11 21 25 67 2 4 6 30 25 67
％ 10.4% 4.5% 16.4% 31.3% 37.3% - 3.0% 6.0% 9.0% 44.8% 37.3% -
人 0 0 3 4 2 9 0 0 3 3 3 9
％ 0.0% 0.0% 33.3% 44.4% 22.2% - 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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年齢別でみると、「理解が深まった」と答えた人の割合は、「１８歳、１９歳」では、『小学校で

の授業』と『中学校での授業』が最も高く、いずれも 33.3%となっている。 

また、「２０歳代」「３０歳代」「５０歳代」「６０歳代」「７０歳代」では、『テレビ番組や映画

などを観た』が最も高く、数値はそれぞれ 32.7%、37.7%、39.8%、36.7%、25.5%となっている。

「４０歳代」では、『小学校での授業』が最も高く、40.0%となっている。「８０歳以上」では、

『書籍などを読んだ』が最も高く、10.4%となっている。 

一方で、「理解が深まらなかった」と答えた人の割合は、「１８歳、１９歳」では、『中学校での

授業』と『高等学校での授業』が最も高く、いずれも 33.3%となっている。 

また、「２０歳代」「３０歳代」「４０歳代」「５０歳代」では、『小学校での授業』が最も高く、

数値はそれぞれ 10.2%、13.0%、11.6%、20.3%となっている。「６０歳代」「７０歳代」「８０歳以

上」では、『テレビ番組や映画などを観た』が最も高く、数値はそれぞれ 8.9%、9.2%、11.9%とな

っている。 

 

  

テレビ番組や映画などを観た

SA
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数

人 185 66 118 194 46 609 34 23 89 412 51 609
％ 30.4% 10.8% 19.4% 31.9% 7.6% - 5.6% 3.8% 14.6% 67.7% 8.4% -
人 1 1 2 2 0 6 1 1 0 4 0 6
％ 16.7% 16.7% 33.3% 33.3% 0.0% - 16.7% 16.7% 0.0% 66.7% 0.0% -
人 16 3 9 20 1 49 2 2 6 38 1 49
％ 32.7% 6.1% 18.4% 40.8% 2.0% - 4.1% 4.1% 12.2% 77.6% 2.0% -
人 29 8 13 26 1 77 2 4 8 62 1 77
％ 37.7% 10.4% 16.9% 33.8% 1.3% - 2.6% 5.2% 10.4% 80.5% 1.3% -
人 28 9 19 38 1 95 5 3 17 68 2 95
％ 29.5% 9.5% 20.0% 40.0% 1.1% - 5.3% 3.2% 17.9% 71.6% 2.1% -
人 47 20 20 29 2 118 9 4 20 83 2 118
％ 39.8% 16.9% 16.9% 24.6% 1.7% - 7.6% 3.4% 16.9% 70.3% 1.7% -
人 33 8 17 24 8 90 10 1 15 57 7 90
％ 36.7% 8.9% 18.9% 26.7% 8.9% - 11.1% 1.1% 16.7% 63.3% 7.8% -
人 25 9 20 34 10 98 3 5 8 69 13 98
％ 25.5% 9.2% 20.4% 34.7% 10.2% - 3.1% 5.1% 8.2% 70.4% 13.3% -
人 5 8 13 18 23 67 2 3 11 28 23 67
％ 7.5% 11.9% 19.4% 26.9% 34.3% - 3.0% 4.5% 16.4% 41.8% 34.3% -
人 1 0 5 3 0 9 0 0 4 3 2 9
％ 11.1% 0.0% 55.6% 33.3% 0.0% - 0.0% 0.0% 44.4% 33.3% 22.2% -

同和地区の人々との交流などを通じて、同和問題 部落差
別）について学んだ

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

その他

SA
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数

人 12 4 46 140 407 609
％ 2.0% 0.7% 7.6% 23.0% 66.8% -
人 0 0 0 1 5 6
％ 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 83.3% -
人 2 0 4 16 27 49
％ 4.1% 0.0% 8.2% 32.7% 55.1% -
人 0 1 6 27 43 77
％ 0.0% 1.3% 7.8% 35.1% 55.8% -
人 3 1 12 23 56 95
％ 3.2% 1.1% 12.6% 24.2% 58.9% -
人 1 2 7 33 75 118
％ 0.8% 1.7% 5.9% 28.0% 63.6% -
人 3 0 9 16 62 90
％ 3.3% 0.0% 10.0% 17.8% 68.9% -
人 3 0 5 15 75 98
％ 3.1% 0.0% 5.1% 15.3% 76.5% -
人 0 0 2 8 57 67
％ 0.0% 0.0% 3.0% 11.9% 85.1% -
人 0 0 1 1 7 9
％ 0.0% 0.0% 11.1% 11.1% 77.8% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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【表３－３－４ 学歴別 同和問題（部落差別）に関する学習経験】 

 

 

 

 

小学校での授業 中学校での授業

SA
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数

人 132 64 221 156 36 609 109 56 215 188 41 609
％ 21.7% 10.5% 36.3% 25.6% 5.9% - 17.9% 9.2% 35.3% 30.9% 6.7% -
人 2 3 20 20 10 55 1 2 19 20 13 55
％ 3.6% 5.5% 36.4% 36.4% 18.2% - 1.8% 3.6% 34.5% 36.4% 23.6% -

人 25 19 78 54 12 188 21 15 72 66 14 188

％ 13.3% 10.1% 41.5% 28.7% 6.4% - 11.2% 8.0% 38.3% 35.1% 7.4% -

人 43 19 43 30 3 138 36 13 45 40 4 138

％ 31.2% 13.8% 31.2% 21.7% 2.2% - 26.1% 9.4% 32.6% 29.0% 2.9% -

人 61 22 76 46 6 211 49 25 75 56 6 211
％ 28.9% 10.4% 36.0% 21.8% 2.8% - 23.2% 11.8% 35.5% 26.5% 2.8% -
人 0 1 0 3 1 5 0 1 0 3 1 5
％ 0.0% 20.0% 0.0% 60.0% 20.0% - 0.0% 20.0% 0.0% 60.0% 20.0% -
人 1 0 4 3 4 12 2 0 4 3 3 12
％ 8.3% 0.0% 33.3% 25.0% 33.3% - 16.7% 0.0% 33.3% 25.0% 25.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

高等学校での授業 大学・専門学校などでの授業・講義

SA
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数

人 62 39 190 265 53 609 35 24 119 366 65 609
％ 10.2% 6.4% 31.2% 43.5% 8.7% - 5.7% 3.9% 19.5% 60.1% 10.7% -
人 0 1 16 20 18 55 0 1 9 24 21 55
％ 0.0% 1.8% 29.1% 36.4% 32.7% - 0.0% 1.8% 16.4% 43.6% 38.2% -

人 17 12 63 80 16 188 6 5 33 122 22 188

％ 9.0% 6.4% 33.5% 42.6% 8.5% - 3.2% 2.7% 17.6% 64.9% 11.7% -

人 21 11 41 59 6 138 6 6 29 90 7 138

％ 15.2% 8.0% 29.7% 42.8% 4.3% - 4.3% 4.3% 21.0% 65.2% 5.1% -

人 24 15 65 99 8 211 23 11 44 123 10 211
％ 11.4% 7.1% 30.8% 46.9% 3.8% - 10.9% 5.2% 20.9% 58.3% 4.7% -
人 0 0 1 3 1 5 0 1 0 3 1 5
％ 0.0% 0.0% 20.0% 60.0% 20.0% - 0.0% 20.0% 0.0% 60.0% 20.0% -
人 0 0 4 4 4 12 0 0 4 4 4 12
％ 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% - 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

職場の研修

SA
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数

人 69 24 88 375 53 609 36 19 95 408 51 609
％ 11.3% 3.9% 14.4% 61.6% 8.7% - 5.9% 3.1% 15.6% 67.0% 8.4% -
人 4 3 8 25 15 55 1 3 8 26 17 55
％ 7.3% 5.5% 14.5% 45.5% 27.3% - 1.8% 5.5% 14.5% 47.3% 30.9% -

人 14 7 30 119 18 188 14 4 31 125 14 188

％ 7.4% 3.7% 16.0% 63.3% 9.6% - 7.4% 2.1% 16.5% 66.5% 7.4% -

人 14 4 22 91 7 138 6 7 22 97 6 138

％ 10.1% 2.9% 15.9% 65.9% 5.1% - 4.3% 5.1% 15.9% 70.3% 4.3% -

人 36 10 24 133 8 211 15 4 31 152 9 211
％ 17.1% 4.7% 11.4% 63.0% 3.8% - 7.1% 1.9% 14.7% 72.0% 4.3% -
人 1 0 0 3 1 5 0 1 0 3 1 5
％ 20.0% 0.0% 0.0% 60.0% 20.0% - 0.0% 20.0% 0.0% 60.0% 20.0% -
人 0 0 4 4 4 12 0 0 3 5 4 12
％ 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% - 0.0% 0.0% 25.0% 41.7% 33.3% -

行政や企業、民間団体 ＰＴＡを含む）が主催する講座・講
演会・研修会

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各
種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資
格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学

校

大学、大学院

その他

無回答

書籍などを読んだ 行政が作成した資料、広報、ＳＮＳ、ホームページなどを見た

SA
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数

人 87 29 107 332 54 609 62 40 118 334 55 609
％ 14.3% 4.8% 17.6% 54.5% 8.9% - 10.2% 6.6% 19.4% 54.8% 9.0% -
人 5 1 10 24 15 55 2 3 8 25 17 55
％ 9.1% 1.8% 18.2% 43.6% 27.3% - 3.6% 5.5% 14.5% 45.5% 30.9% -

人 16 6 37 111 18 188 15 8 38 111 16 188

％ 8.5% 3.2% 19.7% 59.0% 9.6% - 8.0% 4.3% 20.2% 59.0% 8.5% -

人 27 7 25 72 7 138 12 9 28 82 7 138

％ 19.6% 5.1% 18.1% 52.2% 5.1% - 8.7% 6.5% 20.3% 59.4% 5.1% -

人 38 14 32 118 9 211 32 20 41 109 9 211
％ 18.0% 6.6% 15.2% 55.9% 4.3% - 15.2% 9.5% 19.4% 51.7% 4.3% -
人 0 1 0 3 1 5 1 0 0 3 1 5
％ 0.0% 20.0% 0.0% 60.0% 20.0% - 20.0% 0.0% 0.0% 60.0% 20.0% -
人 1 0 3 4 4 12 0 0 3 4 5 12
％ 8.3% 0.0% 25.0% 33.3% 33.3% - 0.0% 0.0% 25.0% 33.3% 41.7% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答
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学歴別でみると、「理解が深まった」と答えた人の割合は、すべての学歴区分でも『テレビ番

組や映画などを観た』が最も高い。数値は、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」10.9%、「高

等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制中等学校」25.5%、「短期大学、高等

専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」40.6%、

「大学、大学院」34.6%となっている。 

また、「その他」では、『職場の研修』と『行政が作成した資料、広報、ＳＮＳ、ホームページ

などを見た』が最も高く、いずれも 20.0%となっている。 

一方で、「理解が深まらなかった」と答えた人の割合は、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学

校」では、『テレビ番組や映画などを観た』と『同和地区の人々との交流などを通じて、同和問題

 部落差別）について学んだ』が最も高く、いずれも 7.3%となっている。 

また、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制中等学校」「大学、大学

院」では、『テレビ番組や映画などを観た』が最も高く、数値はそれぞれ 11.2%、12.8%となって

いる。「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学

校・専門学校」では、『小学校での授業』が最も高く、13.8%となっている。「その他」では、『小

学校での授業』、『中学校での授業』、『大学・専門学校などでの授業・講義』、『行政や企業、民間

団体 ＰＴＡを含む）が主催する講座・講演会・研修会』、『書籍などを読んだ』と『テレビ番組

や映画などを観た』が最も高く、いずれも 20.0%となっている。 

 

  

テレビ番組や映画などを観た

SA
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数

人 185 66 118 194 46 609 34 23 89 412 51 609
％ 30.4% 10.8% 19.4% 31.9% 7.6% - 5.6% 3.8% 14.6% 67.7% 8.4% -
人 6 4 15 15 15 55 2 4 12 22 15 55
％ 10.9% 7.3% 27.3% 27.3% 27.3% - 3.6% 7.3% 21.8% 40.0% 27.3% -

人 48 21 37 65 17 188 12 4 26 130 16 188

％ 25.5% 11.2% 19.7% 34.6% 9.0% - 6.4% 2.1% 13.8% 69.1% 8.5% -

人 56 13 24 41 4 138 9 6 23 94 6 138

％ 40.6% 9.4% 17.4% 29.7% 2.9% - 6.5% 4.3% 16.7% 68.1% 4.3% -

人 73 27 35 68 8 211 11 9 23 159 9 211
％ 34.6% 12.8% 16.6% 32.2% 3.8% - 5.2% 4.3% 10.9% 75.4% 4.3% -
人 0 1 1 2 1 5 0 0 1 3 1 5
％ 0.0% 20.0% 20.0% 40.0% 20.0% - 0.0% 0.0% 20.0% 60.0% 20.0% -
人 2 0 6 3 1 12 0 0 4 4 4 12
％ 16.7% 0.0% 50.0% 25.0% 8.3% - 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% -

同和地区の人々との交流などを通じて、同和問題 部落差
別）について学んだ

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各
種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資
格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学

校

大学、大学院

その他

無回答

その他

SA
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数

人 12 4 46 140 407 609
％ 2.0% 0.7% 7.6% 23.0% 66.8% -
人 0 0 3 10 42 55
％ 0.0% 0.0% 5.5% 18.2% 76.4% -

人 3 2 8 39 136 188

％ 1.6% 1.1% 4.3% 20.7% 72.3% -

人 1 1 8 27 101 138

％ 0.7% 0.7% 5.8% 19.6% 73.2% -

人 8 1 24 61 117 211
％ 3.8% 0.5% 11.4% 28.9% 55.5% -
人 0 0 2 1 2 5
％ 0.0% 0.0% 40.0% 20.0% 40.0% -
人 0 0 1 2 9 12
％ 0.0% 0.0% 8.3% 16.7% 75.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答



89 

【表３－３－５ 職業別 同和問題（部落差別）に関する学習経験】 

 

 

 

小学校での授業 中学校での授業

S
A

理解が
深まっ
た

理解が
深まら
なかっ
た

おぼえ
ていな
い

学習し
た 啓
発を受
けた）
ことは
ない

無回答
回答人
数

理解が
深まっ
た

理解が
深まら
なかっ
た

おぼえ
ていな
い

学習し
た 啓
発を受
けた）
ことは
ない

無回答
回答人
数

人 132 64 221 156 36 609 109 56 215 188 41 609
％ 21.7% 10.5% 36.3% 25.6% 5.9% - 17.9% 9.2% 35.3% 30.9% 6.7% -
人 19 9 19 18 3 68 16 8 18 21 5 68
％ 27.9% 13.2% 27.9% 26.5% 4.4% - 23.5% 11.8% 26.5% 30.9% 7.4% -
人 46 18 62 30 4 160 35 16 58 47 4 160
％ 28.8% 11.3% 38.8% 18.8% 2.5% - 21.9% 10.0% 36.3% 29.4% 2.5% -
人 7 0 8 1 0 16 5 0 10 1 0 16
％ 43.8% 0.0% 50.0% 6.3% 0.0% - 31.3% 0.0% 62.5% 6.3% 0.0% -
人 32 15 57 32 4 140 25 16 56 36 7 140
％ 22.9% 10.7% 40.7% 22.9% 2.9% - 17.9% 11.4% 40.0% 25.7% 5.0% -
人 25 21 73 71 20 210 25 15 69 80 21 210
％ 11.9% 10.0% 34.8% 33.8% 9.5% - 11.9% 7.1% 32.9% 38.1% 10.0% -
人 3 1 2 4 5 15 3 1 4 3 4 15
％ 20.0% 6.7% 13.3% 26.7% 33.3% - 20.0% 6.7% 26.7% 20.0% 26.7% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

無回答

高等学校での授業 大学・専門学校などでの授業・講義

S
A

理解が
深まっ
た

理解が
深まら
なかっ
た

おぼえ
ていな
い

学習し
た 啓
発を受
けた）
ことは
ない

無回答
回答人
数

理解が
深まっ
た

理解が
深まら
なかっ
た

おぼえ
ていな
い

学習し
た 啓
発を受
けた）
ことは
ない

無回答
回答人
数

人 62 39 190 265 53 609 35 24 119 366 65 609
％ 10.2% 6.4% 31.2% 43.5% 8.7% - 5.7% 3.9% 19.5% 60.1% 10.7% -
人 8 6 15 33 6 68 5 2 12 42 7 68
％ 11.8% 8.8% 22.1% 48.5% 8.8% - 7.4% 2.9% 17.6% 61.8% 10.3% -
人 21 11 49 76 3 160 13 6 31 106 4 160
％ 13.1% 6.9% 30.6% 47.5% 1.9% - 8.1% 3.8% 19.4% 66.3% 2.5% -
人 1 1 7 7 0 16 4 0 3 9 0 16
％ 6.3% 6.3% 43.8% 43.8% 0.0% - 25.0% 0.0% 18.8% 56.3% 0.0% -
人 16 5 46 65 8 140 6 4 28 92 10 140
％ 11.4% 3.6% 32.9% 46.4% 5.7% - 4.3% 2.9% 20.0% 65.7% 7.1% -
人 13 16 69 81 31 210 6 12 42 111 39 210
％ 6.2% 7.6% 32.9% 38.6% 14.8% - 2.9% 5.7% 20.0% 52.9% 18.6% -
人 3 0 4 3 5 15 1 0 3 6 5 15
％ 20.0% 0.0% 26.7% 20.0% 33.3% - 6.7% 0.0% 20.0% 40.0% 33.3% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

無回答

職場の研修

SA
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数

人 69 24 88 375 53 609 36 19 95 408 51 609
％ 11.3% 3.9% 14.4% 61.6% 8.7% - 5.9% 3.1% 15.6% 67.0% 8.4% -
人 9 0 5 48 6 68 6 2 5 49 6 68
％ 13.2% 0.0% 7.4% 70.6% 8.8% - 8.8% 2.9% 7.4% 72.1% 8.8% -
人 18 9 18 110 5 160 2 3 24 127 4 160
％ 11.3% 5.6% 11.3% 68.8% 3.1% - 1.3% 1.9% 15.0% 79.4% 2.5% -
人 8 0 2 6 0 16 2 0 3 11 0 16
％ 50.0% 0.0% 12.5% 37.5% 0.0% - 12.5% 0.0% 18.8% 68.8% 0.0% -
人 11 3 23 93 10 140 10 5 21 97 7 140
％ 7.9% 2.1% 16.4% 66.4% 7.1% - 7.1% 3.6% 15.0% 69.3% 5.0% -
人 21 12 37 112 28 210 15 8 40 117 30 210
％ 10.0% 5.7% 17.6% 53.3% 13.3% - 7.1% 3.8% 19.0% 55.7% 14.3% -
人 2 0 3 6 4 15 1 1 2 7 4 15
％ 13.3% 0.0% 20.0% 40.0% 26.7% - 6.7% 6.7% 13.3% 46.7% 26.7% -

行政や企業、民間団体 ＰＴＡを含む）が主催する講座・講
演会・研修会

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答
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書籍などを読んだ

S
A

理解が
深まっ
た

理解が
深まら
なかっ
た

おぼえ
ていな
い

学習し
た 啓
発を受
けた）
ことは
ない

無回答
回答人
数

理解が
深まっ
た

理解が
深まら
なかっ
た

おぼえ
ていな
い

学習し
た 啓
発を受
けた）
ことは
ない

無回答
回答人
数

人 87 29 107 332 54 609 62 40 118 334 55 609
％ 14.3% 4.8% 17.6% 54.5% 8.9% - 10.2% 6.6% 19.4% 54.8% 9.0% -
人 12 2 10 37 7 68 10 4 8 40 6 68
％ 17.6% 2.9% 14.7% 54.4% 10.3% - 14.7% 5.9% 11.8% 58.8% 8.8% -
人 22 6 28 99 5 160 15 8 33 100 4 160
％ 13.8% 3.8% 17.5% 61.9% 3.1% - 9.4% 5.0% 20.6% 62.5% 2.5% -
人 3 0 2 11 0 16 5 0 1 10 0 16
％ 18.8% 0.0% 12.5% 68.8% 0.0% - 31.3% 0.0% 6.3% 62.5% 0.0% -
人 20 4 21 88 7 140 17 7 32 76 8 140
％ 14.3% 2.9% 15.0% 62.9% 5.0% - 12.1% 5.0% 22.9% 54.3% 5.7% -
人 29 16 44 91 30 210 13 20 42 103 32 210
％ 13.8% 7.6% 21.0% 43.3% 14.3% - 6.2% 9.5% 20.0% 49.0% 15.2% -
人 1 1 2 6 5 15 2 1 2 5 5 15
％ 6.7% 6.7% 13.3% 40.0% 33.3% - 13.3% 6.7% 13.3% 33.3% 33.3% -

行政が作成した資料、広報、ＳＮＳ、ホームページ
などを見た

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

無回答

テレビ番組や映画などを観た

SA
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数
理解が深
まった

理解が深
まらな
かった

おぼえて
いない

学習した
 啓発を
受けた）
ことはな
い

無回答 回答人数

人 185 66 118 194 46 609 34 23 89 412 51 609
％ 30.4% 10.8% 19.4% 31.9% 7.6% - 5.6% 3.8% 14.6% 67.7% 8.4% -
人 19 10 12 22 5 68 7 4 8 44 5 68
％ 27.9% 14.7% 17.6% 32.4% 7.4% - 10.3% 5.9% 11.8% 64.7% 7.4% -
人 55 16 28 57 4 160 4 6 18 128 4 160
％ 34.4% 10.0% 17.5% 35.6% 2.5% - 2.5% 3.8% 11.3% 80.0% 2.5% -
人 6 1 3 6 0 16 3 0 0 13 0 16
％ 37.5% 6.3% 18.8% 37.5% 0.0% - 18.8% 0.0% 0.0% 81.3% 0.0% -
人 51 12 23 47 7 140 6 3 24 99 8 140
％ 36.4% 8.6% 16.4% 33.6% 5.0% - 4.3% 2.1% 17.1% 70.7% 5.7% -
人 51 26 48 58 27 210 13 9 36 123 29 210
％ 24.3% 12.4% 22.9% 27.6% 12.9% - 6.2% 4.3% 17.1% 58.6% 13.8% -
人 3 1 4 4 3 15 1 1 3 5 5 15
％ 20.0% 6.7% 26.7% 26.7% 20.0% - 6.7% 6.7% 20.0% 33.3% 33.3% -

同和地区の人々との交流などを通じて、同和問題 部落差
別）について学んだ

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答

その他

S
A

理解が
深まっ
た

理解が
深まら
なかっ
た

おぼえ
ていな
い

学習し
た 啓
発を受
けた）
ことは
ない

無回答
回答人
数

人 12 4 46 140 407 609
％ 2.0% 0.7% 7.6% 23.0% 66.8% -
人 3 0 6 10 49 68
％ 4.4% 0.0% 8.8% 14.7% 72.1% -
人 3 2 14 52 89 160
％ 1.9% 1.3% 8.8% 32.5% 55.6% -
人 1 0 0 2 13 16
％ 6.3% 0.0% 0.0% 12.5% 81.3% -
人 1 0 11 38 90 140
％ 0.7% 0.0% 7.9% 27.1% 64.3% -
人 4 2 15 36 153 210
％ 1.9% 1.0% 7.1% 17.1% 72.9% -
人 0 0 0 2 13 15
％ 0.0% 0.0% 0.0% 13.3% 86.7% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

無回答
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職業別でみると、「理解が深まった」と答えた人の割合は、「自営業」では、『小学校での授業』

と『テレビ番組や映画などを観た』が最も高く、いずれも 27.9%となっている。 

また、「民間正規雇用」「非正規雇用」「家事専業、学生、無職」では、『テレビ番組や映画など

を観た』が最も高く、数値はそれぞれ 34.4%、36.4%、24.3%となっている。「公務員、教員」では、

『職場の研修』が最も高く、50.0%となっている。 

一方で、「理解が深まらなかった」と答えた人の割合は、「自営業」「家事専業、学生、無職」で

は、『テレビ番組や映画などを観た』が最も高く、数値はそれぞれ 14.7%、12.4%となっている。 

また、「民間正規雇用」では、『小学校での授業』が最も高く、11.3%となっている。「公務員、

教員」では、『高等学校での授業』と『テレビ番組や映画などを観た』が最も高く、いずれも 6.3%

となっている。「非正規雇用」では、『中学校での授業』が最も高く、11.4%となっている。 
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３－４ 同和問題（部落差別）に関する偏見や差別意識に関する現状 

（１）同和問題（部落差別）に関する差別意識の現状 

問９ あなたは、大阪市において、同和問題（部落差別）に関する偏見や差別意識が、現在

も残っていると思いますか。（✔は１つ） 

【表３－４（１）－１ 同和問題（部落差別）に関する差別意識の現状】 

選択肢 件数 割合 

現在も残っている 164 27.0（% 

弱まりつつある 168 27.6（% 

残っていない 30 4.9（% 

わからない 235 38.7（% 

無回答 11 1.8（% 

合計 608 100.0（% 

 

【図３－４（１） 同和問題（部落差別）に関する差別意識の現状】 

 

 

全体でみると、「わからない」と答えた人が最も高く、38.7%となっている。続いて「弱まり

つつある」が 27.6%、「現在も残っている」が 27.0%となっている。 

 

  

27.0% 27.6% 4.9% 38.7% 1.8%全体

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在も残っている 弱まりつつある 残っていない わからない 無回答
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【表３－４（１）－２ 性別 同和問題（部落差別）に関する差別意識の現状】 

 

性別でみると、男性では「わからない」が 33.9%と最も高く、次いで「弱まりつつある」が

28.9%、「現在も残っている」が 28.4%となっている。 

一方で、女性では「わからない」が 40.2%と最も高く、次いで「弱まりつつある」が 27.7%、

「現在も残っている」が 26.8%となっている。 

 

【表３－４（１）－３ 年齢別 同和問題（部落差別）に関する差別意識の現状】 

 

年齢別でみると、「１８歳、１９歳」「２０歳代」「３０歳代」「７０歳代」「８０歳以上」では

「わからない」が最も高く、数値は各々50.0%、55.1%、49.4%、42.9%、40.3%となっている。 

また、「４０歳代」「６０歳代」では「現在も残っている」が最も高く、数値は各々34.0%、

35.6%となっている。「５０歳代」では「弱まりつつある」が最も高く、35.6%となっている。 

 

  

SA
現在も
残って
いる

弱まりつ
つある

残ってい
ない

わからな
い

無回答 回答人数

人 164 168 30 235 11 608

％ 27.0% 27.6% 4.9% 38.7% 1.8% -

人 62 63 15 74 4 218

％ 28.4% 28.9% 6.9% 33.9% 1.8% -

人 96 99 14 144 5 358

％ 26.8% 27.7% 3.9% 40.2% 1.4% -

人 3 3 1 14 1 22

％ 13.6% 13.6% 4.5% 63.6% 4.5% -

人 3 3 0 3 1 10

％ 30.0% 30.0% 0.0% 30.0% 10.0% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

SA
現在も
残って
いる

弱まりつ
つある

残ってい
ない

わからな
い

無回答 回答人数

人 164 168 30 235 11 608

％ 27.0% 27.6% 4.9% 38.7% 1.8% -

人 1 2 0 3 0 6

％ 16.7% 33.3% 0.0% 50.0% 0.0% -

人 13 6 2 27 1 49

％ 26.5% 12.2% 4.1% 55.1% 2.0% -

人 19 17 3 38 0 77

％ 24.7% 22.1% 3.9% 49.4% 0.0% -

人 32 27 7 27 1 94

％ 34.0% 28.7% 7.4% 28.7% 1.1% -

人 32 42 5 36 3 118

％ 27.1% 35.6% 4.2% 30.5% 2.5% -

人 32 24 2 31 1 90

％ 35.6% 26.7% 2.2% 34.4% 1.1% -

人 21 30 4 42 1 98

％ 21.4% 30.6% 4.1% 42.9% 1.0% -

人 12 18 7 27 3 67

％ 17.9% 26.9% 10.4% 40.3% 4.5% -

人 2 2 0 4 1 9

％ 22.2% 22.2% 0.0% 44.4% 11.1% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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【表３－４（１）－４ 学歴別 同和問題（部落差別）に関する差別意識の現状】 

 

学歴別でみると、「その他」を除くいずれの学歴区分でも「わからない」が最も高く、「中学

校、旧制小学校、旧制高等小学校」40.0%、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各

種学校、旧制中等学校」41.2%、「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学

校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」39.9%、「大学、大学院」34.6%となっている。 

また、「その他」では「現在も残っている」と「わからない」が最も高く、数値はともに

40.0%となっている。 

 

【表３－４（１）－５ 職業別 同和問題（部落差別）に関する差別意識の現状】 

 

職業別でみると、「民間正規雇用」「非正規雇用」「家事専業、学生、無職」では「わからな

い」が最も高く、数値は各々35.6%、41.0%、41.9%となっている。 

また、「自営業」では「弱まりつつある」が最も高く、36.8%となっている。「公務員、教員」

では「弱まりつつある」と「わからない」がともに 37.5%となっている。 

 

SA
現在も
残って
いる

弱まりつ
つある

残ってい
ない

わからな
い

無回答 回答人数

人 164 168 30 235 11 608

％ 27.0% 27.6% 4.9% 38.7% 1.8% -

人 14 13 4 22 2 55

％ 25.5% 23.6% 7.3% 40.0% 3.6% -

人 43 55 11 77 1 187

％ 23.0% 29.4% 5.9% 41.2% 0.5% -

人 34 41 6 55 2 138

％ 24.6% 29.7% 4.3% 39.9% 1.4% -

人 69 55 9 73 5 211

％ 32.7% 26.1% 4.3% 34.6% 2.4% -

人 2 1 0 2 0 5

％ 40.0% 20.0% 0.0% 40.0% 0.0% -

人 2 3 0 6 1 12

％ 16.7% 25.0% 0.0% 50.0% 8.3% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

SA
現在も
残って
いる

弱まりつ
つある

残ってい
ない

わからな
い

無回答 回答人数

人 164 168 30 235 11 608

％ 27.0% 27.6% 4.9% 38.7% 1.8% -

人 17 25 2 23 1 68

％ 25.0% 36.8% 2.9% 33.8% 1.5% -

人 49 40 11 57 3 160

％ 30.6% 25.0% 6.9% 35.6% 1.9% -

人 4 6 0 6 0 16

％ 25.0% 37.5% 0.0% 37.5% 0.0% -

人 35 40 6 57 1 139

％ 25.2% 28.8% 4.3% 41.0% 0.7% -

人 55 53 10 88 4 210

％ 26.2% 25.2% 4.8% 41.9% 1.9% -

人 4 4 1 4 2 15

％ 26.7% 26.7% 6.7% 26.7% 13.3% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答
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（２）同和問題（部落差別）にかかわる考え方 

問９－１ 次の項目に掲げる同和問題（部落差別）にかかわる考え方について、あなたはど

う思いますか。（それぞれ✔は１つ） 

【表３－４（２）－１ 同和問題（部落差別）にかかわる考え方】 

 

 

  

SA そう思う
そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 135 243 216 14 608

％ 22.2% 40.0% 35.5% 2.3% -

人 73 287 235 13 608

％ 12.0% 47.2% 38.7% 2.1% -

人 200 108 285 15 608

％ 32.9% 17.8% 46.9% 2.5% -

人 49 203 342 14 608

％ 8.1% 33.4% 56.3% 2.3% -

人 119 111 360 18 608

％ 19.6% 18.3% 59.2% 3.0% -

人 174 169 249 16 608

％ 28.6% 27.8% 41.0% 2.6% -

人 230 75 284 19 608

％ 37.8% 12.3% 46.7% 3.1% -

人 122 90 377 19 608

％ 20.1% 14.8% 62.0% 3.1% -

人 110 51 426 21 608

％ 18.1% 8.4% 70.1% 3.5% -

人 145 152 289 22 608

％ 23.8% 25.0% 47.5% 3.6% -

人 73 101 416 18 608

％ 12.0% 16.6% 68.4% 3.0% -

人 144 117 328 19 608

％ 23.7% 19.2% 53.9% 3.1% -

部落差別をなくしていくためには、同和
地区や同和地区出身の人々と交流するこ

とが重要である

同和問題 部落差別）に関する昔からの
偏見や差別意識をそのまま受け入れてし

まう人が多い

「部落差別の解消の推進に関する法律」
の目的や内容についての社会全体の認知

度は十分とはいえない

同和地区の人々は、現在も行政から優遇
されている

同和問題 部落差別）を口実に不当な利
益などを要求する、いわゆる「えせ同和

行為」などが行われている

自分の身近な人が話している内容から、
同和問題 部落差別）が現在も残ってい

るとの印象を受ける

同和地区に住む友人や知人との交流を通
じて、同和問題 部落差別）が現在も

残っているとの印象を受ける

結婚や転居などに際して、同和地区やそ
の出身者とかかわることにより、自らも
差別されるかもしれないとのおそれがあ

る

部落差別を助長するような情報がはんら
んしている

同和問題(部落差別)の解決への取組みに
ついての社会全体の理解は十分とはいえ

ない

同和地区の人々は、現在も生活困難な状
況にある

同和問題 部落差別）に関してこれまで
行われてきた教育や啓発の手法では限界

がある
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【図３－４（２） 同和問題（部落差別）にかかわる考え方】 

 

全体でみると、「そう思う」と答えた人の割合は、『「部落差別の解消の推進に関する法律」の

目的や内容についての社会全体の認知度は十分とはいえない』が（37.8%（と最も高く、次いで『同

和問題 部落差別）の解決への取組みについての社会全体の理解は十分とはいえない』が 32.9%、

『同和問題 部落差別）に関する昔からの偏見や差別意識をそのまま受け入れてしまう人が多い』

が 28.6%となっている。 

一方で、「そうは思わない」と答えた人の割合は、『部落差別を助長するような情報がはんらん

している』が（47.2%（と最も高く、次いで『結婚や転居などに際して、同和地区やその出身者と

かかわることにより、自らも差別されるかもしれないとのおそれがある』が 40.0%、『同和地区の

人々は、現在も生活困難な状況にある』が 33.4%となっている。 

22.2%

12.0%

32.9%

8.1%

19.6%

28.6%

37.8%

20.1%

18.1%

23.8%

12.0%

23.7%

40.0%

47.2%

17.8%

33.4%

18.3%

27.8%

12.3%

14.8%

8.4%

25.0%

16.6%

19.2%

35.5%

38.7%

46.9%

56.3%

59.2%

41.0%

46.7%

62.0%

70.1%

47.5%

68.4%

53.9%

2.3%

2.1%

2.5%

2.3%

3.0%

2.6%

3.1%

3.1%

3.5%

3.6%

3.0%

3.1%

結婚や転居などに際して、同和

地区やその出身者とかかわるこ

とにより、自らも差別されるか

もしれないとのおそれがある

部落差別を助長するような情報

がはんらんしている

同和問題(部落差別)の解決への

取組みについての社会全体の理

解は十分とはいえない

同和地区の人々は、現在も生活

困難な状況にある

同和問題 部落差別）に関して

これまで行われてきた教育や啓

発の手法では限界がある

同和問題 部落差別）に関する

昔からの偏見や差別意識をその

まま受け入れてしまう人が多い

「部落差別の解消の推進に関す

る法律」の目的や内容について

の社会全体の認知度は十分とは

いえない

同和地区の人々は、現在も行政

から優遇されている

同和問題 部落差別）を口実に

不当な利益などを要求する、い

わゆる「えせ同和行為」などが

行われている

自分の身近な人が話している内

容から、同和問題 部落差別）

が現在も残っているとの印象を

受ける

同和地区に住む友人や知人との

交流を通じて、同和問題 部落

差別）が現在も残っているとの

印象を受ける

部落差別をなくしていくために

は、同和地区や同和地区出身の

人々と交流することが重要であ

る

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う そうは思わない わからない 無回答
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【表３－４（２）－２ 性別 同和問題（部落差別）にかかわる考え方】 

 

 

 

S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 135 243 216 14 608 73 287 235 13 608
％ 22.2% 40.0% 35.5% 2.3% - 12.0% 47.2% 38.7% 2.1% -
人 44 108 62 4 218 26 112 76 4 218
％ 20.2% 49.5% 28.4% 1.8% - 11.9% 51.4% 34.9% 1.8% -
人 87 129 134 8 358 44 166 141 7 358
％ 24.3% 36.0% 37.4% 2.2% - 12.3% 46.4% 39.4% 2.0% -
人 1 4 15 2 22 1 6 13 2 22
％ 4.5% 18.2% 68.2% 9.1% - 4.5% 27.3% 59.1% 9.1% -
人 3 2 5 0 10 2 3 5 0 10
％ 30.0% 20.0% 50.0% 0.0% - 20.0% 30.0% 50.0% 0.0% -

S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 200 108 285 15 608 49 203 342 14 608
％ 32.9% 17.8% 46.9% 2.5% - 8.1% 33.4% 56.3% 2.3% -
人 71 49 95 3 218 22 93 100 3 218
％ 32.6% 22.5% 43.6% 1.4% - 10.1% 42.7% 45.9% 1.4% -
人 126 53 169 10 358 27 104 218 9 358
％ 35.2% 14.8% 47.2% 2.8% - 7.5% 29.1% 60.9% 2.5% -
人 1 2 17 2 22 0 4 16 2 22
％ 4.5% 9.1% 77.3% 9.1% - 0.0% 18.2% 72.7% 9.1% -
人 2 4 4 0 10 0 2 8 0 10
％ 20.0% 40.0% 40.0% 0.0% - 0.0% 20.0% 80.0% 0.0% -

部落差別を助長するような情報がはんらん
している

結婚や転居などに際して、同和地区やその出身者とかかわることによ
り、自らも差別されるかもしれないとのおそれがある

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

同和問題(部落差別)の解決への取組みについての社会全体の理解は十
分とはいえない

同和地区の人々は、現在も生活困難な状況
にある

S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 119 111 360 18 608 174 169 249 16 608
％ 19.6% 18.3% 59.2% 3.0% - 28.6% 27.8% 41.0% 2.6% -
人 54 50 110 4 218 68 69 76 5 218
％ 24.8% 22.9% 50.5% 1.8% - 31.2% 31.7% 34.9% 2.3% -
人 65 55 226 12 358 103 96 150 9 358
％ 18.2% 15.4% 63.1% 3.4% - 28.8% 26.8% 41.9% 2.5% -
人 0 3 17 2 22 0 2 18 2 22
％ 0.0% 13.6% 77.3% 9.1% - 0.0% 9.1% 81.8% 9.1% -
人 0 3 7 0 10 3 2 5 0 10
％ 0.0% 30.0% 70.0% 0.0% - 30.0% 20.0% 50.0% 0.0% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

同和問題 部落差別）に関してこれまで行われてきた教育や啓発の手
法では限界がある

同和問題 部落差別）に関する昔からの偏
見や差別意識をそのまま受け入れてしまう
人が多い

S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 230 75 284 19 608 122 90 377 19 608
％ 37.8% 12.3% 46.7% 3.1% - 20.1% 14.8% 62.0% 3.1% -
人 90 35 87 6 218 55 39 117 7 218
％ 41.3% 16.1% 39.9% 2.8% - 25.2% 17.9% 53.7% 3.2% -
人 136 37 174 11 358 66 49 233 10 358
％ 38.0% 10.3% 48.6% 3.1% - 18.4% 13.7% 65.1% 2.8% -
人 2 1 17 2 22 1 1 18 2 22
％ 9.1% 4.5% 77.3% 9.1% - 4.5% 4.5% 81.8% 9.1% -
人 2 2 6 0 10 0 1 9 0 10
％ 20.0% 20.0% 60.0% 0.0% - 0.0% 10.0% 90.0% 0.0% -

同和地区の人々は、現在も行政から優遇さ
れている

「部落差別の解消の推進に関する法律」の目的や内容についての社会
全体の認知度は十分とはいえない

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答
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性別でみると、「そう思う」と答えた人の割合は、男性では『「部落差別の解消の推進に関する

法律」の目的や内容についての社会全体の認知度は十分とはいえない』が（41.3%（と最も高く、

次いで『同和問題 部落差別）の解決への取組みについての社会全体の理解は十分とはいえない』

が 32.6%、『同和問題 部落差別）に関する昔からの偏見や差別意識をそのまま受け入れてしまう

人が多い』が 31.2%となっている。 

女性では、『「部落差別の解消の推進に関する法律」の目的や内容についての社会全体の認知度

は十分とはいえない』が（38.0%（と最も高く、次いで『同和問題 部落差別）の解決への取組み

についての社会全体の理解は十分とはいえない』が 35.2%、『同和問題 部落差別）に関する昔か

らの偏見や差別意識をそのまま受け入れてしまう人が多い』が 28.8%となっている。 

一方で、「そうは思わない」と答えた人の割合は、男性では『部落差別を助長するような情報

がはんらんしている』が（51.4%（と最も高く、次いで『結婚や転居などに際して、同和地区やそ

の出身者とかかわることにより、自らも差別されるかもしれないとのおそれがある』が 49.5%、

『同和地区の人々は、現在も生活困難な状況にある』が 42.7%となっている。 

女性では、『部落差別を助長するような情報がはんらんしている』が（46.4%（と最も高く、次い

で『結婚や転居などに際して、同和地区やその出身者とかかわることにより、自らも差別される

かもしれないとのおそれがある』が 36.0%、『同和地区の人々は、現在も生活困難な状況にある』

が 29.1%となっている。 

 

  

S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 110 51 426 21 608 145 152 289 22 608
％ 18.1% 8.4% 70.1% 3.5% - 23.8% 25.0% 47.5% 3.6% -
人 58 30 125 5 218 59 62 90 7 218
％ 26.6% 13.8% 57.3% 2.3% - 27.1% 28.4% 41.3% 3.2% -
人 50 19 275 14 358 85 84 176 13 358
％ 14.0% 5.3% 76.8% 3.9% - 23.7% 23.5% 49.2% 3.6% -
人 1 1 18 2 22 0 3 17 2 22
％ 4.5% 4.5% 81.8% 9.1% - 0.0% 13.6% 77.3% 9.1% -
人 1 1 8 0 10 1 3 6 0 10
％ 10.0% 10.0% 80.0% 0.0% - 10.0% 30.0% 60.0% 0.0% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

自分の身近な人が話している内容から、同
和問題 部落差別）が現在も残っていると
の印象を受ける

同和問題 部落差別）を口実に不当な利益などを要求する、いわゆる
「えせ同和行為」などが行われている

S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 73 101 416 18 608 144 117 328 19 608
％ 12.0% 16.6% 68.4% 3.0% - 23.7% 19.2% 53.9% 3.1% -
人 33 48 131 6 218 60 57 95 6 218
％ 15.1% 22.0% 60.1% 2.8% - 27.5% 26.1% 43.6% 2.8% -
人 39 50 259 10 358 81 56 209 12 358
％ 10.9% 14.0% 72.3% 2.8% - 22.6% 15.6% 58.4% 3.4% -
人 0 1 19 2 22 1 2 18 1 22
％ 0.0% 4.5% 86.4% 9.1% - 4.5% 9.1% 81.8% 4.5% -
人 1 2 7 0 10 2 2 6 0 10
％ 10.0% 20.0% 70.0% 0.0% - 20.0% 20.0% 60.0% 0.0% -

部落差別をなくしていくためには、同和地
区や同和地区出身の人々と交流することが
重要である

同和地区に住む友人や知人との交流を通じて、同和問題 部落差別）
が現在も残っているとの印象を受ける

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答
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【表３－４（２）－３ 年齢別 同和問題（部落差別）にかかわる考え方】 

 

 

S
A
そう思
う

そうは
思わな

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな

わから
ない

無回答
回答人
数

人 135 243 216 14 608 73 287 235 13 608
％ 22.2% 40.0% 35.5% 2.3% - 12.0% 47.2% 38.7% 2.1% -
人 2 3 1 0 6 1 2 3 0 6
％ 33.3% 50.0% 16.7% 0.0% - 16.7% 33.3% 50.0% 0.0% -
人 10 22 17 0 49 11 23 15 0 49
％ 20.4% 44.9% 34.7% 0.0% - 22.4% 46.9% 30.6% 0.0% -
人 23 35 18 1 77 14 30 32 1 77
％ 29.9% 45.5% 23.4% 1.3% - 18.2% 39.0% 41.6% 1.3% -
人 20 46 27 1 94 13 55 25 1 94
％ 21.3% 48.9% 28.7% 1.1% - 13.8% 58.5% 26.6% 1.1% -
人 33 46 35 4 118 15 58 43 2 118
％ 28.0% 39.0% 29.7% 3.4% - 12.7% 49.2% 36.4% 1.7% -
人 22 30 37 1 90 12 36 41 1 90
％ 24.4% 33.3% 41.1% 1.1% - 13.3% 40.0% 45.6% 1.1% -
人 11 40 45 2 98 4 46 46 2 98
％ 11.2% 40.8% 45.9% 2.0% - 4.1% 46.9% 46.9% 2.0% -
人 12 20 30 5 67 3 34 24 6 67
％ 17.9% 29.9% 44.8% 7.5% - 4.5% 50.7% 35.8% 9.0% -
人 2 1 6 0 9 0 3 6 0 9
％ 22.2% 11.1% 66.7% 0.0% - 0.0% 33.3% 66.7% 0.0% -

部落差別を助長するような情報がはんらん
している

結婚や転居などに際して、同和地区やその出身者とかかわることに
より、自らも差別されるかもしれないとのおそれがある

全体

年
齢

１８歳、１９
歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 200 108 285 15 608 49 203 342 14 608
％ 32.9% 17.8% 46.9% 2.5% - 8.1% 33.4% 56.3% 2.3% -
人 4 0 2 0 6 2 2 2 0 6
％ 66.7% 0.0% 33.3% 0.0% - 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% -
人 18 5 26 0 49 5 11 33 0 49
％ 36.7% 10.2% 53.1% 0.0% - 10.2% 22.4% 67.3% 0.0% -
人 31 15 30 1 77 9 27 40 1 77
％ 40.3% 19.5% 39.0% 1.3% - 11.7% 35.1% 51.9% 1.3% -
人 32 17 44 1 94 8 33 52 1 94
％ 34.0% 18.1% 46.8% 1.1% - 8.5% 35.1% 55.3% 1.1% -
人 42 24 49 3 118 12 44 59 3 118
％ 35.6% 20.3% 41.5% 2.5% - 10.2% 37.3% 50.0% 2.5% -
人 33 14 41 2 90 5 34 49 2 90
％ 36.7% 15.6% 45.6% 2.2% - 5.6% 37.8% 54.4% 2.2% -
人 22 16 58 2 98 6 30 60 2 98
％ 22.4% 16.3% 59.2% 2.0% - 6.1% 30.6% 61.2% 2.0% -
人 16 14 31 6 67 2 20 40 5 67
％ 23.9% 20.9% 46.3% 9.0% - 3.0% 29.9% 59.7% 7.5% -
人 2 3 4 0 9 0 2 7 0 9
％ 22.2% 33.3% 44.4% 0.0% - 0.0% 22.2% 77.8% 0.0% -

同和地区の人々は、現在も生活困難な状況
にある

無回答

同和問題(部落差別)の解決への取組みについての社会全体の理解
は十分とはいえない

全体

年
齢

１８歳、１９
歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上
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S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 119 111 360 18 608 174 169 249 16 608
％ 19.6% 18.3% 59.2% 3.0% - 28.6% 27.8% 41.0% 2.6% -
人 2 0 4 0 6 3 1 2 0 6
％ 33.3% 0.0% 66.7% 0.0% - 50.0% 16.7% 33.3% 0.0% -
人 9 8 32 0 49 17 9 23 0 49
％ 18.4% 16.3% 65.3% 0.0% - 34.7% 18.4% 46.9% 0.0% -
人 19 19 38 1 77 24 21 31 1 77
％ 24.7% 24.7% 49.4% 1.3% - 31.2% 27.3% 40.3% 1.3% -
人 27 19 45 3 94 30 33 30 1 94
％ 28.7% 20.2% 47.9% 3.2% - 31.9% 35.1% 31.9% 1.1% -
人 21 20 74 3 118 38 35 42 3 118
％ 17.8% 16.9% 62.7% 2.5% - 32.2% 29.7% 35.6% 2.5% -
人 20 15 54 1 90 26 24 39 1 90
％ 22.2% 16.7% 60.0% 1.1% - 28.9% 26.7% 43.3% 1.1% -
人 19 16 60 3 98 21 24 50 3 98
％ 19.4% 16.3% 61.2% 3.1% - 21.4% 24.5% 51.0% 3.1% -
人 2 12 46 7 67 12 20 28 7 67
％ 3.0% 17.9% 68.7% 10.4% - 17.9% 29.9% 41.8% 10.4% -
人 0 2 7 0 9 3 2 4 0 9
％ 0.0% 22.2% 77.8% 0.0% - 33.3% 22.2% 44.4% 0.0% -

同和問題 部落差別）に関してこれまで行われてきた教育や啓発の
手法では限界がある

年
齢

１８歳、１９
歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

全体

同和問題 部落差別）に関する昔からの偏
見や差別意識をそのまま受け入れてしまう
人が多い

S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 230 75 284 19 608 122 90 377 19 608
％ 37.8% 12.3% 46.7% 3.1% - 20.1% 14.8% 62.0% 3.1% -
人 3 1 2 0 6 1 0 5 0 6
％ 50.0% 16.7% 33.3% 0.0% - 16.7% 0.0% 83.3% 0.0% -
人 23 4 22 0 49 5 10 34 0 49
％ 46.9% 8.2% 44.9% 0.0% - 10.2% 20.4% 69.4% 0.0% -
人 32 13 31 1 77 9 14 51 3 77
％ 41.6% 16.9% 40.3% 1.3% - 11.7% 18.2% 66.2% 3.9% -
人 46 11 36 1 94 21 17 54 2 94
％ 48.9% 11.7% 38.3% 1.1% - 22.3% 18.1% 57.4% 2.1% -
人 49 14 52 3 118 27 12 75 4 118
％ 41.5% 11.9% 44.1% 2.5% - 22.9% 10.2% 63.6% 3.4% -
人 36 8 45 1 90 19 14 56 1 90
％ 40.0% 8.9% 50.0% 1.1% - 21.1% 15.6% 62.2% 1.1% -
人 29 9 56 4 98 27 10 59 2 98
％ 29.6% 9.2% 57.1% 4.1% - 27.6% 10.2% 60.2% 2.0% -
人 10 14 34 9 67 13 12 35 7 67
％ 14.9% 20.9% 50.7% 13.4% - 19.4% 17.9% 52.2% 10.4% -
人 2 1 6 0 9 0 1 8 0 9
％ 22.2% 11.1% 66.7% 0.0% - 0.0% 11.1% 88.9% 0.0% -

同和地区の人々は、現在も行政から優遇さ
れている

８０歳以上

無回答

全体

年
齢

１８歳、１９
歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

「部落差別の解消の推進に関する法律」の目的や内容についての社
会全体の認知度は十分とはいえない
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年齢別でみると、「そう思う」と答えた人の割合は、「１８歳、１９歳」では、『同和問題 部落

差別）の解決への取組みについての社会全体の理解は十分とはいえない』と『部落差別をなくし

ていくためには、同和地区や同和地区出身の人々と交流することが重要である』が最も高く、い

ずれも 66.7%となっている。 

また、「２０歳代」「３０歳代」「４０歳代」「５０歳代」「６０歳代」「７０歳代」では、『「部落

差別の解消の推進に関する法律」の目的や内容についての社会全体の認知度は十分とはいえない』

が最も高く、数値はそれぞれ 46.9%、41.6%、48.9%、41.5%、40.0%、29.6%となっている。「８０

歳以上」では、『部落差別をなくしていくためには、同和地区や同和地区出身の人々と交流する

ことが重要である』が最も高く、29.9%となっている。 

S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 110 51 426 21 608 145 152 289 22 608
％ 18.1% 8.4% 70.1% 3.5% - 23.8% 25.0% 47.5% 3.6% -
人 2 0 4 0 6 3 0 3 0 6
％ 33.3% 0.0% 66.7% 0.0% - 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% -
人 6 9 34 0 49 12 12 25 0 49
％ 12.2% 18.4% 69.4% 0.0% - 24.5% 24.5% 51.0% 0.0% -
人 8 9 58 2 77 14 29 33 1 77
％ 10.4% 11.7% 75.3% 2.6% - 18.2% 37.7% 42.9% 1.3% -
人 20 6 66 2 94 23 27 42 2 94
％ 21.3% 6.4% 70.2% 2.1% - 24.5% 28.7% 44.7% 2.1% -
人 32 7 76 3 118 29 37 47 5 118
％ 27.1% 5.9% 64.4% 2.5% - 24.6% 31.4% 39.8% 4.2% -
人 15 7 67 1 90 27 16 45 2 90
％ 16.7% 7.8% 74.4% 1.1% - 30.0% 17.8% 50.0% 2.2% -
人 21 6 68 3 98 26 15 53 4 98
％ 21.4% 6.1% 69.4% 3.1% - 26.5% 15.3% 54.1% 4.1% -
人 5 6 46 10 67 10 14 35 8 67
％ 7.5% 9.0% 68.7% 14.9% - 14.9% 20.9% 52.2% 11.9% -
人 1 1 7 0 9 1 2 6 0 9
％ 11.1% 11.1% 77.8% 0.0% - 11.1% 22.2% 66.7% 0.0% -

全体

年
齢

１８歳、１９
歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

同和問題 部落差別）を口実に不当な利益などを要求する、いわゆ
る「えせ同和行為」などが行われている

自分の身近な人が話している内容から、同
和問題 部落差別）が現在も残っていると
の印象を受ける

S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 73 101 416 18 608 144 117 328 19 608
％ 12.0% 16.6% 68.4% 3.0% - 23.7% 19.2% 53.9% 3.1% -
人 1 0 5 0 6 4 0 2 0 6
％ 16.7% 0.0% 83.3% 0.0% - 66.7% 0.0% 33.3% 0.0% -
人 7 11 30 1 49 13 10 26 0 49
％ 14.3% 22.4% 61.2% 2.0% - 26.5% 20.4% 53.1% 0.0% -
人 6 20 50 1 77 15 16 44 2 77
％ 7.8% 26.0% 64.9% 1.3% - 19.5% 20.8% 57.1% 2.6% -
人 10 16 66 2 94 23 24 46 1 94
％ 10.6% 17.0% 70.2% 2.1% - 24.5% 25.5% 48.9% 1.1% -
人 16 24 75 3 118 24 35 56 3 118
％ 13.6% 20.3% 63.6% 2.5% - 20.3% 29.7% 47.5% 2.5% -
人 18 7 65 0 90 21 11 56 2 90
％ 20.0% 7.8% 72.2% 0.0% - 23.3% 12.2% 62.2% 2.2% -
人 10 10 75 3 98 22 13 60 3 98
％ 10.2% 10.2% 76.5% 3.1% - 22.4% 13.3% 61.2% 3.1% -
人 4 12 43 8 67 20 7 32 8 67
％ 6.0% 17.9% 64.2% 11.9% - 29.9% 10.4% 47.8% 11.9% -
人 1 1 7 0 9 2 1 6 0 9
％ 11.1% 11.1% 77.8% 0.0% - 22.2% 11.1% 66.7% 0.0% -

同和地区に住む友人や知人との交流を通じて、同和問題 部落差
別）が現在も残っているとの印象を受ける

部落差別をなくしていくためには、同和地
区や同和地区出身の人々と交流することが
重要である

年
齢

１８歳、１９
歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

全体
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一方で、「そうは思わない」と答えた人の割合は、「１８歳、１９歳」「３０歳代」では、『結婚

や転居などに際して、同和地区やその出身者とかかわることにより、自らも差別されるかもしれ

ないとのおそれがある』が最も高く、数値はそれぞれ 50.0%、45.5%となっている。 

また、「２０歳代」「４０歳代」「５０歳代」「６０歳代」「７０歳代」「８０歳以上」では、『部落

差別を助長するような情報がはんらんしている』が最も高く、数値はそれぞれ 46.9%、58.5%、

49.2%、40.0%、46.9%、50.7%となっている。 

 

【表３－４（２）－４ 学歴別 同和問題（部落差別）にかかわる考え方】 

 

 

 

S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 135 243 216 14 608 73 287 235 13 608
％ 22.2% 40.0% 35.5% 2.3% - 12.0% 47.2% 38.7% 2.1% -
人 11 17 25 2 55 4 23 25 3 55
％ 20.0% 30.9% 45.5% 3.6% - 7.3% 41.8% 45.5% 5.5% -

人 34 73 79 1 187 13 87 86 1 187

％ 18.2% 39.0% 42.2% 0.5% - 7.0% 46.5% 46.0% 0.5% -

人 32 50 52 4 138 21 66 48 3 138

％ 23.2% 36.2% 37.7% 2.9% - 15.2% 47.8% 34.8% 2.2% -

人 55 99 52 5 211 35 102 70 4 211
％ 26.1% 46.9% 24.6% 2.4% - 16.6% 48.3% 33.2% 1.9% -
人 1 2 1 1 5 0 4 0 1 5
％ 20.0% 40.0% 20.0% 20.0% - 0.0% 80.0% 0.0% 20.0% -
人 2 2 7 1 12 0 5 6 1 12
％ 16.7% 16.7% 58.3% 8.3% - 0.0% 41.7% 50.0% 8.3% -

部落差別を助長するような情報がはんら
んしている

結婚や転居などに際して、同和地区やその出身者とかかわることにより、自らも差別され
るかもしれないとのおそれがある

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学
校・各種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が
入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等

学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 200 108 285 15 608 49 203 342 14 608
％ 32.9% 17.8% 46.9% 2.5% - 8.1% 33.4% 56.3% 2.3% -
人 15 10 27 3 55 4 13 35 3 55
％ 27.3% 18.2% 49.1% 5.5% - 7.3% 23.6% 63.6% 5.5% -

人 50 30 106 1 187 11 61 113 2 187

％ 26.7% 16.0% 56.7% 0.5% - 5.9% 32.6% 60.4% 1.1% -

人 47 21 65 5 138 11 49 75 3 138

％ 34.1% 15.2% 47.1% 3.6% - 8.0% 35.5% 54.3% 2.2% -

人 85 41 80 5 211 22 76 108 5 211
％ 40.3% 19.4% 37.9% 2.4% - 10.4% 36.0% 51.2% 2.4% -
人 1 2 2 0 5 1 1 3 0 5
％ 20.0% 40.0% 40.0% 0.0% - 20.0% 20.0% 60.0% 0.0% -
人 2 4 5 1 12 0 3 8 1 12
％ 16.7% 33.3% 41.7% 8.3% - 0.0% 25.0% 66.7% 8.3% -

同和地区の人々は、現在も生活困難な状
況にある

同和問題(部落差別)の解決への取組みについての社会全体の理解は十分とはいえない

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学
校・各種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が
入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等

学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 119 111 360 18 608 174 169 249 16 608
％ 19.6% 18.3% 59.2% 3.0% - 28.6% 27.8% 41.0% 2.6% -
人 7 12 32 4 55 11 18 20 6 55
％ 12.7% 21.8% 58.2% 7.3% - 20.0% 32.7% 36.4% 10.9% -

人 31 25 128 3 187 43 55 88 1 187

％ 16.6% 13.4% 68.4% 1.6% - 23.0% 29.4% 47.1% 0.5% -

人 26 23 84 5 138 42 39 54 3 138

％ 18.8% 16.7% 60.9% 3.6% - 30.4% 28.3% 39.1% 2.2% -

人 54 46 106 5 211 72 54 80 5 211
％ 25.6% 21.8% 50.2% 2.4% - 34.1% 25.6% 37.9% 2.4% -
人 1 2 2 0 5 3 0 2 0 5
％ 20.0% 40.0% 40.0% 0.0% - 60.0% 0.0% 40.0% 0.0% -
人 0 3 8 1 12 3 3 5 1 12
％ 0.0% 25.0% 66.7% 8.3% - 25.0% 25.0% 41.7% 8.3% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学
校・各種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が
入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等

学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

同和問題 部落差別）に関してこれまで行われてきた教育や啓発の手法では限界がある

同和問題 部落差別）に関する昔からの
偏見や差別意識をそのまま受け入れてし
まう人が多い
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学歴別でみると、「そう思う」と答えた人の割合は、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」

では、『部落差別をなくしていくためには、同和地区や同和地区出身の人々と交流することが重

要である』が最も高く、29.1%となっている。 

また、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制中等学校」「短期大学、

高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」「大

学、大学院」では、『「部落差別の解消の推進に関する法律」の目的や内容についての社会全体の

認知度は十分とはいえない』が最も高く、数値はそれぞれ 33.2%、44.2%、44.1%となっている。

「その他」では、『同和問題 部落差別）に関する昔からの偏見や差別意識をそのまま受け入れ

S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 230 75 284 19 608 122 90 377 19 608
％ 37.8% 12.3% 46.7% 3.1% - 20.1% 14.8% 62.0% 3.1% -
人 10 14 24 7 55 9 10 30 6 55
％ 18.2% 25.5% 43.6% 12.7% - 16.4% 18.2% 54.5% 10.9% -

人 62 15 108 2 187 42 16 127 2 187

％ 33.2% 8.0% 57.8% 1.1% - 22.5% 8.6% 67.9% 1.1% -

人 61 13 60 4 138 29 17 89 3 138

％ 44.2% 9.4% 43.5% 2.9% - 21.0% 12.3% 64.5% 2.2% -

人 93 30 83 5 211 41 44 119 7 211
％ 44.1% 14.2% 39.3% 2.4% - 19.4% 20.9% 56.4% 3.3% -
人 2 1 2 0 5 0 2 3 0 5
％ 40.0% 20.0% 40.0% 0.0% - 0.0% 40.0% 60.0% 0.0% -
人 2 2 7 1 12 1 1 9 1 12
％ 16.7% 16.7% 58.3% 8.3% - 8.3% 8.3% 75.0% 8.3% -

「部落差別の解消の推進に関する法律」の目的や内容についての社会全体の認知度は十分
とはいえない

同和地区の人々は、現在も行政から優遇
されている

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学
校・各種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が
入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等

学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 110 51 426 21 608 145 152 289 22 608
％ 18.1% 8.4% 70.1% 3.5% - 23.8% 25.0% 47.5% 3.6% -
人 7 3 39 6 55 9 10 29 7 55
％ 12.7% 5.5% 70.9% 10.9% - 16.4% 18.2% 52.7% 12.7% -

人 37 7 141 2 187 40 38 106 3 187

％ 19.8% 3.7% 75.4% 1.1% - 21.4% 20.3% 56.7% 1.6% -

人 23 10 99 6 138 33 39 62 4 138

％ 16.7% 7.2% 71.7% 4.3% - 23.9% 28.3% 44.9% 2.9% -

人 39 29 137 6 211 59 62 83 7 211
％ 18.5% 13.7% 64.9% 2.8% - 28.0% 29.4% 39.3% 3.3% -
人 2 1 2 0 5 3 0 2 0 5
％ 40.0% 20.0% 40.0% 0.0% - 60.0% 0.0% 40.0% 0.0% -
人 2 1 8 1 12 1 3 7 1 12
％ 16.7% 8.3% 66.7% 8.3% - 8.3% 25.0% 58.3% 8.3% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学
校・各種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が
入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等

学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

自分の身近な人が話している内容から、同
和問題 部落差別）が現在も残っていると
の印象を受ける

同和問題 部落差別）を口実に不当な利益などを要求する、いわゆる「えせ同和行為」などが
行われている

S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 73 101 416 18 608 144 117 328 19 608
％ 12.0% 16.6% 68.4% 3.0% - 23.7% 19.2% 53.9% 3.1% -
人 4 9 36 6 55 16 10 21 8 55
％ 7.3% 16.4% 65.5% 10.9% - 29.1% 18.2% 38.2% 14.5% -

人 18 30 137 2 187 35 29 121 2 187

％ 9.6% 16.0% 73.3% 1.1% - 18.7% 15.5% 64.7% 1.1% -

人 23 17 95 3 138 28 30 76 4 138

％ 16.7% 12.3% 68.8% 2.2% - 20.3% 21.7% 55.1% 2.9% -

人 25 42 138 6 211 61 44 101 5 211
％ 11.8% 19.9% 65.4% 2.8% - 28.9% 20.9% 47.9% 2.4% -
人 2 1 2 0 5 2 2 1 0 5
％ 40.0% 20.0% 40.0% 0.0% - 40.0% 40.0% 20.0% 0.0% -
人 1 2 8 1 12 2 2 8 0 12
％ 8.3% 16.7% 66.7% 8.3% - 16.7% 16.7% 66.7% 0.0% -

同和地区に住む友人や知人との交流を通じて、同和問題 部落差別）が現在も残っている
との印象を受ける

部落差別をなくしていくためには、同和
地区や同和地区出身の人々と交流するこ
とが重要である

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学
校・各種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が
入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等

学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答
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てしまう人が多い』と『自分の身近な人が話している内容から、同和問題 部落差別）が現在も

残っているとの印象を受ける』が最も高く、いずれも 60.0%となっている。 

一方で、「そうは思わない」と答えた人の割合は、すべての学歴区分でも『部落差別を助長す

るような情報がはんらんしている』が最も高い。数値は、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学

校」41.8%、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制中等学校」46.5%、

「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専

門学校」47.8%、「大学、大学院」48.3%、「その他」80.0%となっている。 

 

【表３－４（２）－５ 職業別 同和問題（部落差別）にかかわる考え方】 

 

 

S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 135 243 216 14 608 73 287 235 13 608
％ 22.2% 40.0% 35.5% 2.3% - 12.0% 47.2% 38.7% 2.1% -
人 13 31 21 3 68 9 29 28 2 68
％ 19.1% 45.6% 30.9% 4.4% - 13.2% 42.6% 41.2% 2.9% -
人 42 66 51 1 160 30 77 52 1 160
％ 26.3% 41.3% 31.9% 0.6% - 18.8% 48.1% 32.5% 0.6% -
人 4 9 3 0 16 1 10 5 0 16
％ 25.0% 56.3% 18.8% 0.0% - 6.3% 62.5% 31.3% 0.0% -
人 38 54 46 1 139 15 70 53 1 139
％ 27.3% 38.8% 33.1% 0.7% - 10.8% 50.4% 38.1% 0.7% -
人 35 79 88 8 210 16 95 90 9 210
％ 16.7% 37.6% 41.9% 3.8% - 7.6% 45.2% 42.9% 4.3% -
人 3 4 7 1 15 2 6 7 0 15
％ 20.0% 26.7% 46.7% 6.7% - 13.3% 40.0% 46.7% 0.0% -

部落差別を助長するような情報がはんらん
している

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答

結婚や転居などに際して、同和地区やその出身者とかかわることにより、
自らも差別されるかもしれないとのおそれがある

S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 200 108 285 15 608 49 203 342 14 608
％ 32.9% 17.8% 46.9% 2.5% - 8.1% 33.4% 56.3% 2.3% -
人 23 9 33 3 68 10 19 36 3 68
％ 33.8% 13.2% 48.5% 4.4% - 14.7% 27.9% 52.9% 4.4% -
人 62 31 66 1 160 14 60 85 1 160
％ 38.8% 19.4% 41.3% 0.6% - 8.8% 37.5% 53.1% 0.6% -
人 5 4 7 0 16 3 9 4 0 16
％ 31.3% 25.0% 43.8% 0.0% - 18.8% 56.3% 25.0% 0.0% -
人 48 18 71 2 139 10 47 80 2 139
％ 34.5% 12.9% 51.1% 1.4% - 7.2% 33.8% 57.6% 1.4% -
人 58 40 103 9 210 12 63 127 8 210
％ 27.6% 19.0% 49.0% 4.3% - 5.7% 30.0% 60.5% 3.8% -
人 4 6 5 0 15 0 5 10 0 15
％ 26.7% 40.0% 33.3% 0.0% - 0.0% 33.3% 66.7% 0.0% -

同和地区の人々は、現在も生活困難な状況
にある

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

同和問題(部落差別)の解決への取組みについての社会全体の理解は十分と
はいえない

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答
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S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 119 111 360 18 608 174 169 249 16 608
％ 19.6% 18.3% 59.2% 3.0% - 28.6% 27.8% 41.0% 2.6% -
人 20 12 32 4 68 19 19 27 3 68
％ 29.4% 17.6% 47.1% 5.9% - 27.9% 27.9% 39.7% 4.4% -
人 31 36 92 1 160 56 48 55 1 160
％ 19.4% 22.5% 57.5% 0.6% - 35.0% 30.0% 34.4% 0.6% -
人 5 4 7 0 16 5 6 5 0 16
％ 31.3% 25.0% 43.8% 0.0% - 31.3% 37.5% 31.3% 0.0% -
人 24 29 85 1 139 45 36 57 1 139
％ 17.3% 20.9% 61.2% 0.7% - 32.4% 25.9% 41.0% 0.7% -
人 38 25 135 12 210 45 56 98 11 210
％ 18.1% 11.9% 64.3% 5.7% - 21.4% 26.7% 46.7% 5.2% -
人 1 5 9 0 15 4 4 7 0 15
％ 6.7% 33.3% 60.0% 0.0% - 26.7% 26.7% 46.7% 0.0% -

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答

同和問題 部落差別）に関してこれまで行われてきた教育や啓発の手法で
は限界がある

同和問題 部落差別）に関する昔からの偏
見や差別意識をそのまま受け入れてしまう
人が多い

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 230 75 284 19 608 122 90 377 19 608
％ 37.8% 12.3% 46.7% 3.1% - 20.1% 14.8% 62.0% 3.1% -
人 29 5 31 3 68 13 11 40 4 68
％ 42.6% 7.4% 45.6% 4.4% - 19.1% 16.2% 58.8% 5.9% -
人 75 24 60 1 160 34 26 98 2 160
％ 46.9% 15.0% 37.5% 0.6% - 21.3% 16.3% 61.3% 1.3% -
人 6 3 7 0 16 2 7 7 0 16
％ 37.5% 18.8% 43.8% 0.0% - 12.5% 43.8% 43.8% 0.0% -
人 53 11 74 1 139 26 17 93 3 139
％ 38.1% 7.9% 53.2% 0.7% - 18.7% 12.2% 66.9% 2.2% -
人 63 29 104 14 210 46 25 129 10 210
％ 30.0% 13.8% 49.5% 6.7% - 21.9% 11.9% 61.4% 4.8% -
人 4 3 8 0 15 1 4 10 0 15
％ 26.7% 20.0% 53.3% 0.0% - 6.7% 26.7% 66.7% 0.0% -

同和地区の人々は、現在も行政から優遇さ
れている

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答

全体

「部落差別の解消の推進に関する法律」の目的や内容についての社会全体
の認知度は十分とはいえない

S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 110 51 426 21 608 145 152 289 22 608
％ 18.1% 8.4% 70.1% 3.5% - 23.8% 25.0% 47.5% 3.6% -
人 10 4 51 3 68 16 18 31 3 68
％ 14.7% 5.9% 75.0% 4.4% - 23.5% 26.5% 45.6% 4.4% -
人 35 17 105 3 160 41 43 74 2 160
％ 21.9% 10.6% 65.6% 1.9% - 25.6% 26.9% 46.3% 1.3% -
人 3 6 7 0 16 5 5 6 0 16
％ 18.8% 37.5% 43.8% 0.0% - 31.3% 31.3% 37.5% 0.0% -
人 20 8 110 1 139 33 36 69 1 139
％ 14.4% 5.8% 79.1% 0.7% - 23.7% 25.9% 49.6% 0.7% -
人 40 13 144 13 210 48 46 101 15 210
％ 19.0% 6.2% 68.6% 6.2% - 22.9% 21.9% 48.1% 7.1% -
人 2 3 9 1 15 2 4 8 1 15
％ 13.3% 20.0% 60.0% 6.7% - 13.3% 26.7% 53.3% 6.7% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答

自分の身近な人が話している内容から、同
和問題 部落差別）が現在も残っていると
の印象を受ける

同和問題 部落差別）を口実に不当な利益などを要求する、いわゆる「え
せ同和行為」などが行われている
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職業別でみると、「そう思う」と答えた人の割合は、すべての職業区分でも『「部落差別の解消

の推進に関する法律」の目的や内容についての社会全体の認知度は十分とはいえない』が最も高

い。数値は、「自営業」42.6%、「民間正規雇用」46.9%、「公務員、教員」37.5%、「非正規雇用」

38.1%、「家事専業、学生、無職」30.0%となっている。 

一方で、「そうは思わない」と答えた人の割合は、「自営業」では、『結婚や転居などに際して、

同和地区やその出身者とかかわることにより、自らも差別されるかもしれないとのおそれがある』

が最も高く、45.6%となっている。 

また、「民間正規雇用」「公務員、教員」「非正規雇用」「家事専業、学生、無職」では、『部落差

別を助長するような情報がはんらんしている』が最も高く、数値はそれぞれ48.1%、62.5%、50.4%、

45.2%となっている。 

 

  

S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 73 101 416 18 608 144 117 328 19 608
％ 12.0% 16.6% 68.4% 3.0% - 23.7% 19.2% 53.9% 3.1% -
人 10 13 41 4 68 18 10 37 3 68
％ 14.7% 19.1% 60.3% 5.9% - 26.5% 14.7% 54.4% 4.4% -
人 21 32 106 1 160 31 47 80 2 160
％ 13.1% 20.0% 66.3% 0.6% - 19.4% 29.4% 50.0% 1.3% -
人 3 5 8 0 16 5 7 4 0 16
％ 18.8% 31.3% 50.0% 0.0% - 31.3% 43.8% 25.0% 0.0% -
人 16 18 104 1 139 33 20 85 1 139
％ 11.5% 12.9% 74.8% 0.7% - 23.7% 14.4% 61.2% 0.7% -
人 22 29 147 12 210 53 30 114 13 210
％ 10.5% 13.8% 70.0% 5.7% - 25.2% 14.3% 54.3% 6.2% -
人 1 4 10 0 15 4 3 8 0 15
％ 6.7% 26.7% 66.7% 0.0% - 26.7% 20.0% 53.3% 0.0% -

部落差別をなくしていくためには、同和地
区や同和地区出身の人々と交流することが
重要である

同和地区に住む友人や知人との交流を通じて、同和問題 部落差別）が現
在も残っているとの印象を受ける

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答
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３－５ 同和地区の人に対する就職・結婚時の現状イメージと展望 

問 10 現在、就職や結婚等について、同和地区の人々への差別は残っていると思いますか。

また、それは、近い将来、なくすことができると思いますか。（それぞれ✔は１つ） 

【就職について】 

【表３－５－１ 同和地区の人に対する就職時の現状イメージと展望】 

選択肢 件数 割合 

現在も差別は残っており、近い将来もなくすことが難しい 90 14.8（% 

現在も差別は残っているが、近い将来なくすことができる 113 18.6（% 

現在すでに差別はなくなっている 93 15.3（% 

わからない 304 50.0（% 

無回答 8 1.3（% 

合計 608 100.0（% 

 

【図３－５－１ 同和地区の人に対する就職時の現状イメージと展望】 

 

全体でみると、「わからない」と答えた人が最も高く、50.0%となっている。続いて「現在も差

別は残っているが、近い将来なくすことができる」が 18.6%、「現在すでに差別はなくなってい

る」が 15.3%となっている。 

 

  

14.8% 18.6% 15.3% 50.0%

1.3%

全体

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在も差別は残っており、近い将来もなくすことが難しい

現在も差別は残っているが、近い将来なくすことができる

現在すでに差別はなくなっている

わからない

無回答
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【表３－５－２ 性別 同和地区の人に対する就職時の現状イメージと展望】 

 
 

性別でみると、男性では「わからない」が 41.3%と最も高く、次いで「現在も差別は残ってい

るが、近い将来なくすことができる」が 22.0%、「現在も差別は残っており、近い将来もなくすこ

とが難しい」が 18.3%となっている。 

一方で、女性では「わからない」が 53.1%と最も高く、次いで「現在も差別は残っているが、

近い将来なくすことができる」が 17.3%、「現在すでに差別はなくなっている」が 14.8%となって

いる。 

 

  

SA

現在も
差別は
残って
おり、
近い将
来もな
くすこ
とが難
しい

現在も差
別は残っ
ている
が、近い
将来なく
すことが
できる

現在すで
に差別は
なくなっ
ている

わからな
い

無回答 回答人数

人 90 113 93 304 8 608

％ 14.8% 18.6% 15.3% 50.0% 1.3% -

人 40 48 39 90 1 218

％ 18.3% 22.0% 17.9% 41.3% 0.5% -

人 48 62 53 190 5 358

％ 13.4% 17.3% 14.8% 53.1% 1.4% -

人 0 1 0 20 1 22

％ 0.0% 4.5% 0.0% 90.9% 4.5% -

人 2 2 1 4 1 10

％ 20.0% 20.0% 10.0% 40.0% 10.0% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答



109 

【表３－５－３ 年齢別 同和地区の人に対する就職時の現状イメージと展望】 

 

 

年齢別でみると、いずれの年齢区分でも「わからない」が最も高く、数値は「１８歳、１９歳」

33.3%、「２０歳代」59.2%、「３０歳代」50.6%、「４０歳代」41.5%、「５０歳代」50.0%、「６０歳

代」50.0%、「７０歳代」50.0%、「８０歳以上」56.7%となっている。 

 

  

SA

現在も
差別は
残って
おり、
近い将
来もな
くすこ
とが難
しい

現在も差
別は残っ
ている
が、近い
将来なく
すことが
できる

現在すで
に差別は
なくなっ
ている

わからな
い

無回答 回答人数

人 90 113 93 304 8 608

％ 14.8% 18.6% 15.3% 50.0% 1.3% -

人 1 2 1 2 0 6

％ 16.7% 33.3% 16.7% 33.3% 0.0% -

人 6 7 7 29 0 49

％ 12.2% 14.3% 14.3% 59.2% 0.0% -

人 12 11 15 39 0 77

％ 15.6% 14.3% 19.5% 50.6% 0.0% -

人 12 22 20 39 1 94

％ 12.8% 23.4% 21.3% 41.5% 1.1% -

人 19 23 14 59 3 118

％ 16.1% 19.5% 11.9% 50.0% 2.5% -

人 16 17 12 45 0 90

％ 17.8% 18.9% 13.3% 50.0% 0.0% -

人 14 23 10 49 2 98

％ 14.3% 23.5% 10.2% 50.0% 2.0% -

人 8 7 13 38 1 67

％ 11.9% 10.4% 19.4% 56.7% 1.5% -

人 2 1 1 4 1 9

％ 22.2% 11.1% 11.1% 44.4% 11.1% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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【表３－５－４ 学歴別 同和地区の人に対する就職時の現状イメージと展望】 

 

学歴別でみると、「その他」を除くいずれの学歴区分でも「わからない」が最も高く、「中学校、

旧制小学校、旧制高等小学校」52.7%、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、

旧制中等学校」57.2%、「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学

校、旧制高等学校・専門学校」51.4%、「大学、大学院」42.2%となっている。 

また、「その他」では「現在も差別は残っており、近い将来もなくすことが難しい」最も高く、

数値は 60.0%となっている。 

 

  

SA

現在も
差別は
残って
おり、
近い将
来もな
くすこ
とが難
しい

現在も差
別は残っ
ている
が、近い
将来なく
すことが
できる

現在すで
に差別は
なくなっ
ている

わからな
い

無回答 回答人数

人 90 113 93 304 8 608

％ 14.8% 18.6% 15.3% 50.0% 1.3% -

人 8 7 9 29 2 55

％ 14.5% 12.7% 16.4% 52.7% 3.6% -

人 27 32 21 107 0 187

％ 14.4% 17.1% 11.2% 57.2% 0.0% -

人 22 19 23 71 3 138

％ 15.9% 13.8% 16.7% 51.4% 2.2% -

人 28 54 38 89 2 211

％ 13.3% 25.6% 18.0% 42.2% 0.9% -

人 3 0 0 2 0 5

％ 60.0% 0.0% 0.0% 40.0% 0.0% -

人 2 1 2 6 1 12

％ 16.7% 8.3% 16.7% 50.0% 8.3% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答
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【表３－５－５ 職業別 同和地区の人に対する就職時の現状イメージと展望】 

 

職業別でみると、「自営業」「民間正規雇用」「非正規雇用」「家事専業、学生、無職」では「わ

からない」が最も高く、数値は各々39.7%、44.4%、51.8%、58.1%となっている。 

また、「公務員、教員」では「現在も差別は残っており、近い将来もなくすことが難しい」が最

も高く、43.8%となっている。 

 

  

S
A

現在も
差別は
残って
おり、
近い将
来もな
くすこ
とが難
しい

現在も
差別は
残って
いる
が、近
い将来
なくす
ことが
できる

現在す
でに差
別はな
くなっ
ている

わから
ない

無回答
回答人
数

人 90 113 93 304 8 608
％ 14.8% 18.6% 15.3% 50.0% 1.3% -
人 8 24 8 27 1 68

％ 11.8% 35.3% 11.8% 39.7% 1.5% -

人 22 31 34 71 2 160

％ 13.8% 19.4% 21.3% 44.4% 1.3% -

人 7 2 1 6 0 16

％ 43.8% 12.5% 6.3% 37.5% 0.0% -

人 23 21 22 72 1 139

％ 16.5% 15.1% 15.8% 51.8% 0.7% -

人 27 32 26 122 3 210

％ 12.9% 15.2% 12.4% 58.1% 1.4% -

人 3 3 2 6 1 15

％ 20.0% 20.0% 13.3% 40.0% 6.7% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無
職

無回答
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【結婚等について】 

【表３－５－６ 同和地区の人に対する結婚等時の現状イメージと展望】 

選択肢 件数 割合 

現在も差別は残っており、近い将来もなくすことが難しい 123 20.2（% 

現在も差別は残っているが、近い将来なくすことができる 131 21.5（% 

現在すでに差別はなくなっている 63 10.4（% 

わからない 282 46.4（% 

無回答 9 1.5（% 

合計 608 100.0（% 

 

【図３－５－２ 同和地区の人に対する結婚等時の現状イメージと展望】 

 

全体でみると、「わからない」と答えた人が最も高く、46.4%となっている。続いて「現在も差

別は残っているが、近い将来なくすことができる」が 21.5%、「現在も差別は残っており、近い将

来もなくすことが難しい」が 20.2%となっている。 

 

【表３－５－７ 性別 同和地区の人に対する結婚等時の現状イメージと展望】 

 
性別でみると、男性では「わからない」が 39.0%と最も高く、次いで「現在も差別は残ってお

20.2% 21.5% 10.4% 46.4% 1.5%全体

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在も差別は残っており、近い将来もなくすことが難しい

現在も差別は残っているが、近い将来なくすことができる

現在すでに差別はなくなっている

わからない

無回答

SA

現在も
差別は
残って
おり、
近い将
来もな
くすこ
とが難
しい

現在も差
別は残っ
ている
が、近い
将来なく
すことが
できる

現在すで
に差別は
なくなっ
ている

わからな
い

無回答 回答人数

人 123 131 63 282 9 608

％ 20.2% 21.5% 10.4% 46.4% 1.5% -

人 51 51 29 85 2 218

％ 23.4% 23.4% 13.3% 39.0% 0.9% -

人 70 75 33 174 6 358

％ 19.6% 20.9% 9.2% 48.6% 1.7% -

人 0 2 0 19 1 22

％ 0.0% 9.1% 0.0% 86.4% 4.5% -

人 2 3 1 4 0 10

％ 20.0% 30.0% 10.0% 40.0% 0.0% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答
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り、近い将来もなくすことが難しい」と「現在も差別は残っているが、近い将来なくすことがで

きる」がいずれも 23.4%で並んでいる。 

一方で、女性では「わからない」が 48.6%と最も高く、次いで「現在も差別は残っているが、

近い将来なくすことができる」が 20.9%、「現在も差別は残っており、近い将来もなくすことが難

しい」が 19.6%となっている。 

 

【表３－５－８ 年齢別 同和地区の人に対する結婚等時の現状イメージと展望】 

 

年齢別でみると、いずれの年齢区分でも「わからない」が最も高く、数値は「１８歳、１９歳」

33.3%、「２０歳代」49.0%、「３０歳代」42.9%、「４０歳代」41.5%、「５０歳代」49.2%、「６０歳

代」46.7%、「７０歳代」46.9%、「８０歳以上」49.3%となっている。 

  

SA

現在も
差別は
残って
おり、
近い将
来もな
くすこ
とが難
しい

現在も差
別は残っ
ている
が、近い
将来なく
すことが
できる

現在すで
に差別は
なくなっ
ている

わからな
い

無回答 回答人数

人 123 131 63 282 9 608

％ 20.2% 21.5% 10.4% 46.4% 1.5% -

人 2 2 0 2 0 6

％ 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% -

人 11 10 4 24 0 49

％ 22.4% 20.4% 8.2% 49.0% 0.0% -

人 19 17 8 33 0 77

％ 24.7% 22.1% 10.4% 42.9% 0.0% -

人 17 24 13 39 1 94

％ 18.1% 25.5% 13.8% 41.5% 1.1% -

人 25 23 9 58 3 118

％ 21.2% 19.5% 7.6% 49.2% 2.5% -

人 19 21 7 42 1 90

％ 21.1% 23.3% 7.8% 46.7% 1.1% -

人 18 23 9 46 2 98

％ 18.4% 23.5% 9.2% 46.9% 2.0% -

人 10 10 12 33 2 67

％ 14.9% 14.9% 17.9% 49.3% 3.0% -

人 2 1 1 5 0 9

％ 22.2% 11.1% 11.1% 55.6% 0.0% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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【表３－５－９ 学歴別 同和地区の人に対する結婚等時の現状イメージと展望】 

 

学歴別でみると、「その他」を除くいずれの学歴区分でも「わからない」が最も高く、数値は

「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」52.7%、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・

各種学校、旧制中等学校」52.9%、「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学

校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」47.1%、「大学、大学院」38.4%となっている。 

また、「その他」では「現在も差別は残っており、近い将来もなくすことが難しい」が最も高

く、80.0%となっている。 

 

  

SA

現在も
差別は
残って
おり、
近い将
来もな
くすこ
とが難
しい

現在も差
別は残っ
ている
が、近い
将来なく
すことが
できる

現在すで
に差別は
なくなっ
ている

わからな
い

無回答 回答人数

人 123 131 63 282 9 608

％ 20.2% 21.5% 10.4% 46.4% 1.5% -

人 10 7 7 29 2 55

％ 18.2% 12.7% 12.7% 52.7% 3.6% -

人 30 38 19 99 1 187

％ 16.0% 20.3% 10.2% 52.9% 0.5% -

人 30 26 14 65 3 138

％ 21.7% 18.8% 10.1% 47.1% 2.2% -

人 47 59 21 81 3 211

％ 22.3% 28.0% 10.0% 38.4% 1.4% -

人 4 0 0 1 0 5

％ 80.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% -

人 2 1 2 7 0 12

％ 16.7% 8.3% 16.7% 58.3% 0.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答
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【表３－５－１０ 職業別 同和地区の人に対する結婚等時の現状イメージと展望】 

 

職業別でみると、「民間正規雇用」「非正規雇用」「家事専業、学生、無職」では「わからない」

が最も高く、数値は各々43.8%、50.4%、52.4%となっている。 

また、「自営業」では「現在も差別は残っているが、近い将来なくすことができる」が最も高

く、39.7%となっている。「公務員、教員」では「現在も差別は残っており、近い将来もなくすこ

とが難しい」が最も高く、50.0%となっている。 

 

  

S
A

現在も
差別は
残って
おり、
近い将
来もな
くすこ
とが難
しい

現在も
差別は
残って
いる
が、近
い将来
なくす
ことが
できる

現在す
でに差
別はな
くなっ
ている

わから
ない

無回答
回答人
数

人 123 131 63 282 9 608
％ 20.2% 21.5% 10.4% 46.4% 1.5% -
人 11 27 7 21 2 68

％ 16.2% 39.7% 10.3% 30.9% 2.9% -

人 36 31 21 70 2 160

％ 22.5% 19.4% 13.1% 43.8% 1.3% -

人 8 2 1 5 0 16

％ 50.0% 12.5% 6.3% 31.3% 0.0% -

人 28 26 14 70 1 139

％ 20.1% 18.7% 10.1% 50.4% 0.7% -

人 37 41 18 110 4 210

％ 17.6% 19.5% 8.6% 52.4% 1.9% -

人 3 4 2 6 0 15

％ 20.0% 26.7% 13.3% 40.0% 0.0% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無
職

無回答
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第４章 人権問題に関する意識・経験 

４－１ インターネット上の人権侵害に関して解決が必要な問題 

問 11 インターネット上の人権侵害に関することで、あなたが解決する必要があると思う

ものに✔をつけてください。（✔はいくつでも） 

【表４－１－１ インターネット上の人権侵害に関して解決が必要な問題】 

 

  

選択肢 件数 割合 

他人のプライバシーに関する情報や誹謗中傷する情報が

掲載されること 
516 76.3 % 

虚偽の情報や誤った情報が拡散されること 544 80.5 % 

問題のある情報がインターネット上に掲載されると、削

除や訂正をしたり、書き込んだ人を特定したりするため

の手続きに時間がかかること 
335 49.6 % 

こどもたちの間で、インターネットを利用した「いじ

め」が発生していること 
433 64.1 % 

差別を助長するような情報が掲載されること 302 44.7 % 

捜査対象となっている未成年者の名前や顔写真が掲載さ

れること 
189 28.0 % 

その他 6 0.9 % 

わからない 46 6.8 % 

解決する必要があると思うものはない 4 0.6 % 

無回答 20 3.0 % 

合計 676 - 
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【図４－１ インターネット上の人権侵害に関して解決が必要な問題】 

 

全体でみると、「虚偽の情報や誤った情報が拡散されること」と答えた人が最も高く、80.5%と

なっている。続いて「他人のプライバシーに関する情報や誹謗中傷する情報が掲載されること」

が 76.3%、『こどもたちの間で、インターネットを利用した「いじめ」が発生していること』が

64.1%となっている。 

 

  

76.3%
80.5%

49.6%

64.1%

44.7%

28.0%

0.9%

6.8%

0.6%
3.0%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

他
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
情
報
や
誹
謗
中
傷
す

る
情
報
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と

虚
偽
の
情
報
や
誤
っ
た
情
報
が
拡
散
さ
れ
る
こ
と

問
題
の
あ
る
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
さ
れ

る
と
、
削
除
や
訂
正
を
し
た
り
、
書
き
込
ん
だ
人
を
特

定
し
た
り
す
る
た
め
の
手
続
き
に
時
間
が
か
か
る
こ
と

こ
ど
も
た
ち
の
間
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

「
い
じ
め
」
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

差
別
を
助
長
す
る
よ
う
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と

捜
査
対
象
と
な
っ
て
い
る
未
成
年
者
の
名
前
や
顔
写
真

が
掲
載
さ
れ
る
こ
と

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

解
決
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
も
の
は
な
い

無
回
答
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【表４－１－２ 性別 インターネット上の人権侵害に関して解決が必要な問題】 

 

性別でみると、男性では「虚偽の情報や誤った情報が拡散されること」が 79.9%と最も高く、

次いで「他人のプライバシーに関する情報や誹謗中傷する情報が掲載されること」が 74.5%、「こ

どもたちの間で、インターネットを利用した『いじめ』が発生していること」が 60.7%となって

いる。 

一方で、女性では「虚偽の情報や誤った情報が拡散されること」が 83.4%と最も高く、次いで

「他人のプライバシーに関する情報や誹謗中傷する情報が掲載されること」が 80.9%、「こどもた

ちの間で、インターネットを利用した『いじめ』が発生していること」が 69.1%となっている。 

  

MA

他人の
プライ
バシー
に関す
る情報
や誹謗
中傷す
る情報
が掲載
される
こと

虚偽の情
報や誤っ
た情報が
拡散され
ること

問題のあ
る情報が
インター
ネット上
に掲載さ
れると、
削除や訂
正をした
り、書き
込んだ人
を特定し
たりする
ための手
続きに時
間がかか
ること

こどもた
ちの間
で、イン
ターネッ
トを利用
した「い
じめ」が
発生して
いること

差別を助
長するよ
うな情報
が掲載さ
れること

捜査対象
となって
いる未成
年者の名
前や顔写
真が掲載
されるこ
と

その他
わからな
い

解決する
必要があ
ると思う
ものはな
い

無回答 回答人数

人 516 544 335 433 302 189 6 46 4 20 676

％ 76.3% 80.5% 49.6% 64.1% 44.7% 28.0% 0.9% 6.8% 0.6% 3.0% -

人 178 191 124 145 106 59 1 14 3 4 239

％ 74.5% 79.9% 51.9% 60.7% 44.4% 24.7% 0.4% 5.9% 1.3% 1.7% -

人 317 327 198 271 187 122 4 21 1 8 392

％ 80.9% 83.4% 50.5% 69.1% 47.7% 31.1% 1.0% 5.4% 0.3% 2.0% -

人 13 18 8 10 5 4 1 6 0 2 26

％ 50.0% 69.2% 30.8% 38.5% 19.2% 15.4% 3.8% 23.1% 0.0% 7.7% -

人 8 8 5 7 4 4 0 5 0 6 19

％ 42.1% 42.1% 26.3% 36.8% 21.1% 21.1% 0.0% 26.3% 0.0% 31.6% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答
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【表４－１－３ 年齢別 インターネット上の人権侵害に関して解決が必要な問題】 

 

年齢別でみると、「１８歳、１９歳」では「虚偽の情報や誤った情報が拡散されること」と「差

別を助長するような情報が掲載されること」が最も高く、数値はともに 63.6%となっている。 

また、「２０歳代」「３０歳代」「４０歳代」「５０歳代」「６０歳代」「７０歳代」では「虚偽の

情報や誤った情報が拡散されること」が最も高く、数値は各々84.2%、82.6%、87.0%、83.7%、91.8%、

76.6%となっている。 

「８０歳以上」では「他人のプライバシーに関する情報や誹謗中傷する情報が掲載されること」

が最も高く、65.8%となっている。 

 

  

MA

他人の
プライ
バシー
に関す
る情報
や誹謗
中傷す
る情報
が掲載
される
こと

虚偽の情
報や誤っ
た情報が
拡散され
ること

問題のあ
る情報が
インター
ネット上
に掲載さ
れると、
削除や訂
正をした
り、書き
込んだ人
を特定し
たりする
ための手
続きに時
間がかか
ること

こどもた
ちの間
で、イン
ターネッ
トを利用
した「い
じめ」が
発生して
いること

差別を助
長するよ
うな情報
が掲載さ
れること

捜査対象
となって
いる未成
年者の名
前や顔写
真が掲載
されるこ
と

その他
わからな
い

解決する
必要があ
ると思う
ものはな
い

無回答 回答人数

人 516 544 335 433 302 189 6 46 4 20 676

％ 76.3% 80.5% 49.6% 64.1% 44.7% 28.0% 0.9% 6.8% 0.6% 3.0% -

人 6 7 3 5 7 2 0 1 2 0 11

％ 54.5% 63.6% 27.3% 45.5% 63.6% 18.2% 0.0% 9.1% 18.2% 0.0% -

人 48 48 26 39 29 15 0 2 0 0 57

％ 84.2% 84.2% 45.6% 68.4% 50.9% 26.3% 0.0% 3.5% 0.0% 0.0% -

人 66 71 38 61 42 27 1 5 0 1 86

％ 76.7% 82.6% 44.2% 70.9% 48.8% 31.4% 1.2% 5.8% 0.0% 1.2% -

人 83 87 58 69 38 30 3 1 1 3 100

％ 83.0% 87.0% 58.0% 69.0% 38.0% 30.0% 3.0% 1.0% 1.0% 3.0% -

人 93 103 69 85 53 26 1 8 1 1 123

％ 75.6% 83.7% 56.1% 69.1% 43.1% 21.1% 0.8% 6.5% 0.8% 0.8% -

人 83 90 64 69 52 38 0 4 0 1 98

％ 84.7% 91.8% 65.3% 70.4% 53.1% 38.8% 0.0% 4.1% 0.0% 1.0% -

人 79 82 51 67 52 32 0 6 0 5 107

％ 73.8% 76.6% 47.7% 62.6% 48.6% 29.9% 0.0% 5.6% 0.0% 4.7% -

人 50 48 20 32 26 16 1 15 0 3 76

％ 65.8% 63.2% 26.3% 42.1% 34.2% 21.1% 1.3% 19.7% 0.0% 3.9% -

人 8 8 6 6 3 3 0 4 0 6 18

％ 44.4% 44.4% 33.3% 33.3% 16.7% 16.7% 0.0% 22.2% 0.0% 33.3% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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【表４－１－４ 学歴別 インターネット上の人権侵害に関して解決が必要な問題】 

 

学歴別でみると、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」「その他」では「他人のプライバシ

ーに関する情報や誹謗中傷する情報が掲載されること」が最も高く、数値は各々67.7%、57.1%と

なっている。 

また、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制中等学校」「短期大学、

高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」「大

学、大学院」では「虚偽の情報や誤った情報が拡散されること」が最も高く、数値は各々81.6%、

87.1%、84.4%となっている。 

 

  

MA

他人の
プライ
バシー
に関す
る情報
や誹謗
中傷す
る情報
が掲載
される
こと

虚偽の情
報や誤っ
た情報が
拡散され
ること

問題のあ
る情報が
インター
ネット上
に掲載さ
れると、
削除や訂
正をした
り、書き
込んだ人
を特定し
たりする
ための手
続きに時
間がかか
ること

こどもた
ちの間
で、イン
ターネッ
トを利用
した「い
じめ」が
発生して
いること

差別を助
長するよ
うな情報
が掲載さ
れること

捜査対象
となって
いる未成
年者の名
前や顔写
真が掲載
されるこ
と

その他
わからな
い

解決する
必要があ
ると思う
ものはな
い

無回答 回答人数

人 516 544 335 433 302 189 6 46 4 20 676

％ 76.3% 80.5% 49.6% 64.1% 44.7% 28.0% 0.9% 6.8% 0.6% 3.0% -

人 44 42 16 32 20 13 1 11 0 3 65

％ 67.7% 64.6% 24.6% 49.2% 30.8% 20.0% 1.5% 16.9% 0.0% 4.6% -

人 153 173 114 138 96 54 2 14 2 7 212

％ 72.2% 81.6% 53.8% 65.1% 45.3% 25.5% 0.9% 6.6% 0.9% 3.3% -

人 117 128 78 97 69 48 1 7 0 3 147

％ 79.6% 87.1% 53.1% 66.0% 46.9% 32.7% 0.7% 4.8% 0.0% 2.0% -

人 189 190 118 156 112 71 2 8 2 1 225

％ 84.0% 84.4% 52.4% 69.3% 49.8% 31.6% 0.9% 3.6% 0.9% 0.4% -

人 4 3 3 3 2 0 0 1 0 0 7

％ 57.1% 42.9% 42.9% 42.9% 28.6% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% -

人 9 8 6 7 3 3 0 5 0 6 20

％ 45.0% 40.0% 30.0% 35.0% 15.0% 15.0% 0.0% 25.0% 0.0% 30.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答
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【表４－１－５ 職業別 インターネット上の人権侵害に関して解決が必要な問題】 

 

職業別でみると、「自営業」「民間正規雇用」「非正規雇用」「家事専業、学生、無職」では「虚

偽の情報や誤った情報が拡散されること」が最も高く、数値は各々82.2%、87.4%、86.0%、74.7%

となっている。 

また、「公務員、教員」では「他人のプライバシーに関する情報や誹謗中傷する情報が掲載さ

れること」が最も高く、87.5%となっている。 

  

M
A

他人の
プライ
バシー
に関す
る情報
や誹謗
中傷す
る情報
が掲載
される
こと

虚偽の
情報や
誤った
情報が
拡散さ
れるこ
と

問題の
ある情
報がイ
ンター
ネット
上に掲
載され
ると、
削除や
訂正を
した
り、書
き込ん
だ人を
特定し
たりす
るため
の手続
きに時
間がか
かるこ
と

こども
たちの
間で、
イン
ター
ネット
を利用
した
「いじ
め」が
発生し
ている
こと

差別を
助長す
るよう
な情報
が掲載
される
こと

捜査対
象と
なって
いる未
成年者
の名前
や顔写
真が掲
載され
ること

その他
わから
ない

解決す
る必要
がある
と思う
ものは
ない

無回答
回答人
数

人 516 544 335 433 302 189 6 46 4 20 676

％ 76.3% 80.5% 49.6% 64.1% 44.7% 28.0% 0.9% 6.8% 0.6% 3.0% -

人 54 60 41 47 31 24 1 2 1 3 73

％ 74.0% 82.2% 56.2% 64.4% 42.5% 32.9% 1.4% 2.7% 1.4% 4.1% -

人 140 152 89 123 85 46 0 8 0 0 174

％ 80.5% 87.4% 51.1% 70.7% 48.9% 26.4% 0.0% 4.6% 0.0% 0.0% -

人 14 13 7 6 4 3 0 1 0 0 16

％ 87.5% 81.3% 43.8% 37.5% 25.0% 18.8% 0.0% 6.3% 0.0% 0.0% -

人 122 129 81 113 69 47 2 3 1 5 150

％ 81.3% 86.0% 54.0% 75.3% 46.0% 31.3% 1.3% 2.0% 0.7% 3.3% -

人 173 180 110 133 107 63 3 28 2 7 241

％ 71.8% 74.7% 45.6% 55.2% 44.4% 26.1% 1.2% 11.6% 0.8% 2.9% -

人 13 10 7 11 6 6 0 4 0 5 22

％ 59.1% 45.5% 31.8% 50.0% 27.3% 27.3% 0.0% 18.2% 0.0% 22.7% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無
職

無回答
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４－２ 人権上の問題行動を受けた・見聞きした経験 

（１）人権上の問題行動を受けた・見聞きした経験の有無 

問 12 あなたは、これまでに人権上問題と思われる言動を受けたり、身近で見聞きしたり

した経験がありますか。（✔はいくつでも） 

【 （））あなた自身の経験】 

【表４－２（１）－１ 人権上の問題行動を受けた・見聞きした経験の有無】 

 

 

  

選択肢 件数 割合 

女性であることを理由とする差別や不当な扱い 94 13.9 % 

配偶者・パートナーなどからの暴力 身体的暴力のほ

か、精神的・経済的なもの等を含む） 
69 10.2 % 

こどもの頃の体罰や嫌がらせ 96 14.2 % 

学校でのいじめ 152 22.5 % 

高齢であることを理由とする差別や不当な扱い 23 3.4 % 

障がいがあることを理由とする差別や不当な扱い 38 5.6 % 

同和地区出身であることを理由とする差別や不当な扱い 13 1.9 % 

外国人であることを理由とする差別や不当な扱い 29 4.3 % 

ＬＧＢＴなどの性的マイノリティであることを理由とす

る差別や不当な扱い 
14 2.1 % 

職場や大学などにおけるハラスメント パワーハラスメ

ント、カスタマーハラスメント、アカデミックハラスメ

ントなど） 

121 17.9 % 

地域や職場、学校などでの差別的な言動、誹謗中傷、あ

らぬうわさ 
73 10.8 % 

プライバシーの侵害 43 6.4 % 

インターネット上の人権侵害 29 4.3 % 

その他 7 1.0 % 

答えたくない 22 3.3 % 

いずれも経験したことはない 255 37.7 % 

無回答 105 15.5 % 

合計 676 - 
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【図４－２（１）－１ 人権上の問題行動を受けた・見聞きした経験の有無】 

 

 
全体でみると、「いずれも経験したことはない」と答えた人が最も高く、37.7%となっている。

続いて「学校でのいじめ」が 22.5%、「職場や大学などにおけるハラスメント」が 17.9%となって

いる。 
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イ
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答
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【表４－２（１）－２ 性別 人権上の問題行動を受けた・見聞きした経験の有無】 

 

性別でみると、男性では「いずれも経験したことはない」が 44.8%と最も高く、次いで「学校

でのいじめ」が 17.6%、「職場や大学などにおけるハラスメント」が 13.0%となっている。 

一方で、女性では「いずれも経験したことはない」が 34.4%と最も高く、次いで「学校でのい

じめ」が 26.0%、「女性であることを理由とする差別や不当な扱い」が 21.9%となっている。 

 

  

M
A

女性で
あるこ
とを理
由とす
る差別
や不当
な扱い

配偶
者・
パート
ナーな
どから
の暴力

こども
の頃の
体罰や
嫌がら
せ

学校で
のいじ
め

高齢で
あるこ
とを理
由とす
る差別
や不当
な扱い

障がい
がある
ことを
理由と
する差
別や不
当な扱
い

同和地
区出身
である
ことを
理由と
する差
別や不
当な扱
い

外国人
である
ことを
理由と
する差
別や不
当な扱
い

ＬＧＢ
Ｔなど
の性的
マイノ
リティ
である
ことを
理由と
する差
別や不
当な扱
い

職場や
大学な
どにお
けるハ
ラスメ
ント

地域や
職場、
学校な
どでの
差別的
な言
動、誹
謗中
傷、あ
らぬう
わさ

人 94 69 96 152 23 38 13 29 14 121 73

％ 13.9% 10.2% 14.2% 22.5% 3.4% 5.6% 1.9% 4.3% 2.1% 17.9% 10.8%

人 4 7 24 42 9 13 5 11 3 31 19

％ 1.7% 2.9% 10.0% 17.6% 3.8% 5.4% 2.1% 4.6% 1.3% 13.0% 7.9%

人 86 59 67 102 13 24 8 17 11 82 52

％ 21.9% 15.1% 17.1% 26.0% 3.3% 6.1% 2.0% 4.3% 2.8% 20.9% 13.3%

人 3 2 3 6 1 1 0 1 0 4 0

％ 11.5% 7.7% 11.5% 23.1% 3.8% 3.8% 0.0% 3.8% 0.0% 15.4% 0.0%

人 1 1 2 2 0 0 0 0 0 4 2

％ 5.3% 5.3% 10.5% 10.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 21.1% 10.5%

M
A

プライ
バシー
の侵害

イン
ター
ネット
上の人
権侵害

その他
答えた
くない

いずれ
も経験
したこ
とはな
い

無回答
回答人
数

人 43 29 7 22 255 105 676
％ 6.4% 4.3% 1.0% 3.3% 37.7% 15.5% -
人 11 9 1 7 107 43 239
％ 4.6% 3.8% 0.4% 2.9% 44.8% 18.0% -
人 30 18 6 11 135 47 392
％ 7.7% 4.6% 1.5% 2.8% 34.4% 12.0% -
人 1 1 0 4 8 5 26
％ 3.8% 3.8% 0.0% 15.4% 30.8% 19.2% -
人 1 1 0 0 5 10 19
％ 5.3% 5.3% 0.0% 0.0% 26.3% 52.6% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答
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【表４－２（１）－３ 年齢別 人権上の問題行動を受けた・見聞きした経験の有無】 

 

年齢別でみると、「１８歳、１９歳」「３０歳代」「６０歳代」「７０歳代」「８０歳以上」では

「いずれも経験したことはない」が最も高く、数値はそれぞれ 45.5%、34.9%、34.7%、51.4%、

51.3%となっている。 

また、「２０歳代」「４０歳代」では「学校でのいじめ」が最も高く、数値はそれぞれ 35.1%、

30.0%となっている。「５０歳代」では「学校でのいじめ」と「いずれも経験したことはない」が

同率で最も高く、いずれも 33.3%となっている。 

 

MA

女性で
あるこ
とを理
由とす
る差別
や不当
な扱い

配偶者・
パート
ナーなど
からの暴
力

こどもの
頃の体罰
や嫌がら
せ

学校での
いじめ

高齢であ
ることを
理由とす
る差別や
不当な扱
い

障がいが
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

同和地区
出身であ
ることを
理由とす
る差別や
不当な扱
い

外国人で
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

ＬＧＢＴ
などの性
的マイノ
リティで
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

職場や大
学などに
おけるハ
ラスメン
ト

地域や職
場、学校
などでの
差別的な
言動、誹
謗中傷、
あらぬう
わさ

人 94 69 96 152 23 38 13 29 14 121 73

％ 13.9% 10.2% 14.2% 22.5% 3.4% 5.6% 1.9% 4.3% 2.1% 17.9% 10.8%

人 1 0 1 3 0 0 0 0 0 1 0

％ 9.1% 0.0% 9.1% 27.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0%

人 11 3 10 20 1 4 1 3 3 12 10

％ 19.3% 5.3% 17.5% 35.1% 1.8% 7.0% 1.8% 5.3% 5.3% 21.1% 17.5%

人 13 12 11 25 0 3 1 4 1 16 12

％ 15.1% 14.0% 12.8% 29.1% 0.0% 3.5% 1.2% 4.7% 1.2% 18.6% 14.0%

人 18 16 17 30 1 5 4 7 3 27 11

％ 18.0% 16.0% 17.0% 30.0% 1.0% 5.0% 4.0% 7.0% 3.0% 27.0% 11.0%

人 23 15 29 41 4 10 4 3 2 33 17

％ 18.7% 12.2% 23.6% 33.3% 3.3% 8.1% 3.3% 2.4% 1.6% 26.8% 13.8%

人 14 8 10 15 6 7 1 4 1 14 9

％ 14.3% 8.2% 10.2% 15.3% 6.1% 7.1% 1.0% 4.1% 1.0% 14.3% 9.2%

人 10 8 10 13 9 4 2 6 2 12 8

％ 9.3% 7.5% 9.3% 12.1% 8.4% 3.7% 1.9% 5.6% 1.9% 11.2% 7.5%

人 3 6 6 4 2 5 0 2 2 4 5

％ 3.9% 7.9% 7.9% 5.3% 2.6% 6.6% 0.0% 2.6% 2.6% 5.3% 6.6%

人 1 1 2 1 0 0 0 0 0 2 1

％ 5.6% 5.6% 11.1% 5.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 5.6%

MA
プライ
バシー
の侵害

インター
ネット上
の人権侵
害

その他
答えたく
ない

いずれも
経験した
ことはな
い

無回答 回答人数

人 43 29 7 22 255 105 676

％ 6.4% 4.3% 1.0% 3.3% 37.7% 15.5% -

人 0 0 0 1 5 2 11

％ 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 45.5% 18.2% -

人 9 7 0 4 18 5 57

％ 15.8% 12.3% 0.0% 7.0% 31.6% 8.8% -

人 5 3 1 2 30 9 86

％ 5.8% 3.5% 1.2% 2.3% 34.9% 10.5% -

人 6 4 0 2 27 7 100

％ 6.0% 4.0% 0.0% 2.0% 27.0% 7.0% -

人 10 8 3 5 41 15 123

％ 8.1% 6.5% 2.4% 4.1% 33.3% 12.2% -

人 4 2 1 6 34 20 98

％ 4.1% 2.0% 1.0% 6.1% 34.7% 20.4% -

人 6 2 1 1 55 19 107

％ 5.6% 1.9% 0.9% 0.9% 51.4% 17.8% -

人 2 2 1 0 39 19 76

％ 2.6% 2.6% 1.3% 0.0% 51.3% 25.0% -

人 1 1 0 1 6 9 18

％ 5.6% 5.6% 0.0% 5.6% 33.3% 50.0% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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【表４－２（１）－４ 学歴別 人権上の問題行動を受けた・見聞きした経験の有無】 

 

学歴別でみると、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」（「高等学校、中学校卒業が入学資格

の専修学校・各種学校、旧制中等学校」「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専

修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」「大学、大学院」では、「いずれも経験したことは

ない」が最も高く、数値はぞれぞれ 40.0%、41.5%、32.7%、38.2%となっている。 

また、「その他」では「学校でのいじめ」が最も高く、数値は 42.9%となっている。 

 

  

MA

女性で
あるこ
とを理
由とす
る差別
や不当
な扱い

配偶者・
パート
ナーなど
からの暴
力

こどもの
頃の体罰
や嫌がら
せ

学校での
いじめ

高齢であ
ることを
理由とす
る差別や
不当な扱
い

障がいが
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

同和地区
出身であ
ることを
理由とす
る差別や
不当な扱
い

外国人で
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

ＬＧＢＴ
などの性
的マイノ
リティで
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

職場や大
学などに
おけるハ
ラスメン
ト

地域や職
場、学校
などでの
差別的な
言動、誹
謗中傷、
あらぬう
わさ

人 94 69 96 152 23 38 13 29 14 121 73

％ 13.9% 10.2% 14.2% 22.5% 3.4% 5.6% 1.9% 4.3% 2.1% 17.9% 10.8%

人 1 4 7 11 1 2 1 2 1 6 4

％ 1.5% 6.2% 10.8% 16.9% 1.5% 3.1% 1.5% 3.1% 1.5% 9.2% 6.2%

人 21 17 25 43 11 15 4 6 4 33 15

％ 9.9% 8.0% 11.8% 20.3% 5.2% 7.1% 1.9% 2.8% 1.9% 15.6% 7.1%

人 31 26 32 41 4 8 6 9 2 36 24

％ 21.1% 17.7% 21.8% 27.9% 2.7% 5.4% 4.1% 6.1% 1.4% 24.5% 16.3%

人 38 20 28 53 6 11 2 10 6 42 27

％ 16.9% 8.9% 12.4% 23.6% 2.7% 4.9% 0.9% 4.4% 2.7% 18.7% 12.0%

人 2 1 2 3 1 2 0 2 1 2 2

％ 28.6% 14.3% 28.6% 42.9% 14.3% 28.6% 0.0% 28.6% 14.3% 28.6% 28.6%

人 1 1 2 1 0 0 0 0 0 2 1

％ 5.0% 5.0% 10.0% 5.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 5.0%

MA
プライ
バシー
の侵害

インター
ネット上
の人権侵
害

その他
答えたく
ない

いずれも
経験した
ことはな
い

無回答 回答人数

人 43 29 7 22 255 105 676

％ 6.4% 4.3% 1.0% 3.3% 37.7% 15.5% -

人 1 0 2 1 26 18 65

％ 1.5% 0.0% 3.1% 1.5% 40.0% 27.7% -

人 12 8 3 10 88 38 212

％ 5.7% 3.8% 1.4% 4.7% 41.5% 17.9% -

人 11 8 2 2 48 15 147

％ 7.5% 5.4% 1.4% 1.4% 32.7% 10.2% -

人 17 11 0 5 86 24 225

％ 7.6% 4.9% 0.0% 2.2% 38.2% 10.7% -

人 1 1 0 1 2 0 7

％ 14.3% 14.3% 0.0% 14.3% 28.6% 0.0% -

人 1 1 0 3 5 10 20

％ 5.0% 5.0% 0.0% 15.0% 25.0% 50.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各
種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資
格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学

校

大学、大学院

その他

無回答

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各
種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資
格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学

校

大学、大学院

その他

無回答
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【表４－２（１）－５ 職業別 人権上の問題行動を受けた・見聞きした経験の有無】 

 

職業別でみると、「自営業」「民間正規雇用」「公務員、教員」「家事専業、学生、無職」では「い

ずれも経験したことはない」が最も高く、数値はそれぞれ 38.4%、39.1%、31.3%、41.9%となって

いる。 

また、「非正規雇用」では「学校でのいじめ」が最も高く、32.7%となっている。 

 

  

MA

女性で
あるこ
とを理
由とす
る差別
や不当
な扱い

配偶者・
パート
ナーなど
からの暴
力

こどもの
頃の体罰
や嫌がら
せ

学校での
いじめ

高齢であ
ることを
理由とす
る差別や
不当な扱
い

障がいが
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

同和地区
出身であ
ることを
理由とす
る差別や
不当な扱
い

外国人で
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

ＬＧＢＴ
などの性
的マイノ
リティで
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

職場や大
学などに
おけるハ
ラスメン
ト

地域や職
場、学校
などでの
差別的な
言動、誹
謗中傷、
あらぬう
わさ

人 94 69 96 152 23 38 13 29 14 121 73

％ 13.9% 10.2% 14.2% 22.5% 3.4% 5.6% 1.9% 4.3% 2.1% 17.9% 10.8%

人 11 8 9 12 0 0 1 5 0 9 11

％ 15.1% 11.0% 12.3% 16.4% 0.0% 0.0% 1.4% 6.8% 0.0% 12.3% 15.1%

人 25 15 23 46 2 8 4 10 4 41 20

％ 14.4% 8.6% 13.2% 26.4% 1.1% 4.6% 2.3% 5.7% 2.3% 23.6% 11.5%

人 1 1 1 4 0 0 1 0 1 3 0

％ 6.3% 6.3% 6.3% 25.0% 0.0% 0.0% 6.3% 0.0% 6.3% 18.8% 0.0%

人 28 26 27 49 8 13 4 5 3 33 19

％ 18.7% 17.3% 18.0% 32.7% 5.3% 8.7% 2.7% 3.3% 2.0% 22.0% 12.7%

人 27 18 33 38 13 17 3 9 6 31 21

％ 11.2% 7.5% 13.7% 15.8% 5.4% 7.1% 1.2% 3.7% 2.5% 12.9% 8.7%

人 2 1 3 3 0 0 0 0 0 4 2

％ 9.1% 4.5% 13.6% 13.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 18.2% 9.1%

MA
プライ
バシー
の侵害

インター
ネット上
の人権侵
害

その他
答えたく
ない

いずれも
経験した
ことはな
い

無回答 回答人数

人 43 29 7 22 255 105 676

％ 6.4% 4.3% 1.0% 3.3% 37.7% 15.5% -

人 3 2 0 2 28 14 73

％ 4.1% 2.7% 0.0% 2.7% 38.4% 19.2% -

人 8 9 0 7 68 16 174

％ 4.6% 5.2% 0.0% 4.0% 39.1% 9.2% -

人 0 0 0 2 5 2 16

％ 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 31.3% 12.5% -

人 11 9 2 3 47 16 150

％ 7.3% 6.0% 1.3% 2.0% 31.3% 10.7% -

人 19 7 5 7 101 47 241

％ 7.9% 2.9% 2.1% 2.9% 41.9% 19.5% -

人 2 2 0 1 6 10 22

％ 9.1% 9.1% 0.0% 4.5% 27.3% 45.5% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答
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【 （））身近で見聞きした経験】 

【表４－２（１）－６ 人権上の問題行動を受けた・見聞きした経験の有無】 

 

  

選択肢 件数 割合 

女性であることを理由とする差別や不当な扱い 120 17.8 % 

配偶者・パートナーなどからの暴力 身体的暴力のほ

か、精神的・経済的なもの等を含む） 
133 19.7 % 

こどもの頃の体罰や嫌がらせ 116 17.2 % 

学校でのいじめ 212 31.4 % 

高齢であることを理由とする差別や不当な扱い 85 12.6 % 

障がいがあることを理由とする差別や不当な扱い 140 20.7 % 

同和地区出身であることを理由とする差別や不当な扱い 86 12.7 % 

外国人であることを理由とする差別や不当な扱い 85 12.6 % 

ＬＧＢＴなどの性的マイノリティであることを理由とす

る差別や不当な扱い 
63 9.3 % 

職場や大学などにおけるハラスメント パワーハラスメ

ント、カスタマーハラスメント、アカデミックハラスメ

ントなど） 

138 20.4 % 

地域や職場、学校などでの差別的な言動、誹謗中傷、あ

らぬうわさ 
117 17.3 % 

プライバシーの侵害 85 12.6 % 

インターネット上の人権侵害 92 13.6 % 

その他 10 1.5 % 

答えたくない 20 3.0 % 

いずれも経験したことはない 179 26.5 % 

無回答 107 15.8 % 

合計 676 - 
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【図４－２（１）－２ 人権上の問題行動を受けた・見聞きした経験の有無】 

 

全体でみると、「学校でのいじめ」と答えた人が最も高く、31.4%となっている。続いて「いず

れも経験したことはない」が 26.5%、「障がいがあることを理由とする差別や不当な扱い」が 20.7%

となっている。 
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答
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【表４－２（１）－７ 性別 人権上の問題行動を受けた・見聞きした経験の有無】 

 

性別でみると、男性では「学校でのいじめ」が 32.6%と最も高く、次いで「いずれも経験した

ことはない」が 29.3%、「職場や大学などにおけるハラスメント」が 20.9%となっている。 

一方で、女性では「学校でのいじめ」が 32.1%と最も高く、次いで「いずれも経験したことは

ない」が 24.5%、「配偶者・パートナーなどからの暴力」が 23.5%となっている。 

 

 

  

MA

女性で
あるこ
とを理
由とす
る差別
や不当
な扱い

配偶者・
パート
ナーなど
からの暴
力

こどもの
頃の体罰
や嫌がら
せ

学校での
いじめ

高齢であ
ることを
理由とす
る差別や
不当な扱
い

障がいが
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

同和地区
出身であ
ることを
理由とす
る差別や
不当な扱
い

外国人で
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

ＬＧＢＴ
などの性
的マイノ
リティで
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

職場や大
学などに
おけるハ
ラスメン
ト

地域や職
場、学校
などでの
差別的な
言動、誹
謗中傷、
あらぬう
わさ

人 120 133 116 212 85 140 86 85 63 138 117

％ 17.8% 19.7% 17.2% 31.4% 12.6% 20.7% 12.7% 12.6% 9.3% 20.4% 17.3%

人 36 34 39 78 26 48 30 29 21 50 35

％ 15.1% 14.2% 16.3% 32.6% 10.9% 20.1% 12.6% 12.1% 8.8% 20.9% 14.6%

人 80 92 71 126 54 86 53 51 40 83 77

％ 20.4% 23.5% 18.1% 32.1% 13.8% 21.9% 13.5% 13.0% 10.2% 21.2% 19.6%

人 3 5 4 6 3 3 1 4 1 2 3

％ 11.5% 19.2% 15.4% 23.1% 11.5% 11.5% 3.8% 15.4% 3.8% 7.7% 11.5%

人 1 2 2 2 2 3 2 1 1 3 2

％ 5.3% 10.5% 10.5% 10.5% 10.5% 15.8% 10.5% 5.3% 5.3% 15.8% 10.5%

MA
プライ
バシー
の侵害

インター
ネット上
の人権侵
害

その他
答えたく
ない

いずれも
経験した
ことはな
い

無回答 回答人数

人 85 92 10 20 179 107 676

％ 12.6% 13.6% 1.5% 3.0% 26.5% 15.8% -

人 35 36 2 7 70 35 239

％ 14.6% 15.1% 0.8% 2.9% 29.3% 14.6% -

人 43 53 7 9 96 59 392

％ 11.0% 13.5% 1.8% 2.3% 24.5% 15.1% -

人 4 3 1 4 9 2 26

％ 15.4% 11.5% 3.8% 15.4% 34.6% 7.7% -

人 3 0 0 0 4 11 19

％ 15.8% 0.0% 0.0% 0.0% 21.1% 57.9% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答



131 

【表４－２（１）－８ 年齢別 人権上の問題行動を受けた・見聞きした経験の有無】 

 

年齢別でみると、「１８歳、１９歳」「７０歳代」「８０歳以上」では「いずれも経験したことは

ない」が最も高く、数値はそれぞれ 45.5%、34.6%、34.2%となっている。 

また、「２０歳代」「３０歳代」「４０歳代」「５０歳代」「６０歳代」では「学校でのいじめ」が

最も高く、数値はそれぞれ 35.1%、40.7%、37.0%、46.3%、32.7%となっている。 
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【表４－２（１）－９ 学歴別 人権上の問題行動を受けた・見聞きした経験の有無】 

 

学歴別でみると、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」「高等学校、中学校卒業が入学資格

の専修学校・各種学校、旧制中等学校」では「いずれも経験したことはない」が最も高く、数値

はそれぞれ 29.2%、30.7%となっている。 

また、「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学

校・専門学校」「大学、大学院」では「学校でのいじめ」が最も高く、数値はそれぞれ 34.7%、40.9%

となっている。「その他」では「配偶者・パートナーなどからの暴力」「障がいがあることを理由

とする差別や不当な扱い」「インターネット上の人権侵害」が同率で最も高く、いずれも 28.6%と

なっている。 

 

  

MA

女性で
あるこ
とを理
由とす
る差別
や不当
な扱い

配偶者・
パート
ナーなど
からの暴
力

こどもの
頃の体罰
や嫌がら
せ

学校での
いじめ

高齢であ
ることを
理由とす
る差別や
不当な扱
い

障がいが
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

同和地区
出身であ
ることを
理由とす
る差別や
不当な扱
い

外国人で
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

ＬＧＢＴ
などの性
的マイノ
リティで
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

職場や大
学などに
おけるハ
ラスメン
ト

地域や職
場、学校
などでの
差別的な
言動、誹
謗中傷、
あらぬう
わさ

人 120 133 116 212 85 140 86 85 63 138 117

％ 17.8% 19.7% 17.2% 31.4% 12.6% 20.7% 12.7% 12.6% 9.3% 20.4% 17.3%

人 9 4 5 11 5 7 5 4 3 9 9

％ 13.8% 6.2% 7.7% 16.9% 7.7% 10.8% 7.7% 6.2% 4.6% 13.8% 13.8%

人 34 42 33 57 26 43 25 23 18 29 33

％ 16.0% 19.8% 15.6% 26.9% 12.3% 20.3% 11.8% 10.8% 8.5% 13.7% 15.6%

人 24 40 27 51 26 37 20 20 14 41 31

％ 16.3% 27.2% 18.4% 34.7% 17.7% 25.2% 13.6% 13.6% 9.5% 27.9% 21.1%

人 52 44 49 92 26 49 33 35 27 58 43

％ 23.1% 19.6% 21.8% 40.9% 11.6% 21.8% 14.7% 15.6% 12.0% 25.8% 19.1%

人 1 2 1 1 1 2 1 1 1 0 0

％ 14.3% 28.6% 14.3% 14.3% 14.3% 28.6% 14.3% 14.3% 14.3% 0.0% 0.0%

人 0 1 1 0 1 2 2 2 0 1 1

％ 0.0% 5.0% 5.0% 0.0% 5.0% 10.0% 10.0% 10.0% 0.0% 5.0% 5.0%

MA
プライ
バシー
の侵害

インター
ネット上
の人権侵
害

その他
答えたく
ない

いずれも
経験した
ことはな
い

無回答 回答人数

人 85 92 10 20 179 107 676

％ 12.6% 13.6% 1.5% 3.0% 26.5% 15.8% -

人 3 6 2 1 19 21 65

％ 4.6% 9.2% 3.1% 1.5% 29.2% 32.3% -

人 25 23 5 7 65 39 212

％ 11.8% 10.8% 2.4% 3.3% 30.7% 18.4% -

人 23 22 2 5 32 19 147

％ 15.6% 15.0% 1.4% 3.4% 21.8% 12.9% -

人 31 39 1 6 57 15 225

％ 13.8% 17.3% 0.4% 2.7% 25.3% 6.7% -

人 1 2 0 0 1 2 7

％ 14.3% 28.6% 0.0% 0.0% 14.3% 28.6% -

人 2 0 0 1 5 11 20

％ 10.0% 0.0% 0.0% 5.0% 25.0% 55.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各
種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資
格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学

校

大学、大学院

その他

無回答

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各
種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資
格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学

校

大学、大学院

その他

無回答
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【表４－２（１）－１０ 職業別 人権上の問題行動を受けた・見聞きした経験の有無】 

 

職業別でみると、「自営業」「民間正規雇用」「非正規雇用」では「学校でのいじめ」が最も高

く、数値はそれぞれ 37.0%、37.9%、30.7%となっている。 

また、「公務員、教員」では「職場や大学などにおけるハラスメント」が最も高く、43.8%とな

っている。「家事専業、学生、無職」では「いずれも経験したことはない」が最も高く、30.3%と

なっている。 

  

M
A

女性で
あるこ
とを理
由とす
る差別
や不当
な扱い

配偶
者・
パート
ナーな
どから
の暴力

こども
の頃の
体罰や
嫌がら
せ

学校で
のいじ
め

高齢で
あるこ
とを理
由とす
る差別
や不当
な扱い

障がい
がある
ことを
理由と
する差
別や不
当な扱
い

同和地
区出身
である
ことを
理由と
する差
別や不
当な扱
い

外国人
である
ことを
理由と
する差
別や不
当な扱
い

ＬＧＢ
Ｔなど
の性的
マイノ
リティ
である
ことを
理由と
する差
別や不
当な扱
い

職場や
大学な
どにお
けるハ
ラスメ
ント

地域や
職場、
学校な
どでの
差別的
な言
動、誹
謗中
傷、あ
らぬう
わさ

人 120 133 116 212 85 140 86 85 63 138 117

％ 17.8% 19.7% 17.2% 31.4% 12.6% 20.7% 12.7% 12.6% 9.3% 20.4% 17.3%

人 14 16 18 27 9 16 9 11 9 14 18

％ 19.2% 21.9% 24.7% 37.0% 12.3% 21.9% 12.3% 15.1% 12.3% 19.2% 24.7%

人 28 35 24 66 17 38 24 26 15 49 32

％ 16.1% 20.1% 13.8% 37.9% 9.8% 21.8% 13.8% 14.9% 8.6% 28.2% 18.4%

人 6 3 3 4 2 2 1 2 1 7 2

％ 37.5% 18.8% 18.8% 25.0% 12.5% 12.5% 6.3% 12.5% 6.3% 43.8% 12.5%

人 32 38 31 46 27 36 21 26 14 31 27

％ 21.3% 25.3% 20.7% 30.7% 18.0% 24.0% 14.0% 17.3% 9.3% 20.7% 18.0%

人 39 40 38 66 29 45 29 19 24 34 36

％ 16.2% 16.6% 15.8% 27.4% 12.0% 18.7% 12.0% 7.9% 10.0% 14.1% 14.9%

人 1 1 2 3 1 3 2 1 0 3 2

％ 4.5% 4.5% 9.1% 13.6% 4.5% 13.6% 9.1% 4.5% 0.0% 13.6% 9.1%

M
A

プライ
バシー
の侵害

イン
ター
ネット
上の人
権侵害

その他
答えた
くない

いずれ
も経験
したこ
とはな
い

無回答
回答人
数

人 85 92 10 20 179 107 676
％ 12.6% 13.6% 1.5% 3.0% 26.5% 15.8% -
人 10 13 0 4 17 9 73
％ 13.7% 17.8% 0.0% 5.5% 23.3% 12.3% -
人 19 26 0 8 47 13 174
％ 10.9% 14.9% 0.0% 4.6% 27.0% 7.5% -
人 1 3 0 0 3 2 16
％ 6.3% 18.8% 0.0% 0.0% 18.8% 12.5% -
人 19 17 3 2 34 24 150
％ 12.7% 11.3% 2.0% 1.3% 22.7% 16.0% -
人 34 33 7 6 73 47 241
％ 14.1% 13.7% 2.9% 2.5% 30.3% 19.5% -
人 2 0 0 0 5 12 22
％ 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 22.7% 54.5% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無
職

無回答

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無
職

無回答



134 

（２）自身の最もつらかった経験 

問 12－１ 最もつらかった経験はどれですか。（✔は１つ） 

【表４－２（２）－１ 自身の最もつらかった経験】 

選択肢 件数 割合 

女性であることを理由とする差別や不当な扱い 28 9.5（% 

配偶者・パートナーなどからの暴力 身体的暴力のほか、精神

的・経済的なもの等を含む） 
36 12.2（% 

こどもの頃の体罰や嫌がらせ 10 3.4（% 

学校でのいじめ 67 22.8（% 

高齢であることを理由とする差別や不当な扱い 3 1.0（% 

障がいがあることを理由とする差別や不当な扱い 9 3.1（% 

同和地区出身であることを理由とする差別や不当な扱い 3 1.0（% 

外国人であることを理由とする差別や不当な扱い 11 3.7（% 

ＬＧＢＴなどの性的マイノリティであることを理由とする差別

や不当な扱い 
1 0.3（% 

職場や大学などにおけるハラスメント パワーハラスメント、

カスタマーハラスメント、アカデミックハラスメントなど） 
44 15.0（% 

地域や職場、学校などでの差別的な言動、誹謗中傷、 

あらぬうわさ 
8 2.7（% 

プライバシーの侵害 4 1.4（% 

インターネット上の人権侵害 5 1.7（% 

その他 4 1.4（% 

無回答 61 20.7（% 

合計 294 100.0（% 
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【図４－２（２） 自身の最もつらかった経験】 

 

 

全体でみると、「学校でのいじめ」と答えた人が最も高く、22.8%となっている。続いて「職場

や大学などにおけるハラスメント」が 15.0%、「配偶者・パートナーなどからの暴力」が 12.2%と

なっている。なお、これら以外の項目はいずれも 10%未満である。 
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、
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イ
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答
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【表４－２（２）－２ 性別 自身の最もつらかった経験】 

 

性別でみると、男性では「学校でのいじめ」が 24.4%と最も高く、次いで「職場や大学などに

おけるハラスメント」が 15.9%、「配偶者・パートナーなどからの暴力」と（「障がいがあることを

理由とする差別や不当な扱い」がともに 6.1%となっている。 

一方で、女性では「学校でのいじめ」が 22.1%と最も高く、次いで「配偶者・パートナーなど

からの暴力」が 15.6%、「職場や大学などにおけるハラスメント」が 15.1%となっている。 
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【表４－２（２）－３ 年齢別 自身の最もつらかった経験】 

 

年齢別でみると、「１８歳、１９歳」「２０歳代」「３０歳代」「４０歳代」「６０歳代」では「学

校でのいじめ」が最も高く、数値はそれぞれ 100.0%、30.0%、28.9%、25.0%、23.7%となっている。 

また、「５０歳代」では「学校でのいじめ」と「職場や大学などにおけるハラスメント」が同率

で最も高く、いずれも 21.0%となっている。「７０歳代」では「女性であることを理由とする差別

や不当な扱い」と「配偶者・パートナーなどからの暴力」が最も高く、いずれも 15.6%となって

いる。「８０歳以上」では「配偶者・パートナーなどからの暴力」「学校でのいじめ」「地域や職

場、学校などでの差別的な言動、誹謗中傷、あらぬうわさ」が同率で最も高く、いずれも 11.1%

となっている。 

SA

女性であるこ
とを理由とす
る差別や不当
な扱い

配偶者・パー
トナーなどか
らの暴力

こどもの頃の
体罰や嫌がら

せ

学校でのいじ
め

高齢であるこ
とを理由とす
る差別や不当
な扱い

障がいがある
ことを理由と
する差別や不
当な扱い

同和地区出身
であることを
理由とする差
別や不当な扱

い

外国人である
ことを理由と
する差別や不
当な扱い

人 28 36 10 67 3 9 3 11

％ 9.5% 12.2% 3.4% 22.8% 1.0% 3.1% 1.0% 3.7%

人 0 0 0 3 0 0 0 0

％ 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

人 1 1 0 9 0 1 0 0

％ 3.3% 3.3% 0.0% 30.0% 0.0% 3.3% 0.0% 0.0%

人 2 8 0 13 0 1 0 3

％ 4.4% 17.8% 0.0% 28.9% 0.0% 2.2% 0.0% 6.7%

人 7 7 5 16 0 2 2 4

％ 10.9% 10.9% 7.8% 25.0% 0.0% 3.1% 3.1% 6.3%

人 6 9 2 13 0 2 0 1

％ 9.7% 14.5% 3.2% 21.0% 0.0% 3.2% 0.0% 1.6%

人 6 4 1 9 1 1 1 1

％ 15.8% 10.5% 2.6% 23.7% 2.6% 2.6% 2.6% 2.6%

人 5 5 1 2 2 1 0 1

％ 15.6% 15.6% 3.1% 6.3% 6.3% 3.1% 0.0% 3.1%

人 1 2 0 2 0 1 0 1

％ 5.6% 11.1% 0.0% 11.1% 0.0% 5.6% 0.0% 5.6%

人 0 0 1 0 0 0 0 0

％ 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

SA

ＬＧＢＴなど
の性的マイノ
リティである
ことを理由と
する差別や不
当な扱い

職場や大学な
どにおけるハ
ラスメント

地域や職場、
学校などでの
差別的な言
動、誹謗中
傷、あらぬう

わさ

プライバシー
の侵害

インターネッ
ト上の人権侵

害
その他 無回答 回答人数

人 1 44 8 4 5 4 61 294

％ 0.3% 15.0% 2.7% 1.4% 1.7% 1.4% 20.7% -

人 0 0 0 0 0 0 0 3

％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

人 1 6 1 2 2 0 6 30

％ 3.3% 20.0% 3.3% 6.7% 6.7% 0.0% 20.0% -

人 0 8 1 0 1 1 7 45

％ 0.0% 17.8% 2.2% 0.0% 2.2% 2.2% 15.6% -

人 0 10 1 1 0 0 9 64

％ 0.0% 15.6% 1.6% 1.6% 0.0% 0.0% 14.1% -

人 0 13 1 0 2 1 12 62

％ 0.0% 21.0% 1.6% 0.0% 3.2% 1.6% 19.4% -

人 0 6 1 0 0 0 7 38

％ 0.0% 15.8% 2.6% 0.0% 0.0% 0.0% 18.4% -

人 0 1 1 1 0 1 11 32

％ 0.0% 3.1% 3.1% 3.1% 0.0% 3.1% 34.4% -

人 0 0 2 0 0 1 8 18

％ 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 5.6% 44.4% -

人 0 0 0 0 0 0 1 2

％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答



138 

【表４－２（２）－４ 学歴別 自身の最もつらかった経験】 

 

 

学歴別でみると、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」「高等学校、中学校卒業が入学資格

の専修学校・各種学校、旧制中等学校」「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専

修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」「大学、大学院」では「学校でのいじめ」が最も高

く、数値はそれぞれ 25.0%、26.3%、18.3%、24.5%となっている。 

また、「その他」では「女性であることを理由とする差別や不当な扱い」「障がいがあることを

理由とする差別や不当な扱い」「外国人であることを理由とする差別や不当な扱い」が同率で最

も高く、いずれも 25.0%となっている。 

S
A

女性で
あるこ
とを理
由とす
る差別
や不当
な扱い

配偶
者・
パート
ナーな
どから
の暴力

こども
の頃の
体罰や
嫌がら
せ

学校で
のいじ
め

高齢で
あるこ
とを理
由とす
る差別
や不当
な扱い

障がい
がある
ことを
理由と
する差
別や不
当な扱
い

同和地
区出身
である
ことを
理由と
する差
別や不
当な扱
い

外国人
である
ことを
理由と
する差
別や不
当な扱
い

人 28 36 10 67 3 9 3 11
％ 9.5% 12.2% 3.4% 22.8% 1.0% 3.1% 1.0% 3.7%
人 1 2 0 5 0 0 0 1

％ 5.0% 10.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0%

人 5 11 4 20 3 3 1 0

％ 6.6% 14.5% 5.3% 26.3% 3.9% 3.9% 1.3% 0.0%

人 8 14 2 15 0 1 2 3

％ 9.8% 17.1% 2.4% 18.3% 0.0% 1.2% 2.4% 3.7%

人 13 9 3 27 0 4 0 6

％ 11.8% 8.2% 2.7% 24.5% 0.0% 3.6% 0.0% 5.5%

人 1 0 0 0 0 1 0 1

％ 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 25.0%

人 0 0 1 0 0 0 0 0

％ 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

S
A

ＬＧＢ
Ｔなど
の性的
マイノ
リティ
である
ことを
理由と
する差
別や不
当な扱
い

職場や
大学な
どにお
けるハ
ラスメ
ント

地域や
職場、
学校な
どでの
差別的
な言
動、誹
謗中
傷、あ
らぬう
わさ

プライ
バシー
の侵害

イン
ター
ネット
上の人
権侵害

その他 無回答
回答人
数

人 1 44 8 4 5 4 61 294
％ 0.3% 15.0% 2.7% 1.4% 1.7% 1.4% 20.7% -
人 0 1 1 0 0 1 8 20

％ 0.0% 5.0% 5.0% 0.0% 0.0% 5.0% 40.0% -

人 0 11 2 1 1 1 13 76

％ 0.0% 14.5% 2.6% 1.3% 1.3% 1.3% 17.1% -

人 0 13 1 1 2 2 18 82

％ 0.0% 15.9% 1.2% 1.2% 2.4% 2.4% 22.0% -

人 1 19 4 2 2 0 20 110

％ 0.9% 17.3% 3.6% 1.8% 1.8% 0.0% 18.2% -

人 0 0 0 0 0 0 1 4

％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% -

人 0 0 0 0 0 0 1 2

％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専
修学校・各種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒
業が入学資格の専修学校・各種学校、

旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専
修学校・各種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒
業が入学資格の専修学校・各種学校、

旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答
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【表４－２（２）－５ 職業別 自身の最もつらかった経験】 

 

 

職業別でみると、「民間正規雇用」「公務員、教員」「非正規雇用」「家事専業、学生、無職」で

は「学校でのいじめ」が最も高く、数値はそれぞれ 30.1%、28.6%、26.2%、16.3%となっている。 

また、「自営業」では「女性であることを理由とする差別や不当な扱い」「配偶者・パートナー

などからの暴力」「こどもの頃の体罰や嫌がらせ」「学校でのいじめ」が同率で最も高く、いずれ

も 13.8%となっている。 

 

S
A

女性で
あるこ
とを理
由とす
る差別
や不当
な扱い

配偶
者・
パート
ナーな
どから
の暴力

こども
の頃の
体罰や
嫌がら
せ

学校で
のいじ
め

高齢で
あるこ
とを理
由とす
る差別
や不当
な扱い

障がい
がある
ことを
理由と
する差
別や不
当な扱
い

同和地
区出身
である
ことを
理由と
する差
別や不
当な扱
い

外国人
である
ことを
理由と
する差
別や不
当な扱
い

人 28 36 10 67 3 9 3 11
％ 9.5% 12.2% 3.4% 22.8% 1.0% 3.1% 1.0% 3.7%
人 4 4 4 4 0 0 0 3

％ 13.8% 13.8% 13.8% 13.8% 0.0% 0.0% 0.0% 10.3%

人 3 9 1 25 0 3 1 3

％ 3.6% 10.8% 1.2% 30.1% 0.0% 3.6% 1.2% 3.6%

人 1 0 0 2 0 0 0 0

％ 14.3% 0.0% 0.0% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

人 12 13 2 22 0 3 1 1

％ 14.3% 15.5% 2.4% 26.2% 0.0% 3.6% 1.2% 1.2%

人 8 10 2 14 3 3 1 4

％ 9.3% 11.6% 2.3% 16.3% 3.5% 3.5% 1.2% 4.7%

人 0 0 1 0 0 0 0 0

％ 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

S
A

ＬＧＢ
Ｔなど
の性的
マイノ
リティ
である
ことを
理由と
する差
別や不
当な扱
い

職場や
大学な
どにお
けるハ
ラスメ
ント

地域や
職場、
学校な
どでの
差別的
な言
動、誹
謗中
傷、あ
らぬう
わさ

プライ
バシー
の侵害

イン
ター
ネット
上の人
権侵害

その他 無回答
回答人
数

人 1 44 8 4 5 4 61 294
％ 0.3% 15.0% 2.7% 1.4% 1.7% 1.4% 20.7% -
人 0 2 2 0 1 0 5 29

％ 0.0% 6.9% 6.9% 0.0% 3.4% 0.0% 17.2% -

人 0 21 1 3 2 0 11 83

％ 0.0% 25.3% 1.2% 3.6% 2.4% 0.0% 13.3% -

人 0 1 0 0 0 0 3 7

％ 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 42.9% -

人 0 13 2 0 0 0 15 84

％ 0.0% 15.5% 2.4% 0.0% 0.0% 0.0% 17.9% -

人 1 6 3 1 2 4 24 86

％ 1.2% 7.0% 3.5% 1.2% 2.3% 4.7% 27.9% -

人 0 1 0 0 0 0 3 5

％ 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 60.0% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無
職

無回答

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無
職

無回答
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（３）自身の最もつらかった経験への対応 

問 12－２ どのように対応しましたか。（✔は１つ） 

【表４－２（３）－１ 自身の最もつらかった経験への対応】 

選択肢 件数 割合 

抗議した、反論した 37 15.8（% 

相談した、訴えた 42 17.9（% 

がまんした 137 58.5（% 

その他 18 7.7（% 

無回答 0 0.0（% 

合計 234 100.0（% 

 

【図４－２（３） 自身の最もつらかった経験への対応】 

 

 

全体でみると、「がまんした」と答えた人が最も高く、58.5%となっている。続いて「相談した、

訴えた」が 17.9%、「抗議した、反論した」が 15.8%となっている。 

 

  

15.8% 17.9% 58.5% 7.7%全体

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

抗議した、反論した 相談した、訴えた がまんした その他 無回答
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【表４－２（３）－２ 性別 自身の最もつらかった経験への対応】 

 

性別でみると、男性では「がまんした」が 59.3%と最も高く、次いで「抗議した、反論した」

と「相談した、訴えた」がともに 18.6%となっている。 

一方で、女性では「がまんした」が 58.4%と最も高く、次いで「相談した、訴えた」が 17.5%、

「抗議した、反論した」が 15.1%となっている。 

 

【表４－２（３）－３ 年齢別 自身の最もつらかった経験への対応】 

 

年齢別でみると、いずれの年齢区分においても「がまんした」が最も高く、数値は「１８歳、

１９歳」66.7%、「２０歳代」62.5%、「３０歳代」52.6%、「４０歳代」61.8%、「５０歳代」64.0%、

「６０歳代」48.4%、「７０歳代」54.5%、「８０歳以上」60.0%となっている。 

  

SA
抗議し
た、反
論した

相談し
た、訴え
た

がまんし
た

その他 無回答 回答人数

人 37 42 137 18 0 234

％ 15.8% 17.9% 58.5% 7.7% 0.0% -

人 11 11 35 2 0 59

％ 18.6% 18.6% 59.3% 3.4% 0.0% -

人 25 29 97 15 0 166

％ 15.1% 17.5% 58.4% 9.0% 0.0% -

人 1 2 3 1 0 7

％ 14.3% 28.6% 42.9% 14.3% 0.0% -

人 0 0 2 0 0 2

％ 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

SA
抗議し
た、反
論した

相談し
た、訴え
た

がまんし
た

その他 無回答 回答人数

人 37 42 137 18 0 234

％ 15.8% 17.9% 58.5% 7.7% 0.0% -

人 0 1 2 0 0 3

％ 0.0% 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% -

人 2 6 15 1 0 24

％ 8.3% 25.0% 62.5% 4.2% 0.0% -

人 7 9 20 2 0 38

％ 18.4% 23.7% 52.6% 5.3% 0.0% -

人 8 10 34 3 0 55

％ 14.5% 18.2% 61.8% 5.5% 0.0% -

人 7 5 32 6 0 50

％ 14.0% 10.0% 64.0% 12.0% 0.0% -

人 7 8 15 1 0 31

％ 22.6% 25.8% 48.4% 3.2% 0.0% -

人 4 1 12 5 0 22

％ 18.2% 4.5% 54.5% 22.7% 0.0% -

人 2 2 6 0 0 10

％ 20.0% 20.0% 60.0% 0.0% 0.0% -

人 0 0 1 0 0 1

％ 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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【表４－２（３）－４ 学歴別 自身の最もつらかった経験への対応】 

 

学歴別でみると、いずれの学歴区分においても「がまんした」が最も高く、数値は「中学校、

旧制小学校、旧制高等小学校」50.0%、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、

旧制中等学校」57.1%、「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学

校、旧制高等学校・専門学校」57.8%、「大学、大学院」59.3%、「その他」100.0%となっている。 

 

【表４－２（３）－５ 職業別 自身の最もつらかった経験への対応】 

 

職業別でみると、「自営業」「民間正規雇用」「非正規雇用」「家事専業、学生、無職」では「が

まんした」が最も高く、数値はそれぞれ 79.2%、58.3%、51.4%、59.7%となっている。 

また、「公務員、教員」では「抗議した、反論した」と「がまんした」が最も高く、いずれも

50.0%となっている。 

 

SA
抗議し
た、反
論した

相談し
た、訴え
た

がまんし
た

その他 無回答 回答人数

人 37 42 137 18 0 234

％ 15.8% 17.9% 58.5% 7.7% 0.0% -

人 3 2 6 1 0 12

％ 25.0% 16.7% 50.0% 8.3% 0.0% -

人 13 10 36 4 0 63

％ 20.6% 15.9% 57.1% 6.3% 0.0% -

人 9 12 37 6 0 64

％ 14.1% 18.8% 57.8% 9.4% 0.0% -

人 12 18 54 7 0 91

％ 13.2% 19.8% 59.3% 7.7% 0.0% -

人 0 0 3 0 0 3

％ 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% -

人 0 0 1 0 0 1

％ 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

SA
抗議し
た、反
論した

相談し
た、訴え
た

がまんし
た

その他 無回答 回答人数

人 37 42 137 18 0 234

％ 15.8% 17.9% 58.5% 7.7% 0.0% -

人 1 2 19 2 0 24

％ 4.2% 8.3% 79.2% 8.3% 0.0% -

人 9 16 42 5 0 72

％ 12.5% 22.2% 58.3% 6.9% 0.0% -

人 2 0 2 0 0 4

％ 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% -

人 14 15 36 5 0 70

％ 20.0% 21.4% 51.4% 7.1% 0.0% -

人 11 8 37 6 0 62

％ 17.7% 12.9% 59.7% 9.7% 0.0% -

人 0 1 1 0 0 2

％ 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答
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（４）自身の最もつらかった経験への対応の結果 

問 12－３ 最終的に解決しましたか。（✔は１つ） 

【表４－２（４）－１ 自身の最もつらかった経験への対応の結果】 

選択肢 件数 割合 

解決した 55 23.5（% 

一部は解決した 67 28.6（% 

解決していない 92 39.3（% 

その他 18 7.7（% 

無回答 2 0.9（% 

合計 234 100.0（% 

 

【図４－２（４） 自身の最もつらかった経験への対応の結果】 

 

 

全体でみると、「解決していない」と答えた人が最も高く、39.3%となっている。続いて「一部

は解決した」が 28.6%、「解決した」が 23.5%となっている。 

 

  

23.5% 28.6% 39.3% 7.7% 0.9%全体

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

解決した 一部は解決した 解決していない その他 無回答
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【表４－２（４）－２ 性別 自身の最もつらかった経験への対応の結果】 

 

性別でみると、男性では「解決していない」が 45.8%と最も高く、次いで「一部は解決した」

が 33.9%、「解決した」が 20.3%となっている。 

一方で、女性では「解決していない」が 36.1%と最も高く、次いで「一部は解決した」が 27.1%、

「解決した」が 24.7%となっている。 

 

【表４－２（４）－３ 年齢別 自身の最もつらかった経験への対応の結果】 

 

年齢別でみると、「１８歳、１９歳」では「解決した」が最も高く、100.0%となっている。「２

０歳代」「３０歳代」「４０歳代」「５０歳代」「７０歳代」「８０歳以上」では「解決していない」

が最も高く、数値はそれぞれ 45.8%、47.4%、36.4%、38.0%、36.4%、50.0%となっている。 

また、「６０歳代」では「一部は解決した」が最も高く、35.5%となっている。 

 

 

SA
解決し
た

一部は解
決した

解決して
いない

その他 無回答 回答人数

人 55 67 92 18 2 234

％ 23.5% 28.6% 39.3% 7.7% 0.9% -

人 12 20 27 0 0 59

％ 20.3% 33.9% 45.8% 0.0% 0.0% -

人 41 45 60 18 2 166

％ 24.7% 27.1% 36.1% 10.8% 1.2% -

人 2 2 3 0 0 7

％ 28.6% 28.6% 42.9% 0.0% 0.0% -

人 0 0 2 0 0 2

％ 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

SA
解決し
た

一部は解
決した

解決して
いない

その他 無回答 回答人数

人 55 67 92 18 2 234

％ 23.5% 28.6% 39.3% 7.7% 0.9% -

人 3 0 0 0 0 3

％ 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

人 6 7 11 0 0 24

％ 25.0% 29.2% 45.8% 0.0% 0.0% -

人 8 10 18 2 0 38

％ 21.1% 26.3% 47.4% 5.3% 0.0% -

人 16 15 20 3 1 55

％ 29.1% 27.3% 36.4% 5.5% 1.8% -

人 10 17 19 4 0 50

％ 20.0% 34.0% 38.0% 8.0% 0.0% -

人 7 11 10 3 0 31

％ 22.6% 35.5% 32.3% 9.7% 0.0% -

人 3 4 8 6 1 22

％ 13.6% 18.2% 36.4% 27.3% 4.5% -

人 2 3 5 0 0 10

％ 20.0% 30.0% 50.0% 0.0% 0.0% -

人 0 0 1 0 0 1

％ 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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【表４－２（４）－４ 学歴別 自身の最もつらかった経験への対応の結果】 

 

学歴別でみると、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」では「一部は解決した」が最も高

く、41.7%となっている。 

また、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制中等学校」「大学、大学

院」「その他」では「解決していない」が最も高く、数値はそれぞれ 47.6%、42.9%、66.7%となっ

ている。「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学

校・専門学校」では「解決した」が最も高く、31.3%となっている。 

 

【表４－２（４）－５ 職業別 自身の最もつらかった経験への対応の結果】 

 

職業別でみると、「自営業」「民間正規雇用」「非正規雇用」「家事専業、学生、無職」では「解

決していない」が最も高く、数値はそれぞれ 41.7%、41.7%、37.1%、38.7%となっている。 

また、「公務員、教員」では「解決した」と「一部は解決した」が最も高く、いずれも 50.0%と

なっている。 

 

S
A
解決し
た

一部は
解決し
た

解決し
ていな
い

その他 無回答
回答人
数

人 55 67 92 18 2 234
％ 23.5% 28.6% 39.3% 7.7% 0.9% -
人 3 5 3 1 0 12

％ 25.0% 41.7% 25.0% 8.3% 0.0% -

人 10 17 30 5 1 63

％ 15.9% 27.0% 47.6% 7.9% 1.6% -

人 20 19 17 8 0 64

％ 31.3% 29.7% 26.6% 12.5% 0.0% -

人 21 26 39 4 1 91

％ 23.1% 28.6% 42.9% 4.4% 1.1% -

人 1 0 2 0 0 3

％ 33.3% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% -

人 0 0 1 0 0 1

％ 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学
校・各種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入
学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学

校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

SA
解決し
た

一部は解
決した

解決して
いない

その他 無回答 回答人数

人 55 67 92 18 2 234

％ 23.5% 28.6% 39.3% 7.7% 0.9% -

人 6 6 10 2 0 24

％ 25.0% 25.0% 41.7% 8.3% 0.0% -

人 17 22 30 2 1 72

％ 23.6% 30.6% 41.7% 2.8% 1.4% -

人 2 2 0 0 0 4

％ 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

人 19 18 26 7 0 70

％ 27.1% 25.7% 37.1% 10.0% 0.0% -

人 11 19 24 7 1 62

％ 17.7% 30.6% 38.7% 11.3% 1.6% -

人 0 0 2 0 0 2

％ 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答
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（５）見聞きした経験で最も印象に残っているもの 

問 12－４ 最も印象に残っているものはどれですか。（✔は１つ） 

【表４－２（５）－１ 見聞きした経験で最も印象に残っているもの】 

選択肢 件数 割合 

女性であることを理由とする差別や不当な扱い 23 6.2（% 

配偶者・パートナーなどからの暴力（ 身体的暴力のほか、精神

的・経済的なもの等を含む） 
43 11.6（% 

こどもの頃の体罰や嫌がらせ 13 3.5（% 

学校でのいじめ 80 21.6（% 

高齢であることを理由とする差別や不当な扱い 2 0.5（% 

障がいがあることを理由とする差別や不当な扱い 25 6.8（% 

同和地区出身であることを理由とする差別や不当な扱い 13 3.5（% 

外国人であることを理由とする差別や不当な扱い 15 4.1（% 

ＬＧＢＴなどの性的マイノリティであることを理由とする差

別や不当な扱い 
5 1.4（% 

職場や大学などにおけるハラスメント パワーハラスメント、

カスタマーハラスメント、アカデミックハラスメントなど） 
33 8.9（% 

地域や職場、学校などでの差別的な言動、誹謗中傷、 

あらぬうわさ 
21 5.7（% 

プライバシーの侵害 4 1.1（% 

インターネット上の人権侵害 17 4.6（% 

その他 3 0.8（% 

無回答 73 19.7（% 

合計 370 100.0（% 
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【図４－２（５） 見聞きした経験で最も印象に残っているもの】 

 

 

全体でみると、「学校でのいじめ」と答えた人が最も高く、21.6%となっている。続いて「配偶

者・パートナーなどからの暴力」が 11.6%、「職場や大学などにおけるハラスメント」が 8.9%と

なっている。 

 

  

6.2%

11.6%

3.5%

21.6%

0.5%

6.8%

3.5% 4.1%

1.4%

8.9%
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0.8%
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ど
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別
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中
傷
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あ
ら
ぬ
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わ
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プ
ラ
イ
バ
シ
ー
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侵
害

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害

そ
の
他

無
回
答
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【表４－２（５）－２ 性別 見聞きした経験で最も印象に残っているもの】 

 

性別でみると、男性では「学校でのいじめ」が 20.5%と最も高く、次いで「職場や大学などに

おけるハラスメント」が 10.2%、「障がいがあることを理由とする差別や不当な扱い」と（「地域や

職場、学校などでの差別的な言動、誹謗中傷、あらぬうわさ」がともに 7.9%となっている。 

一方で、女性では「学校でのいじめ」が 22.4%と最も高く、次いで「配偶者・パートナーなど

からの暴力」が 13.6%、「職場や大学などにおけるハラスメント」が 8.8%となっている。 

 

【表４－２（５）－３ 年齢別 見聞きした経験で最も印象に残っているもの】 

 

年齢別でみると、「１８歳、１９歳」では「障がいがあることを理由とする差別や不当な扱い」

「地域や職場、学校などでの差別的な言動、誹謗中傷、あらぬうわさ」「その他」が同率で最も高

く、いずれも 20.0%となっている。 

また、「２０歳代」「３０歳代」「４０歳代」「５０歳代」「６０歳代」「７０歳代」「８０歳以上」

では「学校でのいじめ」が最も高く、数値はそれぞれ 37.1%、23.3%、22.4%、22.0%、18.2%、14.6%、

17.4%となっている。 

 

  

SA

女性で
あるこ
とを理
由とす
る差別
や不当
な扱い

配偶者・
パート
ナーなど
からの暴
力

こどもの
頃の体罰
や嫌がら
せ

学校での
いじめ

高齢であ
ることを
理由とす
る差別や
不当な扱
い

障がいが
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

同和地区
出身であ
ることを
理由とす
る差別や
不当な扱
い

外国人で
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

ＬＧＢＴ
などの性
的マイノ
リティで
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

職場や大
学などに
おけるハ
ラスメン
ト

地域や職
場、学校
などでの
差別的な
言動、誹
謗中傷、
あらぬう
わさ

プライバ
シーの侵
害

インター
ネット上
の人権侵
害

その他 無回答 回答人数

人 23 43 13 80 2 25 13 15 5 33 21 4 17 3 73 370

％ 6.2% 11.6% 3.5% 21.6% 0.5% 6.8% 3.5% 4.1% 1.4% 8.9% 5.7% 1.1% 4.6% 0.8% 19.7% -

人 4 9 5 26 2 10 2 7 1 13 10 3 8 0 27 127

％ 3.1% 7.1% 3.9% 20.5% 1.6% 7.9% 1.6% 5.5% 0.8% 10.2% 7.9% 2.4% 6.3% 0.0% 21.3% -

人 18 31 8 51 0 15 11 7 4 20 11 0 9 3 40 228

％ 7.9% 13.6% 3.5% 22.4% 0.0% 6.6% 4.8% 3.1% 1.8% 8.8% 4.8% 0.0% 3.9% 1.3% 17.5% -

人 1 2 0 3 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 3 11

％ 9.1% 18.2% 0.0% 27.3% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 27.3% -

人 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 4

％ 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 75.0% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

SA

女性で
あるこ
とを理
由とす
る差別
や不当
な扱い

配偶者・
パート
ナーなど
からの暴
力

こどもの
頃の体罰
や嫌がら
せ

学校での
いじめ

高齢であ
ることを
理由とす
る差別や
不当な扱
い

障がいが
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

同和地区
出身であ
ることを
理由とす
る差別や
不当な扱
い

外国人で
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

ＬＧＢＴ
などの性
的マイノ
リティで
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

職場や大
学などに
おけるハ
ラスメン
ト

地域や職
場、学校
などでの
差別的な
言動、誹
謗中傷、
あらぬう
わさ

プライバ
シーの侵
害

インター
ネット上
の人権侵
害

その他 無回答 回答人数

人 23 43 13 80 2 25 13 15 5 33 21 4 17 3 73 370

％ 6.2% 11.6% 3.5% 21.6% 0.5% 6.8% 3.5% 4.1% 1.4% 8.9% 5.7% 1.1% 4.6% 0.8% 19.7% -

人 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 2 5

％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 20.0% 40.0% -

人 3 1 0 13 0 0 1 3 1 2 2 1 4 0 4 35

％ 8.6% 2.9% 0.0% 37.1% 0.0% 0.0% 2.9% 8.6% 2.9% 5.7% 5.7% 2.9% 11.4% 0.0% 11.4% -

人 3 8 0 14 0 6 2 5 1 2 5 0 4 0 10 60

％ 5.0% 13.3% 0.0% 23.3% 0.0% 10.0% 3.3% 8.3% 1.7% 3.3% 8.3% 0.0% 6.7% 0.0% 16.7% -

人 4 10 6 15 1 5 1 3 1 13 2 0 1 0 5 67

％ 6.0% 14.9% 9.0% 22.4% 1.5% 7.5% 1.5% 4.5% 1.5% 19.4% 3.0% 0.0% 1.5% 0.0% 7.5% -

人 5 14 5 18 0 6 5 2 0 8 4 1 2 1 11 82

％ 6.1% 17.1% 6.1% 22.0% 0.0% 7.3% 6.1% 2.4% 0.0% 9.8% 4.9% 1.2% 2.4% 1.2% 13.4% -

人 3 8 2 10 1 4 3 1 0 4 3 1 4 0 11 55

％ 5.5% 14.5% 3.6% 18.2% 1.8% 7.3% 5.5% 1.8% 0.0% 7.3% 5.5% 1.8% 7.3% 0.0% 20.0% -

人 2 2 0 6 0 3 1 0 2 2 3 1 2 1 16 41

％ 4.9% 4.9% 0.0% 14.6% 0.0% 7.3% 2.4% 0.0% 4.9% 4.9% 7.3% 2.4% 4.9% 2.4% 39.0% -

人 3 0 0 4 0 0 0 1 0 2 1 0 0 0 12 23

％ 13.0% 0.0% 0.0% 17.4% 0.0% 0.0% 0.0% 4.3% 0.0% 8.7% 4.3% 0.0% 0.0% 0.0% 52.2% -

人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2

％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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【表４－２（５）－４ 学歴別 見聞きした経験で最も印象に残っているもの】 

 

学歴別でみると、「その他」を除くすべての学歴区分において「学校でのいじめ」が最も高く、

数値は「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」20.8%、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専

修学校・各種学校、旧制中等学校」17.8%、「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格

の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」23.1%、「大学、大学院」24.5%となっている。 

また、「その他」では「女性であることを理由とする差別や不当な扱い」と「外国人であること

を理由とする差別や不当な扱い」が同率で最も高く、いずれも 25.0%となっている。 

 

【表４－２（５）－５ 職業別 見聞きした経験で最も印象に残っているもの】 

 

職業別でみると、「自営業」「民間正規雇用」「非正規雇用」「家事専業、学生、無職」では「学

校でのいじめ」が最も高く、数値はそれぞれ 20.9%、26.4%、20.0%、20.0%となっている。 

また、「公務員、教員」では「職場や大学などにおけるハラスメント」と「インターネット上の

人権侵害」が最も高く、いずれも 18.2%となっている。 

 

  

SA

女性で
あるこ
とを理
由とす
る差別
や不当
な扱い

配偶者・
パート
ナーなど
からの暴
力

こどもの
頃の体罰
や嫌がら
せ

学校での
いじめ

高齢であ
ることを
理由とす
る差別や
不当な扱
い

障がいが
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

同和地区
出身であ
ることを
理由とす
る差別や
不当な扱
い

外国人で
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

ＬＧＢＴ
などの性
的マイノ
リティで
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

職場や大
学などに
おけるハ
ラスメン
ト

地域や職
場、学校
などでの
差別的な
言動、誹
謗中傷、
あらぬう
わさ

プライバ
シーの侵
害

インター
ネット上
の人権侵
害

その他 無回答 回答人数

人 23 43 13 80 2 25 13 15 5 33 21 4 17 3 73 370

％ 6.2% 11.6% 3.5% 21.6% 0.5% 6.8% 3.5% 4.1% 1.4% 8.9% 5.7% 1.1% 4.6% 0.8% 19.7% -

人 1 0 0 5 0 0 0 1 1 2 3 0 0 0 11 24

％ 4.2% 0.0% 0.0% 20.8% 0.0% 0.0% 0.0% 4.2% 4.2% 8.3% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 45.8% -

人 5 12 5 18 1 8 6 3 1 9 4 0 3 1 25 101

％ 5.0% 11.9% 5.0% 17.8% 1.0% 7.9% 5.9% 3.0% 1.0% 8.9% 4.0% 0.0% 3.0% 1.0% 24.8% -

人 3 16 4 21 0 5 4 3 1 11 3 0 2 1 17 91

％ 3.3% 17.6% 4.4% 23.1% 0.0% 5.5% 4.4% 3.3% 1.1% 12.1% 3.3% 0.0% 2.2% 1.1% 18.7% -

人 13 15 4 36 1 12 3 7 2 11 11 4 12 1 15 147

％ 8.8% 10.2% 2.7% 24.5% 0.7% 8.2% 2.0% 4.8% 1.4% 7.5% 7.5% 2.7% 8.2% 0.7% 10.2% -

人 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 4

％ 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% -

人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3

％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

SA

女性で
あるこ
とを理
由とす
る差別
や不当
な扱い

配偶者・
パート
ナーなど
からの暴
力

こどもの
頃の体罰
や嫌がら
せ

学校での
いじめ

高齢であ
ることを
理由とす
る差別や
不当な扱
い

障がいが
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

同和地区
出身であ
ることを
理由とす
る差別や
不当な扱
い

外国人で
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

ＬＧＢＴ
などの性
的マイノ
リティで
あること
を理由と
する差別
や不当な
扱い

職場や大
学などに
おけるハ
ラスメン
ト

地域や職
場、学校
などでの
差別的な
言動、誹
謗中傷、
あらぬう
わさ

プライバ
シーの侵
害

インター
ネット上
の人権侵
害

その他 無回答 回答人数

人 23 43 13 80 2 25 13 15 5 33 21 4 17 3 73 370

％ 6.2% 11.6% 3.5% 21.6% 0.5% 6.8% 3.5% 4.1% 1.4% 8.9% 5.7% 1.1% 4.6% 0.8% 19.7% -

人 4 7 2 9 0 1 0 2 1 3 5 1 2 0 6 43

％ 9.3% 16.3% 4.7% 20.9% 0.0% 2.3% 0.0% 4.7% 2.3% 7.0% 11.6% 2.3% 4.7% 0.0% 14.0% -

人 7 9 3 28 0 7 6 7 2 15 6 1 7 0 8 106

％ 6.6% 8.5% 2.8% 26.4% 0.0% 6.6% 5.7% 6.6% 1.9% 14.2% 5.7% 0.9% 6.6% 0.0% 7.5% -

人 1 0 1 1 1 1 0 1 0 2 0 0 2 0 1 11

％ 9.1% 0.0% 9.1% 9.1% 9.1% 9.1% 0.0% 9.1% 0.0% 18.2% 0.0% 0.0% 18.2% 0.0% 9.1% -

人 4 17 4 18 0 6 2 1 0 7 6 1 1 0 23 90

％ 4.4% 18.9% 4.4% 20.0% 0.0% 6.7% 2.2% 1.1% 0.0% 7.8% 6.7% 1.1% 1.1% 0.0% 25.6% -

人 7 10 3 23 1 10 5 4 2 6 4 1 5 3 31 115

％ 6.1% 8.7% 2.6% 20.0% 0.9% 8.7% 4.3% 3.5% 1.7% 5.2% 3.5% 0.9% 4.3% 2.6% 27.0% -

人 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 5

％ 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 80.0% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答
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（６）見聞きした経験で最も印象に残っているものへの対応 

問 12－５ どのように対応しましたか。（✔は１つ） 

【表４－２（６）－１ 見聞きした経験で最も印象に残っているものへの対応】 

選択肢 件数 割合 

いけないことと指摘した 47 15.8（% 

相談 通報）した 31 10.4（% 

同調した 26 8.8（% 

話をそらした 6 2.0（% 

何もしなかった できなかった） 164 55.2（% 

その他 21 7.1（% 

無回答 2 0.7（% 

合計 297 100.0（% 

 

【図４－２（６） 見聞きした経験で最も印象に残っているものへの対応】 

 

 

全体でみると、「何もしなかった できなかった）」と答えた人が最も高く、55.2%となってい

る。続いて「いけないことと指摘した」が 15.8%、「相談 通報）した」が 10.4%となっている。 

 

  

15.8% 10.4% 8.8% 2.0% 55.2%
7.1%

0.7%
全体

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いけないことと指摘した 相談 通報）した

同調した 話をそらした

何もしなかった できなかった） その他

無回答
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【表４－２（６）－２ 性別 見聞きした経験で最も印象に残っているものへの対応】 

 

性別でみると、男性では「何もしなかった できなかった）」が 61.0%と最も高く、次いで「い

けないことと指摘した」が 15.0%、「相談 通報）した」が 12.0%となっている。 

一方で、女性では「何もしなかった できなかった）」が 52.7%と最も高く、次いで「いけない

ことと指摘した」が 16.5%、「相談 通報）した」が 10.1%となっている。 

 

【表４－２（６）－３ 年齢別 見聞きした経験で最も印象に残っているものへの対応】 

 

年齢別でみると、いずれの年齢区分においても「何もしなかった できなかった）」が最も高

く、数値は「１８歳、１９歳」66.7%、「２０歳代」61.3%、「３０歳代」54.0%、「４０歳代」58.1%、

「５０歳代」49.3%、「６０歳代」56.8%、「７０歳代」52.0%、「８０歳以上」63.6%となっている。 

 

SA

いけな
いこと
と指摘
した

相談 通
報）した

同調した
話をそら
した

何もしな
かった
 できな
かった）

その他 無回答 回答人数

人 47 31 26 6 164 21 2 297

％ 15.8% 10.4% 8.8% 2.0% 55.2% 7.1% 0.7% -

人 15 12 7 1 61 3 1 100

％ 15.0% 12.0% 7.0% 1.0% 61.0% 3.0% 1.0% -

人 31 19 17 5 99 16 1 188

％ 16.5% 10.1% 9.0% 2.7% 52.7% 8.5% 0.5% -

人 1 0 1 0 4 2 0 8

％ 12.5% 0.0% 12.5% 0.0% 50.0% 25.0% 0.0% -

人 0 0 1 0 0 0 0 1

％ 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

SA

いけな
いこと
と指摘
した

相談 通
報）した

同調した
話をそら
した

何もしな
かった
 できな
かった）

その他 無回答 回答人数

人 47 31 26 6 164 21 2 297

％ 15.8% 10.4% 8.8% 2.0% 55.2% 7.1% 0.7% -

人 0 1 0 0 2 0 0 3

％ 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% -

人 6 2 0 0 19 4 0 31

％ 19.4% 6.5% 0.0% 0.0% 61.3% 12.9% 0.0% -

人 9 5 3 4 27 2 0 50

％ 18.0% 10.0% 6.0% 8.0% 54.0% 4.0% 0.0% -

人 9 4 5 0 36 6 2 62

％ 14.5% 6.5% 8.1% 0.0% 58.1% 9.7% 3.2% -

人 8 8 12 2 35 6 0 71

％ 11.3% 11.3% 16.9% 2.8% 49.3% 8.5% 0.0% -

人 7 7 4 0 25 1 0 44

％ 15.9% 15.9% 9.1% 0.0% 56.8% 2.3% 0.0% -

人 5 3 2 0 13 2 0 25

％ 20.0% 12.0% 8.0% 0.0% 52.0% 8.0% 0.0% -

人 3 1 0 0 7 0 0 11

％ 27.3% 9.1% 0.0% 0.0% 63.6% 0.0% 0.0% -

人 0 0 0 0 0 0 0 0

％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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【表４－２（６）－４ 学歴別 見聞きした経験で最も印象に残っているものへの対応】 

 

学歴別でみると、いずれの学歴区分においても「何もしなかった できなかった）」が最も高

く、数値は「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」53.8%、「高等学校、中学校卒業が入学資格

の専修学校・各種学校、旧制中等学校」55.3%、「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学

資格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」52.7%、「大学、大学院」56.1%、「その他」

100.0%となっている。 

 

【表４－２（６）－５ 職業別 見聞きした経験で最も印象に残っているものへの対応】 

 

職業別でみると、すべての区分において「何もしなかった できなかった）」が最も高く、数値

は「自営業」48.6%、「民間正規雇用」57.1%、「公務員、教員」50.0%、「非正規雇用」55.2%、「家

事専業、学生、無職」57.1%となっている。 

 

SA

いけな
いこと
と指摘
した

相談 通
報）した

同調した
話をそら
した

何もしな
かった
 できな
かった）

その他 無回答 回答人数

人 47 31 26 6 164 21 2 297

％ 15.8% 10.4% 8.8% 2.0% 55.2% 7.1% 0.7% -

人 3 1 1 0 7 1 0 13

％ 23.1% 7.7% 7.7% 0.0% 53.8% 7.7% 0.0% -

人 10 8 9 1 42 5 1 76

％ 13.2% 10.5% 11.8% 1.3% 55.3% 6.6% 1.3% -

人 14 5 7 2 39 7 0 74

％ 18.9% 6.8% 9.5% 2.7% 52.7% 9.5% 0.0% -

人 20 17 9 3 74 8 1 132

％ 15.2% 12.9% 6.8% 2.3% 56.1% 6.1% 0.8% -

人 0 0 0 0 2 0 0 2

％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% -

人 0 0 0 0 0 0 0 0

％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

SA

いけな
いこと
と指摘
した

相談 通
報）した

同調した
話をそら
した

何もしな
かった
 できな
かった）

その他 無回答 回答人数

人 47 31 26 6 164 21 2 297

％ 15.8% 10.4% 8.8% 2.0% 55.2% 7.1% 0.7% -

人 10 2 3 1 18 2 1 37

％ 27.0% 5.4% 8.1% 2.7% 48.6% 5.4% 2.7% -

人 16 10 7 1 56 8 0 98

％ 16.3% 10.2% 7.1% 1.0% 57.1% 8.2% 0.0% -

人 1 3 1 0 5 0 0 10

％ 10.0% 30.0% 10.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% -

人 10 6 7 1 37 5 1 67

％ 14.9% 9.0% 10.4% 1.5% 55.2% 7.5% 1.5% -

人 9 10 8 3 48 6 0 84

％ 10.7% 11.9% 9.5% 3.6% 57.1% 7.1% 0.0% -

人 1 0 0 0 0 0 0 1

％ 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答
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４－３ 人権問題についての学習経験 

問 13 次の人権問題について、あなたが学習した（啓発を受けた）ことのあるものすべてに

✔をつけてください。（✔はいくつでも） 

【表４－３－１ 人権問題についての学習経験】 

選択肢 件数 割合 

女性の人権 271 40.1（% 

こどもの人権 235 34.8（% 

高齢者の人権 153 22.6（% 

障がいのある人の人権 268 39.6（% 

同和問題 部落差別） 248 36.7（% 

アイヌの人々の人権 94 13.9（% 

外国人の人権 126 18.6（% 

ヘイトスピーチ 85 12.6（% 

感染症に関する人権問題 99 14.6（% 

ハンセン病回復者などの人権 92 13.6（% 

刑を終えて出所した人やその家族の人権 66 9.8（% 

犯罪被害者等の人権 83 12.3（% 

インターネット上の人権侵害 158 23.4（% 

パワーハラスメント、カスタマーハラスメントなどのハラス

メント 
201 29.7（% 

北朝鮮当局による拉致問題 110 16.3（% 

ホームレスの人権 46 6.8（% 

ＬＧＢＴなどの性的マイノリティの人権 123 18.2（% 

性的サービスや労働の強要などの人身取引 60 8.9（% 

震災等の災害に起因する人権問題 69 10.2（% 

ゲノム情報を理由とする人権問題 14 2.1（% 

その他 5 0.7（% 

いずれも学習したことがない 156 23.1（% 

無回答 32 4.7（% 

合計 676 - 
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【図４－３ 人権問題についての学習経験】 

 

全体でみると、「女性の人権」と答えた人が最も高く、40.1%となっている。続いて「障がいの

ある人の人権」が 39.6%、「同和問題 部落差別）」が 36.7%となっている。 
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す
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人
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問
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ゲ
ノ
ム
情
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を
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す
る
人
権
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そ
の
他

い
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れ
も
学
習
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こ
と
が
な
い

無
回
答
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【表４－３－２ 性別 人権問題についての学習経験】 

 

性別でみると、男性では「障がいのある人の人権」が 43.1%と最も高く、次いで「同和問題 部

落差別）」が 38.1%、「女性の人権」が 34.3%となっている。 

一方で、女性では「女性の人権」が 46.2%と最も高く、次いで「障がいのある人の人権」が 39.8%、

「同和問題 部落差別）」が 38.3%となっている。 

  

M
A
女性の
人権

こども
の人権

高齢者
の人権

障がい
のある
人の人
権

同和問
題 部
落差
別）

アイヌ
の人々
の人権

外国人
の人権

ヘイト
スピー
チ

感染症
に関す
る人権
問題

ハンセ
ン病回
復者な
どの人
権

刑を終
えて出
所した
人やそ
の家族
の人権

犯罪被
害者等
の人権

人 271 235 153 268 248 94 126 85 99 92 66 83

％ 40.1% 34.8% 22.6% 39.6% 36.7% 13.9% 18.6% 12.6% 14.6% 13.6% 9.8% 12.3%

人 82 81 58 103 91 32 49 39 24 29 27 34

％ 34.3% 33.9% 24.3% 43.1% 38.1% 13.4% 20.5% 16.3% 10.0% 12.1% 11.3% 14.2%

人 181 148 89 156 150 58 70 44 69 61 38 48

％ 46.2% 37.8% 22.7% 39.8% 38.3% 14.8% 17.9% 11.2% 17.6% 15.6% 9.7% 12.2%

人 4 2 4 5 3 1 4 0 3 0 0 0

％ 15.4% 7.7% 15.4% 19.2% 11.5% 3.8% 15.4% 0.0% 11.5% 0.0% 0.0% 0.0%

人 4 4 2 4 4 3 3 2 3 2 1 1

％ 21.1% 21.1% 10.5% 21.1% 21.1% 15.8% 15.8% 10.5% 15.8% 10.5% 5.3% 5.3%

M
A

イン
ター
ネット
上の人
権侵害

パワー
ハラス
メン
ト、カ
スタ
マーハ
ラスメ
ントな
どのハ
ラスメ
ント

北朝鮮
当局に
よる拉
致問題

ホーム
レスの
人権

ＬＧＢ
Ｔなど
の性的
マイノ
リティ
の人権

性的
サービ
スや労
働の強
要など
の人身
取引

震災等
の災害
に起因
する人
権問題

ゲノム
情報を
理由と
する人
権問題

その他

いずれ
も学習
したこ
とがな
い

無回答
回答人
数

人 158 201 110 46 123 60 69 14 5 156 32 676
％ 23.4% 29.7% 16.3% 6.8% 18.2% 8.9% 10.2% 2.1% 0.7% 23.1% 4.7% -
人 65 78 50 18 43 23 32 5 2 51 4 239
％ 27.2% 32.6% 20.9% 7.5% 18.0% 9.6% 13.4% 2.1% 0.8% 21.3% 1.7% -
人 88 116 54 27 78 33 32 8 3 96 14 392
％ 22.4% 29.6% 13.8% 6.9% 19.9% 8.4% 8.2% 2.0% 0.8% 24.5% 3.6% -
人 3 4 2 0 1 1 2 0 0 6 4 26
％ 11.5% 15.4% 7.7% 0.0% 3.8% 3.8% 7.7% 0.0% 0.0% 23.1% 15.4% -
人 2 3 4 1 1 3 3 1 0 3 10 19
％ 10.5% 15.8% 21.1% 5.3% 5.3% 15.8% 15.8% 5.3% 0.0% 15.8% 52.6% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答
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【表４－３－３ 年齢別 人権問題についての学習経験】 

 

年齢別でみると、「１８歳、１９歳」では「インターネット上の人権侵害」が最も高く、72.7%

となっている。「２０歳代」では「こどもの人権」が最も高く、64.9%となっている。「３０歳代」

「４０歳代」では「女性の人権」が最も高く、数値はそれぞれ 58.1%、56.0%となっている。 

また、「５０歳代」「６０歳代」では「同和問題 部落差別）」が最も高く、数値はそれぞれ 46.3%、

51.0%となっている。「７０歳代」「８０歳以上」では「いずれも学習したことがない」が最も高

く、数値はそれぞれ 37.4%、42.1%となっている。 

 

M
A
女性の
人権

こども
の人権

高齢者
の人権

障がい
のある
人の人
権

同和問
題 部
落差
別）

アイヌ
の人々
の人権

外国人
の人権

ヘイト
スピー
チ

感染症
に関す
る人権
問題

ハンセ
ン病回
復者な
どの人
権

刑を終
えて出
所した
人やそ
の家族
の人権

犯罪被
害者等
の人権

人 271 235 153 268 248 94 126 85 99 92 66 83

％ 40.1% 34.8% 22.6% 39.6% 36.7% 13.9% 18.6% 12.6% 14.6% 13.6% 9.8% 12.3%

人 5 4 3 7 4 3 5 3 3 4 2 1

％ 45.5% 36.4% 27.3% 63.6% 36.4% 27.3% 45.5% 27.3% 27.3% 36.4% 18.2% 9.1%

人 35 37 21 36 19 12 21 11 10 11 7 10

％ 61.4% 64.9% 36.8% 63.2% 33.3% 21.1% 36.8% 19.3% 17.5% 19.3% 12.3% 17.5%

人 50 42 20 47 30 17 24 13 26 12 11 13

％ 58.1% 48.8% 23.3% 54.7% 34.9% 19.8% 27.9% 15.1% 30.2% 14.0% 12.8% 15.1%

人 56 42 21 53 51 23 27 15 19 13 15 16

％ 56.0% 42.0% 21.0% 53.0% 51.0% 23.0% 27.0% 15.0% 19.0% 13.0% 15.0% 16.0%

人 50 42 28 50 57 16 22 14 17 19 13 20

％ 40.7% 34.1% 22.8% 40.7% 46.3% 13.0% 17.9% 11.4% 13.8% 15.4% 10.6% 16.3%

人 27 22 16 27 50 9 12 10 11 9 7 8

％ 27.6% 22.4% 16.3% 27.6% 51.0% 9.2% 12.2% 10.2% 11.2% 9.2% 7.1% 8.2%

人 31 30 23 30 25 9 10 13 5 17 9 10

％ 29.0% 28.0% 21.5% 28.0% 23.4% 8.4% 9.3% 12.1% 4.7% 15.9% 8.4% 9.3%

人 14 13 19 15 10 3 3 5 6 5 1 4

％ 18.4% 17.1% 25.0% 19.7% 13.2% 3.9% 3.9% 6.6% 7.9% 6.6% 1.3% 5.3%

人 3 3 2 3 2 2 2 1 2 2 1 1

％ 16.7% 16.7% 11.1% 16.7% 11.1% 11.1% 11.1% 5.6% 11.1% 11.1% 5.6% 5.6%

M
A

イン
ター
ネット
上の人
権侵害

パワー
ハラス
メン
ト、カ
スタ
マーハ
ラスメ
ントな
どのハ
ラスメ
ント

北朝鮮
当局に
よる拉
致問題

ホーム
レスの
人権

ＬＧＢ
Ｔなど
の性的
マイノ
リティ
の人権

性的
サービ
スや労
働の強
要など
の人身
取引

震災等
の災害
に起因
する人
権問題

ゲノム
情報を
理由と
する人
権問題

その他

いずれ
も学習
したこ
とがな
い

無回答
回答人
数

人 158 201 110 46 123 60 69 14 5 156 32 676
％ 23.4% 29.7% 16.3% 6.8% 18.2% 8.9% 10.2% 2.1% 0.7% 23.1% 4.7% -
人 8 4 2 2 7 3 2 2 0 2 0 11
％ 72.7% 36.4% 18.2% 18.2% 63.6% 27.3% 18.2% 18.2% 0.0% 18.2% 0.0% -
人 30 22 7 5 25 7 7 2 0 3 0 57
％ 52.6% 38.6% 12.3% 8.8% 43.9% 12.3% 12.3% 3.5% 0.0% 5.3% 0.0% -
人 33 37 13 8 20 12 8 3 0 8 1 86
％ 38.4% 43.0% 15.1% 9.3% 23.3% 14.0% 9.3% 3.5% 0.0% 9.3% 1.2% -
人 17 36 14 3 26 8 9 1 0 15 2 100
％ 17.0% 36.0% 14.0% 3.0% 26.0% 8.0% 9.0% 1.0% 0.0% 15.0% 2.0% -
人 27 43 25 8 21 9 15 1 2 26 1 123
％ 22.0% 35.0% 20.3% 6.5% 17.1% 7.3% 12.2% 0.8% 1.6% 21.1% 0.8% -
人 21 25 11 5 9 5 9 2 2 26 3 98
％ 21.4% 25.5% 11.2% 5.1% 9.2% 5.1% 9.2% 2.0% 2.0% 26.5% 3.1% -
人 19 25 24 9 11 9 12 3 1 40 6 107
％ 17.8% 23.4% 22.4% 8.4% 10.3% 8.4% 11.2% 2.8% 0.9% 37.4% 5.6% -
人 2 6 11 5 4 4 5 0 0 32 9 76
％ 2.6% 7.9% 14.5% 6.6% 5.3% 5.3% 6.6% 0.0% 0.0% 42.1% 11.8% -
人 1 3 3 1 0 3 2 0 0 4 10 18
％ 5.6% 16.7% 16.7% 5.6% 0.0% 16.7% 11.1% 0.0% 0.0% 22.2% 55.6% -

全体

年
齢

１８歳、１９
歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

全体

年
齢

１８歳、１９
歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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【表４－３－４ 学歴別 人権問題についての学習経験】 

 

学歴別でみると、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」「高等学校、中学校卒業が入学資格

の専修学校・各種学校、旧制中等学校」では「いずれも学習したことがない」が最も高く、数値

はそれぞれ 52.3%、32.1%となっている。 

また、「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学

校・専門学校」「大学、大学院」では「女性の人権」が最も高く、数値はそれぞれ 49.0%、57.3%

となっている。「その他」では「女性の人権」と「こどもの人権」が同率で最も高く、いずれも

57.1%となっている。 

 

  

M
A
女性の
人権

こども
の人権

高齢者
の人権

障がい
のある
人の人
権

同和問
題 部
落差
別）

アイヌ
の人々
の人権

外国人
の人権

ヘイト
スピー
チ

感染症
に関す
る人権
問題

ハンセ
ン病回
復者な
どの人
権

刑を終
えて出
所した
人やそ
の家族
の人権

犯罪被
害者等
の人権

人 271 235 153 268 248 94 126 85 99 92 66 83

％ 40.1% 34.8% 22.6% 39.6% 36.7% 13.9% 18.6% 12.6% 14.6% 13.6% 9.8% 12.3%

人 5 5 11 10 8 2 1 1 4 4 4 1

％ 7.7% 7.7% 16.9% 15.4% 12.3% 3.1% 1.5% 1.5% 6.2% 6.2% 6.2% 1.5%

人 58 58 38 65 60 14 25 18 15 19 9 18

％ 27.4% 27.4% 17.9% 30.7% 28.3% 6.6% 11.8% 8.5% 7.1% 9.0% 4.2% 8.5%

人 72 52 42 64 68 23 34 19 30 18 15 24

％ 49.0% 35.4% 28.6% 43.5% 46.3% 15.6% 23.1% 12.9% 20.4% 12.2% 10.2% 16.3%

人 129 113 57 122 107 52 62 46 48 49 37 39

％ 57.3% 50.2% 25.3% 54.2% 47.6% 23.1% 27.6% 20.4% 21.3% 21.8% 16.4% 17.3%

人 4 4 3 3 3 1 2 0 0 0 0 0

％ 57.1% 57.1% 42.9% 42.9% 42.9% 14.3% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

人 3 3 2 4 2 2 2 1 2 2 1 1

％ 15.0% 15.0% 10.0% 20.0% 10.0% 10.0% 10.0% 5.0% 10.0% 10.0% 5.0% 5.0%

M
A

イン
ター
ネット
上の人
権侵害

パワー
ハラス
メン
ト、カ
スタ
マーハ
ラスメ
ントな
どのハ
ラスメ
ント

北朝鮮
当局に
よる拉
致問題

ホーム
レスの
人権

ＬＧＢ
Ｔなど
の性的
マイノ
リティ
の人権

性的
サービ
スや労
働の強
要など
の人身
取引

震災等
の災害
に起因
する人
権問題

ゲノム
情報を
理由と
する人
権問題

その他

いずれ
も学習
したこ
とがな
い

無回答
回答人
数

人 158 201 110 46 123 60 69 14 5 156 32 676
％ 23.4% 29.7% 16.3% 6.8% 18.2% 8.9% 10.2% 2.1% 0.7% 23.1% 4.7% -
人 3 5 9 4 1 2 3 0 0 34 3 65
％ 4.6% 7.7% 13.8% 6.2% 1.5% 3.1% 4.6% 0.0% 0.0% 52.3% 4.6% -

人 40 45 22 8 19 13 14 2 3 68 10 212

％ 18.9% 21.2% 10.4% 3.8% 9.0% 6.1% 6.6% 0.9% 1.4% 32.1% 4.7% -

人 39 53 25 9 30 13 18 3 1 21 6 147

％ 26.5% 36.1% 17.0% 6.1% 20.4% 8.8% 12.2% 2.0% 0.7% 14.3% 4.1% -

人 75 94 51 24 71 29 32 9 1 28 2 225
％ 33.3% 41.8% 22.7% 10.7% 31.6% 12.9% 14.2% 4.0% 0.4% 12.4% 0.9% -
人 0 1 0 0 2 0 0 0 0 1 0 7
％ 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% -
人 1 3 3 1 0 3 2 0 0 4 11 20
％ 5.0% 15.0% 15.0% 5.0% 0.0% 15.0% 10.0% 0.0% 0.0% 20.0% 55.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学
校・各種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入
学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学

校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学
校・各種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入
学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学

校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答
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【表４－３－５ 職業別 人権問題についての学習経験】 

 

職業別でみると、「自営業」では「同和問題 部落差別）」が最も高く、37.0%となっている。 

また、「民間正規雇用」「非正規雇用」では「障がいのある人の人権」が最も高く、数値はそれ

ぞれ 52.9%、46.7%となっている。「公務員、教員」では「女性の人権」が最も高く、75.0%となっ

ている。「家事専業、学生、無職」では「いずれも学習したことがない」が最も高く、33.6%とな

っている。 

 

 

  

M
A
女性の
人権

こども
の人権

高齢者
の人権

障がい
のある
人の人
権

同和問
題 部
落差
別）

アイヌ
の人々
の人権

外国人
の人権

ヘイト
スピー
チ

感染症
に関す
る人権
問題

ハンセ
ン病回
復者な
どの人
権

刑を終
えて出
所した
人やそ
の家族
の人権

犯罪被
害者等
の人権

人 271 235 153 268 248 94 126 85 99 92 66 83

％ 40.1% 34.8% 22.6% 39.6% 36.7% 13.9% 18.6% 12.6% 14.6% 13.6% 9.8% 12.3%

人 26 18 12 24 27 8 21 10 8 5 8 10

％ 35.6% 24.7% 16.4% 32.9% 37.0% 11.0% 28.8% 13.7% 11.0% 6.8% 11.0% 13.7%

人 90 74 47 92 74 33 43 28 38 29 27 28

％ 51.7% 42.5% 27.0% 52.9% 42.5% 19.0% 24.7% 16.1% 21.8% 16.7% 15.5% 16.1%

人 12 9 5 10 9 8 4 4 4 4 3 3

％ 75.0% 56.3% 31.3% 62.5% 56.3% 50.0% 25.0% 25.0% 25.0% 25.0% 18.8% 18.8%

人 64 59 35 70 63 16 22 18 21 22 12 19

％ 42.7% 39.3% 23.3% 46.7% 42.0% 10.7% 14.7% 12.0% 14.0% 14.7% 8.0% 12.7%

人 72 68 49 67 70 26 33 23 24 29 15 20

％ 29.9% 28.2% 20.3% 27.8% 29.0% 10.8% 13.7% 9.5% 10.0% 12.0% 6.2% 8.3%

人 7 7 5 5 5 3 3 2 4 3 1 3

％ 31.8% 31.8% 22.7% 22.7% 22.7% 13.6% 13.6% 9.1% 18.2% 13.6% 4.5% 13.6%

M
A

イン
ター
ネット
上の人
権侵害

パワー
ハラス
メン
ト、カ
スタ
マーハ
ラスメ
ントな
どのハ
ラスメ
ント

北朝鮮
当局に
よる拉
致問題

ホーム
レスの
人権

ＬＧＢ
Ｔなど
の性的
マイノ
リティ
の人権

性的
サービ
スや労
働の強
要など
の人身
取引

震災等
の災害
に起因
する人
権問題

ゲノム
情報を
理由と
する人
権問題

その他

いずれ
も学習
したこ
とがな
い

無回答
回答人
数

人 158 201 110 46 123 60 69 14 5 156 32 676
％ 23.4% 29.7% 16.3% 6.8% 18.2% 8.9% 10.2% 2.1% 0.7% 23.1% 4.7% -
人 18 22 14 2 12 6 7 4 1 17 3 73
％ 24.7% 30.1% 19.2% 2.7% 16.4% 8.2% 9.6% 5.5% 1.4% 23.3% 4.1% -
人 56 65 31 15 48 22 23 5 1 30 1 174
％ 32.2% 37.4% 17.8% 8.6% 27.6% 12.6% 13.2% 2.9% 0.6% 17.2% 0.6% -
人 7 10 4 2 8 2 4 0 0 0 0 16
％ 43.8% 62.5% 25.0% 12.5% 50.0% 12.5% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -
人 35 54 19 9 25 10 10 1 0 24 3 150
％ 23.3% 36.0% 12.7% 6.0% 16.7% 6.7% 6.7% 0.7% 0.0% 16.0% 2.0% -
人 40 45 37 17 29 17 22 3 3 81 16 241
％ 16.6% 18.7% 15.4% 7.1% 12.0% 7.1% 9.1% 1.2% 1.2% 33.6% 6.6% -
人 2 5 5 1 1 3 3 1 0 4 9 22
％ 9.1% 22.7% 22.7% 4.5% 4.5% 13.6% 13.6% 4.5% 0.0% 18.2% 40.9% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無
職

無回答

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無
職

無回答
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第５章 大阪市の人権問題への取組みについて 

５－１ 大阪市は「人権が尊重されているまちである」との認識 

問 14 大阪市では、「大阪市人権尊重の社会づくり条例」に基づき、さまざまな取組みを進

めています。あなたは、「大阪市は、市民一人ひとりの人権が尊重されているまちである」

と思いますか。（✔は１つ） 

【表５－１－１ 大阪市は「人権が尊重されているまちである」との認識】 

選択肢 件数 割合 

そう思う 68 10.1（% 

どちらかといえばそう思う 344 50.9（% 

どちらかといえばそうは思わない 157 23.2（% 

そうは思わない 75 11.1（% 

無回答 32 4.7（% 

合計 676 100.0（% 

 

【図５－１ 大阪市は「人権が尊重されているまちである」との認識】 

 

 

全体でみると、肯定的な回答 「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）と答えた人の割合

が（60.9%（となっている。 

一方で、否定的な回答 「どちらかといえばそうは思わない」「そうは思わない」）は（34.3%（と

なっている。 

 

  

10.1% 50.9% 23.2% 11.1% 4.7%全体

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない そうは思わない

無回答
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【表５－１－２ 性別 大阪市は「人権が尊重されているまちである」との認識】 

 

性別でみると、肯定的な回答 「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）と答えた人の割合

は、男性（63.6%、女性（61.5%となっている。 

一方で、否定的な回答 「どちらかといえばそうは思わない」「そうは思わない」）と答えた人

の割合は、男性（34.3%、女性（34.7%となっている。 

【表５－１－３ 年齢別 大阪市は「人権が尊重されているまちである」との認識】 

 

年齢別でみると、肯定的な回答 「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）と回答した人の

うち、「７０歳代」の割合が最も高く、67.3%となっている。続いて、「８０歳以上」が（ 65.8%、

「１８歳、１９歳」が（63.6%（となっている。 

一方で、否定的な回答 「どちらかといえばそうは思わない」「そうは思わない」）と回答した

人のうち、「４０歳代」の割合が最も高く、41.0%となっている。続いて、「２０歳代」が（40.4%、

「６０歳代」が（37.8%（となっている。 

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 68 344 157 75 32 676

％ 10.1% 50.9% 23.2% 11.1% 4.7% -

人 26 126 46 36 5 239

％ 10.9% 52.7% 19.2% 15.1% 2.1% -

人 36 205 100 36 15 392

％ 9.2% 52.3% 25.5% 9.2% 3.8% -

人 2 11 8 2 3 26

％ 7.7% 42.3% 30.8% 7.7% 11.5% -

人 4 2 3 1 9 19

％ 21.1% 10.5% 15.8% 5.3% 47.4% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 68 344 157 75 32 676

％ 10.1% 50.9% 23.2% 11.1% 4.7% -

人 4 3 2 2 0 11

％ 36.4% 27.3% 18.2% 18.2% 0.0% -

人 7 26 15 8 1 57

％ 12.3% 45.6% 26.3% 14.0% 1.8% -

人 10 44 18 13 1 86

％ 11.6% 51.2% 20.9% 15.1% 1.2% -

人 6 48 30 11 5 100

％ 6.0% 48.0% 30.0% 11.0% 5.0% -

人 5 70 27 18 3 123

％ 4.1% 56.9% 22.0% 14.6% 2.4% -

人 8 52 26 11 1 98

％ 8.2% 53.1% 26.5% 11.2% 1.0% -

人 6 66 24 6 5 107

％ 5.6% 61.7% 22.4% 5.6% 4.7% -

人 18 32 13 6 7 76

％ 23.7% 42.1% 17.1% 7.9% 9.2% -

人 4 3 2 0 9 18

％ 22.2% 16.7% 11.1% 0.0% 50.0% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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【表５－１－４ 学歴別 大阪市は「人権が尊重されているまちである」との認識】 

 

学歴別でみると、肯定的な回答 「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）と回答した人の

うち、「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学

校・専門学校」の割合が最も高く、66.0%となっている。続いて、「中学校、旧制小学校、旧制高

等小学校」が（64.6%、「大学、大学院」が（62.2%（となっている。 

一方で、否定的な回答 「どちらかといえばそうは思わない」「そうは思わない」）と回答した

人のうち、「その他」の割合が最も高く、71.4%となっている。続いて、「高等学校、中学校卒業が

入学資格の専修学校・各種学校、旧制中等学校」が（35.8%、「大学、大学院」が（35.1%（となって

いる。 

 

  

SA
そう思
う

どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 68 344 157 75 32 676

％ 10.1% 50.9% 23.2% 11.1% 4.7% -

人 11 31 13 8 2 65

％ 16.9% 47.7% 20.0% 12.3% 3.1% -

人 18 108 50 26 10 212

％ 8.5% 50.9% 23.6% 12.3% 4.7% -

人 12 85 33 15 2 147

％ 8.2% 57.8% 22.4% 10.2% 1.4% -

人 23 117 57 22 6 225

％ 10.2% 52.0% 25.3% 9.8% 2.7% -

人 1 0 2 3 1 7

％ 14.3% 0.0% 28.6% 42.9% 14.3% -

人 3 3 2 1 11 20

％ 15.0% 15.0% 10.0% 5.0% 55.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答
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【表５－１－５ 職業別 大阪市は「人権が尊重されているまちである」との認識】 

 

職業別でみると、肯定的な回答 「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）と回答した人の

うち、「公務員、教員」の割合が最も高く、75.0%となっている。続いて、「家事専業、学生、無

職」が（66.0%、「非正規雇用」が（59.3%（となっている。 

一方で、否定的な回答 「どちらかといえばそうは思わない」「そうは思わない」）と回答した

人のうち、「民間正規雇用」の割合が最も高く、40.2%となっている。続いて、「非正規雇用」が（

38.7%、「自営業」が（37.0%（となっている。 

 

  

S
A
そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

無回答
回答人
数

人 68 344 157 75 32 676
％ 10.1% 50.9% 23.2% 11.1% 4.7% -
人 6 36 18 9 4 73

％ 8.2% 49.3% 24.7% 12.3% 5.5% -

人 19 82 41 29 3 174

％ 10.9% 47.1% 23.6% 16.7% 1.7% -

人 2 10 3 1 0 16

％ 12.5% 62.5% 18.8% 6.3% 0.0% -

人 9 80 40 18 3 150

％ 6.0% 53.3% 26.7% 12.0% 2.0% -

人 27 132 52 17 13 241

％ 11.2% 54.8% 21.6% 7.1% 5.4% -

人 5 4 3 1 9 22

％ 22.7% 18.2% 13.6% 4.5% 40.9% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無
職

無回答
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５－２ 個別の人権問題に関わって「人権が尊重されるまち」であるとの認識 

問 15 あなたは、次の（１）～（15）の人権課題に関する大阪市の現状について、どのよう

に思いますか。（それぞれ✔は１つ） 

【表５－２－１ 個別の人権問題に関わって「人権が尊重されるまち」であるとの認識】 

 

 

  

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 77 362 132 64 41 676

％ 11.4% 53.6% 19.5% 9.5% 6.1% -

人 51 340 169 62 54 676

％ 7.5% 50.3% 25.0% 9.2% 8.0% -

人 69 351 152 58 46 676

％ 10.2% 51.9% 22.5% 8.6% 6.8% -

人 81 335 156 59 45 676

％ 12.0% 49.6% 23.1% 8.7% 6.7% -

人 84 368 134 53 37 676

％ 12.4% 54.4% 19.8% 7.8% 5.5% -

人 68 338 165 63 42 676

％ 10.1% 50.0% 24.4% 9.3% 6.2% -

人 50 318 192 59 57 676

％ 7.4% 47.0% 28.4% 8.7% 8.4% -

人 48 334 174 67 53 676

％ 7.1% 49.4% 25.7% 9.9% 7.8% -

人 36 302 198 71 69 676

％ 5.3% 44.7% 29.3% 10.5% 10.2% -

人 49 347 149 64 67 676

％ 7.2% 51.3% 22.0% 9.5% 9.9% -

人 30 314 186 84 62 676

％ 4.4% 46.4% 27.5% 12.4% 9.2% -

人 47 346 147 72 64 676

％ 7.0% 51.2% 21.7% 10.7% 9.5% -

人 25 266 217 91 77 676

％ 3.7% 39.3% 32.1% 13.5% 11.4% -

人 19 248 239 104 66 676

％ 2.8% 36.7% 35.4% 15.4% 9.8% -

人 44 313 176 69 74 676

％ 6.5% 46.3% 26.0% 10.2% 10.9% -

男性・女性がともに、仕事や家事、地域での活動に参加
し、その個性と能力を十分に発揮できるまちである

ＬＧＢＴなどの性的マイノリティの人が差別を受けるこ
となく、自分らしく生きることができるまちである

地域の人々の犯罪被害者等への理解が深まっている

ヘイトスピーチのない、人種や民族、国籍の違いを認め
合うまちである

同和地区であることを理由に住居や学校を選択する際に
避けたり、同和地区出身者が結婚や就職などの際に不利
な扱いを受けることのない、差別のないまちである

障がいのある人が就労の機会に恵まれ、自立した生活を
営めるまちである

ホームレス状態にある人が自立して再び地域社会の中で
生活を営めるまちである

配偶者・パートナーなどからの暴力の相談が受けられ、
安心して暮らせるまちである

子育て家庭が安心してこどもを産み育てられるまちであ
る

高齢者がさまざまな活動の場に恵まれ、社会参加を通
じ、生きがいを持って暮らせるまちである

障がいのある人がさまざまな生活相談ができ、安心して
生活を営めるまちである

外国人住民が、さまざまな相談や情報提供を受けること
ができるなど、充実した生活が営めるまちである

事業者の持つ市民の個人情報が保護され、適切に取り扱
われているまちである

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるまちである

こどもが各々の個性を発揮し、夢や目標に向かって、い
きいきと暮らせるまちである
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【図５－２ 個別の人権問題に関わって「人権が尊重されるまち」であるとの認識】 

 

  

11.4%

7.5%

10.2%

12.0%

12.4%

10.1%

7.4%

7.1%

5.3%

7.2%

4.4%

7.0%

3.7%

2.8%

6.5%

53.6%

50.3%

51.9%

49.6%

54.4%

50.0%

47.0%

49.4%

44.7%

51.3%

46.4%

51.2%

39.3%

36.7%

46.3%

19.5%

25.0%

22.5%

23.1%

19.8%

24.4%

28.4%

25.7%

29.3%

22.0%

27.5%

21.7%

32.1%

35.4%

26.0%

9.5%

9.2%

8.6%

8.7%

7.8%

9.3%

8.7%

9.9%

10.5%

9.5%

12.4%

10.7%

13.5%

15.4%

10.2%

6.1%

8.0%

6.8%

6.7%

5.5%

6.2%

8.4%

7.8%

10.2%

9.9%

9.2%

9.5%

11.4%

9.8%

10.9%

男性・女性がともに、仕事や家事、地域での活動に参加

し、その個性と能力を十分に発揮できるまちである

配偶者・パートナーなどからの暴力の相談が受けられ、

安心して暮らせるまちである

こどもが各々の個性を発揮し、夢や目標に向かって、い

きいきと暮らせるまちである

子育て家庭が安心してこどもを産み育てられるまちであ

る

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるまちである

高齢者がさまざまな活動の場に恵まれ、社会参加を通

じ、生きがいを持って暮らせるまちである

障がいのある人が就労の機会に恵まれ、自立した生活を

営めるまちである

障がいのある人がさまざまな生活相談ができ、安心して

生活を営めるまちである

同和地区であることを理由に住居や学校を選択する際に

避けたり、同和地区出身者が結婚や就職などの際に不利

な扱いを受けることのない、差別のないまちである

外国人住民が、さまざまな相談や情報提供を受けること

ができるなど、充実した生活が営めるまちである

ヘイトスピーチのない、人種や民族、国籍の違いを認め

合うまちである

事業者の持つ市民の個人情報が保護され、適切に取り扱

われているまちである

地域の人々の犯罪被害者等への理解が深まっている

ホームレス状態にある人が自立して再び地域社会の中で

生活を営めるまちである

ＬＧＢＴなどの性的マイノリティの人が差別を受けるこ

となく、自分らしく生きることができるまちである

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそうは思わない そうは思わない 無回答



165 

全体でみると、肯定的な回答 「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）と答えた人の割合

は、『高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるまちである』が（66.9%（と最も高く、次いで『男

性・女性がともに、仕事や家事、地域での活動に参加し、その個性と能力を十分に発揮できるま

ちである』が 64.9%、『こどもが各々の個性を発揮し、夢や目標に向かって、いきいきと暮らせる

まちである』が 62.1%となっている。 

一方で、否定的な回答 「どちらかといえばそうは思わない」「そうは思わない」）と答えた人

の割合は、『ホームレス状態にある人が自立して再び地域社会の中で生活を営めるまちである』

が（50.7（%（と最も高く、次いで『地域の人々の犯罪被害者等への理解が深まっている』が 45.6%、

『ヘイトスピーチのない、人種や民族、国籍の違いを認め合うまちである』が 39.9%となってい

る。 

 

【表５－２－２ 性別 個別の人権問題に関わって「人権が尊重されるまち」であるとの認識】 

 

 

 

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 77 362 132 64 41 676 51 340 169 62 54 676
％ 11.4% 53.6% 19.5% 9.5% 6.1% - 7.5% 50.3% 25.0% 9.2% 8.0% -

人 39 129 43 21 7 239 22 128 63 18 8 239

％ 16.3% 54.0% 18.0% 8.8% 2.9% - 9.2% 53.6% 26.4% 7.5% 3.3% -
人 34 219 82 37 20 392 27 197 97 39 32 392
％ 8.7% 55.9% 20.9% 9.4% 5.1% - 6.9% 50.3% 24.7% 9.9% 8.2% -

人 1 12 4 6 3 26 1 12 5 5 3 26

％ 3.8% 46.2% 15.4% 23.1% 11.5% - 3.8% 46.2% 19.2% 19.2% 11.5% -
人 3 2 3 0 11 19 1 3 4 0 11 19
％ 15.8% 10.5% 15.8% 0.0% 57.9% - 5.3% 15.8% 21.1% 0.0% 57.9% -

配偶者・パートナーなどからの暴力の相談が受けられ、安心
して暮らせるまちである

男性・女性がともに、仕事や家事、地域での活動に参加し、その個性と能力を十分に発揮で
きるまちである

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

こどもが各々の個性を発揮し、夢や目標に向かって、いきいきと暮らせるまちである 子育て家庭が安心してこどもを産み育てられるまちである

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 69 351 152 58 46 676 81 335 156 59 45 676
％ 10.2% 51.9% 22.5% 8.6% 6.8% - 12.0% 49.6% 23.1% 8.7% 6.7% -
人 26 130 54 20 9 239 27 128 58 17 9 239
％ 10.9% 54.4% 22.6% 8.4% 3.8% - 11.3% 53.6% 24.3% 7.1% 3.8% -
人 40 206 89 33 24 392 51 191 89 39 22 392
％ 10.2% 52.6% 22.7% 8.4% 6.1% - 13.0% 48.7% 22.7% 9.9% 5.6% -
人 1 13 6 4 2 26 1 14 6 2 3 26
％ 3.8% 50.0% 23.1% 15.4% 7.7% - 3.8% 53.8% 23.1% 7.7% 11.5% -
人 2 2 3 1 11 19 2 2 3 1 11 19
％ 10.5% 10.5% 15.8% 5.3% 57.9% - 10.5% 10.5% 15.8% 5.3% 57.9% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるまちである

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 84 368 134 53 37 676 68 338 165 63 42 676
％ 12.4% 54.4% 19.8% 7.8% 5.5% - 10.1% 50.0% 24.4% 9.3% 6.2% -
人 32 132 52 18 5 239 25 123 62 23 6 239
％ 13.4% 55.2% 21.8% 7.5% 2.1% - 10.5% 51.5% 25.9% 9.6% 2.5% -
人 51 218 72 33 18 392 41 200 92 37 22 392
％ 13.0% 55.6% 18.4% 8.4% 4.6% - 10.5% 51.0% 23.5% 9.4% 5.6% -
人 0 16 5 2 3 26 0 14 6 3 3 26
％ 0.0% 61.5% 19.2% 7.7% 11.5% - 0.0% 53.8% 23.1% 11.5% 11.5% -
人 1 2 5 0 11 19 2 1 5 0 11 19
％ 5.3% 10.5% 26.3% 0.0% 57.9% - 10.5% 5.3% 26.3% 0.0% 57.9% -

高齢者がさまざまな活動の場に恵まれ、社会参加を通じ、生
きがいを持って暮らせるまちである

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答
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障がいのある人が就労の機会に恵まれ、自立した生活を営めるまちである

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 50 318 192 59 57 676 48 334 174 67 53 676
％ 7.4% 47.0% 28.4% 8.7% 8.4% - 7.1% 49.4% 25.7% 9.9% 7.8% -
人 19 112 76 23 9 239 15 125 67 25 7 239
％ 7.9% 46.9% 31.8% 9.6% 3.8% - 6.3% 52.3% 28.0% 10.5% 2.9% -
人 30 190 106 33 33 392 31 193 99 37 32 392
％ 7.7% 48.5% 27.0% 8.4% 8.4% - 7.9% 49.2% 25.3% 9.4% 8.2% -
人 0 13 6 3 4 26 0 13 5 5 3 26
％ 0.0% 50.0% 23.1% 11.5% 15.4% - 0.0% 50.0% 19.2% 19.2% 11.5% -
人 1 3 4 0 11 19 2 3 3 0 11 19
％ 5.3% 15.8% 21.1% 0.0% 57.9% - 10.5% 15.8% 15.8% 0.0% 57.9% -

障がいのある人がさまざまな生活相談ができ、安心して生活
を営めるまちである

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 36 302 198 71 69 676 49 347 149 64 67 676
％ 5.3% 44.7% 29.3% 10.5% 10.2% - 7.2% 51.3% 22.0% 9.5% 9.9% -
人 13 121 66 28 11 239 18 127 53 26 15 239
％ 5.4% 50.6% 27.6% 11.7% 4.6% - 7.5% 53.1% 22.2% 10.9% 6.3% -
人 22 165 122 41 42 392 29 200 90 35 38 392
％ 5.6% 42.1% 31.1% 10.5% 10.7% - 7.4% 51.0% 23.0% 8.9% 9.7% -
人 0 14 5 2 5 26 0 16 3 3 4 26
％ 0.0% 53.8% 19.2% 7.7% 19.2% - 0.0% 61.5% 11.5% 11.5% 15.4% -
人 1 2 5 0 11 19 2 4 3 0 10 19
％ 5.3% 10.5% 26.3% 0.0% 57.9% - 10.5% 21.1% 15.8% 0.0% 52.6% -

外国人住民が、さまざまな相談や情報提供を受ける
ことができるなど、充実した生活が営めるまちである

同和地区であることを理由に住居や学校を選択する際に避けたり、同和地区出身者が結婚や
就職などの際に不利な扱いを受けることのない、差別のないまちである

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

ヘイトスピーチのない、人種や民族、国籍の違いを認め合うまちである

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 30 314 186 84 62 676 47 346 147 72 64 676
％ 4.4% 46.4% 27.5% 12.4% 9.2% - 7.0% 51.2% 21.7% 10.7% 9.5% -
人 12 109 69 33 16 239 17 132 50 25 15 239
％ 5.0% 45.6% 28.9% 13.8% 6.7% - 7.1% 55.2% 20.9% 10.5% 6.3% -
人 15 189 109 47 32 392 27 197 91 43 34 392
％ 3.8% 48.2% 27.8% 12.0% 8.2% - 6.9% 50.3% 23.2% 11.0% 8.7% -
人 0 13 5 4 4 26 0 16 3 3 4 26
％ 0.0% 50.0% 19.2% 15.4% 15.4% - 0.0% 61.5% 11.5% 11.5% 15.4% -
人 3 3 3 0 10 19 3 1 3 1 11 19
％ 15.8% 15.8% 15.8% 0.0% 52.6% - 15.8% 5.3% 15.8% 5.3% 57.9% -

事業者の持つ市民の個人情報が保護され、適切に取り扱われ
ているまちである

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

地域の人々の犯罪被害者等への理解が深まっている

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 25 266 217 91 77 676 19 248 239 104 66 676
％ 3.7% 39.3% 32.1% 13.5% 11.4% - 2.8% 36.7% 35.4% 15.4% 9.8% -
人 9 106 75 31 18 239 7 87 86 42 17 239
％ 3.8% 44.4% 31.4% 13.0% 7.5% - 2.9% 36.4% 36.0% 17.6% 7.1% -
人 15 144 133 56 44 392 11 144 145 58 34 392
％ 3.8% 36.7% 33.9% 14.3% 11.2% - 2.8% 36.7% 37.0% 14.8% 8.7% -
人 0 13 6 3 4 26 0 15 4 3 4 26
％ 0.0% 50.0% 23.1% 11.5% 15.4% - 0.0% 57.7% 15.4% 11.5% 15.4% -
人 1 3 3 1 11 19 1 2 4 1 11 19
％ 5.3% 15.8% 15.8% 5.3% 57.9% - 5.3% 10.5% 21.1% 5.3% 57.9% -

ホームレス状態にある人が自立して再び地域社会の中で生活
を営めるまちである

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

ＬＧＢＴなどの性的マイノリティの人が差別を受けることなく、自分らしく生きることができるまちである

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 44 313 176 69 74 676
％ 6.5% 46.3% 26.0% 10.2% 10.9% -
人 22 112 62 22 21 239
％ 9.2% 46.9% 25.9% 9.2% 8.8% -
人 21 182 108 43 38 392
％ 5.4% 46.4% 27.6% 11.0% 9.7% -
人 0 16 3 3 4 26
％ 0.0% 61.5% 11.5% 11.5% 15.4% -
人 1 3 3 1 11 19
％ 5.3% 15.8% 15.8% 5.3% 57.9% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答
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性別でみると、肯定的な回答 「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）と答えた人の割合

は、男性では『男性・女性がともに、仕事や家事、地域での活動に参加し、その個性と能力を十

分に発揮できるまちである』が（70.3%（と最も高く、次いで『高齢者が住み慣れた地域で安心し

て暮らせるまちである』が 68.6%、『こどもが各々の個性を発揮し、夢や目標に向かって、いきい

きと暮らせるまちである』が 65.3%となっている。 

女性では、『高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるまちである』が（68.6%（と最も高く、

次いで『男性・女性がともに、仕事や家事、地域での活動に参加し、その個性と能力を十分に発

揮できるまちである』が 64.5%、『こどもが各々の個性を発揮し、夢や目標に向かって、いきいき

と暮らせるまちである』が 62.8%となっている。 

一方で、否定的な回答 「どちらかといえばそうは思わない」「そうは思わない」）と答えた人

の割合は、男性では『ホームレス状態にある人が自立して再び地域社会の中で生活を営めるまち

である』が（53.6%（と最も高く、次いで『地域の人々の犯罪被害者等への理解が深まっている』

が 44.4%、『ヘイトスピーチのない、人種や民族、国籍の違いを認め合うまちである』が 42.7%と

なっている。 

女性では、『ホームレス状態にある人が自立して再び地域社会の中で生活を営めるまちである』

が（51.8%（と最も高く、次いで『地域の人々の犯罪被害者等への理解が深まっている』が 48.2%、

『同和地区であることを理由に住居や学校を選択する際に避けたり、同和地区出身者が結婚や就

職などの際に不利な扱いを受けることのない、差別のないまちである』が 41.6%となっている。 

 

【表５－２－３ 年齢別 個別の人権問題に関わって「人権が尊重されるまち」であるとの認識】 

 

SA そう思う
どちらか
といえば

どちらか
といえば

そうは思
わない

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば

どちらか
といえば

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 77 362 132 64 41 676 51 340 169 62 54 676
％ 11.4% 53.6% 19.5% 9.5% 6.1% - 7.5% 50.3% 25.0% 9.2% 8.0% -

人 1 8 1 1 0 11 1 8 1 1 0 11

％ 9.1% 72.7% 9.1% 9.1% 0.0% - 9.1% 72.7% 9.1% 9.1% 0.0% -
人 12 29 12 4 0 57 7 29 15 6 0 57
％ 21.1% 50.9% 21.1% 7.0% 0.0% - 12.3% 50.9% 26.3% 10.5% 0.0% -

人 18 44 15 7 2 86 8 46 21 8 3 86

％ 20.9% 51.2% 17.4% 8.1% 2.3% - 9.3% 53.5% 24.4% 9.3% 3.5% -

人 14 51 21 9 5 100 4 53 28 7 8 100

％ 14.0% 51.0% 21.0% 9.0% 5.0% - 4.0% 53.0% 28.0% 7.0% 8.0% -
人 9 67 31 13 3 123 7 66 34 10 6 123
％ 7.3% 54.5% 25.2% 10.6% 2.4% - 5.7% 53.7% 27.6% 8.1% 4.9% -
人 6 57 22 11 2 98 7 46 33 9 3 98
％ 6.1% 58.2% 22.4% 11.2% 2.0% - 7.1% 46.9% 33.7% 9.2% 3.1% -
人 6 64 18 12 7 107 5 55 24 12 11 107
％ 5.6% 59.8% 16.8% 11.2% 6.5% - 4.7% 51.4% 22.4% 11.2% 10.3% -
人 8 40 10 7 11 76 11 33 11 9 12 76
％ 10.5% 52.6% 13.2% 9.2% 14.5% - 14.5% 43.4% 14.5% 11.8% 15.8% -
人 3 2 2 0 11 18 1 4 2 0 11 18
％ 16.7% 11.1% 11.1% 0.0% 61.1% - 5.6% 22.2% 11.1% 0.0% 61.1% -

配偶者・パートナーなどからの暴力の相談が受けられ、安心
して暮らせるまちである

男性・女性がともに、仕事や家事、地域での活動に参加し、その個性と能力を十分に発
揮できるまちである

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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こどもが各々の個性を発揮し、夢や目標に向かって、いきいきと暮らせるまちである 子育て家庭が安心してこどもを産み育てられるまちである

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 69 351 152 58 46 676 81 335 156 59 45 676
％ 10.2% 51.9% 22.5% 8.6% 6.8% - 12.0% 49.6% 23.1% 8.7% 6.7% -
人 1 6 3 1 0 11 1 6 3 1 0 11
％ 9.1% 54.5% 27.3% 9.1% 0.0% - 9.1% 54.5% 27.3% 9.1% 0.0% -
人 10 30 11 6 0 57 9 26 13 9 0 57
％ 17.5% 52.6% 19.3% 10.5% 0.0% - 15.8% 45.6% 22.8% 15.8% 0.0% -
人 11 51 16 7 1 86 9 49 19 7 2 86
％ 12.8% 59.3% 18.6% 8.1% 1.2% - 10.5% 57.0% 22.1% 8.1% 2.3% -
人 10 55 23 7 5 100 18 49 21 8 4 100
％ 10.0% 55.0% 23.0% 7.0% 5.0% - 18.0% 49.0% 21.0% 8.0% 4.0% -
人 8 69 30 12 4 123 9 65 33 12 4 123
％ 6.5% 56.1% 24.4% 9.8% 3.3% - 7.3% 52.8% 26.8% 9.8% 3.3% -
人 9 44 34 9 2 98 8 45 35 8 2 98
％ 9.2% 44.9% 34.7% 9.2% 2.0% - 8.2% 45.9% 35.7% 8.2% 2.0% -
人 7 56 26 9 9 107 11 57 21 8 10 107
％ 6.5% 52.3% 24.3% 8.4% 8.4% - 10.3% 53.3% 19.6% 7.5% 9.3% -
人 11 37 6 7 15 76 14 35 8 6 13 76
％ 14.5% 48.7% 7.9% 9.2% 19.7% - 18.4% 46.1% 10.5% 7.9% 17.1% -
人 2 3 3 0 10 18 2 3 3 0 10 18
％ 11.1% 16.7% 16.7% 0.0% 55.6% - 11.1% 16.7% 16.7% 0.0% 55.6% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるまちである

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 84 368 134 53 37 676 68 338 165 63 42 676
％ 12.4% 54.4% 19.8% 7.8% 5.5% - 10.1% 50.0% 24.4% 9.3% 6.2% -
人 0 9 1 1 0 11 0 6 3 1 1 11
％ 0.0% 81.8% 9.1% 9.1% 0.0% - 0.0% 54.5% 27.3% 9.1% 9.1% -
人 7 33 12 5 0 57 6 33 12 6 0 57
％ 12.3% 57.9% 21.1% 8.8% 0.0% - 10.5% 57.9% 21.1% 10.5% 0.0% -
人 12 51 16 5 2 86 9 49 20 6 2 86
％ 14.0% 59.3% 18.6% 5.8% 2.3% - 10.5% 57.0% 23.3% 7.0% 2.3% -
人 17 54 19 6 4 100 15 50 24 5 6 100
％ 17.0% 54.0% 19.0% 6.0% 4.0% - 15.0% 50.0% 24.0% 5.0% 6.0% -
人 7 72 25 14 5 123 6 66 32 13 6 123
％ 5.7% 58.5% 20.3% 11.4% 4.1% - 4.9% 53.7% 26.0% 10.6% 4.9% -
人 11 48 31 6 2 98 5 46 36 9 2 98
％ 11.2% 49.0% 31.6% 6.1% 2.0% - 5.1% 46.9% 36.7% 9.2% 2.0% -
人 14 60 15 11 7 107 10 56 21 12 8 107
％ 13.1% 56.1% 14.0% 10.3% 6.5% - 9.3% 52.3% 19.6% 11.2% 7.5% -
人 15 38 11 5 7 76 15 30 13 11 7 76
％ 19.7% 50.0% 14.5% 6.6% 9.2% - 19.7% 39.5% 17.1% 14.5% 9.2% -
人 1 3 4 0 10 18 2 2 4 0 10 18
％ 5.6% 16.7% 22.2% 0.0% 55.6% - 11.1% 11.1% 22.2% 0.0% 55.6% -

高齢者がさまざまな活動の場に恵まれ、社会参加を通じ、生
きがいを持って暮らせるまちである

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

全体

障がいのある人が就労の機会に恵まれ、自立した生活を営めるまちである

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 50 318 192 59 57 676 48 334 174 67 53 676
％ 7.4% 47.0% 28.4% 8.7% 8.4% - 7.1% 49.4% 25.7% 9.9% 7.8% -
人 0 8 2 1 0 11 0 7 2 2 0 11
％ 0.0% 72.7% 18.2% 9.1% 0.0% - 0.0% 63.6% 18.2% 18.2% 0.0% -
人 9 25 18 4 1 57 6 30 15 6 0 57
％ 15.8% 43.9% 31.6% 7.0% 1.8% - 10.5% 52.6% 26.3% 10.5% 0.0% -
人 10 44 22 8 2 86 8 47 22 7 2 86
％ 11.6% 51.2% 25.6% 9.3% 2.3% - 9.3% 54.7% 25.6% 8.1% 2.3% -
人 9 56 25 4 6 100 9 56 23 6 6 100
％ 9.0% 56.0% 25.0% 4.0% 6.0% - 9.0% 56.0% 23.0% 6.0% 6.0% -
人 5 61 37 15 5 123 5 64 34 15 5 123
％ 4.1% 49.6% 30.1% 12.2% 4.1% - 4.1% 52.0% 27.6% 12.2% 4.1% -
人 3 47 37 8 3 98 4 45 36 10 3 98
％ 3.1% 48.0% 37.8% 8.2% 3.1% - 4.1% 45.9% 36.7% 10.2% 3.1% -
人 4 47 34 9 13 107 5 52 28 10 12 107
％ 3.7% 43.9% 31.8% 8.4% 12.1% - 4.7% 48.6% 26.2% 9.3% 11.2% -
人 9 27 14 10 16 76 9 29 12 11 15 76
％ 11.8% 35.5% 18.4% 13.2% 21.1% - 11.8% 38.2% 15.8% 14.5% 19.7% -
人 1 3 3 0 11 18 2 4 2 0 10 18
％ 5.6% 16.7% 16.7% 0.0% 61.1% - 11.1% 22.2% 11.1% 0.0% 55.6% -

障がいのある人がさまざまな生活相談ができ、安心して生活
を営めるまちである

８０歳以上

無回答

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代
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SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 36 302 198 71 69 676 49 347 149 64 67 676
％ 5.3% 44.7% 29.3% 10.5% 10.2% - 7.2% 51.3% 22.0% 9.5% 9.9% -
人 0 8 2 1 0 11 0 6 3 2 0 11
％ 0.0% 72.7% 18.2% 9.1% 0.0% - 0.0% 54.5% 27.3% 18.2% 0.0% -
人 3 32 16 6 0 57 5 32 16 4 0 57
％ 5.3% 56.1% 28.1% 10.5% 0.0% - 8.8% 56.1% 28.1% 7.0% 0.0% -
人 5 43 21 14 3 86 9 50 14 10 3 86
％ 5.8% 50.0% 24.4% 16.3% 3.5% - 10.5% 58.1% 16.3% 11.6% 3.5% -
人 5 47 32 7 9 100 6 58 21 6 9 100
％ 5.0% 47.0% 32.0% 7.0% 9.0% - 6.0% 58.0% 21.0% 6.0% 9.0% -
人 4 58 37 16 8 123 9 69 21 15 9 123
％ 3.3% 47.2% 30.1% 13.0% 6.5% - 7.3% 56.1% 17.1% 12.2% 7.3% -
人 5 33 45 10 5 98 7 51 30 6 4 98
％ 5.1% 33.7% 45.9% 10.2% 5.1% - 7.1% 52.0% 30.6% 6.1% 4.1% -
人 4 48 31 8 16 107 3 48 31 12 13 107
％ 3.7% 44.9% 29.0% 7.5% 15.0% - 2.8% 44.9% 29.0% 11.2% 12.1% -
人 9 31 11 9 16 76 8 29 11 9 19 76
％ 11.8% 40.8% 14.5% 11.8% 21.1% - 10.5% 38.2% 14.5% 11.8% 25.0% -
人 1 2 3 0 12 18 2 4 2 0 10 18
％ 5.6% 11.1% 16.7% 0.0% 66.7% - 11.1% 22.2% 11.1% 0.0% 55.6% -

同和地区であることを理由に住居や学校を選択する際に避けたり、同和地区出身者が結
婚や就職などの際に不利な扱いを受けることのない、差別のないまちである

外国人住民が、さまざまな相談や情報提供を受けることがで
きるなど、充実した生活が営めるまちである

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

ヘイトスピーチのない、人種や民族、国籍の違いを認め合うまちである

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 30 314 186 84 62 676 47 346 147 72 64 676
％ 4.4% 46.4% 27.5% 12.4% 9.2% - 7.0% 51.2% 21.7% 10.7% 9.5% -
人 1 5 3 2 0 11 0 8 2 1 0 11
％ 9.1% 45.5% 27.3% 18.2% 0.0% - 0.0% 72.7% 18.2% 9.1% 0.0% -
人 2 34 15 6 0 57 6 33 15 3 0 57
％ 3.5% 59.6% 26.3% 10.5% 0.0% - 10.5% 57.9% 26.3% 5.3% 0.0% -
人 6 40 23 14 3 86 11 44 15 13 3 86
％ 7.0% 46.5% 26.7% 16.3% 3.5% - 12.8% 51.2% 17.4% 15.1% 3.5% -
人 3 44 31 13 9 100 10 52 23 8 7 100
％ 3.0% 44.0% 31.0% 13.0% 9.0% - 10.0% 52.0% 23.0% 8.0% 7.0% -
人 4 60 36 16 7 123 2 66 30 17 8 123
％ 3.3% 48.8% 29.3% 13.0% 5.7% - 1.6% 53.7% 24.4% 13.8% 6.5% -
人 4 50 33 8 3 98 7 52 26 10 3 98
％ 4.1% 51.0% 33.7% 8.2% 3.1% - 7.1% 53.1% 26.5% 10.2% 3.1% -
人 2 48 31 14 12 107 1 60 22 11 13 107
％ 1.9% 44.9% 29.0% 13.1% 11.2% - 0.9% 56.1% 20.6% 10.3% 12.1% -
人 5 30 12 11 18 76 7 29 12 9 19 76
％ 6.6% 39.5% 15.8% 14.5% 23.7% - 9.2% 38.2% 15.8% 11.8% 25.0% -
人 3 3 2 0 10 18 3 2 2 0 11 18
％ 16.7% 16.7% 11.1% 0.0% 55.6% - 16.7% 11.1% 11.1% 0.0% 61.1% -

事業者の持つ市民の個人情報が保護され、適切に取り扱われ
ているまちである

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

全体

地域の人々の犯罪被害者等への理解が深まっている

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 25 266 217 91 77 676 19 248 239 104 66 676
％ 3.7% 39.3% 32.1% 13.5% 11.4% - 2.8% 36.7% 35.4% 15.4% 9.8% -
人 0 5 5 1 0 11 0 4 4 3 0 11
％ 0.0% 45.5% 45.5% 9.1% 0.0% - 0.0% 36.4% 36.4% 27.3% 0.0% -
人 5 27 18 7 0 57 2 23 25 7 0 57
％ 8.8% 47.4% 31.6% 12.3% 0.0% - 3.5% 40.4% 43.9% 12.3% 0.0% -
人 8 31 31 13 3 86 5 31 33 15 2 86
％ 9.3% 36.0% 36.0% 15.1% 3.5% - 5.8% 36.0% 38.4% 17.4% 2.3% -
人 5 39 36 10 10 100 3 38 38 12 9 100
％ 5.0% 39.0% 36.0% 10.0% 10.0% - 3.0% 38.0% 38.0% 12.0% 9.0% -
人 2 50 43 19 9 123 1 51 42 22 7 123
％ 1.6% 40.7% 35.0% 15.4% 7.3% - 0.8% 41.5% 34.1% 17.9% 5.7% -
人 2 43 35 14 4 98 2 38 40 15 3 98
％ 2.0% 43.9% 35.7% 14.3% 4.1% - 2.0% 38.8% 40.8% 15.3% 3.1% -
人 0 44 33 14 16 107 1 35 36 20 15 107
％ 0.0% 41.1% 30.8% 13.1% 15.0% - 0.9% 32.7% 33.6% 18.7% 14.0% -
人 2 24 13 13 24 76 4 25 18 10 19 76
％ 2.6% 31.6% 17.1% 17.1% 31.6% - 5.3% 32.9% 23.7% 13.2% 25.0% -
人 1 3 3 0 11 18 1 3 3 0 11 18
％ 5.6% 16.7% 16.7% 0.0% 61.1% - 5.6% 16.7% 16.7% 0.0% 61.1% -

ホームレス状態にある人が自立して再び地域社会の中で生活
を営めるまちである

８０歳以上

無回答

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代
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年齢別でみると、肯定的な回答 「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）と答えた人の割

合は、「１８歳、１９歳」では、『男性・女性がともに、仕事や家事、地域での活動に参加し、そ

の個性と能力を十分に発揮できるまちである』、『配偶者・パートナーなどからの暴力の相談が受

けられ、安心して暮らせるまちである』と『高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるまちで

ある』が最も高く、いずれも 81.8%となっている。 

また、「２０歳代」「６０歳代」では、『男性・女性がともに、仕事や家事、地域での活動に参加

し、その個性と能力を十分に発揮できるまちである』が最も高く、数値はそれぞれ 71.9%、64.3%

となっている。（「３０歳代」「４０歳代」「５０歳代」「７０歳代」「８０歳以上」では、『高齢者が

住み慣れた地域で安心して暮らせるまちである』が最も高く、数値はそれぞれ 73.3%、71.0%、

64.2%、69.2%、69.7%となっている。 

一方で、否定的な回答 「どちらかといえばそうは思わない」「そうは思わない」）と答えた人

の割合は、「１８歳、１９歳」「２０歳代」「３０歳代」「４０歳代」「５０歳代」「７０歳代」「８０

歳以上」では、『ホームレス状態にある人が自立して再び地域社会の中で生活を営めるまちであ

る』が最も高く、数値はそれぞれ 63.6%、56.1%、55.8%、50.0%、52.0%、52.3%、36.8%となって

いる。 

また、「６０歳代」では、『同和地区であることを理由に住居や学校を選択する際に避けたり、

同和地区出身者が結婚や就職などの際に不利な扱いを受けることのない、差別のないまちである』

と『ホームレス状態にある人が自立して再び地域社会の中で生活を営めるまちである』が最も高

く、いずれも 56.1%となっている。 

  

ＬＧＢＴなどの性的マイノリティの人が差別を受けることなく、自分らしく生きることができるまちである

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 44 313 176 69 74 676
％ 6.5% 46.3% 26.0% 10.2% 10.9% -
人 0 7 3 1 0 11
％ 0.0% 63.6% 27.3% 9.1% 0.0% -
人 7 33 11 5 1 57
％ 12.3% 57.9% 19.3% 8.8% 1.8% -
人 12 40 24 8 2 86
％ 14.0% 46.5% 27.9% 9.3% 2.3% -
人 8 55 19 8 10 100
％ 8.0% 55.0% 19.0% 8.0% 10.0% -
人 7 65 30 14 7 123
％ 5.7% 52.8% 24.4% 11.4% 5.7% -
人 4 41 38 11 4 98
％ 4.1% 41.8% 38.8% 11.2% 4.1% -
人 1 39 37 13 17 107
％ 0.9% 36.4% 34.6% 12.1% 15.9% -
人 4 30 11 9 22 76
％ 5.3% 39.5% 14.5% 11.8% 28.9% -
人 1 3 3 0 11 18
％ 5.6% 16.7% 16.7% 0.0% 61.1% -

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代
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【表５－２－４ 学歴別 個別の人権問題に関わって「人権が尊重されるまち」であるとの認識】 

 

 

 

 

男性・女性がともに、仕事や家事、地域での活動に参加し、その個性と能力を十分に発揮できるまちである

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 77 362 132 64 41 676 51 340 169 62 54 676
％ 11.4% 53.6% 19.5% 9.5% 6.1% - 7.5% 50.3% 25.0% 9.2% 8.0% -
人 8 33 10 9 5 65 8 27 11 12 7 65
％ 12.3% 50.8% 15.4% 13.8% 7.7% - 12.3% 41.5% 16.9% 18.5% 10.8% -

人 17 111 47 23 14 212 14 106 55 21 16 212

％ 8.0% 52.4% 22.2% 10.8% 6.6% - 6.6% 50.0% 25.9% 9.9% 7.5% -

人 15 84 25 17 6 147 6 83 33 14 11 147

％ 10.2% 57.1% 17.0% 11.6% 4.1% - 4.1% 56.5% 22.4% 9.5% 7.5% -

人 33 129 47 13 3 225 21 117 66 14 7 225
％ 14.7% 57.3% 20.9% 5.8% 1.3% - 9.3% 52.0% 29.3% 6.2% 3.1% -
人 1 2 1 2 1 7 1 2 2 1 1 7
％ 14.3% 28.6% 14.3% 28.6% 14.3% - 14.3% 28.6% 28.6% 14.3% 14.3% -
人 3 3 2 0 12 20 1 5 2 0 12 20
％ 15.0% 15.0% 10.0% 0.0% 60.0% - 5.0% 25.0% 10.0% 0.0% 60.0% -

配偶者・パートナーなどからの暴力の相談が受けられ、安心
して暮らせるまちである

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

こどもが各々の個性を発揮し、夢や目標に向かって、いきいきと暮らせるまちである 子育て家庭が安心してこどもを産み育てられるまちである

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 69 351 152 58 46 676 81 335 156 59 45 676
％ 10.2% 51.9% 22.5% 8.6% 6.8% - 12.0% 49.6% 23.1% 8.7% 6.7% -
人 10 30 14 5 6 65 11 27 16 6 5 65
％ 15.4% 46.2% 21.5% 7.7% 9.2% - 16.9% 41.5% 24.6% 9.2% 7.7% -

人 16 105 58 18 15 212 21 106 55 16 14 212

％ 7.5% 49.5% 27.4% 8.5% 7.1% - 9.9% 50.0% 25.9% 7.5% 6.6% -

人 13 84 30 13 7 147 21 73 29 15 9 147

％ 8.8% 57.1% 20.4% 8.8% 4.8% - 14.3% 49.7% 19.7% 10.2% 6.1% -

人 27 127 45 20 6 225 25 124 52 19 5 225
％ 12.0% 56.4% 20.0% 8.9% 2.7% - 11.1% 55.1% 23.1% 8.4% 2.2% -
人 1 1 2 2 1 7 1 1 1 3 1 7
％ 14.3% 14.3% 28.6% 28.6% 14.3% - 14.3% 14.3% 14.3% 42.9% 14.3% -
人 2 4 3 0 11 20 2 4 3 0 11 20
％ 10.0% 20.0% 15.0% 0.0% 55.0% - 10.0% 20.0% 15.0% 0.0% 55.0% -

大学、大学院

その他

無回答

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるまちである

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 84 368 134 53 37 676 68 338 165 63 42 676
％ 12.4% 54.4% 19.8% 7.8% 5.5% - 10.1% 50.0% 24.4% 9.3% 6.2% -
人 16 27 14 4 4 65 14 26 14 7 4 65
％ 24.6% 41.5% 21.5% 6.2% 6.2% - 21.5% 40.0% 21.5% 10.8% 6.2% -

人 23 122 36 22 9 212 16 108 51 25 12 212

％ 10.8% 57.5% 17.0% 10.4% 4.2% - 7.5% 50.9% 24.1% 11.8% 5.7% -

人 15 83 31 12 6 147 13 75 39 14 6 147

％ 10.2% 56.5% 21.1% 8.2% 4.1% - 8.8% 51.0% 26.5% 9.5% 4.1% -

人 28 129 47 14 7 225 22 124 54 16 9 225
％ 12.4% 57.3% 20.9% 6.2% 3.1% - 9.8% 55.1% 24.0% 7.1% 4.0% -
人 1 3 2 1 0 7 1 2 3 1 0 7
％ 14.3% 42.9% 28.6% 14.3% 0.0% - 14.3% 28.6% 42.9% 14.3% 0.0% -
人 1 4 4 0 11 20 2 3 4 0 11 20
％ 5.0% 20.0% 20.0% 0.0% 55.0% - 10.0% 15.0% 20.0% 0.0% 55.0% -

高齢者がさまざまな活動の場に恵まれ、社会参加を通じ、生
きがいを持って暮らせるまちである

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

全体

障がいのある人が就労の機会に恵まれ、自立した生活を営めるまちである

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 50 318 192 59 57 676 48 334 174 67 53 676
％ 7.4% 47.0% 28.4% 8.7% 8.4% - 7.1% 49.4% 25.7% 9.9% 7.8% -
人 7 26 14 9 9 65 9 20 18 11 7 65
％ 10.8% 40.0% 21.5% 13.8% 13.8% - 13.8% 30.8% 27.7% 16.9% 10.8% -

人 9 94 73 19 17 212 8 107 57 22 18 212

％ 4.2% 44.3% 34.4% 9.0% 8.0% - 3.8% 50.5% 26.9% 10.4% 8.5% -

人 9 78 39 11 10 147 9 77 39 15 7 147

％ 6.1% 53.1% 26.5% 7.5% 6.8% - 6.1% 52.4% 26.5% 10.2% 4.8% -

人 23 115 59 19 9 225 19 123 56 17 10 225
％ 10.2% 51.1% 26.2% 8.4% 4.0% - 8.4% 54.7% 24.9% 7.6% 4.4% -
人 1 2 3 1 0 7 1 3 1 2 0 7
％ 14.3% 28.6% 42.9% 14.3% 0.0% - 14.3% 42.9% 14.3% 28.6% 0.0% -
人 1 3 4 0 12 20 2 4 3 0 11 20
％ 5.0% 15.0% 20.0% 0.0% 60.0% - 10.0% 20.0% 15.0% 0.0% 55.0% -

障がいのある人がさまざまな生活相談ができ、安心して生活
を営めるまちである

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答
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学歴別でみると、肯定的な回答 「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）と答えた人の割

合は、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・

各種学校、旧制中等学校」では、『高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるまちである』が

最も高く、数値はそれぞれ 66.2%、68.4%となっている。 

また、「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 36 302 198 71 69 676 49 347 149 64 67 676
％ 5.3% 44.7% 29.3% 10.5% 10.2% - 7.2% 51.3% 22.0% 9.5% 9.9% -
人 5 24 16 12 8 65 8 28 11 11 7 65
％ 7.7% 36.9% 24.6% 18.5% 12.3% - 12.3% 43.1% 16.9% 16.9% 10.8% -

人 10 101 60 18 23 212 8 111 51 18 24 212

％ 4.7% 47.6% 28.3% 8.5% 10.8% - 3.8% 52.4% 24.1% 8.5% 11.3% -

人 5 69 46 15 12 147 10 84 30 12 11 147

％ 3.4% 46.9% 31.3% 10.2% 8.2% - 6.8% 57.1% 20.4% 8.2% 7.5% -

人 14 105 70 23 13 225 21 118 54 20 12 225
％ 6.2% 46.7% 31.1% 10.2% 5.8% - 9.3% 52.4% 24.0% 8.9% 5.3% -
人 1 0 3 3 0 7 1 1 1 3 1 7
％ 14.3% 0.0% 42.9% 42.9% 0.0% - 14.3% 14.3% 14.3% 42.9% 14.3% -
人 1 3 3 0 13 20 1 5 2 0 12 20
％ 5.0% 15.0% 15.0% 0.0% 65.0% - 5.0% 25.0% 10.0% 0.0% 60.0% -

外国人住民が、さまざまな相談や情報提供を受けることがで
きるなど、充実した生活が営めるまちである

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

同和地区であることを理由に住居や学校を選択する際に避けたり、同和地区出身者が結婚や就職などの際に不利な扱いを
受けることのない、差別のないまちである

ヘイトスピーチのない、人種や民族、国籍の違いを認め合うまちである

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 30 314 186 84 62 676 47 346 147 72 64 676
％ 4.4% 46.4% 27.5% 12.4% 9.2% - 7.0% 51.2% 21.7% 10.7% 9.5% -
人 4 30 11 11 9 65 7 30 10 10 8 65
％ 6.2% 46.2% 16.9% 16.9% 13.8% - 10.8% 46.2% 15.4% 15.4% 12.3% -

人 8 94 68 21 21 212 6 109 48 25 24 212

％ 3.8% 44.3% 32.1% 9.9% 9.9% - 2.8% 51.4% 22.6% 11.8% 11.3% -

人 2 79 41 15 10 147 10 86 25 15 11 147

％ 1.4% 53.7% 27.9% 10.2% 6.8% - 6.8% 58.5% 17.0% 10.2% 7.5% -

人 13 106 62 35 9 225 20 116 61 20 8 225
％ 5.8% 47.1% 27.6% 15.6% 4.0% - 8.9% 51.6% 27.1% 8.9% 3.6% -
人 1 1 2 2 1 7 1 2 1 2 1 7
％ 14.3% 14.3% 28.6% 28.6% 14.3% - 14.3% 28.6% 14.3% 28.6% 14.3% -
人 2 4 2 0 12 20 3 3 2 0 12 20
％ 10.0% 20.0% 10.0% 0.0% 60.0% - 15.0% 15.0% 10.0% 0.0% 60.0% -

事業者の持つ市民の個人情報が保護され、適切に取り扱われ
ているまちである

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

地域の人々の犯罪被害者等への理解が深まっている

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数 そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 25 266 217 91 77 676 19 248 239 104 66 676
％ 3.7% 39.3% 32.1% 13.5% 11.4% - 2.8% 36.7% 35.4% 15.4% 9.8% -
人 2 22 16 14 11 65 3 22 23 10 7 65
％ 3.1% 33.8% 24.6% 21.5% 16.9% - 4.6% 33.8% 35.4% 15.4% 10.8% -

人 3 89 60 29 31 212 3 76 75 32 26 212

％ 1.4% 42.0% 28.3% 13.7% 14.6% - 1.4% 35.8% 35.4% 15.1% 12.3% -

人 5 65 44 21 12 147 4 52 56 25 10 147

％ 3.4% 44.2% 29.9% 14.3% 8.2% - 2.7% 35.4% 38.1% 17.0% 6.8% -

人 13 86 91 25 10 225 7 93 80 35 10 225
％ 5.8% 38.2% 40.4% 11.1% 4.4% - 3.1% 41.3% 35.6% 15.6% 4.4% -
人 1 0 3 2 1 7 1 1 2 2 1 7
％ 14.3% 0.0% 42.9% 28.6% 14.3% - 14.3% 14.3% 28.6% 28.6% 14.3% -
人 1 4 3 0 12 20 1 4 3 0 12 20
％ 5.0% 20.0% 15.0% 0.0% 60.0% - 5.0% 20.0% 15.0% 0.0% 60.0% -

ホームレス状態にある人が自立して再び地域社会の中で生活
を営めるまちである

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

ＬＧＢＴなどの性的マイノリティの人が差別を受けることなく、自分らしく生きることができるまちである

SA そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そうは思
わない

そうは思
わない

無回答 回答人数

人 44 313 176 69 74 676
％ 6.5% 46.3% 26.0% 10.2% 10.9% -
人 4 23 17 11 10 65
％ 6.2% 35.4% 26.2% 16.9% 15.4% -

人 7 99 58 21 27 212

％ 3.3% 46.7% 27.4% 9.9% 12.7% -

人 7 76 37 15 12 147

％ 4.8% 51.7% 25.2% 10.2% 8.2% -

人 24 109 60 20 12 225
％ 10.7% 48.4% 26.7% 8.9% 5.3% -
人 1 2 1 2 1 7
％ 14.3% 28.6% 14.3% 28.6% 14.3% -
人 1 4 3 0 12 20
％ 5.0% 20.0% 15.0% 0.0% 60.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答
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校・専門学校」「大学、大学院」では、『男性・女性がともに、仕事や家事、地域での活動に参加

し、その個性と能力を十分に発揮できるまちである』が最も高く、数値はそれぞれ 67.3%、72.0%

となっている。（「その他」では、『高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるまちである』と『障

がいのある人がさまざまな生活相談ができ、安心して生活を営めるまちである』が最も高く、い

ずれも 57.1%となっている。 

一方で、否定的な回答 「どちらかといえばそうは思わない」「そうは思わない」）と答えた人

の割合は、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学

校・各種学校、旧制中等学校」「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・

各種学校、旧制高等学校・専門学校」では、『ホームレス状態にある人が自立して再び地域社会

の中で生活を営めるまちである』が最も高く、数値はそれぞれ 50.8%、50.5%、55.1%となってい

る。 

また、「大学、大学院」では、『地域の人々の犯罪被害者等への理解が深まっている』が最も高

く、51.6%となっている。 

 

【表５－２－５ 職業別 個別の人権問題に関わって「人権が尊重されるまち」であるとの認識】 

 

 

S
A
そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

無回答
回答人
数

そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

無回答
回答人
数

人 77 362 132 64 41 676 51 340 169 62 54 676
％ 11.4% 53.6% 19.5% 9.5% 6.1% - 7.5% 50.3% 25.0% 9.2% 8.0% -
人 7 37 17 6 6 73 2 34 21 9 7 73
％ 9.6% 50.7% 23.3% 8.2% 8.2% - 2.7% 46.6% 28.8% 12.3% 9.6% -
人 34 83 36 18 3 174 13 90 49 16 6 174
％ 19.5% 47.7% 20.7% 10.3% 1.7% - 7.5% 51.7% 28.2% 9.2% 3.4% -
人 2 12 1 1 0 16 3 9 3 1 0 16
％ 12.5% 75.0% 6.3% 6.3% 0.0% - 18.8% 56.3% 18.8% 6.3% 0.0% -
人 14 89 31 13 3 150 9 75 52 8 6 150
％ 9.3% 59.3% 20.7% 8.7% 2.0% - 6.0% 50.0% 34.7% 5.3% 4.0% -
人 16 136 45 25 19 241 21 127 41 27 25 241
％ 6.6% 56.4% 18.7% 10.4% 7.9% - 8.7% 52.7% 17.0% 11.2% 10.4% -
人 4 5 2 1 10 22 3 5 3 1 10 22
％ 18.2% 22.7% 9.1% 4.5% 45.5% - 13.6% 22.7% 13.6% 4.5% 45.5% -

男性・女性がともに、仕事や家事、地域での活動に参加し、その個性と能力を十
分に発揮できるまちである

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

無回答

配偶者・パートナーなどからの暴力の相談が受けら
れ、安心して暮らせるまちである

S
A
そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

無回答
回答人
数

そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

無回答
回答人
数

人 69 351 152 58 46 676 81 335 156 59 45 676
％ 10.2% 51.9% 22.5% 8.6% 6.8% - 12.0% 49.6% 23.1% 8.7% 6.7% -
人 3 35 22 8 5 73 5 33 20 9 6 73
％ 4.1% 47.9% 30.1% 11.0% 6.8% - 6.8% 45.2% 27.4% 12.3% 8.2% -
人 24 104 29 14 3 174 24 97 34 16 3 174
％ 13.8% 59.8% 16.7% 8.0% 1.7% - 13.8% 55.7% 19.5% 9.2% 1.7% -
人 4 8 3 1 0 16 3 8 3 2 0 16
％ 25.0% 50.0% 18.8% 6.3% 0.0% - 18.8% 50.0% 18.8% 12.5% 0.0% -
人 12 85 36 13 4 150 16 78 39 13 4 150
％ 8.0% 56.7% 24.0% 8.7% 2.7% - 10.7% 52.0% 26.0% 8.7% 2.7% -
人 23 116 58 20 24 241 30 116 57 16 22 241
％ 9.5% 48.1% 24.1% 8.3% 10.0% - 12.4% 48.1% 23.7% 6.6% 9.1% -
人 3 3 4 2 10 22 3 3 3 3 10 22
％ 13.6% 13.6% 18.2% 9.1% 45.5% - 13.6% 13.6% 13.6% 13.6% 45.5% -

こどもが各々の個性を発揮し、夢や目標に向かって、いきいきと暮らせるまちで
ある

子育て家庭が安心してこどもを産み育てられるまち
である

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

無回答
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高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるまちである

S
A
そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

無回答
回答人
数

そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

無回答
回答人
数

人 84 368 134 53 37 676 68 338 165 63 42 676
％ 12.4% 54.4% 19.8% 7.8% 5.5% - 10.1% 50.0% 24.4% 9.3% 6.2% -
人 4 42 14 7 6 73 3 41 17 6 6 73
％ 5.5% 57.5% 19.2% 9.6% 8.2% - 4.1% 56.2% 23.3% 8.2% 8.2% -
人 28 96 33 12 5 174 20 95 40 13 6 174
％ 16.1% 55.2% 19.0% 6.9% 2.9% - 11.5% 54.6% 23.0% 7.5% 3.4% -
人 2 9 4 1 0 16 2 9 4 1 0 16
％ 12.5% 56.3% 25.0% 6.3% 0.0% - 12.5% 56.3% 25.0% 6.3% 0.0% -
人 16 88 32 12 2 150 13 78 40 16 3 150
％ 10.7% 58.7% 21.3% 8.0% 1.3% - 8.7% 52.0% 26.7% 10.7% 2.0% -
人 32 128 47 19 15 241 26 111 60 25 19 241
％ 13.3% 53.1% 19.5% 7.9% 6.2% - 10.8% 46.1% 24.9% 10.4% 7.9% -
人 2 5 4 2 9 22 4 4 4 2 8 22
％ 9.1% 22.7% 18.2% 9.1% 40.9% - 18.2% 18.2% 18.2% 9.1% 36.4% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

無回答

高齢者がさまざまな活動の場に恵まれ、社会参加を
通じ、生きがいを持って暮らせるまちである

障がいのある人が就労の機会に恵まれ、自立した生活を営めるまちである

S
A
そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

無回答
回答人
数

そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

無回答
回答人
数

人 50 318 192 59 57 676 48 334 174 67 53 676
％ 7.4% 47.0% 28.4% 8.7% 8.4% - 7.1% 49.4% 25.7% 9.9% 7.8% -
人 1 34 26 5 7 73 2 35 23 6 7 73
％ 1.4% 46.6% 35.6% 6.8% 9.6% - 2.7% 47.9% 31.5% 8.2% 9.6% -
人 15 97 43 14 5 174 11 103 37 17 6 174
％ 8.6% 55.7% 24.7% 8.0% 2.9% - 6.3% 59.2% 21.3% 9.8% 3.4% -
人 2 7 6 1 0 16 2 6 7 1 0 16
％ 12.5% 43.8% 37.5% 6.3% 0.0% - 12.5% 37.5% 43.8% 6.3% 0.0% -
人 12 71 50 12 5 150 10 74 48 14 4 150
％ 8.0% 47.3% 33.3% 8.0% 3.3% - 6.7% 49.3% 32.0% 9.3% 2.7% -
人 18 105 63 25 30 241 20 112 56 27 26 241
％ 7.5% 43.6% 26.1% 10.4% 12.4% - 8.3% 46.5% 23.2% 11.2% 10.8% -
人 2 4 4 2 10 22 3 4 3 2 10 22
％ 9.1% 18.2% 18.2% 9.1% 45.5% - 13.6% 18.2% 13.6% 9.1% 45.5% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

無回答

障がいのある人がさまざまな生活相談ができ、安心
して生活を営めるまちである

S
A
そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

無回答
回答人
数

そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

無回答
回答人
数

人 36 302 198 71 69 676 49 347 149 64 67 676
％ 5.3% 44.7% 29.3% 10.5% 10.2% - 7.2% 51.3% 22.0% 9.5% 9.9% -
人 0 37 21 7 8 73 3 35 21 7 7 73
％ 0.0% 50.7% 28.8% 9.6% 11.0% - 4.1% 47.9% 28.8% 9.6% 9.6% -
人 8 90 45 26 5 174 14 109 34 12 5 174
％ 4.6% 51.7% 25.9% 14.9% 2.9% - 8.0% 62.6% 19.5% 6.9% 2.9% -
人 2 6 7 1 0 16 2 9 4 1 0 16
％ 12.5% 37.5% 43.8% 6.3% 0.0% - 12.5% 56.3% 25.0% 6.3% 0.0% -
人 7 65 58 12 8 150 10 77 38 15 10 150
％ 4.7% 43.3% 38.7% 8.0% 5.3% - 6.7% 51.3% 25.3% 10.0% 6.7% -
人 17 100 63 24 37 241 18 112 49 27 35 241
％ 7.1% 41.5% 26.1% 10.0% 15.4% - 7.5% 46.5% 20.3% 11.2% 14.5% -
人 2 4 4 1 11 22 2 5 3 2 10 22
％ 9.1% 18.2% 18.2% 4.5% 50.0% - 9.1% 22.7% 13.6% 9.1% 45.5% -

同和地区であることを理由に住居や学校を選択する際に避けたり、同和地区出身
者が結婚や就職などの際に不利な扱いを受けることのない、差別のないまちであ
る

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

無回答

外国人住民が、さまざまな相談や情報提供を受ける
ことができるなど、充実した生活が営めるまちであ
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職業別でみると、肯定的な回答 「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）と答えた人の割

合は、「自営業」「非正規雇用」「家事専業、学生、無職」では、『高齢者が住み慣れた地域で安心

して暮らせるまちである』が最も高く、数値はそれぞれ 63.0%、69.3%、66.4%となっている。 

また、「民間正規雇用」では、『こどもが各々の個性を発揮し、夢や目標に向かって、いきいき

と暮らせるまちである』が最も高く、73.6%となっている。（「公務員、教員」では、『男性・女性が

ともに、仕事や家事、地域での活動に参加し、その個性と能力を十分に発揮できるまちである』

が最も高く、87.5%となっている。 

一方で、否定的な回答 「どちらかといえばそうは思わない」「そうは思わない」）と答えた人

ヘイトスピーチのない、人種や民族、国籍の違いを認め合うまちである

S
A
そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

無回答
回答人
数

そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

無回答
回答人
数

人 30 314 186 84 62 676 47 346 147 72 64 676
％ 4.4% 46.4% 27.5% 12.4% 9.2% - 7.0% 51.2% 21.7% 10.7% 9.5% -
人 2 37 20 8 6 73 4 40 18 5 6 73
％ 2.7% 50.7% 27.4% 11.0% 8.2% - 5.5% 54.8% 24.7% 6.8% 8.2% -
人 6 92 45 26 5 174 20 99 31 20 4 174
％ 3.4% 52.9% 25.9% 14.9% 2.9% - 11.5% 56.9% 17.8% 11.5% 2.3% -
人 1 9 5 1 0 16 2 10 3 1 0 16
％ 6.3% 56.3% 31.3% 6.3% 0.0% - 12.5% 62.5% 18.8% 6.3% 0.0% -
人 7 69 49 19 6 150 7 82 35 16 10 150
％ 4.7% 46.0% 32.7% 12.7% 4.0% - 4.7% 54.7% 23.3% 10.7% 6.7% -
人 11 103 64 28 35 241 10 112 57 28 34 241
％ 4.6% 42.7% 26.6% 11.6% 14.5% - 4.1% 46.5% 23.7% 11.6% 14.1% -
人 3 4 3 2 10 22 4 3 3 2 10 22
％ 13.6% 18.2% 13.6% 9.1% 45.5% - 18.2% 13.6% 13.6% 9.1% 45.5% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

無回答

事業者の持つ市民の個人情報が保護され、適切に取
り扱われているまちである

地域の人々の犯罪被害者等への理解が深まっている

S
A
そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

無回答
回答人
数

そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

無回答
回答人
数

人 25 266 217 91 77 676 19 248 239 104 66 676
％ 3.7% 39.3% 32.1% 13.5% 11.4% - 2.8% 36.7% 35.4% 15.4% 9.8% -
人 1 31 28 7 6 73 0 31 26 10 6 73
％ 1.4% 42.5% 38.4% 9.6% 8.2% - 0.0% 42.5% 35.6% 13.7% 8.2% -
人 11 75 58 24 6 174 4 70 65 29 6 174
％ 6.3% 43.1% 33.3% 13.8% 3.4% - 2.3% 40.2% 37.4% 16.7% 3.4% -
人 2 7 4 3 0 16 1 8 5 2 0 16
％ 12.5% 43.8% 25.0% 18.8% 0.0% - 6.3% 50.0% 31.3% 12.5% 0.0% -
人 4 57 52 26 11 150 5 55 60 23 7 150
％ 2.7% 38.0% 34.7% 17.3% 7.3% - 3.3% 36.7% 40.0% 15.3% 4.7% -
人 5 91 71 30 44 241 7 79 80 38 37 241
％ 2.1% 37.8% 29.5% 12.4% 18.3% - 2.9% 32.8% 33.2% 15.8% 15.4% -
人 2 5 4 1 10 22 2 5 3 2 10 22
％ 9.1% 22.7% 18.2% 4.5% 45.5% - 9.1% 22.7% 13.6% 9.1% 45.5% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

無回答

ホームレス状態にある人が自立して再び地域社会の
中で生活を営めるまちである

ＬＧＢＴなどの性的マイノリティの人が差別を受けることなく、自分らしく生きることができるまちである

S
A
そう思
う

どちら
かとい
えばそ
う思う

どちら
かとい
えばそ
うは思
わない

そうは
思わな
い

無回答
回答人
数

人 44 313 176 69 74 676
％ 6.5% 46.3% 26.0% 10.2% 10.9% -
人 4 34 21 7 7 73
％ 5.5% 46.6% 28.8% 9.6% 9.6% -
人 19 94 37 16 8 174
％ 10.9% 54.0% 21.3% 9.2% 4.6% -
人 2 11 2 1 0 16
％ 12.5% 68.8% 12.5% 6.3% 0.0% -
人 7 69 47 20 7 150
％ 4.7% 46.0% 31.3% 13.3% 4.7% -
人 10 100 65 24 42 241
％ 4.1% 41.5% 27.0% 10.0% 17.4% -
人 2 5 4 1 10 22
％ 9.1% 22.7% 18.2% 4.5% 45.5% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

無回答
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の割合は、「自営業」「民間正規雇用」「非正規雇用」「家事専業、学生、無職」では、『ホームレス

状態にある人が自立して再び地域社会の中で生活を営めるまちである』が最も高く、数値はそれ

ぞれ 49.3%、54.0%、55.3%、49.0%となっている。 

また、「公務員、教員」では、『障がいのある人がさまざまな生活相談ができ、安心して生活を

営めるまちである』と『同和地区であることを理由に住居や学校を選択する際に避けたり、同和

地区出身者が結婚や就職などの際に不利な扱いを受けることのない、差別のないまちである』が

最も高く、いずれも 50.0%となっている。 
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５－３ 多文化共生についての意識の現状 

問 16 「日本人と外国人がともに理解を深めながら、みんなで住みやすいまちをつくって

いこう」という大阪市の多文化共生の取組みについてお聞きします。 

日本社会全体と同様に、大阪市においても外国人が多くなっていることについて、あな

たは、どのように思いますか。（それぞれ✔は１つ） 

【表５－３－１ 多文化共生についての意識の現状】 

 

 

【図５－３ 多文化共生についての意識の現状】 

 

  

SA そう思う
そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 201 201 248 26 676

％ 29.7% 29.7% 36.7% 3.8% -

人 418 74 162 22 676

％ 61.8% 10.9% 24.0% 3.3% -

人 288 168 198 22 676

％ 42.6% 24.9% 29.3% 3.3% -

人 351 113 191 21 676

％ 51.9% 16.7% 28.3% 3.1% -

人 224 183 244 25 676

％ 33.1% 27.1% 36.1% 3.7% -

人 349 81 223 23 676

％ 51.6% 12.0% 33.0% 3.4% -

外国人との交流の機会が増えるこ
とが期待できる

文化や習慣の違いから、外国人と
のトラブルが起こるおそれがある

犯罪が増えて治安が悪化するおそ
れがある

福祉の増進や維持のための負担が
増加するおそれがある

大阪の経済的な発展につながるこ
とが期待できる

外国の言語・文化・習慣を知る機
会が増えることが期待できる

29.7%

61.8%

42.6%

51.9%

33.1%

51.6%

29.7%

10.9%

24.9%

16.7%

27.1%

12.0%

36.7%

24.0%

29.3%

28.3%

36.1%

33.0%

3.8%

3.3%

3.3%

3.1%

3.7%

3.4%

外国人との交流の機会が増えることが期待できる

文化や習慣の違いから、外国人とのトラブルが起こるおそれが

ある

外国の言語・文化・習慣を知る機会が増えることが期待できる

犯罪が増えて治安が悪化するおそれがある

大阪の経済的な発展につながることが期待できる

福祉の増進や維持のための負担が増加するおそれがある

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う そうは思わない わからない 無回答
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全体でみると、「そう思う」と答えた人の割合は、『文化や習慣の違いから、外国人とのトラブ

ルが起こるおそれがある』が（61.8%（と最も高く、次いで『犯罪が増えて治安が悪化するおそれ

がある』が 51.9%、『福祉の増進や維持のための負担が増加するおそれがある』が 51.6%となって

いる。 

一方で、「そうは思わない」と答えた人の割合は、『外国人との交流の機会が増えることが期待

できる』が（29.7%（と最も高く、次いで『大阪の経済的な発展につながることが期待できる』が

27.1%、『外国の言語・文化・習慣を知る機会が増えることが期待できる』が 24.9%となっている。 

 

【表５－３－２ 性別 多文化共生についての意識の現状】 

 

 

 

性別でみると、「そう思う」と答えた人の割合は、男性では『文化や習慣の違いから、外国人と

のトラブルが起こるおそれがある』が（68.6%（と最も高く、次いで『犯罪が増えて治安が悪化す

るおそれがある』が 57.7%、『福祉の増進や維持のための負担が増加するおそれがある』が 54.8%

となっている。 

女性では、『文化や習慣の違いから、外国人とのトラブルが起こるおそれがある』が（60.2%（と

最も高く、次いで『福祉の増進や維持のための負担が増加するおそれがある』が 50.8%、『犯罪が

増えて治安が悪化するおそれがある』が 49.2%となっている。 

一方で、「そうは思わない」と答えた人の割合は、男性では『外国人との交流の機会が増える

ことが期待できる』が（34.7%（と最も高く、次いで『外国の言語・文化・習慣を知る機会が増え

外国人との交流の機会が増えることが期待できる

SA そう思う
そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 201 201 248 26 676 418 74 162 22 676
％ 29.7% 29.7% 36.7% 3.8% - 61.8% 10.9% 24.0% 3.3% -

人 74 83 79 3 239 164 27 45 3 239

％ 31.0% 34.7% 33.1% 1.3% - 68.6% 11.3% 18.8% 1.3% -
人 122 109 149 12 392 236 46 100 10 392
％ 31.1% 27.8% 38.0% 3.1% - 60.2% 11.7% 25.5% 2.6% -

人 2 7 15 2 26 14 1 10 1 26

％ 7.7% 26.9% 57.7% 7.7% - 53.8% 3.8% 38.5% 3.8% -
人 3 2 5 9 19 4 0 7 8 19
％ 15.8% 10.5% 26.3% 47.4% - 21.1% 0.0% 36.8% 42.1% -

文化や習慣の違いから、外国人とのトラブルが起こ
るおそれがある

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

外国の言語・文化・習慣を知る機会が増えることが期待できる 犯罪が増えて治安が悪化するおそれがある

SA そう思う
そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 288 168 198 22 676 351 113 191 21 676
％ 42.6% 24.9% 29.3% 3.3% - 51.9% 16.7% 28.3% 3.1% -
人 99 76 61 3 239 138 41 57 3 239
％ 41.4% 31.8% 25.5% 1.3% - 57.7% 17.2% 23.8% 1.3% -
人 175 87 120 10 392 193 69 122 8 392
％ 44.6% 22.2% 30.6% 2.6% - 49.2% 17.6% 31.1% 2.0% -
人 9 5 11 1 26 15 2 7 2 26
％ 34.6% 19.2% 42.3% 3.8% - 57.7% 7.7% 26.9% 7.7% -
人 5 0 6 8 19 5 1 5 8 19
％ 26.3% 0.0% 31.6% 42.1% - 26.3% 5.3% 26.3% 42.1% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

大阪の経済的な発展につながることが期待できる

SA そう思う
そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 224 183 244 25 676 349 81 223 23 676
％ 33.1% 27.1% 36.1% 3.7% - 51.6% 12.0% 33.0% 3.4% -
人 87 74 74 4 239 131 33 70 5 239
％ 36.4% 31.0% 31.0% 1.7% - 54.8% 13.8% 29.3% 2.1% -
人 125 101 155 11 392 199 48 137 8 392
％ 31.9% 25.8% 39.5% 2.8% - 50.8% 12.2% 34.9% 2.0% -
人 7 6 11 2 26 15 0 9 2 26
％ 26.9% 23.1% 42.3% 7.7% - 57.7% 0.0% 34.6% 7.7% -
人 5 2 4 8 19 4 0 7 8 19
％ 26.3% 10.5% 21.1% 42.1% - 21.1% 0.0% 36.8% 42.1% -

福祉の増進や維持のための負担が増加するおそれが
ある

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答
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ることが期待できる』が 31.8%、『大阪の経済的な発展につながることが期待できる』が 31.0%と

なっている。 

女性では、『外国人との交流の機会が増えることが期待できる』が（27.8%（と最も高く、次いで

『大阪の経済的な発展につながることが期待できる』が 25.8%、『外国の言語・文化・習慣を知る

機会が増えることが期待できる』が 22.2%となっている。 

 

【表５－３－３ 年齢別 多文化共生についての意識の現状】 

 

 

外国人との交流の機会が増えることが期待できる

SA そう思う
そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 201 201 248 26 676 418 74 162 22 676
％ 29.7% 29.7% 36.7% 3.8% - 61.8% 10.9% 24.0% 3.3% -

人 8 2 1 0 11 7 1 3 0 11

％ 72.7% 18.2% 9.1% 0.0% - 63.6% 9.1% 27.3% 0.0% -
人 27 20 10 0 57 49 2 5 1 57
％ 47.4% 35.1% 17.5% 0.0% - 86.0% 3.5% 8.8% 1.8% -

人 38 27 21 0 86 67 6 13 0 86

％ 44.2% 31.4% 24.4% 0.0% - 77.9% 7.0% 15.1% 0.0% -

人 36 33 30 1 100 75 10 14 1 100

％ 36.0% 33.0% 30.0% 1.0% - 75.0% 10.0% 14.0% 1.0% -
人 29 50 40 4 123 85 12 24 2 123
％ 23.6% 40.7% 32.5% 3.3% - 69.1% 9.8% 19.5% 1.6% -
人 28 22 46 2 98 65 12 19 2 98
％ 28.6% 22.4% 46.9% 2.0% - 66.3% 12.2% 19.4% 2.0% -
人 20 31 54 2 107 45 17 42 3 107
％ 18.7% 29.0% 50.5% 1.9% - 42.1% 15.9% 39.3% 2.8% -
人 13 14 41 8 76 23 14 34 5 76
％ 17.1% 18.4% 53.9% 10.5% - 30.3% 18.4% 44.7% 6.6% -
人 2 2 5 9 18 2 0 8 8 18
％ 11.1% 11.1% 27.8% 50.0% - 11.1% 0.0% 44.4% 44.4% -

文化や習慣の違いから、外国人とのトラブルが起こ
るおそれがある

８０歳以上

無回答

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

外国の言語・文化・習慣を知る機会が増えることが期待できる 犯罪が増えて治安が悪化するおそれがある

SA そう思う
そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 288 168 198 22 676 351 113 191 21 676
％ 42.6% 24.9% 29.3% 3.3% - 51.9% 16.7% 28.3% 3.1% -
人 6 3 2 0 11 5 2 4 0 11
％ 54.5% 27.3% 18.2% 0.0% - 45.5% 18.2% 36.4% 0.0% -
人 33 14 10 0 57 41 5 11 0 57
％ 57.9% 24.6% 17.5% 0.0% - 71.9% 8.8% 19.3% 0.0% -
人 53 19 14 0 86 57 7 22 0 86
％ 61.6% 22.1% 16.3% 0.0% - 66.3% 8.1% 25.6% 0.0% -
人 48 32 19 1 100 60 17 21 2 100
％ 48.0% 32.0% 19.0% 1.0% - 60.0% 17.0% 21.0% 2.0% -
人 47 38 35 3 123 72 15 34 2 123
％ 38.2% 30.9% 28.5% 2.4% - 58.5% 12.2% 27.6% 1.6% -
人 39 24 33 2 98 45 18 33 2 98
％ 39.8% 24.5% 33.7% 2.0% - 45.9% 18.4% 33.7% 2.0% -
人 38 22 44 3 107 36 32 36 3 107
％ 35.5% 20.6% 41.1% 2.8% - 33.6% 29.9% 33.6% 2.8% -
人 20 16 35 5 76 31 16 25 4 76
％ 26.3% 21.1% 46.1% 6.6% - 40.8% 21.1% 32.9% 5.3% -
人 4 0 6 8 18 4 1 5 8 18
％ 22.2% 0.0% 33.3% 44.4% - 22.2% 5.6% 27.8% 44.4% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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年齢別でみると、「そう思う」と答えた人の割合は、「１８歳、１９歳」では、『外国人との交流

の機会が増えることが期待できる』が最も高く、72.7%となっている。 

また、「２０歳代」「３０歳代」「４０歳代」「５０歳代」「６０歳代」「７０歳代」では、『文化や

習慣の違いから、外国人とのトラブルが起こるおそれがある』が最も高く、数値はそれぞれ86.0%、

77.9%、75.0%、69.1%、66.3%、42.1%となっている。（「８０歳以上」では、『犯罪が増えて治安が悪

化するおそれがある』が最も高く、40.8%となっている。 

一方で、「そうは思わない」と答えた人の割合は、「１８歳、１９歳」では、『外国の言語・文

化・習慣を知る機会が増えることが期待できる』が最も高く、27.3%となっている。 

また、「２０歳代」「３０歳代」「４０歳代」「５０歳代」では、『外国人との交流の機会が増える

ことが期待できる』が最も高く、数値はそれぞれ 35.1%、31.4%、33.0%、40.7%となっている。（「６

０歳代」「８０歳以上」では、『大阪の経済的な発展につながることが期待できる』が最も高く、

数値はそれぞれ 27.6%、22.4%となっている。（「７０歳代」では、『犯罪が増えて治安が悪化するお

それがある』が最も高く、29.9%となっている。 

 

【表５－３－４ 学歴別 多文化共生についての意識の現状】 

 

 

大阪の経済的な発展につながることが期待できる

SA そう思う
そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 224 183 244 25 676 349 81 223 23 676
％ 33.1% 27.1% 36.1% 3.7% - 51.6% 12.0% 33.0% 3.4% -
人 7 1 3 0 11 6 2 3 0 11
％ 63.6% 9.1% 27.3% 0.0% - 54.5% 18.2% 27.3% 0.0% -
人 24 16 17 0 57 39 4 14 0 57
％ 42.1% 28.1% 29.8% 0.0% - 68.4% 7.0% 24.6% 0.0% -
人 38 23 25 0 86 50 9 26 1 86
％ 44.2% 26.7% 29.1% 0.0% - 58.1% 10.5% 30.2% 1.2% -
人 39 23 36 2 100 60 17 21 2 100
％ 39.0% 23.0% 36.0% 2.0% - 60.0% 17.0% 21.0% 2.0% -
人 28 49 42 4 123 68 15 37 3 123
％ 22.8% 39.8% 34.1% 3.3% - 55.3% 12.2% 30.1% 2.4% -
人 29 27 40 2 98 49 10 37 2 98
％ 29.6% 27.6% 40.8% 2.0% - 50.0% 10.2% 37.8% 2.0% -
人 33 26 44 4 107 44 15 44 4 107
％ 30.8% 24.3% 41.1% 3.7% - 41.1% 14.0% 41.1% 3.7% -
人 20 17 34 5 76 30 9 34 3 76
％ 26.3% 22.4% 44.7% 6.6% - 39.5% 11.8% 44.7% 3.9% -
人 6 1 3 8 18 3 0 7 8 18
％ 33.3% 5.6% 16.7% 44.4% - 16.7% 0.0% 38.9% 44.4% -

福祉の増進や維持のための負担が増加するおそれが
ある

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

全体

外国人との交流の機会が増えることが期待できる

SA そう思う
そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 201 201 248 26 676 418 74 162 22 676
％ 29.7% 29.7% 36.7% 3.8% - 61.8% 10.9% 24.0% 3.3% -
人 12 16 35 2 65 31 10 23 1 65
％ 18.5% 24.6% 53.8% 3.1% - 47.7% 15.4% 35.4% 1.5% -

人 47 69 92 4 212 109 29 69 5 212

％ 22.2% 32.5% 43.4% 1.9% - 51.4% 13.7% 32.5% 2.4% -

人 47 42 52 6 147 110 11 23 3 147

％ 32.0% 28.6% 35.4% 4.1% - 74.8% 7.5% 15.6% 2.0% -

人 89 72 60 4 225 161 24 36 4 225
％ 39.6% 32.0% 26.7% 1.8% - 71.6% 10.7% 16.0% 1.8% -
人 3 0 4 0 7 5 0 2 0 7
％ 42.9% 0.0% 57.1% 0.0% - 71.4% 0.0% 28.6% 0.0% -
人 3 2 5 10 20 2 0 9 9 20
％ 15.0% 10.0% 25.0% 50.0% - 10.0% 0.0% 45.0% 45.0% -

文化や習慣の違いから、外国人とのトラブルが起こ
るおそれがある

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答
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学歴別でみると、「そう思う」と答えた人の割合は、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」

では、『文化や習慣の違いから、外国人とのトラブルが起こるおそれがある』と『犯罪が増えて

治安が悪化するおそれがある』が最も高く、いずれも 47.7%となっている。 

また、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制中等学校」「短期大学、

高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」「大

学、大学院」では、『文化や習慣の違いから、外国人とのトラブルが起こるおそれがある』が最も

高く、数値はそれぞれ 51.4%、74.8%、71.6%となっている。「その他」では、『文化や習慣の違い

から、外国人とのトラブルが起こるおそれがある』と『福祉の増進や維持のための負担が増加す

るおそれがある』が最も高く、いずれも 71.4%となっている。 

一方で、「そうは思わない」と答えた人の割合は、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」で

は、『大阪の経済的な発展につながることが期待できる』が最も高く、32.3%となっている。 

また、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制中等学校」「大学、大学

院」では、『外国人との交流の機会が増えることが期待できる』が最も高く、数値はそれぞれ32.5%、

32.0%となっている。（「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、

旧制高等学校・専門学校」では、『外国人との交流の機会が増えることが期待できる』と『大阪の

経済的な発展につながることが期待できる』が最も高く、いずれも 28.6%となっている。 

 

  

外国の言語・文化・習慣を知る機会が増えることが期待できる 犯罪が増えて治安が悪化するおそれがある

SA そう思う
そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 288 168 198 22 676 351 113 191 21 676
％ 42.6% 24.9% 29.3% 3.3% - 51.9% 16.7% 28.3% 3.1% -
人 23 14 27 1 65 31 12 21 1 65
％ 35.4% 21.5% 41.5% 1.5% - 47.7% 18.5% 32.3% 1.5% -

人 63 63 81 5 212 104 35 68 5 212

％ 29.7% 29.7% 38.2% 2.4% - 49.1% 16.5% 32.1% 2.4% -

人 70 38 36 3 147 78 21 45 3 147

％ 47.6% 25.9% 24.5% 2.0% - 53.1% 14.3% 30.6% 2.0% -

人 126 50 45 4 225 130 43 49 3 225
％ 56.0% 22.2% 20.0% 1.8% - 57.8% 19.1% 21.8% 1.3% -
人 2 2 3 0 7 3 1 3 0 7
％ 28.6% 28.6% 42.9% 0.0% - 42.9% 14.3% 42.9% 0.0% -
人 4 1 6 9 20 5 1 5 9 20
％ 20.0% 5.0% 30.0% 45.0% - 25.0% 5.0% 25.0% 45.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

大阪の経済的な発展につながることが期待できる

SA そう思う
そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数 そう思う
そうは思
わない

わからな
い

無回答 回答人数

人 224 183 244 25 676 349 81 223 23 676
％ 33.1% 27.1% 36.1% 3.7% - 51.6% 12.0% 33.0% 3.4% -
人 16 21 27 1 65 27 7 30 1 65
％ 24.6% 32.3% 41.5% 1.5% - 41.5% 10.8% 46.2% 1.5% -

人 54 58 94 6 212 102 21 85 4 212

％ 25.5% 27.4% 44.3% 2.8% - 48.1% 9.9% 40.1% 1.9% -

人 49 42 51 5 147 96 16 31 4 147

％ 33.3% 28.6% 34.7% 3.4% - 65.3% 10.9% 21.1% 2.7% -

人 96 59 66 4 225 115 37 68 5 225
％ 42.7% 26.2% 29.3% 1.8% - 51.1% 16.4% 30.2% 2.2% -
人 2 2 3 0 7 5 0 2 0 7
％ 28.6% 28.6% 42.9% 0.0% - 71.4% 0.0% 28.6% 0.0% -
人 7 1 3 9 20 4 0 7 9 20
％ 35.0% 5.0% 15.0% 45.0% - 20.0% 0.0% 35.0% 45.0% -

福祉の増進や維持のための負担が増加するおそれが
ある

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答
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【表５－３－５ 職業別 多文化共生についての意識の現状】 

 

 

 

職業別でみると、「そう思う」と答えた人の割合は、すべての職業区分でも『文化や習慣の違

いから、外国人とのトラブルが起こるおそれがある』が最も高い。数値は、「自営業」65.8%、「民

間正規雇用」76.4%、「公務員、教員」81.3%、「非正規雇用」61.3%、「家事専業、学生、無職」53.1%

となっている。 

一方で、「そうは思わない」と答えた人の割合は、「自営業」「家事専業、学生、無職」では、『大

外国人との交流の機会が増えることが期待できる

S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 201 201 248 26 676 418 74 162 22 676
％ 29.7% 29.7% 36.7% 3.8% - 61.8% 10.9% 24.0% 3.3% -
人 26 23 23 1 73 48 11 14 0 73
％ 35.6% 31.5% 31.5% 1.4% - 65.8% 15.1% 19.2% 0.0% -
人 65 59 49 1 174 133 14 25 2 174
％ 37.4% 33.9% 28.2% 0.6% - 76.4% 8.0% 14.4% 1.1% -
人 5 6 5 0 16 13 0 3 0 16
％ 31.3% 37.5% 31.3% 0.0% - 81.3% 0.0% 18.8% 0.0% -
人 40 55 53 2 150 92 19 36 3 150
％ 26.7% 36.7% 35.3% 1.3% - 61.3% 12.7% 24.0% 2.0% -
人 61 56 112 12 241 128 29 75 9 241
％ 25.3% 23.2% 46.5% 5.0% - 53.1% 12.0% 31.1% 3.7% -
人 4 2 6 10 22 4 1 9 8 22
％ 18.2% 9.1% 27.3% 45.5% - 18.2% 4.5% 40.9% 36.4% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

無回答

文化や習慣の違いから、外国人とのトラブ
ルが起こるおそれがある

外国の言語・文化・習慣を知る機会が増えることが期待できる 犯罪が増えて治安が悪化するおそれがある

S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 288 168 198 22 676 351 113 191 21 676
％ 42.6% 24.9% 29.3% 3.3% - 51.9% 16.7% 28.3% 3.1% -
人 33 23 17 0 73 39 20 14 0 73
％ 45.2% 31.5% 23.3% 0.0% - 53.4% 27.4% 19.2% 0.0% -
人 90 40 43 1 174 112 19 42 1 174
％ 51.7% 23.0% 24.7% 0.6% - 64.4% 10.9% 24.1% 0.6% -
人 6 6 4 0 16 9 2 5 0 16
％ 37.5% 37.5% 25.0% 0.0% - 56.3% 12.5% 31.3% 0.0% -
人 66 46 35 3 150 79 21 47 3 150
％ 44.0% 30.7% 23.3% 2.0% - 52.7% 14.0% 31.3% 2.0% -
人 85 53 93 10 241 107 49 76 9 241
％ 35.3% 22.0% 38.6% 4.1% - 44.4% 20.3% 31.5% 3.7% -
人 8 0 6 8 22 5 2 7 8 22
％ 36.4% 0.0% 27.3% 36.4% - 22.7% 9.1% 31.8% 36.4% -

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

無回答

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

大阪の経済的な発展につながることが期待できる

S
A
そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

そう思
う

そうは
思わな
い

わから
ない

無回答
回答人
数

人 224 183 244 25 676 349 81 223 23 676
％ 33.1% 27.1% 36.1% 3.7% - 51.6% 12.0% 33.0% 3.4% -
人 26 24 22 1 73 33 17 22 1 73
％ 35.6% 32.9% 30.1% 1.4% - 45.2% 23.3% 30.1% 1.4% -
人 68 48 56 2 174 113 17 41 3 174
％ 39.1% 27.6% 32.2% 1.1% - 64.9% 9.8% 23.6% 1.7% -
人 7 4 5 0 16 9 2 5 0 16
％ 43.8% 25.0% 31.3% 0.0% - 56.3% 12.5% 31.3% 0.0% -
人 48 44 54 4 150 78 18 51 3 150
％ 32.0% 29.3% 36.0% 2.7% - 52.0% 12.0% 34.0% 2.0% -
人 67 61 103 10 241 109 27 96 9 241
％ 27.8% 25.3% 42.7% 4.1% - 45.2% 11.2% 39.8% 3.7% -
人 8 2 4 8 22 7 0 8 7 22
％ 36.4% 9.1% 18.2% 36.4% - 31.8% 0.0% 36.4% 31.8% -

福祉の増進や維持のための負担が増加する
おそれがある

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、
無職

無回答
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阪の経済的な発展につながることが期待できる』が最も高く、数値はそれぞれ 32.9%、25.3%とな

っている。 

また、「民間正規雇用」「非正規雇用」では、『外国人との交流の機会が増えることが期待でき

る』が最も高く、数値はそれぞれ 33.9%、36.7%となっている。（「公務員、教員」では、『外国人と

の交流の機会が増えることが期待できる』と『外国の言語・文化・習慣を知る機会が増えること

が期待できる』が最も高く、いずれも 37.5%となっている。 

 

  



184 

５－４ 区役所の人権相談窓口の認知状況 

問 17 大阪市では、各区役所に人権相談窓口を開設し、専門相談機関の紹介・取次ぎなどを

含めた相談業務を行っています。あなたは、区役所の人権相談窓口を知っていますか。

（✔は１つ） 

【表５－４－１ 区役所の人権相談窓口の認知状況】 

選択肢 件数 割合 

知っている 116 17.2（% 

知らない 544 80.5（% 

無回答 16 2.4（% 

合計 676 100.0（% 

 

【図５－４ 区役所の人権相談窓口の認知状況】 

 

 

全体でみると、「知っている」と答えた人が 17.2%となっている。 

一方で、「知らない」が 80.5%となっている。 

 

  

17.2% 80.5% 2.4%全体

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 知らない 無回答
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【表５－４－２ 性別 区役所の人権相談窓口の認知状況】 

 

性別でみると、「知っている」と答えた人の割合は、男性（20.9%、女性（16.8%となっている。 

一方で、「知らない」と答えた人の割合は、男性（77.4%、女性（82.4%となっている。 

 

【表５－４－３ 年齢別 区役所の人権相談窓口の認知状況】 

 

年齢別でみると、「知っている」と回答した人のうち、「８０歳以上」の割合が最も高く、25.0%

となっている。続いて、「７０歳代」が（20.6%、「６０歳代」が（19.4%となっている。 

一方で、「知らない」と回答した人のうち、「２０歳代」の割合が最も高く、91.2%となってい

る。続いて、「１８歳、１９歳」が（90.9%、「４０歳代」が（85.0%となっている。 

 

  

SA
知って
いる

知らない 無回答 回答人数

人 116 544 16 676

％ 17.2% 80.5% 2.4% -

人 50 185 4 239

％ 20.9% 77.4% 1.7% -

人 66 323 3 392

％ 16.8% 82.4% 0.8% -

人 0 26 0 26

％ 0.0% 100.0% 0.0% -

人 0 10 9 19

％ 0.0% 52.6% 47.4% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

SA
知って
いる

知らない 無回答 回答人数

人 116 544 16 676

％ 17.2% 80.5% 2.4% -

人 1 10 0 11

％ 9.1% 90.9% 0.0% -

人 5 52 0 57

％ 8.8% 91.2% 0.0% -

人 13 72 1 86

％ 15.1% 83.7% 1.2% -

人 15 85 0 100

％ 15.0% 85.0% 0.0% -

人 22 101 0 123

％ 17.9% 82.1% 0.0% -

人 19 79 0 98

％ 19.4% 80.6% 0.0% -

人 22 83 2 107

％ 20.6% 77.6% 1.9% -

人 19 52 5 76

％ 25.0% 68.4% 6.6% -

人 0 10 8 18

％ 0.0% 55.6% 44.4% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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【表５－４－４ 学歴別 区役所の人権相談窓口の認知状況】 

 

学歴別でみると、「知っている」と回答した人のうち、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」

の割合が最も高く、21.5%となっている。続いて、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・

各種学校、旧制中等学校」が（18.4%、「大学、大学院」が（18.2%となっている。 

一方で、「知らない」と回答した人のうち、「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資

格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」の割合が最も高く、86.4%となっている。続

いて、「その他」が（85.7%、「大学、大学院」が（81.3%となっている。 

 

【表５－４－５ 職業別 区役所の人権相談窓口の認知状況】 

 

職業別でみると、「知っている」と回答した人のうち、「自営業」の割合が最も高く、21.9%とな

っている。続いて、「家事専業、学生、無職」が（19.1%、「民間正規雇用」が（16.1%となっている。 

一方で、「知らない」と回答した人のうち、「公務員、教員」の割合が最も高く、87.5%となって

いる。続いて、「非正規雇用」が（85.3%、「民間正規雇用」が（83.9%となっている。 

SA
知って
いる

知らない 無回答 回答人数

人 116 544 16 676

％ 17.2% 80.5% 2.4% -

人 14 48 3 65

％ 21.5% 73.8% 4.6% -

人 39 168 5 212

％ 18.4% 79.2% 2.4% -

人 20 127 0 147

％ 13.6% 86.4% 0.0% -

人 41 183 1 225

％ 18.2% 81.3% 0.4% -

人 1 6 0 7

％ 14.3% 85.7% 0.0% -

人 1 12 7 20

％ 5.0% 60.0% 35.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

SA
知って
いる

知らない 無回答 回答人数

人 116 544 16 676

％ 17.2% 80.5% 2.4% -

人 16 56 1 73

％ 21.9% 76.7% 1.4% -

人 28 146 0 174

％ 16.1% 83.9% 0.0% -

人 2 14 0 16

％ 12.5% 87.5% 0.0% -

人 22 128 0 150

％ 14.7% 85.3% 0.0% -

人 46 188 7 241

％ 19.1% 78.0% 2.9% -

人 2 12 8 22

％ 9.1% 54.5% 36.4% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答
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５－５ 大阪市人権啓発・相談センターの人権相談窓口 

（１）大阪市人権啓発・相談センターの人権相談窓口の認知状況 

問 18 大阪市人権啓発・相談センターでは、気軽に相談できる専門相談員による人権相談

窓口を開設しています。   

あなたは、人権啓発・相談センターの相談窓口を知っていますか。（✔は１つ） 

【表５－５（１）－１ 大阪市人権啓発・相談センターの人権相談窓口の認知状況】 

選択肢 件数 割合 

知っている 81 12.0（% 

知らない 572 84.6（% 

無回答 23 3.4（% 

合計 676 100.0（% 

 

【図５－５（１） 大阪市人権啓発・相談センターの人権相談窓口の認知状況】 

 

全体でみると、「知っている」と答えた人が 12.0%となっている。 

一方で、「知らない」が 84.6%となっている。 

 

【表５－５（１）－２ 性別 大阪市人権啓発・相談センターの人権相談窓口の認知状況】 

 

性別でみると、「知っている」と答えた人の割合は、男性（14.6%、女性（11.7%となっている。

一方で、「知らない」と答えた人の割合は、男性（82.8%、女性（86.2%となっている。 

12.0% 84.6% 3.4%全体

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 知らない 無回答

SA
知って
いる

知らない 無回答 回答人数

人 81 572 23 676

％ 12.0% 84.6% 3.4% -

人 35 198 6 239

％ 14.6% 82.8% 2.5% -

人 46 338 8 392

％ 11.7% 86.2% 2.0% -

人 0 26 0 26

％ 0.0% 100.0% 0.0% -

人 0 10 9 19

％ 0.0% 52.6% 47.4% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答
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【表５－５（１）－３ 年齢別 大阪市人権啓発・相談センターの人権相談窓口の認知状況】 

 

年齢別でみると、「知っている」と回答した人のうち、「８０歳以上」の割合が最も高く、19.7%

となっている。続いて、「６０歳代」が（15.3%、「７０歳代」が（15.0%となっている。 

一方で、「知らない」と回答した人のうち、「２０歳代」の割合が最も高く、96.5%となってい

る。続いて、「４０歳代」が（91.0%、「１８歳、１９歳」が（90.9%となっている。 

 

【表５－５（１）－４ 学歴別 大阪市人権啓発・相談センターの人権相談窓口の認知状況】 

 

学歴別でみると、「知っている」と回答した人のうち、「その他」の割合が最も高く、14.3%とな

っている。続いて、「大学、大学院」が（14.2%、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・

SA
知って
いる

知らない 無回答 回答人数

人 81 572 23 676

％ 12.0% 84.6% 3.4% -

人 1 10 0 11

％ 9.1% 90.9% 0.0% -

人 2 55 0 57

％ 3.5% 96.5% 0.0% -

人 9 76 1 86

％ 10.5% 88.4% 1.2% -

人 9 91 0 100

％ 9.0% 91.0% 0.0% -

人 14 103 6 123

％ 11.4% 83.7% 4.9% -

人 15 82 1 98

％ 15.3% 83.7% 1.0% -

人 16 89 2 107

％ 15.0% 83.2% 1.9% -

人 15 56 5 76

％ 19.7% 73.7% 6.6% -

人 0 10 8 18

％ 0.0% 55.6% 44.4% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答

SA
知って
いる

知らない 無回答 回答人数

人 81 572 23 676

％ 12.0% 84.6% 3.4% -

人 6 56 3 65

％ 9.2% 86.2% 4.6% -

人 29 179 4 212

％ 13.7% 84.4% 1.9% -

人 12 132 3 147

％ 8.2% 89.8% 2.0% -

人 32 188 5 225

％ 14.2% 83.6% 2.2% -

人 1 5 1 7

％ 14.3% 71.4% 14.3% -

人 1 12 7 20

％ 5.0% 60.0% 35.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答
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各種学校、旧制中等学校」が（13.7%となっている。 

一方で、「知らない」と回答した人のうち、「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資

格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」の割合が最も高く、89.8%となっている。続

いて、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」が（86.2%、「高等学校、中学校卒業が入学資格の

専修学校・各種学校、旧制中等学校」が（84.4%となっている。 

 

【表５－５（１）－５ 職業別 大阪市人権啓発・相談センターの人権相談窓口の認知状況】 

 

職業別でみると、「知っている」と回答した人のうち、「自営業」の割合が最も高く、19.2%とな

っている。続いて、「家事専業、学生、無職」が（15.8%、「公務員、教員」が（12.5%となっている。 

一方で、「知らない」と回答した人のうち、「非正規雇用」の割合が最も高く、92.7%となってい

る。続いて、「民間正規雇用」が（89.7%、「公務員、教員」が（87.5%となっている。 

 

  

SA
知って
いる

知らない 無回答 回答人数

人 81 572 23 676

％ 12.0% 84.6% 3.4% -

人 14 57 2 73

％ 19.2% 78.1% 2.7% -

人 17 156 1 174

％ 9.8% 89.7% 0.6% -

人 2 14 0 16

％ 12.5% 87.5% 0.0% -

人 9 139 2 150

％ 6.0% 92.7% 1.3% -

人 38 194 9 241

％ 15.8% 80.5% 3.7% -

人 1 12 9 22

％ 4.5% 54.5% 40.9% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答
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（２）大阪市人権啓発・相談センターの人権相談窓口の認知経路 

問 18－１ 【問 18 で「１」と回答された方にお聞きします】 

どちらで人権啓発・相談センターを知りましたか。（✔はいくつでも） 

【表５－５（２）－１ 大阪市人権啓発・相談センターの人権相談窓口の認知経路】 

選択肢 件数 割合 

人権啓発・相談センターのポスター・パンフレット 34 42.0（% 

人権啓発・相談センターの案内用携帯カード 2 2.5（% 

区の広報紙 48 59.3（% 

大阪市のホームページ 25 30.9（% 

ＬＩＮＥ、Ｘ 旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）、Ｆａｃｅｂｏｏｋなどの

ＳＮＳ 
0 0.0（% 

「ＫＯＫＯＲＯねっと」などの人権情報誌 0 0.0（% 

市役所・区役所で案内された 6 7.4（% 

知人や友人などから聞いた 3 3.7（% 

その他 6 7.4（% 

無回答 0 0.0（% 

合計 81 - 

 

【図５－５（２） 大阪市人権啓発・相談センターの人権相談窓口の認知経路】 

 

全体でみると、「区の広報紙」と答えた人が最も高く、59.3%となっている。続いて「人権啓発・

相談センターのポスター・パンフレット」が 42.0%、「大阪市のホームページ」が 30.9%となって

いる。 

  

42.0%

2.5%

59.3%

30.9%
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Ｎ
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Ｘ
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Ｆ
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ｋ
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な
ど
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そ
の
他

無
回
答
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【表５－５（２）－２ 性別 大阪市人権啓発・相談センターの人権相談窓口の認知経路】 

 

性別でみると、男性では「区の広報紙」が 57.1%と最も高く、次いで「人権啓発・相談センタ

ーのポスター・パンフレット」が 45.7%、「大阪市のホームページ」が 25.7%となっている。 

一方で、女性では「区の広報紙」が 60.9%と最も高く、次いで「人権啓発・相談センターのポ

スター・パンフレット」が 39.1%、「大阪市のホームページ」が 34.8%となっている。 

 

【表５－５（２）－３ 年齢別 大阪市人権啓発・相談センターの人権相談窓口の認知経路】 

 

  

MA

人権啓
発・相
談セン
ターの
ポス
ター・
パンフ
レット

人権啓
発・相談
センター
の案内用
携帯カー
ド

区の広報
紙

大阪市の
ホーム
ページ

ＬＩＮ
Ｅ、Ｘ
 旧Ｔｗ
ｉｔｔｅ
ｒ）、Ｆ
ａｃｅｂ
ｏｏｋな
どのＳＮ
Ｓ

「ＫＯＫ
ＯＲＯ
ねっと」
などの人
権情報誌

市役所・
区役所で
案内され
た

知人や友
人などか
ら聞いた

その他 無回答 回答人数

人 34 2 48 25 0 0 6 3 6 0 81

％ 42.0% 2.5% 59.3% 30.9% 0.0% 0.0% 7.4% 3.7% 7.4% 0.0% -

人 16 1 20 9 0 0 3 0 3 0 35

％ 45.7% 2.9% 57.1% 25.7% 0.0% 0.0% 8.6% 0.0% 8.6% 0.0% -

人 18 1 28 16 0 0 3 3 3 0 46

％ 39.1% 2.2% 60.9% 34.8% 0.0% 0.0% 6.5% 6.5% 6.5% 0.0% -

人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

M
A

人権啓
発・相
談セン
ターの
ポス
ター・
パンフ
レット

人権啓
発・相
談セン
ターの
案内用
携帯
カード

区の広
報紙

大阪市
のホー
ムペー
ジ

ＬＩＮ
Ｅ、Ｘ
 旧Ｔ
ｗｉｔ
ｔｅ
ｒ）、
Ｆａｃ
ｅｂｏ
ｏｋな
どのＳ
ＮＳ

「ＫＯ
ＫＯＲ
Ｏねっ
と」な
どの人
権情報
誌

市役
所・区
役所で
案内さ
れた

知人や
友人な
どから
聞いた

その他 無回答
回答人
数

人 34 2 48 25 0 0 6 3 6 0 81

％ 42.0% 2.5% 59.3% 30.9% 0.0% 0.0% 7.4% 3.7% 7.4% 0.0% -

人 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% -

人 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 2

％ 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

人 3 0 3 4 0 0 0 0 0 0 9

％ 33.3% 0.0% 33.3% 44.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

人 1 0 4 3 0 0 1 1 2 0 9

％ 11.1% 0.0% 44.4% 33.3% 0.0% 0.0% 11.1% 11.1% 22.2% 0.0% -

人 8 1 8 6 0 0 0 1 0 0 14

％ 57.1% 7.1% 57.1% 42.9% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% -

人 8 1 9 4 0 0 2 0 2 0 15

％ 53.3% 6.7% 60.0% 26.7% 0.0% 0.0% 13.3% 0.0% 13.3% 0.0% -

人 10 0 13 4 0 0 0 0 0 0 16

％ 62.5% 0.0% 81.3% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

人 4 0 11 3 0 0 2 1 1 0 15

％ 26.7% 0.0% 73.3% 20.0% 0.0% 0.0% 13.3% 6.7% 6.7% 0.0% -

人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

全体

年
齢

１８歳、１９
歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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年齢別でみると、「１８歳、１９歳」では「その他」が最も高く、100.0%(※)となっている。 

「２０歳代」では「大阪市のホームページ」と「市役所・区役所で案内された」が最も高く、

いずれも 50.0%となっている。（「３０歳代」では「大阪市のホームページ」が最も高く、44.4%と

なっている。 

また、「４０歳代」「６０歳代」「７０歳代」「８０歳以上」では「区の広報紙」が最も高く、数

値はそれぞれ 44.4%、60.0%、81.3%、73.3%となっている。「５０歳代」では「人権啓発・相談セ

ンターのポスター・パンフレット」と「区の広報紙」が同率で最も高く、いずれも 57.1%となっ

ている。 

(※「１８歳、１９歳」は回答人数が 1人と少数であるため参考値である。) 

 

【表５－５（２）－４ 学歴別 大阪市人権啓発・相談センターの人権相談窓口の認知経路】 

 

学歴別でみると、「その他」を除くすべての学歴区分において「区の広報紙」が最も高く、数値

は「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」83.3%、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学

校・各種学校、旧制中等学校」72.4%、「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専

修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」33.3%、「大学、大学院」53.1%となっている。 

また、「その他」では「大阪市のホームページ」が最も高く、100.0%となっている。 

 

 

  

M
A

人権啓
発・相
談セン
ターの
ポス
ター・
パンフ
レット

人権啓
発・相
談セン
ターの
案内用
携帯
カード

区の広
報紙

大阪市
のホー
ムペー
ジ

ＬＩＮ
Ｅ、Ｘ
 旧Ｔ
ｗｉｔ
ｔｅ
ｒ）、
Ｆａｃ
ｅｂｏ
ｏｋな
どのＳ
ＮＳ

「ＫＯ
ＫＯＲ
Ｏねっ
と」な
どの人
権情報
誌

市役
所・区
役所で
案内さ
れた

知人や
友人な
どから
聞いた

その他 無回答
回答人
数

人 34 2 48 25 0 0 6 3 6 0 81

％ 42.0% 2.5% 59.3% 30.9% 0.0% 0.0% 7.4% 3.7% 7.4% 0.0% -

人 3 0 5 2 0 0 0 0 0 0 6

％ 50.0% 0.0% 83.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

人 14 0 21 9 0 0 0 0 2 0 29

％ 48.3% 0.0% 72.4% 31.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.9% 0.0% -

人 3 0 4 2 0 0 3 1 2 0 12

％ 25.0% 0.0% 33.3% 16.7% 0.0% 0.0% 25.0% 8.3% 16.7% 0.0% -

人 14 2 17 11 0 0 3 2 2 0 32

％ 43.8% 6.3% 53.1% 34.4% 0.0% 0.0% 9.4% 6.3% 6.3% 0.0% -

人 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

％ 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

人 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

％ 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学
校・各種学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入
学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学

校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答
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【表５－５（２）－５ 職業別 大阪市人権啓発・相談センターの人権相談窓口の認知経路】 

 

職業別でみると、「自営業」「民間正規雇用」「非正規雇用」「家事専業、学生、無職」では「区

の広報紙」が最も高く、数値はそれぞれ 57.1%、47.1%、55.6%、71.1%となっている。 

また、「公務員、教員」では「人権啓発・相談センターのポスター・パンフレット」が最も高

く、100.0%となっている。 

  

MA

人権啓
発・相
談セン
ターの
ポス
ター・
パンフ
レット

人権啓
発・相談
センター
の案内用
携帯カー
ド

区の広報
紙

大阪市の
ホーム
ページ

ＬＩＮ
Ｅ、Ｘ
 旧Ｔｗ
ｉｔｔｅ
ｒ）、Ｆ
ａｃｅｂ
ｏｏｋな
どのＳＮ
Ｓ

「ＫＯＫ
ＯＲＯ
ねっと」
などの人
権情報誌

市役所・
区役所で
案内され
た

知人や友
人などか
ら聞いた

その他 無回答 回答人数

人 34 2 48 25 0 0 6 3 6 0 81

％ 42.0% 2.5% 59.3% 30.9% 0.0% 0.0% 7.4% 3.7% 7.4% 0.0% -

人 6 0 8 5 0 0 0 1 0 0 14

％ 42.9% 0.0% 57.1% 35.7% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% -

人 7 1 8 7 0 0 2 1 2 0 17

％ 41.2% 5.9% 47.1% 41.2% 0.0% 0.0% 11.8% 5.9% 11.8% 0.0% -

人 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2

％ 100.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

人 3 0 5 1 0 0 1 0 1 0 9

％ 33.3% 0.0% 55.6% 11.1% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 11.1% 0.0% -

人 16 0 27 11 0 0 3 1 3 0 38

％ 42.1% 0.0% 71.1% 28.9% 0.0% 0.0% 7.9% 2.6% 7.9% 0.0% -

人 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

％ 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答
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５－６ 人権侵害を受けた時の家族など以外の相談先 

問 19 あなたは、人権侵害を受けたと思った場合、家族・親せきや友人以外では、どこに

相談しようと思いますか。（✔はいくつでも） 

【表５－６－１ 人権侵害を受けた時の家族など以外の相談先】 

選択肢 件数 割合 

人権啓発・相談センター 専門相談員による人権相談窓口） 160 23.7（% 

区役所の人権相談窓口 217 32.1（% 

相談・支援機関 クレオ大阪、こども相談センター、地域包

括支援センターなど） 
102 15.1（% 

法務局や人権擁護委員 38 5.6（% 

弁護士 140 20.7（% 

警察 123 18.2（% 

学校や職場 58 8.6（% 

地域の民生委員・児童委員など 29 4.3（% 

民間団体 ボランティア団体、ＮＰＯ法人など） 30 4.4（% 

その他 12 1.8（% 

相談先が思い浮かばない 139 20.6（% 

相談しようとは思わない 62 9.2（% 

無回答 54 8.0（% 

合計 676 - 
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【図５－６ 人権侵害を受けた時の家族など以外の相談先】 

 

全体でみると、「区役所の人権相談窓口」と答えた人が最も高く、32.1%となっている。続いて

「人権啓発・相談センター 専門相談員による人権相談窓口）」が 23.7%、「弁護士」が 20.7%と

なっている。 

  

23.7%

32.1%
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門
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よ
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権
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口
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役
所
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人
権
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窓
口

相
談
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支
援
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関
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ク
レ
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阪
、
こ
ど
も
相

談
セ
ン
タ
ー
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

法
務
局
や
人
権
擁
護
委
員

弁
護
士

警
察

学
校
や
職
場

地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど

民
間
団
体
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
）

そ
の
他

相
談
先
が
思
い
浮
か
ば
な
い

相
談
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い

無
回
答
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【表５－６－２ 性別 人権侵害を受けた時の家族など以外の相談先】 

 

性別でみると、男性では「区役所の人権相談窓口」が 36.8%と最も高く、次いで「弁護士」が

28.0%、「警察」が 25.9%となっている。 

一方で、女性では「区役所の人権相談窓口」が 30.9%と最も高く、次いで「人権啓発・相談セ

ンター 専門相談員による人権相談窓口）」が 26.3%、「相談先が思い浮かばない」が 22.4%とな

っている。 

 

【表５－６－３ 年齢別 人権侵害を受けた時の家族など以外の相談先】 

 

年齢別でみると、「１８歳、１９歳」では「相談・支援機関 クレオ大阪、こども相談センタ

ー、地域包括支援センターなど）」と（「学校や職場」が同率で最も高く、いずれも 45.5%となって

いる。（「２０歳代」では「人権啓発・相談センター 専門相談員による人権相談窓口）」と（「相談

先が思い浮かばない」が同率で最も高く、いずれも 22.8%となっている。（「３０歳代」では「相談

先が思い浮かばない」が最も高く、26.7%となっている。 

また、「４０歳代」「５０歳代」「６０歳代」「７０歳代」「８０歳以上」では「区役所の人権相談

窓口」が最も高く、数値はそれぞれ 33.0%、34.1%、32.7%、38.3%、42.1%となっている。 

 

MA

人権啓
発・相
談セン
ター
 専門
相談員
による
人権相
談窓
口）

区役所の
人権相談
窓口

相談・支
援機関
 クレオ
大阪、こ
ども相談
セン
ター、地
域包括支
援セン
ターな
ど）

法務局や
人権擁護
委員

弁護士 警察
学校や職
場

地域の民
生委員・
児童委員
など

民間団体
 ボラン
ティア団
体、ＮＰ
Ｏ法人な
ど）

その他
相談先が
思い浮か
ばない

相談しよ
うとは思
わない

無回答 回答人数

人 160 217 102 38 140 123 58 29 30 12 139 62 54 676

％ 23.7% 32.1% 15.1% 5.6% 20.7% 18.2% 8.6% 4.3% 4.4% 1.8% 20.6% 9.2% 8.0% -

人 54 88 34 25 67 62 15 13 16 3 42 19 13 239

％ 22.6% 36.8% 14.2% 10.5% 28.0% 25.9% 6.3% 5.4% 6.7% 1.3% 17.6% 7.9% 5.4% -

人 103 121 65 13 68 58 40 15 14 8 88 33 31 392

％ 26.3% 30.9% 16.6% 3.3% 17.3% 14.8% 10.2% 3.8% 3.6% 2.0% 22.4% 8.4% 7.9% -

人 1 2 0 0 2 2 1 0 0 1 6 10 2 26

％ 3.8% 7.7% 0.0% 0.0% 7.7% 7.7% 3.8% 0.0% 0.0% 3.8% 23.1% 38.5% 7.7% -

人 2 6 3 0 3 1 2 1 0 0 3 0 8 19

％ 10.5% 31.6% 15.8% 0.0% 15.8% 5.3% 10.5% 5.3% 0.0% 0.0% 15.8% 0.0% 42.1% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

MA

人権啓
発・相
談セン
ター
 専門
相談員
による
人権相
談窓
口）

区役所の
人権相談
窓口

相談・支
援機関
 クレオ
大阪、こ
ども相談
セン
ター、地
域包括支
援セン
ターな
ど）

法務局や
人権擁護
委員

弁護士 警察
学校や職
場

地域の民
生委員・
児童委員
など

民間団体
 ボラン
ティア団
体、ＮＰ
Ｏ法人な
ど）

その他
相談先が
思い浮か
ばない

相談しよ
うとは思
わない

無回答 回答人数

人 160 217 102 38 140 123 58 29 30 12 139 62 54 676

％ 23.7% 32.1% 15.1% 5.6% 20.7% 18.2% 8.6% 4.3% 4.4% 1.8% 20.6% 9.2% 8.0% -

人 3 2 5 3 3 3 5 2 3 0 1 1 1 11

％ 27.3% 18.2% 45.5% 27.3% 27.3% 27.3% 45.5% 18.2% 27.3% 0.0% 9.1% 9.1% 9.1% -

人 13 12 8 3 7 9 11 0 2 2 13 11 1 57

％ 22.8% 21.1% 14.0% 5.3% 12.3% 15.8% 19.3% 0.0% 3.5% 3.5% 22.8% 19.3% 1.8% -

人 16 16 6 4 15 13 11 1 2 2 23 15 3 86

％ 18.6% 18.6% 7.0% 4.7% 17.4% 15.1% 12.8% 1.2% 2.3% 2.3% 26.7% 17.4% 3.5% -

人 27 33 18 3 29 22 14 2 4 2 19 9 4 100

％ 27.0% 33.0% 18.0% 3.0% 29.0% 22.0% 14.0% 2.0% 4.0% 2.0% 19.0% 9.0% 4.0% -

人 36 42 20 8 34 27 8 4 9 1 27 9 5 123

％ 29.3% 34.1% 16.3% 6.5% 27.6% 22.0% 6.5% 3.3% 7.3% 0.8% 22.0% 7.3% 4.1% -

人 27 32 19 8 26 15 5 2 5 3 20 5 9 98

％ 27.6% 32.7% 19.4% 8.2% 26.5% 15.3% 5.1% 2.0% 5.1% 3.1% 20.4% 5.1% 9.2% -

人 28 41 18 7 19 21 3 8 3 2 19 6 12 107

％ 26.2% 38.3% 16.8% 6.5% 17.8% 19.6% 2.8% 7.5% 2.8% 1.9% 17.8% 5.6% 11.2% -

人 8 32 6 2 6 12 0 9 2 0 13 6 12 76

％ 10.5% 42.1% 7.9% 2.6% 7.9% 15.8% 0.0% 11.8% 2.6% 0.0% 17.1% 7.9% 15.8% -

人 2 7 2 0 1 1 1 1 0 0 4 0 7 18

％ 11.1% 38.9% 11.1% 0.0% 5.6% 5.6% 5.6% 5.6% 0.0% 0.0% 22.2% 0.0% 38.9% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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【表５－６－４ 学歴別 人権侵害を受けた時の家族など以外の相談先】 

 

学歴別でみると、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」「高等学校、中学校卒業が入学資格

の専修学校・各種学校、旧制中等学校」「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専

修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」では「区役所の人権相談窓口」が最も高く、数値

はそれぞれ 30.8%、29.2%、35.4%となっている。 

また、「大学、大学院」では「区役所の人権相談窓口」と「弁護士」が同率で最も高く、いずれ

も 33.8%となっている。（「その他」では「警察」と「相談しようとは思わない」が同率で最も高く、

いずれも 28.6%となっている。 

 

【表５－６－５ 職業別 人権侵害を受けた時の家族など以外の相談先】 

 

職業別でみると、「自営業」「民間正規雇用」では、「区役所の人権相談窓口」と「弁護士」が

同率で最も高く、数値はそれぞれ 32.9%、25.3%となっている。 

また、「公務員、教員」では「人権啓発・相談センター 専門相談員による人権相談窓口）」

が最も高く、43.8%となっている。「非正規雇用」「家事専業、学生、無職」では「区役所の人権

相談窓口」が最も高く、数値はそれぞれ 34.7%、34.9%となっている。 

  

MA

人権啓
発・相
談セン
ター
 専門
相談員
による
人権相
談窓
口）

区役所の
人権相談
窓口

相談・支
援機関
 クレオ
大阪、こ
ども相談
セン
ター、地
域包括支
援セン
ターな
ど）

法務局や
人権擁護
委員

弁護士 警察
学校や職
場

地域の民
生委員・
児童委員
など

民間団体
 ボラン
ティア団
体、ＮＰ
Ｏ法人な
ど）

その他
相談先が
思い浮か
ばない

相談しよ
うとは思
わない

無回答 回答人数

人 160 217 102 38 140 123 58 29 30 12 139 62 54 676

％ 23.7% 32.1% 15.1% 5.6% 20.7% 18.2% 8.6% 4.3% 4.4% 1.8% 20.6% 9.2% 8.0% -

人 7 20 4 2 6 10 0 5 1 0 16 4 16 65

％ 10.8% 30.8% 6.2% 3.1% 9.2% 15.4% 0.0% 7.7% 1.5% 0.0% 24.6% 6.2% 24.6% -

人 45 62 27 10 29 35 15 12 8 3 49 21 21 212

％ 21.2% 29.2% 12.7% 4.7% 13.7% 16.5% 7.1% 5.7% 3.8% 1.4% 23.1% 9.9% 9.9% -

人 36 52 31 5 27 20 7 3 4 3 36 16 5 147

％ 24.5% 35.4% 21.1% 3.4% 18.4% 13.6% 4.8% 2.0% 2.7% 2.0% 24.5% 10.9% 3.4% -

人 70 76 37 21 76 55 35 7 17 6 34 17 3 225

％ 31.1% 33.8% 16.4% 9.3% 33.8% 24.4% 15.6% 3.1% 7.6% 2.7% 15.1% 7.6% 1.3% -

人 0 0 1 0 0 2 0 1 0 0 1 2 1 7

％ 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 28.6% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 14.3% 28.6% 14.3% -

人 2 7 2 0 2 1 1 1 0 0 3 2 8 20

％ 10.0% 35.0% 10.0% 0.0% 10.0% 5.0% 5.0% 5.0% 0.0% 0.0% 15.0% 10.0% 40.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

M
A

人権啓
発・相
談セン
ター
 専門
相談員
による
人権相
談窓
口）

区役所
の人権
相談窓
口

相談・
支援機
関 ク
レオ大
阪、こ
ども相
談セン
ター、
地域包
括支援
セン
ターな
ど）

法務局
や人権
擁護委
員

弁護士 警察
学校や
職場

地域の
民生委
員・児
童委員
など

民間団
体 ボ
ラン
ティア
団体、
ＮＰＯ
法人な
ど）

その他

相談先
が思い
浮かば
ない

相談し
ようと
は思わ
ない

無回答
回答人
数

人 160 217 102 38 140 123 58 29 30 12 139 62 54 676

％ 23.7% 32.1% 15.1% 5.6% 20.7% 18.2% 8.6% 4.3% 4.4% 1.8% 20.6% 9.2% 8.0% -

人 17 24 12 5 24 13 1 3 4 0 13 7 7 73

％ 23.3% 32.9% 16.4% 6.8% 32.9% 17.8% 1.4% 4.1% 5.5% 0.0% 17.8% 9.6% 9.6% -

人 39 44 22 8 44 37 29 2 8 4 40 26 2 174

％ 22.4% 25.3% 12.6% 4.6% 25.3% 21.3% 16.7% 1.1% 4.6% 2.3% 23.0% 14.9% 1.1% -

人 7 6 1 3 5 3 4 0 0 1 3 1 0 16

％ 43.8% 37.5% 6.3% 18.8% 31.3% 18.8% 25.0% 0.0% 0.0% 6.3% 18.8% 6.3% 0.0% -

人 48 52 27 7 24 20 12 6 3 2 27 13 13 150

％ 32.0% 34.7% 18.0% 4.7% 16.0% 13.3% 8.0% 4.0% 2.0% 1.3% 18.0% 8.7% 8.7% -

人 45 84 38 14 39 48 11 16 15 5 53 15 25 241

％ 18.7% 34.9% 15.8% 5.8% 16.2% 19.9% 4.6% 6.6% 6.2% 2.1% 22.0% 6.2% 10.4% -

人 4 7 2 1 4 2 1 2 0 0 3 0 7 22

％ 18.2% 31.8% 9.1% 4.5% 18.2% 9.1% 4.5% 9.1% 0.0% 0.0% 13.6% 0.0% 31.8% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無
職

無回答
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５－７ 大阪市の犯罪被害者等支援の取組み 

（１）大阪市の犯罪被害者等支援施策の認知状況 

問 20 大阪市の犯罪被害者等支援の取組みについてお聞きします。  

大阪市では、「大阪市犯罪被害者等の支援に関する条例」を制定し、犯罪被害者等に対し、

次のような各種支援施策を実施しています。                            

・ 総合相談窓口の設置 

・ 見舞金の支給 

・ 家事支援その他の助成金の交付 ほか 

あなたは、大阪市がこれらの支援施策を実施していることを知っていますか。 

（✔はいくつでも） 

【表５－７（１）－１ 大阪市の犯罪被害者等支援施策の認知状況】 

選択肢 件数 割合 

知っている 45 6.7（% 

知らない 574 84.9（% 

無回答 57 8.4（% 

合計 676 100.0（% 

 

【図５－７（１） 大阪市の犯罪被害者等支援施策の認知状況】 

 

全体でみると、「知っている」と答えた人が 6.7%となっている。 

一方で、「知らない」が 84.9%となっている。 

  

6.7% 84.9% 8.4%全体

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 知らない 無回答
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【表５－７（１）－２ 性別 大阪市の犯罪被害者等支援施策の認知状況】 

 

性別でみると、「知っている」と答えた人の割合は、男性（9.6%、女性（5.6%となっている。 

一方で、「知らない」と答えた人の割合は、男性（85.4%、女性（85.2%となっている。 

 

【表５－７（１）－３ 年齢別 大阪市の犯罪被害者等支援施策の認知状況】 

 

年齢別でみると、「知っている」と回答した人の割合は「７０歳代」が 9.3%と最も高く、「６０

歳代」と「８０歳以上」がいずれも 9.2%となっている。 

一方で、「知らない」と回答した人のうち、「４０歳代」の割合が最も高く、95.0%となってい

る。続いて「２０歳代」と「３０歳代」がいずれも 89.5%となっている。 

 

  

SA
知って
いる

知らない 無回答 回答人数

人 45 574 57 676

％ 6.7% 84.9% 8.4% -

人 23 204 12 239

％ 9.6% 85.4% 5.0% -

人 22 334 36 392

％ 5.6% 85.2% 9.2% -

人 0 25 1 26

％ 0.0% 96.2% 3.8% -

人 0 11 8 19

％ 0.0% 57.9% 42.1% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答

SA
知って
いる

知らない 無回答 回答人数

人 45 574 57 676

％ 6.7% 84.9% 8.4% -

人 1 9 1 11

％ 9.1% 81.8% 9.1% -

人 3 51 3 57

％ 5.3% 89.5% 5.3% -

人 5 77 4 86

％ 5.8% 89.5% 4.7% -

人 1 95 4 100

％ 1.0% 95.0% 4.0% -

人 9 107 7 123

％ 7.3% 87.0% 5.7% -

人 9 82 7 98

％ 9.2% 83.7% 7.1% -

人 10 85 12 107

％ 9.3% 79.4% 11.2% -

人 7 57 12 76

％ 9.2% 75.0% 15.8% -

人 0 11 7 18

％ 0.0% 61.1% 38.9% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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【表５－７（１）－４ 学歴別 大阪市の犯罪被害者等支援施策の認知状況】 

 

学歴別でみると、「知っている」と回答した人のうち、「高等学校、中学校卒業が入学資格の専

修学校・各種学校、旧制中等学校」の割合が最も高く、8.5%となっている。続いて、「大学、大学

院」が（7.6%、「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制

高等学校・専門学校」が（4.8%となっている。 

一方で、「知らない」と回答した人のうち、「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資

格の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校」の割合が最も高く、91.2%となっている。続

いて、「大学、大学院」が（88.9%、「その他」が（85.7%となっている。 

 

【表５－７（１）－５ 職業別 大阪市の犯罪被害者等支援施策の認知状況】 

 

職業別でみると、「知っている」と回答した人のうち、「家事専業、学生、無職」の割合が最も

高く、8.7%となっている。続いて、「非正規雇用」が（7.3%、「民間正規雇用」が（6.9%となってい

る。 

一方で、「知らない」と回答した人のうち、「自営業」の割合が最も高く、94.5%となっている。

続いて、「公務員、教員」が（93.8%、「民間正規雇用」が（90.2%となっている。 

SA
知って
いる

知らない 無回答 回答人数

人 45 574 57 676

％ 6.7% 84.9% 8.4% -

人 3 48 14 65

％ 4.6% 73.8% 21.5% -

人 18 173 21 212

％ 8.5% 81.6% 9.9% -

人 7 134 6 147

％ 4.8% 91.2% 4.1% -

人 17 200 8 225

％ 7.6% 88.9% 3.6% -

人 0 6 1 7

％ 0.0% 85.7% 14.3% -

人 0 13 7 20

％ 0.0% 65.0% 35.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答

S
A
知って
いる

知らな
い

無回答
回答人
数

人 45 574 57 676
％ 6.7% 84.9% 8.4% -
人 0 69 4 73

％ 0.0% 94.5% 5.5% -

人 12 157 5 174

％ 6.9% 90.2% 2.9% -

人 1 15 0 16

％ 6.3% 93.8% 0.0% -

人 11 124 15 150

％ 7.3% 82.7% 10.0% -

人 21 196 24 241

％ 8.7% 81.3% 10.0% -

人 0 13 9 22

％ 0.0% 59.1% 40.9% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無
職

無回答
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（２）大阪市の犯罪被害者等支援施策の認知経路 

問 20－1 【問 20 で「１」と回答された方にお聞きします】 

どちらで支援施策を実施していることを知りましたか。（✔はいくつでも） 

 

【表５－７（２）－１ 大阪市の犯罪被害者等支援施策の認知経路】 

選択肢 件数 割合 

犯罪被害者等支援に関するパンフレットやリーフレット 15 33.3（% 

市役所・区役所や（Ｏｓａｋａ（Ｍｅｔｒｏ（の駅などに掲示し

ているポスター 
12 26.7（% 

区の広報紙、「ＫＯＫＯＲＯねっと」などの人権情報誌 16 35.6（% 

大阪市のホームページ 9 20.0（% 

大阪市のＬＩＮＥ、Ｘ 旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）、Ｆａｃｅｂｏｏ

ｋ、ＹｏｕＴｕｂｅ 
3 6.7（% 

大阪市が主催するイベント 区民まつり、ショッピングモー

ルやスポーツ競技会場でのイベント、啓発パネル展、いのち

の大切さを考える講演会など） 
2 4.4（% 

SNS 広告やコンビニのレジ・ATM などの画面の広告 3 6.7（% 

市役所・区役所で案内された 7 15.6（% 

知人や友人などから聞いた 6 13.3（% 

その他 4 8.9（% 

無回答 0 0.0（% 

合計 45 - 
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【図５－７（２） 大阪市の犯罪被害者等支援施策の認知経路】 

 

全体でみると、「区の広報紙、『KOKORO ねっと』などの人権情報誌」と答えた人が最も高く、

35.6%となっている。続いて「犯罪被害者等支援に関するパンフレットやリーフレット」が33.3%、

「市役所・区役所や（Osaka（Metro（の駅などに掲示しているポスター」が 26.7%となっている。 

 

 

  

33.3%

26.7%

35.6%

20.0%

6.7%

4.4%

6.7%

15.6%

13.3%

8.9%

0.0%
0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

市
役
所
・
区
役
所
や

Ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ

Ｍ
ｅ
ｔ
ｒ
ｏ

の
駅
な
ど
に
掲
示
し
て
い
る
ポ
ス
タ
ー

区
の
広
報
紙
、
「
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
ね
っ
と
」

な
ど
の
人
権
情
報
誌

大
阪
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

大
阪
市
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｘ
（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
、

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

大
阪
市
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
（
区
民
ま
つ
り
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
や
ス
ポ
ー
ツ
競
技
会
場
で
の
イ
ベ
ン
ト
、
啓
発

パ
ネ
ル
展
、
い
の
ち
の
大
切
さ
を
考
え
る
講
演
会
な
ど
）

S
N
S
広
告
や
コ
ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
・

A
T
M
な
ど
の
画
面
の
広
告

市
役
所
・
区
役
所
で
案
内
さ
れ
た

知
人
や
友
人
な
ど
か
ら
聞
い
た

そ
の
他

無
回
答
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【表５－７（２）－２ 性別 大阪市の犯罪被害者等支援施策の認知経路】 

 

性別でみると、男性では「犯罪被害者等支援に関するパンフレットやリーフレット」が 39.1%

と最も高く、次いで「市役所・区役所や Osaka（Metro の駅などに掲示しているポスター」と（「大

阪市のホームページ」がともに 26.1%となっている。 

一方で、女性では「区の広報紙、『KOKORO ねっと』などの人権情報誌」が 50.0%と最も高く、

次いで「市役所・区役所や Osaka（Metro の駅などに掲示しているポスター」と「犯罪被害者等支

援に関するパンフレットやリーフレット」がともに 27.3%となっている。 

  

MA

犯罪被
害者等
支援に
関する
パンフ
レット
やリー
フレッ
ト

市役所・
区役所や
Ｏｓａｋ
ａ（Ｍｅ
ｔｒｏ
の駅など
に掲示し
ているポ
スター

区の広報
紙、「Ｋ
ＯＫＯＲ
Ｏねっ
と」など
の人権情
報誌

大阪市の
ホーム
ページ

大阪市の
ＬＩＮ
Ｅ、Ｘ
 旧Ｔｗ
ｉｔｔｅ
ｒ）、Ｆ
ａｃｅｂ
ｏｏｋ、
ＹｏｕＴ
ｕｂｅ

大阪市が
主催する
イベント
 区民ま
つり、
ショッピ
ングモー
ルやス
ポーツ競
技会場で
のイベン
ト、啓発
パネル
展、いの
ちの大切
さを考え
る講演会
など）

SNS広告
やコンビ
ニのレ
ジ・ATM
などの画
面の広告

市役所・
区役所で
案内され
た

知人や友
人などか
ら聞いた

その他 無回答 回答人数

人 15 12 16 9 3 2 3 7 6 4 0 45

％ 33.3% 26.7% 35.6% 20.0% 6.7% 4.4% 6.7% 15.6% 13.3% 8.9% 0.0% -

人 9 6 5 6 2 0 2 4 2 2 0 23

％ 39.1% 26.1% 21.7% 26.1% 8.7% 0.0% 8.7% 17.4% 8.7% 8.7% 0.0% -

人 6 6 11 3 1 2 1 3 4 2 0 22

％ 27.3% 27.3% 50.0% 13.6% 4.5% 9.1% 4.5% 13.6% 18.2% 9.1% 0.0% -

人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

全体

性
別

男性

女性

回答したくない

無回答



204 

【表５－７（２）－３ 年齢別 大阪市の犯罪被害者等支援施策の認知経路】 

 

年齢別でみると、「１８歳、１９歳」では「大阪市のホームページ」と（「大阪市の LINE、X（ 旧

Twitter）、Facebook、YouTube」が最も高く、いずれも 100.0%となっている。「２０歳代」「４０

歳代」では「犯罪被害者等支援に関するパンフレットやリーフレット」「市役所・区役所や Osaka（

Metro の駅などに掲示しているポスター」「大阪市の LINE、X（ 旧 Twitter）、Facebook、YouTube」

「市役所・区役所で案内された」が同率で最も高く、数値はそれぞれ 33.3%、100.0%となってい

る。 

また、「３０歳代」では「犯罪被害者等支援に関するパンフレットやリーフレット」と（「大阪市

のホームページ」が同率で最も高く、40.0%となっている。（「５０歳代」では「犯罪被害者等支援

に関するパンフレットやリーフレット」が最も高く、44.4%となっている。「６０歳代」「７０歳

代」「８０歳以上」では「区の広報紙、『KOKORO ねっと』などの人権情報誌」が最も高く、数値は

それぞれ 44.4%、40.0%、71.4%となっている。 

 

  

MA

犯罪被
害者等
支援に
関する
パンフ
レット
やリー
フレッ
ト

市役所・
区役所や
Ｏｓａｋ
ａ（Ｍｅ
ｔｒｏ
の駅など
に掲示し
ているポ
スター

区の広報
紙、「Ｋ
ＯＫＯＲ
Ｏねっ
と」など
の人権情
報誌

大阪市の
ホーム
ページ

大阪市の
ＬＩＮ
Ｅ、Ｘ
 旧Ｔｗ
ｉｔｔｅ
ｒ）、Ｆ
ａｃｅｂ
ｏｏｋ、
ＹｏｕＴ
ｕｂｅ

大阪市が
主催する
イベント
 区民ま
つり、
ショッピ
ングモー
ルやス
ポーツ競
技会場で
のイベン
ト、啓発
パネル
展、いの
ちの大切
さを考え
る講演会
など）

SNS広告
やコンビ
ニのレ
ジ・ATM
などの画
面の広告

市役所・
区役所で
案内され
た

知人や友
人などか
ら聞いた

その他 無回答 回答人数

人 15 12 16 9 3 2 3 7 6 4 0 45

％ 33.3% 26.7% 35.6% 20.0% 6.7% 4.4% 6.7% 15.6% 13.3% 8.9% 0.0% -

人 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1

％ 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

人 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 3

％ 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% -

人 2 0 1 2 0 0 0 0 1 1 0 5

％ 40.0% 0.0% 20.0% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 0.0% -

人 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1

％ 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

人 4 3 2 3 0 1 1 0 1 1 0 9

％ 44.4% 33.3% 22.2% 33.3% 0.0% 11.1% 11.1% 0.0% 11.1% 11.1% 0.0% -

人 3 2 4 2 0 0 1 2 1 1 0 9

％ 33.3% 22.2% 44.4% 22.2% 0.0% 0.0% 11.1% 22.2% 11.1% 11.1% 0.0% -

人 2 3 4 1 0 0 1 0 1 1 0 10

％ 20.0% 30.0% 40.0% 10.0% 0.0% 0.0% 10.0% 0.0% 10.0% 10.0% 0.0% -

人 2 2 5 0 0 1 0 3 2 0 0 7

％ 28.6% 28.6% 71.4% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 42.9% 28.6% 0.0% 0.0% -

人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

全体

年
齢

１８歳、１９歳

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

無回答
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【表５－７（２）－４ 学歴別 大阪市の犯罪被害者等支援施策の認知経路】 

 

学歴別でみると、「中学校、旧制小学校、旧制高等小学校」では「市役所・区役所で案内され

た」が最も高く、66.7%となっている。（「高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、

旧制中等学校」では「犯罪被害者等支援に関するパンフレットやリーフレット」と「区の広報紙、

『KOKORO ねっと』などの人権情報誌」が同率で最も高く、いずれも 27.8%となっている。 

また、「短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の専修学校・各種学校、旧制高等学

校・専門学校」では「区の広報紙、『KOKORO ねっと』などの人権情報誌」と「市役所・区役所で

案内された」が最も高く、いずれも 57.1%となっている。（「大学、大学院」では「犯罪被害者等支

援に関するパンフレットやリーフレット」が最も高く、52.9%となっている。 

 

  

MA

犯罪被
害者等
支援に
関する
パンフ
レット
やリー
フレッ
ト

市役所・
区役所や
Ｏｓａｋ
ａ（Ｍｅ
ｔｒｏ
の駅など
に掲示し
ているポ
スター

区の広報
紙、「Ｋ
ＯＫＯＲ
Ｏねっ
と」など
の人権情
報誌

大阪市の
ホーム
ページ

大阪市の
ＬＩＮ
Ｅ、Ｘ
 旧Ｔｗ
ｉｔｔｅ
ｒ）、Ｆ
ａｃｅｂ
ｏｏｋ、
ＹｏｕＴ
ｕｂｅ

大阪市が
主催する
イベント
 区民ま
つり、
ショッピ
ングモー
ルやス
ポーツ競
技会場で
のイベン
ト、啓発
パネル
展、いの
ちの大切
さを考え
る講演会
など）

SNS広告
やコンビ
ニのレ
ジ・ATM
などの画
面の広告

市役所・
区役所で
案内され
た

知人や友
人などか
ら聞いた

その他 無回答 回答人数

人 15 12 16 9 3 2 3 7 6 4 0 45

％ 33.3% 26.7% 35.6% 20.0% 6.7% 4.4% 6.7% 15.6% 13.3% 8.9% 0.0% -

人 1 1 1 0 0 0 0 2 1 0 0 3

％ 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% -

人 5 4 5 4 2 0 1 0 1 3 0 18

％ 27.8% 22.2% 27.8% 22.2% 11.1% 0.0% 5.6% 0.0% 5.6% 16.7% 0.0% -

人 0 1 4 1 0 2 0 4 2 0 0 7

％ 0.0% 14.3% 57.1% 14.3% 0.0% 28.6% 0.0% 57.1% 28.6% 0.0% 0.0% -

人 9 6 6 4 1 0 2 1 2 1 0 17

％ 52.9% 35.3% 35.3% 23.5% 5.9% 0.0% 11.8% 5.9% 11.8% 5.9% 0.0% -

人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

全体

学
歴

中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

高等学校、中学校卒業が入学資格の専修学校・各種
学校、旧制中等学校

短期大学、高等専門学校、高等学校卒業が入学資格
の専修学校・各種学校、旧制高等学校・専門学校

大学、大学院

その他

無回答
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【表５－７（２）－５ 職業別 大阪市の犯罪被害者等支援施策の認知経路】 

 

職業別でみると、「民間正規雇用」では「犯罪被害者等支援に関するパンフレットやリーフレ

ット」と（「市役所・区役所や Osaka（Metro の駅などに掲示しているポスター」が最も高く、50.0%

となっている。 

また、「公務員、教員」では「犯罪被害者等支援に関するパンフレットやリーフレット」が最も

高く、100.0%となっている。「非正規雇用」では「犯罪被害者等支援に関するパンフレットやリ

ーフレット」と（「区の広報紙、『KOKORO ねっと』などの人権情報誌」が最も高く、36.4%となって

いる。（「家事専業、学生、無職」では「区の広報紙、『KOKORO ねっと』などの人権情報誌」が最も

高く、52.4%となっている。 

 

 

 

  

MA

犯罪被
害者等
支援に
関する
パンフ
レット
やリー
フレッ
ト

市役所・
区役所や
Ｏｓａｋ
ａ（Ｍｅ
ｔｒｏ
の駅など
に掲示し
ているポ
スター

区の広報
紙、「Ｋ
ＯＫＯＲ
Ｏねっ
と」など
の人権情
報誌

大阪市の
ホーム
ページ

大阪市の
ＬＩＮ
Ｅ、Ｘ
 旧Ｔｗ
ｉｔｔｅ
ｒ）、Ｆ
ａｃｅｂ
ｏｏｋ、
ＹｏｕＴ
ｕｂｅ

大阪市が
主催する
イベント
 区民ま
つり、
ショッピ
ングモー
ルやス
ポーツ競
技会場で
のイベン
ト、啓発
パネル
展、いの
ちの大切
さを考え
る講演会
など）

SNS広告
やコンビ
ニのレ
ジ・ATM
などの画
面の広告

市役所・
区役所で
案内され
た

知人や友
人などか
ら聞いた

その他 無回答 回答人数

人 15 12 16 9 3 2 3 7 6 4 0 45

％ 33.3% 26.7% 35.6% 20.0% 6.7% 4.4% 6.7% 15.6% 13.3% 8.9% 0.0% -

人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

人 6 6 1 4 2 0 0 2 1 2 0 12

％ 50.0% 50.0% 8.3% 33.3% 16.7% 0.0% 0.0% 16.7% 8.3% 16.7% 0.0% -

人 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

％ 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

人 4 2 4 1 0 1 3 2 1 0 0 11

％ 36.4% 18.2% 36.4% 9.1% 0.0% 9.1% 27.3% 18.2% 9.1% 0.0% 0.0% -

人 4 4 11 4 1 1 0 3 4 2 0 21

％ 19.0% 19.0% 52.4% 19.0% 4.8% 4.8% 0.0% 14.3% 19.0% 9.5% 0.0% -

人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -

全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

無回答
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５－８ 人権問題や今後の人権教育・啓発についての意見・要望  

問 27 大阪市に対して、人権問題や今後の人権教育・啓発についてのご意見、ご要望など

があれば、ご自由にお書きください。 

 

人権問題や今後の人権教育・啓発について、大阪市に対して意見・要望を自由に記入してもら

ったところ、回答者総数 676 人のうち 120 人から意見・要望が寄せられた。 

内容が多岐にわたるため、まず、問２ １）～ ２０）の各人権課題に関する記述などを（「さ

まざまな人権問題について」として分類した。上記で分類できなかった記述は「その他」とし、

主なものは以下に記載のとおりであった。 

 

○さまざまな人権問題について 

・ 同和問題 部落差別）に関する人権 22 件） 

・ 外国人の人権 22 件） 

・ 障がいのある人の人権 12 件） 

・ こどもの人権 6件） 

・ 女性の人権 4件） 

・ インターネット上の人権侵害 4件） 

・ ヘイトスピーチ 3件） 

・ ハラスメント 3件） 

・ 高齢者の人権 1件） 

・ 刑を終えて出所した人やその家族の人権 1件） 

・ 北朝鮮当局による拉致問題 1件） 

・ ホームレスの人権 1件） 

・ ＬＧＢＴなどの性的マイノリティに関する人権 1件） 

 

○その他 

・ 人権教育・啓発の要否について 

・ 人権教育・啓発の程度について 

・ 情報発信について 

・ 大阪市のあり方について 

・ 個人の問題意識について 

・ 行政 市政・市政外）全般について 

・ このアンケートについて など 

 

 



 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 

「人権問題に関する市民意識調査」調査票 令和 7年 12 月） 

  



 

 

 

  



 

 

  



 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

 


